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1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長 は現所長の永田東大教 授)が

南極 に向か って 出発 して以来,南 極地域観測 隊は,一 時期 の中断期間 を除 いて,毎 年派遣 され,極 地研 究は着実に

発展 して きた。そ の結果,南 極地域観測隊その他 の極地研究 の中核 となる機関を設置す る必要が南極地域観測統合

推進本部,日 本学術会議その他の関係者か ら強 く指 摘された。 昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼

事務室が設置 され たの を皮切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究セ ンターと発展的に改組

されて きた。 しか し,そ の規模の拡大 と責任の増 大に伴い,極 地研究 の中核機関 と しては国立科学博物館の附属機

関と しての立場が必ず しも最適で はな くな った ことや,大 学 との連携 を強化す ることが望 ま しい こと等の理由のた

め,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究 セ ンターが発展 的に改組 され,国 立大学共同利用機関 としての国

立極地研究所が創設 され た。

昭和48年9月

昭和49年4月

昭和50年4月

昭和53年4月

昭和54年4月

昭和55年4月

昭和56年4月

昭和56年10月

国立極地研究 所創設 ・研究系4部 門,資 料 系2部 門,管 理部2課6係 及 び事業部1課2係 が置

かれ た。 また,南 極の昭和基地が附属 の観測施設 とな った。

研究系 に寒地工学研究部門,資 料系にデー タ解析 資料部 門,事 業部 に観測協力室(2係),並

びに図書室が設置 された。

研究系 に地学研究部門,寒 冷生物学 研究部門,資 料系 に低温 資料部門が設置 され た。

研究系 に極地気象学研究部門,極 地鉱物 ・鉱床学研究部 門が設置 され,寒 冷生物学研究部門が

寒冷生物学第一研究部門 と寒冷 生物学第二研究部 門に改組 された。

研究系の超高層物理学研究部門は超高層物理 学第一研究部門 と超高層物理学第二研究部門 に改

組 され,寒 地工学研究部門は極地設営部門は極地設営工学部 門とされた。 また,観 測協力室の

設営係が設営第一係 と設営第二係に改組 された。

管理部会計課用度係が,用 度第 一係 と用度第 二係 に改組 され,図 書室 に図書係が設置 され た。

資料系 に陽石資料部門が設置され,み ずほ基地が附属 の観測施設 となった。

管理部庶務課 に研究協力係が設置 された。

2.概 要

川 主要事業

ア)研 究 活 動

研究所及 び昭和基地 その他 にお いて極地に関す る科学の総 合的研究活動 を行 う。 これ には,研 究所の専任及 び客

員の教官 による もののほか,国 立大学共同利用機 関の機能 として,所 外 の研究者 との共 同研究 も行 う。

イ)南 極 観 測 事 業

南極地域 観測の中核機 関と して,観 測事業の実施及 び観測隊の編成の準備その他の協 力業務 を行 い,並 びに観測

成果について集中的に資料を収集,整 理,保 管,解 折,提 供 し,研 究発表を行 う。

ウ)大 学院教育に対する協力

国立大学その他の大学の要請に応じ,当該大学の大学院における教育に協力する。
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研

殊 職 員(観 測隊員)

営 第 一 係

(50.10新 設、54.4改 組)

設 営 第 二 係

定 常 観 測 係

(50.10新 設)

図 書 係

(55.噺 設)

地 球 物 理 学 研 究 部 門

超 高 層物 理 学第 一 研究 部 門

(54.4改 組)

※超 高 層物 理 学第 二研 究 部 門

※極 地 気 象 学 研 究 部 門

(53.4改 組)

雪 永 学 研 究 部 門

地 学 研 究 部 門

(53.4新 設)

※極 地鉱 物 ・鉱床 学研 究 部門

(53.4新 設)

生 理 生 態 学 研 究 部 門

寒 冷 生 物 学 第 一 研 究 部 門

(50.4新 設、53.4改 組)

※寒 冷 生 物 学 第 二 研究 部 門

※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門

(49.4新 設、54.4改 称)

生 物 系 資 料 部 門

非 生 物 系 資 料 部 門

限 石 資 料 部 門

(56.4新 設)

デ ー タ 解 折 資 料 部 門

(49.4新 設)

低 温 資 料 部 門

(50.4新 設)

情 報 処 理 セ ン タ ー

昭 和 基 地

み ず ほ 基 地

(L34新 設)

注:※ 印は客員部門
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(3)定 員

区 分 所 長
企画調
整 官 教 授 助教授 助 手

事務系
職 員

技術系
職 員

特殊職員 計

昭

和

57

年

度

合 計 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108UO)

所 長 1 1

企 画 調 整 官 1 1

研 究 系 6(5) 6(5) 12 3 27qo)

資 料 系 1 4 3 4 12

図 書 室 2 2

管 理 部 18 2 20

事 業 部 6 8 31 45

(注)()内 は客員教官の定員で外数であ る。

〈定員の変遷〉

訳 所 長
企 画 調

整 官
教 授 助 教 授 助 手 事 務 系

職 員
技 術 系
職 員 特殊職員 計

48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

49 1 1
(1)

3(2)

3(1)

4(2)

3

5

5

22

1△1

3
29 68(4)

50 1 1 (2)

3(4)

(2)

4(4)

5

10

2

24

8△1

10

29 82(8)

51 1 1
2(△1)

5(3)

1(△1)

5(3)

1

11

2

26

2

12
29 90(6)

52 1 1
1(△1)

6(2)

1(△1)

6(2)

1

12
26

2

14

2

31
97(4)

53 1 1
1(2)

7(4)

1(2)

7(4)

1

13

1

27

1△1

14
31 101(8)

54 1 1
(1)

7(5)

1(1)

8(5)

1

14
27

3

17
31 106(10)

55 1 1 7(5)
1

9(5)

1

15
26△1

1

18
31 108(10)

56 1 1 7(5)
1

10(5〕
15 26 17△1 31 108(10)

57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108(10)

(注)上 段の数は,当 該年度 における定員の増減数で,△ 印は振替減又は定員削減の数であ り,(

官の定員で外数である。

)内 は客員教
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{4)経 費

国立学校特別会計(項)研 究所 (単位千 円)

年 度 人 件 費 物 件 費 計

48 86,934 53,153 140,087

49 156,495 131,061 287,556

50 208,149 212,942 421,091

51 237,054 343,672 580,726

52 280,699 319,798 600,497

53 319,120 438,971 758,091

54 357,517 664,008 1,021,525

55 409,983 704,596 1,114,579

56 425,947 682,199 1,108,964

57 449,116 610,345 1,059,461
■

一般会計(項)南 極地域観測事業費

(単位千 円)

年 度 人 件 費 物 件 費 計

48 5,086 213,972 219,058

49 7,672 297,247 304,919

50 10,885 538,489 549,374

51 11,024 586,504 597,528

52 14,781 738,423 753,204

53 15,480 851,814 867,294

54 15,333 873,736 889,069

55 19,105 940,567 959,672

56 18,793 848,082 866,875

57 18,435 919,185 937,620

(5)施 設

敷 地 面 積

建 物 面 積

研究棟

管理 ・資料棟

ゲストハウス

5.947㎡

10.512㎡

5.796㎡(RC,地 下1階,地 上4階)

4.038㎡(SRC,地 下1階,地 上6階)

678㎡(RC,地 上4階)
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H研 究 活 動

研究系及 び資料系の教官はそれぞれ部門に属 しているが,研 究活動 の推進 ・まとめの ため と,南 極観測活動への

対応を よくす るたあにすべての教官を5つ の研究 グループに分 けて研究 を進 めてい る。すなわち超高層物理学研究

グル ープ,気 水圏研究 グル ープ,地 学研究 グループ,生 物学研究 グループ,極 地設営工学研究 グル ープ,で あ る。

この中で極地設営工学 グル ープは楠教授 を主任 と し,隊 長経験の ある教授が兼任で参加 してい る。 またすべての グ

ル ープに客員教授,助 教授があ り極地科学 の研究等 に貢献 して いる。

極地研究 所 として次の五項 目の特別共 同研究 を決 め,外 部の研究者 も加え重点研究を行 ってい る。(1南 極観測 ロ

ケ ッ ト搭載機器 の研究開発,② 南極 大気 のエネルギ ー収支の解析,(3)南 極隅石の総合研究,(4)南 極 における地殻構

造の研究,〔5)南極沿岸生態系 と沖 合い生態系 との相互関係の解析。 その他一般共同研究78件 を採択 し,研 究小集会

11件,観 測研究小集 会1件 を開催 し,所 内外の協力 を得つつ,共 同利用機関 と しての機能を果 しつつある。

教 官全体 として月2回 程 度の研究談話会 を開 き,全 教官の研究発表を行い,分 野 を超えて討 論 し,知 識 の交流,

評価 がなされてい る。一方各 グループで はそれ ぞれ に談話会あ るいはコロキ ュームを もち,内 外 の研究 者を招 いて

専門分野 内の討論を行 っている。 また客員教官を入れて助教授以上が年2回 集 る教授 懇談会 を機 会に,全 教官 で研

究討 論を開き,研 究上 の共 通の問題(57年 度は 「南極環境 を考 える」)について半 日間の有意義 な討 論を行 って いる。

その教授懇 談会 においては各 分野毎 にその研究経過を レビューし,将 来への展 望を しつつ,次 の計 画につ いて報告

討議 している。

昭和57年 に極地 に派遣 された研究者 は全教官33名 中20名(南 極17,北 極3)に 達 した。研究所 に残 って いた教官

と所外 の大学及 び研究機関等か ら応募 して くる共同研究員363名(研 究ノ」＼集会等 も含む)が 極地科学 の研究 に参加

した。 又極地研 の主催 した シンポジウムと して,　BIOMASS国 際研 究集会1982　(SCOR/SCARワ ークシ ョップ,

BIOMASSコ ロキューム,　BIOMASSミ ーテ ィングを含む)と 超高層,気 水 圏,地 学,阻 石の4つ の シ ンポジウ

ムが あり,参 加 した研究者 は総員452名(内,外 人44名)多 くの研究発表が行 われた。

以上 の研究活動の一部 は国内外の専門誌に掲載発表 される ことは勿論 であるが,極 地研究所 と して はその研究成

果 をMemoirs　 (シンポ ジウムの　Proceedings　 を含む),南 極資料,　Catalog　 ,　Geological　 Map　 Series　,

Data　 Report等 と して刊行 し,総 頁は3000頁 を超 して いる(図 書室 の項参照)。

〔A研 究 〕

1.超 高 層 研 究 グル ー プ

川 一般研究

オ ー ロ ラ オ パ ー ル の 形 態 学 的 特 性 の 研 究 助 教 授 鮎 川 勝,教 授 平沢 威 男

研 究 所 に 設 置 され たWDC-C2　 for　Auroraが 収 集 した 南 極 点 基 地(South　 Pole　 Station,SPS)の 全 天 カ メ ラ

デ ー タを 用 い て,オ ー ロ ラ オパ ール のMagnetic　 Local　 Time　 (MLT)の 違 い に よ るAuroral　 morphology

の 統 計 的 調 査 を 行 った 。　 SPSは,地 球 の 自転 に 伴 って 平 均 的 なAuroral　 oval(Bond　 &　Thomas　 1971　,　Feldst

eineta11974)の 近 傍 をMLTと 共 に移 動 す る。 即 ちSPSは,①Auroral　 ovalの 平 均 的 位 置 を 概 ねcoverし て

観 測 し う る。 ② 冬期 に 太 陽光 の影 響 を受 け る こ とな く24時 間 連 続 観 測 が 可 能(　 Dayside　 Auroraの 観 測 が 可 能)

③ 極 冠 高 気圧 の 中 に位 置 す るた め比 較 的 晴 天 日が 多 い 。 等 の オ ー ロ ラ光 学 観 測上 の 有 利 な条 件 を有 す る位 置 に あ る。

初 期 調 査結 果 か らAuroral　 ovalのMLTの 違 い に よ る形 態 学 的特 徴 と して 次 下 の 知 見 を 得 た 。 図 に そ の 特徴

的 オ ー ロ ラ形 態 の例 を 示す 。

Day-side(10～14MLT)　 :　Coronal　 auroraが 卓 越 し,　ray構 造 が 顕 著 で,旦 つ 長 時 間 同形 態 の オ ー ロ ラが

持 続 して観 測 さ れ る こ と が 多 い。　 activeなauroraも 多 く観 測 され る が,夜 側 のactive　 auroraに 比 べて,そ の

arcの 巾 は若 干 細 く,輝 度 もや や 弱 い 傾 向 に あ る。
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Afternoon-side(14～16MLT)　 :他 の時間帯 に比 してSPSで 観測 され るオ ーロラが少な く,そ の特 徴 的 な形

態を述べ るに は未だ調査が不十分であ る。

Earlyevening-side(16～20MLT)　 :比 較 的 輝 度 強 く,巾 広 いarcが,　 SPSの や や 高緯 度 側 に卓 越 して 観 測

され る傾 向 にあ る。

Late　 evening-side(20～22MLT)　 :　Auroral　 break　 up現 象 が 比 較 的 多 く観 測 され,全 天 にactive　 aurora

が 良 く存 在 す る。

Night-side(22～02MLT)　 :　SPSよ り低 緯 度側 に輝 度 の 強 いarc　 typeのauroraが 観 測 さ れ る こ とが 多 い。

SPSの 天頂 付 近 で 観 測 され る場 合 に は,　 Lateevening-sideと 同 様break　 up的 様 相 の オ ー ロ ラ現 象 と して 見 ら

れ る。

Early　 morning-side(02～05MLT)　 :　Late　 evening及 びNight-sideに 観 測 され るオ ー ロ ラ に比 して,非 常

に輝 度 弱 く,巾 の狭 いarc　 type　auroraが 良 く見 られ る,　 arcの 長 手 方 向 は,や やs皿aligned　 directionを と

る こ とが 多 い。

Late　 morning-side(05～10MLT)　 :　coronal　 auroraが 卓 越 し,　SPSがova1をcrossす るこ と を 示 唆す る。

Day-sideに 見 られ るcoronalauroraと は 詳細 な構 造 上 の 差 が あ る様 に 思 え る。

祥 ウ笏

蓼灘 鷺　　　　　ts

極 地 中 層大 気 の レー ザ レー ダ の開 発 客員助教授 岩坂泰信,教 授 平沢威男 助教授 福西浩 ・佐

藤夏雄 助手 藤井良一 ・宮 岡宏

南極MAPの 一環 と して,成 層圏 エアロゾル を観測す る為に56年 度 か ら2年 間にわた り レーザ レー ダの開 発及

び製作を行い完成させ た。今 回の レーダは,ル ビー レーザーの基本 波及 び第2高 調波 を用 い,観 測器の制御は内蔵
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の マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ8085-2が,デ ー タ の プ ロセ ス,収 録 は ミニ コ ン ピュ ー タ(MELCOM70/10)が 行 う。

レーザ レー ダの 諸 元 を 表1に,カ マ ッ クを 用 い た信 号処 理 の 流 れ を図1に 示 す 。 又24次 観 測 用 に 完 成 した シ ス テ ム

の 概 要 を 図2に 示 す 。

Table　 1.

表1レ ーザ レー ダ の主 要 諸 元

Main　 characteristics　 of　 laser　 rader system

Transmitter

　　 Laser　 wavelength

Laser　 power

　　　Pulse　 repetition　 rate

　　 Pulse　 duration

Receiver

　　 Telescope

　 　 Photomultiplier

　 　 A/D　 converter

　　 Photon　 counter

Data　 processor

0.6943μm　 (Ruby,　 fundamental)

0.3471μm　 (Ruby,　 second　 harmonic)

1.OJ/pulse(Max.,0.6943μm)

0.25J/pulse(Max.,0.3471μm)

1.OHz(Max.)

40ns

50cmφ(Cassegrain)

R1333(0.6943μm,　 DC　 signal)

943-03(0.6943μm,　 photon　 counting)

943-02(0.3471μm,　 photon　 counting)

8　bit/word,　 960　words

100　channels,　 2　series

Mini-computer　 (MELCOM　 70/10)
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図1レ ー ザ レー ダ信号 処 理 部 の 構 成 、規 格 はCAMACで 統 一 さ れて お り,

コ ン トロ ール は マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ8085-2で 行 わ れ る。

図2レ ー ザ レ ー ダシ ス テ ム全 体 の外 観 写 真

Fig.6.　 A　 photograph　 of　 the　 laser　 radar

①

svstem.
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完成 したシステムはル ビー レーザ ーの基本波(0.6943μm)と 第2高 調波(0.3471μm)の 光子計測法によ る計

測の他 にアナ ログ法 による計測 も同時 に出来 る。 この システムの特徴 と して は通常の エアロゾルの密度の高度分布

の測定 の他 に,散 乱光の偏光特性を調べ ることも出来 る為,エ ア ロゾルの形状及 び粒径 を測定す ることも出来 るの

が特色 となっている。又 レーザ ーの発振部を取 りかえ ることによ り,色 素 レーザー等 も使用 出来 る等将来の拡張性

も十分ある システムとな ってい る。

完成 した システムは日本国内で十分試験を行い,シ ステムの機能 のチェ ックを行 った。結果の一例を図3に 示す。

図3は 基本 波(0.6943μm)の 距離補正を行 った100シ ョッ トのパ ルスを積算 して得 られ た散乱光受信強度の図で,

縦軸は高度,横 軸 は散乱強度であ る。高度30㎞ 付近か らの散 乱光が観測 されていることが分 る。 尚,こ の レーザ ー

レーダシステムは昭和58年 度か ら昭和基地 にお いて運用に入る。

　　　　　　　　　　　　　EXTRACT　PARAMETER　 A=0　40　kW　 B=1　00　kW　 DATE　82/10f　4　21　56
100

図3

ト
=
O
日
工

〔km)

し　　

11010。100010・ 。0100000(Z2ΣP)
PMニ205V　 D-LEVEL=4　 G=10km　 D=5km

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 AEROSOL　 DtSTRIBUTION　 IOO　 SHOTS

O.6943μmに ついての距離補正 した レーザ レーダの受信 電力値(相 対スケ ール)

の高度分布

ロケ ッ ト ・衛 星 搭 載 用 リン グ コ ア型 フ ラ ック ス ゲ ー ト磁 力 計 の開 発 助教授 福西浩,助 手 藤井

良一

ロケ ット・衛星で磁 場観測 を行 うための磁力計の開発を行 ってい る。 搭載用磁 力計 は地上磁力計 に比べ以下の よ

うな性能を有 してい ることが必要で ある。

1)小 型 ・軽量で衝撃 や振動 に強 い。

2)低 消費電力型である。

3)厳 しい環境条件(真 空,低 温,太 陽光 を直接受 けた面 と受けない面 での大きな温度差等)の もとで安定 して動

作す る。

4)高 い周波数 レスポ ンスと広 いダイナ ミック レンジ(測 定範囲)を もつ。

5)セ ンサ ー部は ロケ ッ トや衛星本体か らブームやマ ス トによ って伸展 される機構 を もつ。

4)の 条件は,た とえ地球磁場 が一定で あって もロケ ッ トや衛 星のス ピンや飛翔運動 によって大 きな変動磁場が

つ くり出 され るので必要 となって くる。例えば ス ピン周期1秒 のSBIO型 ロケ ッ トでは,1秒 間 に約+50000nT

の磁場変動が起 こる ことになる。 これ に対 し,電 離層電流や沿磁力線電 流によ って起 こされ る変動磁場の大き さは

10-1000nTで ある。従 って,高 い周波数 レスポンスと広いダイナ ミック レンジが必要 となる。

5)の 条件 は,ロ ケ ッ トや衛星 が残留磁気を もってい る他,搭 載された電気 回路で消費 され る電流がつ くり出す

磁場が,観 測すべき自然 の磁場変動 のノイズ源 にな ることか ら必要 な条件 となる。 これ らのノイズをでき るだけ小

さ くす るには,セ ンサー部 を ロケ ッ トや衛星か ら離す機構が必要 となって くる。
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これ らの性質を有す るS-310型 南極 ロケ ット搭載用磁 力計 と して,以 下の仕様 を満 たす磁 力計の開発を行 ってい

る。

測定範囲

測定分解 能

励振周波数

ノイズ レベル

周波数 レスポ ンス

サ ンプ リングレー ト

デ一夕伝送量

消費電 力

セ ンサー外形 ・重量

エ レク トロニ ク ス部 外 形 ・重 量

伸 展 ブ ー ム

ま た1989年 に宇 宙 科 学 研 究 所 よ り打 上 げ が 予定 さ れ て い る オ ー ロ ラ観 測 衛 星EXOS　 -　D用 と して,以 下 の仕 様

を満 たす 磁 力計 の開 発 を 行 って い る。

測 定 範 囲 ±65536nT,+16384nT,±4096nT,±1024nTの4階

測 定 分 解 能2nT,0.5nT,0.125nT,0.031nTの4段 階

励 振 周 波 数　 15kHz

ノ イ ズ レベル0.02nT(100Hzバ ン ド幅 で)

周波数 レスポンス

ゼ ロ レベル安定度

サ ンプ リグ レー ト

データ伝送量

消費電力

伸展マス ト

±60000nT

　 　 　 7　nT

　 　 　 l5kHz

5　nT以 下

100Hz

33Hz

　　　　 1.　4　kbit/s

4W

50>〈55×170mm,0.7kg

50×150×170m,1.5kg

50cm

100Hz

l　nT

50Hz

2.5　 k　bit/s

3W

5mシ ン プ レ ッ ク ス マ ス ト

極 域 成 層 圏 二 酸化 窒 素 の観 測 客員助教授 小川利紘,助 手 藤井良一

成層圏の窒素酸化物はオゾ ンの消滅反応 を支配す る成分であ る。極域成層圏の窒素酸化物は,田 光化学反応 によ

る生成が皆無か僅 少であ るが,② オーロ ラ粒子や宇宙線 による生成が ある,と い う特殊条件のため中低緯度 とは異

な る様相を呈す ることが予想 される。極域上空の観測 データは極 めて数が少な く,特 に南極域では皆無であ る。 こ

の研究では,中 層 大気 国際協 同観測MAP期 間 中の昭和基地にお ける観測の一環 と して,成 層 圏二酸化窒 素(NO

2)を 地上および大気球 をプ ラッ トフォームと して観測 し,極 域成層圏NO2の 動態につ いて の 知見 を 得 る こ とを

目的 とす る。

成層圏NO2は 太陽可視光の吸光分光法 によって測定す る。波長430～450nm域 の太陽 スペク トル を約1分 間 で

取得 し,NO2の 吸光スペ ク トルを抽 出す ることに よってNO2全 量を定量す る。 太陽高度の変化 を利用 してNO2

の高度分布を求め ることは,日 出 ・日没時の観測 によって可能であ る。

第23次 隊では,大 気球をプ ラッ トフォームと して約15時 間の観測を行な い,日 没 ・日出時の測定に成功 し,初 め

て極域 上空NO2に っいての知見を得 ることがで きた。予備的な データ解折結果では,中 低緯度 よ りかな り高 濃度

のNO2密 度が得 られたが,こ れは,す で に全 日照に近 い季節の高緯度 とい う観測条件か ら考えれば不 自然 で は な

い。 この観測で は,同 時にオゾ ンおよび電離率 も測定 されてい るので,極 域の電離作用 とNO2と の関係,さ らに

オ ゾンへ及ぼす影響についての分析 も行 なう予定であ る。

第24次 隊では大気球および地 上観測 を実施す る計画で このための準備を した。 大気球観 測用と しては,測 器 を小

型に改良 し,地 上観測では夜間月光を光源 と してNO2だ けでな くNO3も 測定すべ く,光 電 分 光 計を 改良 しテ ス

トを行な った。
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オ ー ロ ラ とプ ラズ マ 波 動発 生 領域 の対 応 関係 の研 究 助教授 福西浩

昭和基地では1976年 よ り人工衛星ISIS-1,2観 測 データのテ レメ トリイ受信を行 っている。ISIS-1,

2に は広帯域(50Hz-30KHz)のVLF波 動観測器が搭載 されてお り,こ の周波数帯 に出現す る各種 のプ ラズ

マ波動の観測が可能 となる。　ISIS-1は,遠 地点3258km,近 地点578km,ISIS-2は,高 度1400㎞ の円軌道で,

両衛星 とも軌道傾斜 角は8S° の極軌道衛星で ある。 そこでISIS-1,2衛 星は,昭 和基地の上空付 近 ばか りで な

く,地 理的な極点 にあるサウスポール基地上空付近 も通過す ることにな る。両基地 ともオ ーロラ観測用 の全天 カメ

ラが設置 されている。 これ らのデータと衛星で観測 されたVLFデ ータを比較す ることによ り,VLF帯 のプ ラズ

マ波動発生領域 とオー ロラ出現領域 との位置 関係 を明 らかにす ることができ る。ただ しオ ーロラは高度100㎞ 付近

で発生 しているのに対 し,　ISIS衛 星は高度1000-3000㎞ を飛行す るので,そ の位置関係を比較する には衛 星 の位

置をオ ーロラ発光高度 に射影 して比較す ることが必要 とな る。オ ーロラを発光 させ る荷電粒子は磁 力線 に沿 って上

層大気 に入射す ることを利用 し,地 球磁場 に対す るIGRFモ デルを用い,　ISIS衛 星を通 る磁力線 がオー ロラ発光

高度(100kmと 仮定)と 交わ る点(こ れをmagnetic　 foot　pointと いう)を 計算で求めた。サ ウスポール基地 は磁

気緯度7ず に位置す ることか ら,昼 間側 のオー ロラの観測が可能 とな る。一方昭和基地は磁気緯度66° に位 置す る

ことか ら夜間のオ ーロラを観測す るのに適 している。 これ らの データ比較 より以下の ことが明 らかにな った。

玉)夜 側で は,バ ン ドや アーク状のデ ィス ク リー トオーロ ラ領域 とその周辺で ヒスが発生 してい る。 ヒスの下限

周 波数 はアークの位置で もっとも低 くな り,ア ークか ら離れ るに従 い周波数が上昇す る。

2)昼 間側の12時 付近 には放射状のオ ーロラが出現す ることが多 いが,こ のオ ーロラ領域 とその周辺に ヒスが出

現す る。 ただ し,夜 側の ヒスが連続的な スペ ク トル構造 を もつ のに対 し,昼 間側の ヒスは,継 続時間の短いバース

トの重 ね合せか らな るスペ ク トル構造を もつ。図1は,1978年5月1日ISIS-1衛 星に よって観測 され た昼 間側

のオー ロラヒスとサ ウスポール基地で同時に観測 されたオー ロラの全天 カメ ラ写真 を示す。写真は 白黒が反転 され

てお り,黒 い部分が オーロラを示す。写真上の曲線は衛星 の軌道 で丸 印は1分 ごとの衛星位置を示す。

3)夜 側 も昼間側 もVLFソ ーサ ーはアーク状オ ーロラ出現領域 には出現せず,そ の周辺 に出現す る。

Φ

図1

周 期 的VLF放 射 に伴 う地 磁 気 脈 動 の研 究 助教授 佐藤夏雄

VLF自 然電波 のなかで,周 期が5秒 ～10秒 で安定に観測 される現象が周期的VLF放 射 と呼ばれてい る。22次

隊で観測 した昭和基地 データのなか に,こ の周期的VLF放 射 の周期 と地磁気脈動 の周期 とが1対1に 対応する例
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を見出す ことができた。 さらに,こ の現象が受信 されてい るときに,昭 和基地上空をISIS-2衛 星が通過 し,地

上のVLF放 射 と衛 星のVLF放 射とが1対1に 対応 して観測 された。 この興味深 い現象を詳 しく解 折 した結果,

以下の ことが明 らかにな った。

1)周 期 的VLF放 射 の周期 と地磁気脈動の周期 とが完全に一致す る。

2)地 磁 気脈動の振 幅はH成 分(南 北成分)がD成 分(東 西成分)よ り5倍 大 きい。

3)み ず ほ基地 で同時に観測 された地磁気脈動の強度は,昭 和基地の4分 の1以 下で あった。

4)地 磁気 脈動 の周 波数一 時間 のスペク トル解折を行な うと,"線 状スペク トル構造"を 示 した。

5)こ の現象は,地 磁気 活動 の静穏時の午後～夕方側 に観測 され る。

上記 の結果 か ら以下 の結 論を得 ることができた。周期的VLF放 射 の発 生に伴 う高エネルギー電子 が周期 的に電

離層 に降下 し,電 離層 内の電気伝導度を周期的に変化 させ る。 この電気伝導度 が周期的 に変化す る ことによ り,電

離層電流で あるS号 電流強度 も周期的 に変化す る。 したが って,地 上 では周期 的VLF放 射 に伴 って周期 的な磁 場

変化(地 磁気脈動)が 観測 され る。

気 球 観 測 によ るX線 とVLF放 射 の 相互 関係 の研 究 助手 山岸 久雄

昼間側磁気圏 内でのサ イクロ トロン型波動粒子相互作用 と して知 られてい るポーラーコーラス放射 と降下電子 マ

イクロバ ース トの関係を明 らかにす るため,国 立極地研究所 は1982年3月19日0630UT,ノ ル ウ ェー国 ス タ ムス

ン ドよりVLF観 測器 と制動輻射X線 観測器 を搭載 した観測気球 を放球 した。気球 は,ノ ル ウェーよりフィ ンラ ン

ド中央部まで4時 間にわた り,L値5.7～4.8の 範囲で観測を行 った(図1)。 飛翔中,X線 観測器 は周期 約20秒

のX線 脈動現象を観測 し,こ れは同時に地上(Andφya,L=6.1)のVLF放 射観測器により観測 されたrising

tone　typeのVLF放 射脈動 と非常 に良い相関を持つ ことが明 らか とな った(図2)。

この ことは,放 射線帯 高エネルギー電子が磁気赤道付近でのVLF放 射 との波動 一粒子相 互作用 によりピッチ角

散乱 され電離層へ降 り込み,制 動輻射X線 を放射 したもの と理解 され る。更に,両 者の脈動分の相互相 関を調べた

結果,X線 脈動 と同相で変化す るVLF放 射脈動 は高緯度側(L=5.4)で 低周波(1kHz),低 緯 度側(L=

5.0)で 高周波(2.2kHz)と なることがわか った。 これは,磁 気圏内のVLF放 射 の周 波 数 は赤 道 面 にお け る

電子 ジャイ ロ周波数 にほぼ比例 して おり,L値 が少 さくな るほど高い周波数 となることを反映 して いる ものと思わ

れ る。
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飛 翔 体 搭 載 用 オ ー ロ ラテ レビカ メ ラ シ ス テ ム の 開発 助教授 江尻全機,助 手 小野 高幸

固体撮像素子(CCD)を 用いたテ レビカメ ラは,軽 量でかつ低消費電力であ り,大 気球,ロ ケ ッ ト,及 び人工衛

星 とい った飛翔体を用いたオ ーロラ観測をす るための システムと して優れた特徴を持 ってい る。 ここでは,昭 和56

年度 よ り開発 されて地上観測用 として確 立 されたオーロ ラテ レビカメラを原型 と した大気球搭載用オー ロラテ レビ

カメ ラの製作並 びに観測実験,又 南極 ロケ ッ ト搭載 を目的 と した新たなテ レ ビカメラシステムの開発 を行 った。

大気球 搭載用 テ レビカメラシス テム製作は,昭 和56年 度 に開発 された カメ ラ部の一部改造並びに信 号処理部 の新規

製作によ り行 う事がで きた。観測に より得 られ るオーロ ラ画像 は,380×490の 画素毎にデ ィジタル量 として取得 さ

れ るが,デ ータはPCMテ レメータに より地上に伝送 され ることとな る。開発 された大気球搭載用テ レビカメ ラシ

ステムはスウェーデン ・エス レンジで実施 された北極バル ー ン実験において実際の飛翔実験が行われた。飛翔 は2

回行われ,1回 目の実験では,撮 像部の イメー ジ増倍管高電圧部の放電 とい う トラブルが起きたが現場 での原因 の

解 明 と改修 に成功 して2回 目の飛翔では正常な動作 が確認 され た。飛翔中 はオ ーロラ活動が弱 く,オ ー ロラの画像

取得 はできなか ったが,地 上におけ るテス ト観測の結果 も含 めて,大 気球搭載用 と しての システムの確 立を確認す

る事ができた。

オー ロラテ レビカメラを南極 ロケ ッ トに搭載する際に克服 しなければな らな い新たな問題 としては,Dカ メ ラ

システムをさ らに小型化す ること,ii)ロ ケ ッ トのス ピンの影響 による画面のぶれを無 くす ること,の2点 がある。

特 にii)の 点 は地上あ るい は大気球観測には無 く,ロ ケ ッ トが約0.5Hzの ス ピンをす ることによ り,ロ ケ ッ トに

固定 したテ レビカメラで撮像 した場合,オ ーロラの画像がぶ れて しまうことによる。従 って計画 されたオー ロラテ

レビカメ ラの外観 は第1図 の様にな る。即ち,カ メ ラヘ ッ ド部 とロケ ットの横側 に突出 し,カ メラを ロケ ッ トのス

ピンと逆方 向に回転 させ る事に よりス ピンの影響を無 くす る方式が採用 された。 デスピン部分には,カ メ ラレンズ,

イメー ジ増倍管,　CCDセ ンサ ー,　CCDプ リア ンプ゚ ,及びイメージ増倍管用高圧電源を収納 しなければな らず,

これ らを総合 して小型化す る方式が検討 されたが,　CCDカ メ ラの持つ特徴 を生か して,直 径68mm,長 さ322mmの

円筒形 のケース内に全てを収納す る事に成功 してい る。
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オ ー ロ ラ粒 子 エネ ル ギ ー 分析 器 の 開発 助教授 江尻全機 助手 宮 岡 宏,山 岸久雄

MAP期 間 に予定 されて る南極 ロケ ッ ト実験に備 え,オ ー ロラ現象 の直接的要因であ るオー ロラ降下粒子(電

子)の エネルギー分布 を計測す る粒子観測器 の開発を昨年度 よ り行 なって いる。今年度は特に,(1)半 球型静電分析

器 のチェ ンバ ー実験,　(2)　MCP(Micro　 Channel　 Plate)を 用 いた磁界偏向型二次元分析器の設計 ・製 作,な らび

に(3)第25次隊 ロケ ッ ト観測用粒 子観測器の設計,を 重点 的に実施 した。

昨年度製作 した半球型静電分析器は,内 球 半径45㎜,外 球半径50mで 静電偏向感度 はE/eV≒10,コ リメー タを

交換す ることによ り,　GeometricalFactorを 変え られ るよ う設計されている。 チ ェンバ ー実験 は,二 軸制御可

能 な回転台(ジ ンバル)上 に置かれた分析器 に対 しコ リメータよ り約5cmの 位 置に設 置 した電子銃 の ヒータ電位 を

負 に沈 めることによ り電子 ビームを発生 させ行な った。 ビームエネルギ ーを固定 し,内 外球へ の印加電圧 を掃 引す

ることによ りエネルギ ー分解能を実測 した。その結果,ビ ームエネルギ ーによ り差異 はあるが,ほ ぼ△E/E=0ユ

～0 .2の 範囲内 にあることが確認 された。また ジンバルを回転 させて角度 分解能にっいて も実測 を行 な い,設 計通

りの角度性能であ ることが確認 された。

静電偏向型分析器 により荷電粒 子のエネルギーおよび ピッチ角分布 を求め るためにはそれぞれ掃引計測が必要 と

な り,一 般 には高時間分解能の観測は難 しい。 このため,二 次元 セ ンサーであ るMCPを 用 いてオー ロラ電子 のエ

ネルギーな らびに ピッチ角 を同時に測定できる磁界偏 向型分析器 の設計 ・製作を行な った。 この分析器 では,コ リ

メータより入射 した電子は その入射角およびエネルギーに応 じて磁界偏向を受けMCP面 上 の一点 に衝 突す る。 そ

れ らの位置情報 は,レ ジスティプアノ ー ドエ ンコーダにより検出 され,ア ナ ログ演算回路 によ り入 射位 置が決定 さ

れ,直 ちにその入射角 ならびにエネルギーが同定 され る。 この分析器 によ る本格 的なチェ ンバ ー実験 は次年度 に実

施す る 予定であ る。
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以上 の静電偏向型,な らびに磁界偏向型分析器の試作 ・実験 の成果 を基 に,第25次 隊 で 持込 む南 極 ロケ ッ ト

(S-310型)に 搭載す るオ ーロラ粒子観測器の設計を行な った。今 回の観測 では,オ ー ロラ粒子の エ ネル ギ ーお

よび ピッチ角分布を高分解能で測定す ると同時に,粒 子 フラックスの変動 を時間分解 能 を上 げ て観 測す るた め,

1/4球 型静電偏 向型分析器(エ ネルギ ー掃引)と 磁界偏向型分析 器(エ ネルギー固定)の2つ のタイプを搭載す

る予定 で そのための 詳細設計を行な った。 前者 は,20eV～16keVの エネルギー範囲を約0.6秒 間で掃 引 し,同

時 に ピッチ角の異 なる3方 向の入射粒子の計測 を行 な う。また,後 者の観測器は,エ ネルギーの 異 な る4つ の チ

ャンネ ル(1,2,4お よび8　keV)で 同時 に高時間分解能(100msec)に て粒 子 フラックスの計測 が可能 とな

って い る。 これ らは,来 年度製作 され,較 正実験装置を用いた性能確認試験 を行 な う予定であ る。

(2)共 同研究 ※印研究代表者 印以下極地研究所担当教官

ア)一 般共同研究

オ ー ロラ観 測 のた めのLLL・TVカ メ ラ の開 発 ※小 口高(東 京大学 理学 部 教授),林 幹治(東 京

大学 理学部 助手),佐 々木造(宇 宙科学研究所 助手):平 澤威男(教 授),江 尻全機(助 教授),小 野 高幸

(助手).

固体影像 素子CCDを 用 いた超高感度 テ レビカ メラの開発 を前年度 に引続 き実施 した。本年度は特に,テ レビカ

メラの信号処理部 の製作,並 びに大気球搭載用 テ レビカメ ラシステムの設計 ・製作 を行 い,1982年11～12月 のス ウ

ェーデン・エス レンジにおける北極圏大気球実験にて,実 際に これ らを用 いた試験観測を実施 し,良 好な結果を得

た。

本年度得 られた主 な研究 成果 は以下 の通 りで ある。

1)信 号処理部の製作

今 回製作 したテ レビカメ ラ信 号処 理部 の大きな特徴 として,撮 像がデ ィジタル論理 回 路 で制御 され る事 に よ り,

CCD素 子の蓄積時間の制御 が容 易で,デ ータ もそれ に同期 してデ ィジタル処 理 され,コ ンピュータ画像処理に適

したもの とな ってい る。制御 可能な項 目と しては,a)モ ー ド(カ メラモー ド/再 生 モー ド),b)デ ー タサ ンプ
む む くレ

リング周期,c)露 出時間(33msec～8.533sec:8段 階),d)フ ィル ター(4278A,5577A,6300A,並 び に

NDフ ィルター),お よび,　e)　 CCD温 度(-40℃,-20℃,並 びに0℃)の5項 目である。

2)大 気球搭載用テ レビカメ ラの製作

飛翔体搭載用オ ーロラテレビカメ ラ開発の一環 と して,前 年度製作 した地上観測用テ レビカメ ラを基 に,大 気球

搭載用 モデル を設計 ・製作 した。大気球実験 において は,飛 翔 に伴 う加速度 ・振動等の環境条件が比較的緩やかな

ため,特 別な構造設計等は行なわず,大 部 分地上観測用 カメラと同一仕様 とした。ただ し,CCD素 子 の冷却方法

と して ペル チエ素子の代 りに ヒー トパイプを用 いた。 また画像信号を地上ヘテ レメ 一夕伝 送す る関係上,デ ータ形

式 を一部変更 してい る。

3)エ ス レンジにおけ る観測 ・性 能試験

昭和57年11月11日 よ り12月19日 までの期間,ス ウェーデ ン・エス レンジにて実施 された北極圏大気球観測 におい

て,今 回開発 した地上観測用 および大気球搭載用高感度 テ レビカメラによ るオ ーロラ観測および性能試験 を行 な っ

た。地上観測 用テ レビカメ ラによって合計21時 間分の オーロラ観測を実施 し,デ ィスク リー トア ークやパ ルセ ーテ

ィングオ ーロラのパ ッチ構造等,良 質 な画像 を得 ることがで きた。また性能試験 としては,フ ィル ターの種類 と露

出時間を変化 させ る ことによ り,実 際 のオーロ ラを撮像す るの に必要な露出限界値について詳 しく調 べた。

また大気球B15-4Nに 搭載 されたテ レビカメ ラによる飛翔観測 は計2回 行なわれた。共に飛翔経 路の制約 か ら,

観測 時間が短か ったため顕著なオ ーロラ現象を捉えることはで きなか ったが,機 器 はほぼ正常に動作 し,飛 翔体 を

用いたオー ロラTV観 測の有効性を確認できた。今回の大気球実験 にて得 られ た多 くの基礎デ ータを基に,昭 和58

年度 は,南 極 ロケッ ト搭載用テ レ ビカメ ラの設計 ・製作 を行 なう予定であ る。
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気 球 搭 載 用 オ ー ロラX線 撮 像 装 置 の 開発 ※小 玉正 弘(山 梨 医科 大学 教授),西 村 純(宇 宙科学 研究

所 教授),山 上隆正(宇 宙科学研究所 助手),藤 井正美(宇 宙科学研究所 助手),奥 平清昭(立 教 大学 理学

部 助教授),平 島 洋(立 教大学理学 部 講師),村 上浩 之(立 教大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),

江尻全機(助 教授),小 野高幸(助 手)

オ ーロラX線 を発生 させ る親の高エネルギー電子 の発 生場 所や加速機構 を知 る目的のため,大 気球を利用 したX

線の空間分布撮像装置の開発を行な った。オー ロラX線 源は宇宙X線 のよ うな点源で はな くてあ る程度 の空間的広

が りを持ち,し か も全天の各所に点在 して激 しく時間的空間的に変動す るのが普通であ る。時間変動は極めて早 く,

1秒 以下のマ イクロバ ース トか ら,数10秒 程度 のpulsationま であるので,空 間分布撮像を時 間 変化 と独立 に行

なうには,宇 宙X線 の撮像法 とは別の方法が必要 であ る。 そこで 当面 の目標 を空間分解能でIO°　以下,す なわちオ

ーロ ラX線 発生高度 を100㎞ と仮定 して12㎞ 以下 ,時 間分解 能で1秒 以 下に置き次 の2っ の方法で開発を進めた。

1)マ ル チテ レスコープ方式

狭 い視野角 を持つ複数個のX線 検出器を異なる方 位角と天頂角に向けて固定 し,気 球の ゴン ドラの一様回転を利

用 して全天探査す る方式であ る。視野角 と天頂 角の両者 を一 定に した方 式はこれ まで にも報告例があ るが,わ れわ

れ はそれぞれ異 なる視野角 と天頂角を持つ4本 のNa　 Iシ ンチ レ一夕検 出器 を組合せ た。

この装置 を搭載 した気球 は1982年11月 ス ウェーデ ンのEsrangeか ら放球 され,約4分 間にわた りバ ック グ ラウ

ン ドの約10倍 のX線 バ ース ト例を記録 した。4本 の検 出器 による記録 の相互比較か ら,X線 源の南か ら北への早い

移動が確認 されたが,詳 しい解析 はなお進行中である。

この方式 によるX線 撮像 はゴン ドラの回転によ って始 めて得 られ るものなので,時 間変動 と空間分布 とは完全に

独立 して測定す ることはで きな い。 この点を改良 したのが次 の方法 である。

2)ピ ンホール カメラ方式

光学 カメ ラと同 じ方式 をX線 撮像に応用 した もので,入 射X線 のNaI面 上での位置認識にはマイク ロチ ャネル

プ レー ト(MCP)を 使用 した。 これ とNaIシ ンチ レ一夕 とを,光 ロスをで きるだ け少な くす るため細 い ライ トガ

イ ドの束で 直結 した。　MCPは 浜松テ レビのR1224で 直径1'の 光電面 を持つ16陽 極の ものを利用 した。 これによ

り検 出器視野 を縦横4×4=16の セ グメン トに分割 したそれぞれか らの光子数を別々に記録す る。

検 出可能 なX線 の最小 エネルギ ーは約30keVと な る。

試作 され た撮像装置 は直径10.2cmのNaIを 用いた10.8φ ×55cmの 大きさの暗箱で,上 部に0.8cmφ のX線 入射

窓を持 つ。 それ以外 の部分 は厚 さ1mの 鉛板 と厚 さ2mの 揚板で シール ドされた。 この装置は1982年11月 スウ ェー

デ ンのEsrangeか ら打上 げ られた気球に搭載 された。浮 遊時間が短かったこともあ りオ ーロラ現象に遭遇 しなか

ったので,オ ー ロラX線 は観測 されなか った。 しか し各電気 回路系 は正常 に動作 した ことが確 認 された。

極 域 にお け るVLFhiss帯 の地 上 へ の伝 搬 機 構 の モ デル 化 ※長野 勇(金 沢大学工学部 助教授):

江尻 全機(助 教授),山 岸久雄(助 手)

極域 における ヒス帯 のホイスラモー ド波が地上へ伝搬す る機構 を調べ るた めに,下 部電離層及び地上での空間強

度 分布 と偏波特性 を定量的 に取扱 うための計算 プ ログ ラムを開発 した。

昨年度 までの研究 によ り,南 北方向 に有限な広が りを もつVLF波 について は上記の 目的は達せ られた。今回は,

地球磁場 による方 向依存性 を調べ るため,さ らに一 般的な3次 元的に有 限な広が りを もつVLF波 を電離層 上方か

ら入射 した際,.大 地上 でどのような強度分布が得 られ るかを計算 した。 又,こ の得 られた結果をVLF方 探の アル

ゴ リズムに適 用 して,　VLF方 探(NPE法,T-DF方,ゴ ニオメ一夕一法)の 方位角特性を得 る事が で きた。

計算手法

空間的に有限な広が りを有す る電磁界は波数空間で フー リエ変換す る事 により伝搬方向の異な る平面 波の合成 と

して表現できる。 これ らの素平面波 にっいては均質多層 分割 法によ りフールウェーブ解を得 る事がで きるか ら,こ

れに入射高度 での強度 分布 の初期値を与えて任意高度における空間強度 分布 を得 る。

入射モデルと しては,波 数 スペク トル空間内で トランス ミッションコー ン内に初期振幅一様なモデルを考 えた。

又,下 部電 離層 モデルは静穏時の一般的な極地モデル とした。
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計算結果

(1)上 記のモデルについての大地上 での空 間強度分布 を求めた結果,そ の分布特性は地球磁 場方 向に強い指 向性

を示 してお り,そ の ピーク点 は南へ数㎞程度移動す る事が分か った。又,ピ ーク点か らの空間減衰率 は,最 も大 き

い値を とる方向で8～10dB/100㎞ で あ り,こ れ は鶴 田らによ る実験結果 と一致 してい る。

(2)方 位 角特性 に関す る計算 の結果,　 NPE法 は,電 離層出 口位置直下か ら約100㎞ 以内の領域 で 方位 角 誤差 が

10度 以内 とな り正確 な方 向を指 して いるが,こ の領域外ではその指す方向は不正確 である。 これに対して,　T-DF

法は出口位置直下か ら約250㎞ 以 内の領域で一応 は出口方向を指 してい るが,そ の方位 角誤差 は数10度 と大きい。

又,ゴ ニオメーター法は,　T-DF法 とか なり類似 した方位角特性を示 してお り,出 口位 置直下 か ら約250㎞ 以 内

の領域で出 口方向を指す ことが明 らかとな った。

人工 衛 星 テ レメ トリに よ る極 域 超 高 層 の 研 究 ※相京和弘(電 波研究所 室長),奥 藤忠典(電 波研

究所 室長),西 崎 良(電 波研究所 主任研究官),渡 辺成昭(電 波研究所 主任研究 官):平 澤威男(教 授),

小野高幸(助 手)

1)概 要

昭和基地 におけ る超高層研究 観測網の充実 を図るため,昭 和51年4月 か らカナ ダの国際電離層 研究 衛 星(ISIS)

1,2号 のテ レメ トリ信号を受信 し,取 得データの解析 を通 じ南極域上空電離層の構造 とVLF～MF帯 電波 雑 音

の特性 の研究を進めて きた。57年 度 は第3期 の共 同研究の初年度であ り,こ れまでに取 得 したデータテープの編集,

複製,イ オノグラムの作成等の諸作 業及びデータの解析 もテ レメン トリ受信 と同様,順 調に実施す ることがで きた。

2)テ レメ トリ受信及びデー タ処 理状 況

昭和57年 度 もカナ ダ通信研究 セ ンター(CRC)はISISの 運用 を継続 し,昭 和基地で もほぼ順調 に観測 データを

取得す ることがで きた。

データ処理 に関 して は第22次 隊が取得 した1981年12月 までの データの テープ複製及びイオ ノグ ラム作成が終 了 し

ている。

なお,第24次 隊か らはMAP計 画で実験項 目が増加 したため,58年3月 か らはISIS-2に 限定 して運 用 して い

る。

3)研 究成果

(a)ト ップサイ ドサ ウンデ ィング

前 年に引き続 きサウ ンダAGCデ ータとイオノグ ラムを利用 して南極域上空におけ るLF/MF帯 電 波雑 音 スペ

ク トルの特性,と くに低電子 密度領域(fn<<fh)に お けるZモ ー ド放射に注 目し,そ の特性 を詳細 に調査 した。

この放射 はGurnett等(1983年)がDE(Dynamic　 Explorer)　 -　1の 観測で最近見つ けた もの で あ るが,　 ISIS

-1の よ うな低高度(R～1 .5RE,RE地 球半径)で は初めてであ る。観測頻度 は極 めて低 く,ほ ぼ4年 分 のデ

ータ中か ら6パ ス分のデー タに認め られただけで ,こ れ はこの放射の伝搬 条件 であるが低 高度 ほど厳 しいことによ

る もので ある。

この スペ ク トルの特徴は空間的変化が極 めて少 ないことであ り,Zモ ー ド波の特性で あ る電 子 ジ ャイ ロ周波 数

(すなわち,高 域混成共鳴周 波数)付 近 で明確 な遮断特性を示す。その他,0モ ー ド放射 と思 われ る もの も観測 さ

れて いる。

一方
,　ISIS-2の イオノ グラムか ら電子密度 の高度分布を求め る作業 も始ま り,今 までに,1977年 の データの

ほぼ300枚 について計算が終 り,夏 期(1月)の 昼 間と冬期(6～7月)の 夜間の平均的な上部電離 圏 の構 造 が求

め られ た。

(b)　VLF帯 電波雑 音観 測

昭和基地で取得 したISIS・VLFデ ータを用 いて,コ ーラス周波数の緯度 変化について更に解析 を進め た。 また,

高緯度で しば しば観測 される狭 い緯度範囲で急激 にスペ ク トルが変化す る現象について も研究 を進 めた。

さらに,広 帯域デー タを中心 周波数300Hz,1.5kHz,5kHz,8kHz,16kHz及 び20kHzの 狭 帯域 フ ィ

ルタに入れ,こ の6周 波数 におけ る強度対時間(場 所)の2年 間のデー タをRADIO　 AND　 SPACE　 DATA　 Nα13
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に出版す る作業 を進め た。

極 域 電離 層 の物 理 過 程 ※大家 寛(東 北大学 理学 部 教授),高 橋忠利(東 北大学理学部 助手):福

西 浩(助 教授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

本年度 は主 と して,以 下の三つの内容に沿 う研究を行 った。

1)オ ーロラ ・キロメータ電波(AKR)の 研究

JIKIKEN衛 星 による観測結果に基 き,こ れ迄に得 られたAKR発 生域 の構造 とダイナ ミックス の基 本的 特徴

に加え,更 に多様 なAKR発 生 に関 す る諸相 を 明 らか にす る こ とが 出来 た。 す な わち,　 Multi　 -　Banded

Kilometric　 Radiations　 (MBKR)やAKR発 生域が多重構造 を示す等の発見であ る。　MBKRは 基 本的 に はZ

モー ド波の変換 によるとされてい るContinuum　 Radiationや(n+ユ/2)　 fc　Emissionsと 同様 の発 生 機構

を持つ もの と考え られ るが,低 域ハ イブ リッ ド(LHR)波 との相 互作 用を含む非線型効果が含まれて いることが明

らか にされた。　AKRの 発生域 は時に多重構造を もち,そ れぞれの発 生域 は独立 に高度変化,強 度 変 動 を示 し,

オ ーロラの多重 アーク構造に対応 している ことを示唆 している。

2)極 域 と関連す る赤道域上部F層 の観測

HINOTORI衛 星に よるデータに基いて赤 道域F層 擾乱 とプラズマ ・バ ブルの形成 に及 ぼす 極域 擾 乱 の効果 を

示す現象が発見 された。 これは高いKpの 場合,磁 気圏擾乱 の条件下で,低 緯度上部F層 の限 られた領域 内で電離

レベルの増大が生 じ,こ の領域内にプ ラズマバ ブルが形成 される現象が見出 された もので,こ う した一連の現象は

古 くか ら知 られて いる赤道域での電離層 嵐の一 断面 を示す もの と考 え られ るが,密 度 増大域,バ ブル発生域で空間

的 にこれ らの擾乱が持つ構造,そ の時間的な変化,現 象 の経度,地 方時依存性等を より明確に示す ことが出来た。

また,プ ラズマ ・バ ブルの形成 とその消長は明け方 の電離層嵐 の重要な特徴を示すのであ ることが判明 した。

理論面か らも,プ ラズマ ・バ ブルの形成 に関 して電離層不規則構造 について究明を進め赤道域におけ る電場 変動

及 び中性大気の風が単な る,レ ー リー ・テー ラー不安定 にとどま らず,相 乗的に作用 して,プ ラズマ ・バ ブル等不

規則構造の成長率にかかわ ってい るこ とが明 らか になった。

3)　 EXOS-C衛 星によ る極域電 離層観測へ の予備的研究

現在その準備が進め られているEXOS　 -　C衛 星 は,昭 和基地,　ESRANGE等 極域での受信 も計画されて お り,

これまでに我々が南極 ロケッ ト等で明 らかに して きた極域電離層 にお ける各種のプ ラズマ波動 現象,極 域電離層 の

構造等にっいて新たな発展が期待出来る。

飛 翔 体 で の 電磁 界 多成 分 解 析 に よ る オ ー ロ ラ ヒ スのmulti-raysの 分 離 ※ 田中義人(名 古 屋 大

学空電研究所 助教授),早 川正士(名 古屋大学 空電研究所 助教授),鷲 見治一(名 古屋 大 学 空 電 研究 所

助教授),荻 野竜樹(名 古 屋大学 空電研究所 助手),倉 橋克典(名 古屋大学 空電研究 所 助手):福 西

浩(助 教授),山 岸久雄(助 手)

オ ーロラヒスの如き電磁 波を飛翔体上 にて観測す る場合,観 測 され る波が単一の平面波であると考 える事 はか な

りの問題があ る。特に ヒスの如 き電磁波 は複数の波が重畳 して いる可能性が極めて高い。近年,電 磁界多成分(最

大磁界三成分,電 界三成分)測 定が いろいろな衛星 によって行なわれ,ス ペ ク トルマ トリックスを測定す る事が可

能にな って来てい る。そ こで,我 々はスペク トルマ トリックスを用 い,多 数波が混在 している際の各成分波 の方位

測定を行ない得 る情報理論的手法についての研究を行な って来た。

以下,研 究の概 要を紹介す る。

イ)方 位測定方式の改良 ・拡 張

a)定 常的(Stationary)な ランダム過程(即 ち,測 定 された多成分電磁界 がStationaryだ と考え られ る)

に対 しては,ス ペ ク トルマ トリックスSij　 (ω)を 作る事が出来 る。但 し,Sij(ω)は 界成分での平均(Stationary

と考え られ る時間にわた っての),　auto　-　powar　 spectra　 ,　Sij　(ω)は 界成 分i,　 jの 平均cross　 -　power

spectraを 示す。 この観測 されたSij　 (ω)の 固有値解析か ら,一 方向モデルか二方 向モデルか を決定す る。 この

モ デル決定におけ る判別条件の定量的評価 を行な った。
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b)次 に,モ デ ル が決 定 さ れ ると,モ ー ドが既 知 の 時 に は,観 測 され た ス ペ ク トル マ ト リッ クス と理 論 的 に予

測 され るス ペ ク トル マ ト リック ス と が ど の 程 度 合 うの か の 程 度 を 示 す 量　(objective　 function　 と い う)と して,

likelihood　 functionを 採 用 し,こ の1ikelihood　 functionを 最 大 に す る 様 に して(maximum　 likelihood

estimator),伝 搬 方 向 を決 定 す る。 この 際,理 論 ス ペ ク トル マ トリ ック ス に加 え るべ き"雑 音"の 大 き さが 大 き

な 問 題 で あ る。 この 点 に 関 し,多 くの シ ミュ レー シ ョ ンか ら妥 当 と思 わ れ る"雑 音"値 を 測 定 ス ペ ク トル マ トリ ッ

クス の 固 有 値 を 考 慮 して採 用す る方 法 を 導 出 した。

iii)　 従 来 は,f>fH(H+)の ホ イ ス ラー モ ー ド領 域 の み を 取 り扱 って 来 た が,こ れ をf<fH(H+)の

如 き イオ ン領 域 に ま で 拡 張 した 。 即 ち,ホ イ ス ラー領 域 で は単 一 の モ ー ドの み で,問 題 は 極 め て 簡単 で あ る が,イ

オ ン領 域 で は二 つ の モ ー ド(R,L)が 混 在す る た め,モ ー ドの 判 別 が 最 重 要 課 題 とな る。

2)実 際 の デ ー タへ の 適 用

a)以 上 の 改 良 した ア ル ゴ リズ ム を,　 GEOS　 2衛 星 で 観 測 され た コ ー ラス に対 して 適 用 し,地 球 物 理 的 に 興 味

あ る方 位 測 定 結 果 を 得 て い る。 即 ち,f>fH/2の コ ー ラス上 バ ン ドに 対 して は,波 は θ∠ θRes(ホ イ ス ラ の

obliqueresonanceangle)に て発 生 して い る。 他 方,f〈fH/2の 下 バ ン ドに 対 して は,θ は数1()° のオ ー ダ

の 角 度 にて 発 生 して い る。

以 上 の結 果 は コ ー ラス の 発 生機 構 の 解 明 に 貢献 す る所 大 で あ る。

b)更 に,　 GECS　 1衛 星 のplasmaspheric　 ELF　 hissに 対 して も,同 様 の 方 位 測 定 を 行 な って い る。

LF～HF帯 広帯域高感度電磁放射観測装置の開発 ※鎌田哲夫(名 古屋大学空電研究所 助教授)

平澤威男(教 授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

1)目 的

極域電離層上部 に生成 されてい る沿磁力線電場域ではVLFか らHFに わ たる広範囲 に電磁波動を作 り出 してい

る。 これまでの研究 はVLF帯 領域の波動 に主力がおかれていたが,最 近 ロケ ット並 びに人工衛星観測によ って極

域電離層 上部 にオーロラキロメ トリック放射をは じめ とす る高周波帯の強 いプ ラズマ波動の存在が確 認 されてお り,

地上におけ る波動観測 も,周 波数領域 をLFか らHF帯 へ と拡大す る必要性が痛感 されて き た。 この 要望 に答 え

るたtoに この高周波帯 をカバ ーす る広帯域高感度の観測装 置をア ンテナ系 も含めて開発す ることが この研究 の目的

であ る。

2)観 測機器

57年度 の機器開発 と しては,ま ずVLFよ りLF帯 を観測す るシステムの試作 を行な った。観測は,100Hzよ

り10KHzま でを広帯域受信 し,広 帯域のまま記録するVLF受 信部,並 びに,20kHzよ り90　kHzま で を掃 引

受信す るLF受 信部 よりな る。

3)試 験観測

開発試作 された受信機 は,ス ウェーデ ンエス レンジにお いて行なわれた海外学術調査(予 備調査)時 に,実 際に

野外観測 を行な って性能の確認を行な った。 この観 測は,本 調査 に備えて,エ ス レンジの周囲25kmの 範 囲内におい

て人 工雑音 の様子を調査す るものであ り,空 中線 も簡便 なものが使用 された。観測の結果か ら,大 きな電 力消費地

であるエス レンジ付近ではVLF帯 に強い電源ノイズが存在す るが,エ ス レンジより7㎞ 離れた人間の活動 の少 な

いLuonaで は電源 ノイズは激減す ることがわか った。一方LF帯 においては,2地 点間の ノイズの様相 は ほ とん

ど変 わ らず,　LF帯 の ノイズは,長 距離伝 搬を して到来 したLF帯 送信局の電波を受信 している ことが推定 されて

いる。

4)ま とめ

以上 のように57年 度試作 した受信 機を用いて,エ ス レンジ周囲の人工 ノイズの調査を行 な うことができた。今後

は今 回の観測結果を基 に空中線の試作な らびに受信機 の改良 を行 な うこ とに よ り,昭 和 基地 や北 極 圏 にお け る,

LF～HF帯 自然電波の観測を実施 してゆきたい。
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KeVレ ンジの マイ ク ロバ ー ス トに 関 す る研 究 ※松 本治弥(神 戸大学 コニ学部 教授),賀 谷信 幸(神

戸大学工学部 助手):平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授)

第19次 南極 ロケ ッ トS-310JA-5号 機で初めて観測 されたkeVレ ンジの降 下電子束のマイ クロ ・バ ース ト

を解明す るために,我 々のグループで は磁界型マル チ ・チ ャ ンネル ・エネルギ ー分析 器を開発(第5回 極域 シンポ

ジウム)し,第25次 南極 ロケ ッ トに搭 載す る事が計画 され,そ の成果が期待 され る。特 に フリッカ リング ・オー ロ

ラとの対 応,発 生場 所の同定,更 に1984年2月 に打上 げ予定のEXOS　 -C衛 星 との共同観 測による発 生原 因 の解

明が期待 される。

粒子計測 に関 して,我 々のグル ープでは,高 速 イオ ン ・エネルギ ー ・質量分析器(FIMS)の 開発 に 着手 して い

る。 この観測技術 は未完成で あり,現 在まで用い られてきた観測器はE×Bに よる測定 エネルギーと質量 を交互 に

掃 引す る もので あった。 このため一掃引に5分 間 もの時間を要 し,も っと高速 の時 間分解能 を もつ 分析器が要望

されて た。 そこで新 しく平行 な電場 と磁場を用い,二 次 元的にエネルギー分布と質量分布を測定す ることが可能な

E〃B型 分析器を試作検討 した。E〃B型 分析器 は入射 した粒子 の質量 に応 じ,電 場方 向に ドリフ トさせ,エ ネル

ギーと質量か ら決定 され るラーマ ン半径 だけ磁場 に垂 直に偏 向させ る。故 に電場 ・磁場方向に質量分布,垂 直方向

にエネルギ ー分布の二次元像が出来る。 試作 しテス ト粒 子による較正実験 を行な った結果,設 計通 りの特性を有す

る事が明 らか とな った。 しか しなが ら低 エネルギーでの エネルギ ー分解能,高 エ ネルギ ーでの質量分解 能に不十分

な点があ り,今 後の課題であ る。 この点 が改良 されれ ば,南 極 ロケ ットに最適な観測器であ ると考 え る。

現在新たに,ロ ケ ッ ト機上のデータ処理(FFT,オ ー ト ・コ リレーシ ョン)に よる降下電 子 束 の脈 動 の検 出 が

提案 されてい る。 この方法を用い ることにより,マ イクロ ・バ ース トの数Hzか らMHzま での降下電子 束の 脈 動

検出が可能 とな り,波 動 ・粒子 相互作用の研究 に有効な手段にな りうるものである。 今後 このデータ処理 のハ ー ド,

ソフ ト面での可能性 を検 討する予定 である。又,マ イクロ ・バ ース トの理論的検 討 も行 な う予定 である。

極 域 及 び磁 気 圏 に お け る プ ラ ズ マ波 一粒 子 の 非 線 形 相 互 作 用 の 研 究 ※松本 紘(京 都大学 超 高層

電 波研究 セ ンター 助教授),大 村善治(京 都大学 大学院学生):江 尻 全機(助 教授),宮 岡 宏(助 手)

極域及び磁 気圏 において は高 エネルギ ー粒子が存在 す るため,　ELF・VLF帯 のHissや エ ミッ シ ョン及 び それ

に伴 な うピッチ角散乱 と粒子降下な どの現象が数多 く観測 されてい る。一般 にこれ の諸現象 は,プ ラズマ中の波動

粒子相互作用 によるもの と考え られてい るが,そ の詳細 なメカニズムは充分 に明 らか にされて いな いものが多 い。

これ らのプ ラズマ波動 と高 エネルギ ー粒子群 との非線 形相 互作用 の研究 を進 めるにあた り,(1)磁 気圏内の高 エネル

ギー粒子の軌道追跡,② 計算機 シ ミュ レーションによる波動 一粒子相 互作用の ミクロ過程の定量化,(3南 極 ロケ ッ

ト実験の波動実験の データ解析を行な うことを予定 しているが,昭 和57年 度は京都でISSS　(International　School

for　Space　Simulation)が 開催 された ことも相侯って,(2}の 項 目に重点 をお いて研究を進めた。我 々は様 々 な非

線形 プラズマ波動を計算機 シ ミュ レーションによ って定量 的に考察す る為 に,過 去3年 間に亘 り,汎 用性 のあ る2

次元電磁波 コー ド(EM2)の 開発を進めて来 た。 ここで,2次 元 というのは,空 間変動 として誇,蕊 を とること

を意味 し粒子の速度 につ いては ひx・Oy・u、 の3次 元 になって いる。EM2コ ー ドは粒子 の運 動方 程 式 とマ

ックスウェル方程式を差分法で解 き進 める もので,原 理的 にあ らゆるモー ドのプ ラズマ波動 を扱 うことが出来 る。

昭和57年 秋 に基本的なプ ラズマ波動 の分散関係 の確認 と波動の伝搬 テス トに成功 し,EM2コ ー ドは 実用 段 階

に入 った。 また,シ ミュレーション領域 に電子 ビームを注入す ることにより,波 動励起 やプ ラズマ加 熱を調 べ るこ

とが出来 る。また ビームを介 した静電 波と電磁波のCouplingの シ ミュ レーションを行な った 。 これ は磁 気 圏内

で コーラス エ ミッシ ョンに伴な って高エネルギー粒子が,位 相パ ンチ ングを受けて二流体不安定性 を引きおこす結

果,静 電波バ ース トが生 じるとい うISEE衛 星 による観測を説明す るものであ る。

現在のEM　 2コ ー ドは周期境界条件 を採用 して いるためにエネルギ ー的に閉 じた系 にな って いるが,これをOpen

Boundaryを 採用 して エネル ギーの 自由な収 支を許す 系に拡 張す る作業 を進めて いる。数値的に安定 な シス テ ム

を作 るために研究すべき問題 も少 な くないが,こ れが完成す ると極域のよ り現実 的なモデルの もとで シミュ レーシ

ョンを行な うことができ,極 域 の各種 プ ラズマ波動の発生機構を解明す る為 の非常 に有効 な手段 となることか ら,

今後共一層精力的な研究開発が望 まれ る。
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オ メ ガ信 号 の磁 気 圏 内伝 搬 特 性 及 び トリガ ー放 射 のISIS衛 星 観 測 デ ー タ の解 析 ※木村盤 根(京

都大学工学部 教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学部 助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部 技官):平 澤威男(教

授),山 岸久雄(助 手)

昭和基地で受信 されたISIS衛 星のVLFデ ータの中にはノルウ ェーのAldra　 (L==5)か ら送信 されたオメ ガ

が信号 により トリガーされたASEと 呼ばれ るエ ミッションが観 測されて お り,す で にオ メガ信号その もの の統 計

的伝搬特性 が明 らか にされてい るが,更 に詳細に調べる と観 測されたオメガ信号 にはかな り大 きな負の ドップ ラー

シフ トを受けている事 がわか った。更に詳細 に周波数軸 を拡大す る機能がついたスペ ク トルアナ ライザーで 解析 を

進 めると負の ドップラーシフ トも同時に受けている ことがわか った。

オメガ信号が観測 された83パ スの うち15パ ス分のデータを任意 に取 り出 して周波数軸 を拡大 したスペ ク トラムを

作 り調べたところ,こ れ らの全てのパ スに正負両方の ドップ ラー シフ ト現象 が観測 され たところか ら,こ の83パ ス

の殆 どに ドップ ラー現象が あるもの と考え られ る。 この数は総解析 データ量 の1/8に 相 当す る。上記の15パ スの例

を もとに大まかな ドップ ラーシフ トの緯度特性(L値)を 調べ ると

(1)L値 が約2.7以 下 ではお互 いに反対方 向に動 くISIS-1と9の △fの 極性 はそれぞれ正 と負で あった。

(2)L>2.7に なる と1とllの 両方 と も正 と負の両方の△fを 有す る信号 が観測 された。

(3)△fの 絶対値 が最 大 となるのはLが2.7の 近傍で起 こり,衛 星が高緯度 に行 くにつれて 減少す る。

(4)　Aldraの 磁気共役点(L=5)に 衛星が近づ くと ドップ ラー シフ トはな くなる。

な どの特徴があ ることがわか った。 これ らか ら正負の ドップ ラーシフ トを受 けたオメガ信号 は比較的広 い緯度範囲

にわ たって観測されていた ことになる。 これ らはISISの 位置(緯 度)に よ っては反対 向きのWave　 Norma1の 方

向を有す るオ メガ信号が同時に存在す る緯度がか なり広 範囲にわた っている ことを示 して いる。

更 にこれ らの うち正に ドップ ラー シフ トしたオメガ信号か らはASEが 見 られ る ことか らWave　 Norma1の 方

向,及 び伝搬通路,伝 搬 モー ドを決 定す ることはASEと の関係において重要 と考え られる。今後 は適 当な電 子 密

度 モデルを導入 し,ド ップ ラーシフ ト周波数を計算 して上記のデ ータとfitす れば観測 時の磁気圏 の電子 密度 構造

が再現で きるので,こ の時のRay　 Tracing結 果を もとにASEが 発生す ると考 え られ る磁気赤道でのオメ ガ信号

のWave　 Norma1等 を決定す る予定で ある。

高 緯 度 に お け るSCとSCに 伴 うULF波 動 の 特 性 ※ 荒木 徹(京 都 大 学 理 学 部 助 教 授),家 森 俊

彦(京 都 大 学 理 学 部 助 手),永 野 宏(岐 阜 歯科 大 学 助 教 授):福 西 浩(助 教 授),佐 藤夏 雄(助 教 授)

1).静 止 衛 星 高 度 に お け るPscの 統 計 的性 質

1974-1979年 のATS-6,　 SMS/GOES静 止 衛 星 の 磁 場 デ ー タを 用 い,　 Pscの 統 計 的 性 質 を 調 べ た 。 全 衛 星

に よ るScの 観 測 数 は153で あ った 。 変動 磁 場 の静 磁 場 に平 行(δbL),垂 直(δbll)な 成分 の大 小 関 係 に よ

り,　Pscをtransverse型(δb⊥ 〉 δbll)　 ,とcompressional型(δbL　 <Sbl1)　 とに 分 け て解 析 し ・下

記 の結 果 を得 た 。

① 　 Pscは 全 て のLTで 起 って い るが 夜 側 で は起 らぬ 場 合 もあ る。 ② 全 体 と して はtransverseの 方 が 多 い 。

③ 　 compressional型 は09-241.Tに 起 り0-09LTで は ほ とん どtransverse型 で あ る。 ④ 磁気 緯 度5°N付

近 で はcompressiona1型 が 半 分 近 くな るの に対 し,1(9～13°Nで はそ の 比 率 は1割 位 に な る。 ⑤ 周 期1～2

分(Psc4),3～5分(Psc5)の もの が 多 く,7分 以 上 の もの は きわ め て 少 い 。　 compressiona1型 の比 率 は

長周 期 ほ ど大 き くな る。 ⑥　 Psc5にPsc4が 重畳 して い る場 合 も あ る。 ⑦ 純 粋 なcompressional型 は き わ

めて 少 な い。 ⑧ 同 期 のLT依 存 性 は,　 transverse型 に は明 瞭 に見 られ る(昼 間 に 短 い)がcompressional型

に は 見 られな い。 ⑨ 周 期 性 の は っ き り しな い もの が12h-15hLT,21h-24hLTに 多 くな る。

以 上 よ り,　transverse型 がfield　 line　resonanceの 解 釈 と矛 盾 しな い性 質 を示 す の に 対 し,　 compressiona1

型 は 磁気 赤 道 を 中心 とす るせ まい 緯 度 範 囲 に 限 定 され て お り,そ こで の ▽n,▽B等 に 関 係 して い るの で は な い か

と推 定 され る。

2).上 部 電 離 層 に お け るScの 検 出

磁 場 精 密観 測衛 星MAGSATは,1979年11月 一1980年5月 の 間 に高 度300-500㎞ のdawn-dusk軌 道 上 で15
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ケのScを 検 出 した。主 な解析結果 は次の通 りである。

① 地上の△H(柿 岡,ホ ノルル,サ ンファンの平均)が10nT以 上 の時,衛 星 が低緯度(40° 以 下)に あれば ほ

ぼ確実 に検 出で きる。② 高緯度では検出 しに くくなるが,地 上△H>6nTのScの うち約半数が検 出 され た。

③ 低緯度Scは 主 にHに 現われ,そ の振巾は地上△Hよ り大 きい(平 均倍率1.3)。 ④ 高緯 度Scは 偏波 して

いる。

地 磁 気 脈 動Pc1の 到 来 方 向観 測 の研 究 ※西野正徳(名 古 屋大 学 空電 研究 所 助 手),柏 木 瑞夫

(名古屋大学空電研究所 助 手),岡 田敏美(名 古 屋大学空電研究所 助 手):平 澤威男(教 授),小 野高幸

(助 手)

1).ま えが き

我々は,こ れまで高緯度(南 極昭和基地),低 緯度(北 海道母子里,フ ラ ンス,デ ンマ ーク)に お け るVLF地

上DF観 測を通 して,磁 気圏,電 離層 内のVLF波 伝搬 を議論 して きた。 さらに,こ の研 究を進展 させ,将 来,高

緯度か ら低 緯度 にわたる同時地上観測 を計画 して いるが,こ れ までのVLF波 のみな らず,　ULF　 -　LFの 広帯 域

にわた る観 測を行いたい。 本研究 は,こ の計画の一環 として,　ULF帯 のPc1(0.2～5Hz)のDFの 可能 性

を検討す るために始 めた もので ある。

2).Pc1のDF

プ ラズマポーズの赤 道領域で発生 したPc　 1波 は磁力線に沿 って伝搬 し,電 離内で トラップされた後,F2層 の

ダク ト内を高緯度側 あるいは低緯度側 に伝搬す る。 このPc　 1波 のDFは,磁 気 圏から電離層への降下位置(source

location)を 探 り,プ ラズマポーズの ダイナ ミックスを解明す るために重要である。

Pc　1のDF法 とは,一 観測点 によるゴニオメー タ法,二 観 測点以 上を用 いた到来時間差測定法 がある。我 々は,

後者のDF法 の可能性 を検討す るために,南 極昭和基地 とみずほ基地で得 られたPc　 1波 形の相互相関解析 によ っ

て到来 時間差 を求 った。両観測点間(距 離約270㎞)の 時間同期 は,各 観測点のULF-VLF同 時 観測 で得 られ

たオメガ電波(10.2,11.3,13.6kHz)を 参照に,50ms以 内の精度 で較 正された。

3).測 定結果

1977年9月2日 の例 につ いて解析を行 った。解析 された相 関係数 は高 く,こ の ことか らsource　 locationは 局

所化 されて いることがわか った。また,相 関波形 の ピー7の 位置か ら,昭 和 のPc　 1の 方が,み ず ほの そ れ よ り

約0.6秒 遅れて いることがわか った。つま り,こ のeventのsourceは みず ほ基地の高緯度側に あると推定 され る。

4).む す び

相互相関解析法 によるDFに よって,Pc1のsourceは 局所化 された領域 を示 し,それ が時 間 とと もに移 動す

ることが見 出され た。今後,強 度,偏 波の解 析 も含めて議論 したい。 また,マ ラジ ョージナや基地の観測 デー タを

含 あた三点波形 の解析 を行 う了定であ る。

磁 気 圏嵐 の 発達 とそ れ に伴 うULF活 動 ※國分 征(東 京大学 理学部 助教授),飯 島 健(東 京 大

学理学部 助教授),:平 澤威男(教 授)

1)静 止衛星高度での圧縮性Pc5脈 動

ATS　 6衛 星(主 と して96°W,35°Eに 位 置 した時),GOES-2(主 と して～108°Wに 位 置 した時),　 GOES

-3(主 と して135°Wに 位置 した時)が 計測 した磁場 データを解析 して圧 縮性Pc　 5脈 動(Storm　 time　Pc5)の

特性 と して次の結果を得た。

・圧縮性Pc5計 出現率 は著 しく緯度 に依存す る。例えば～11°に位置す るATS6で は半年間に2例 しか 発 見 さ

れなか ったの に対 し,～5° に位置するGOES　 3で は2年 間 に80例 発見 された。～10°のGOES　 2で はGOES　 3の

同一期間の データに比べ,出 現率は数分の1程 度 に減少 して いる。圧縮性Pc　 5に 関す る従来 の報告 は,高 エネ ル

ギー粒子 フラ ックス変動 と磁場の全磁力との位相関係 に関す るものが多 く,磁 場3成 分の変動特性 を詳 しく解析 し

たのが これが始めてであ る。

2)静 止衛星高度でのPc4～5脈 動 出現の特性
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NOAAのSMS/GOESシ リーズ衛星のデ ータを用いて,Pc4～5脈 動の うち緯 度 方 向 に偏波 して い る もの

(A　-　class)と 圧縮性Pc　 5　(storm　time　Pc　5)の 出現 の緯度特性 を調べ次の結果を得た。

・　A-　 classのPc4～5は 緯 度～11 .4°では地上 と良 く対応 して観測 され るが,～4.7° では殆んど検 出で きな

い(δB⊥<5nTと な る)。出現の最大は～6-7MLTで ～15-16MLTに も小 さなPeakが 見 られる。

・ 圧縮性Pc　 5は ～4 .7°での方が他 の2っ の緯度 に比べて2倍 以上の 出現頻度を示す。

・ この圧縮性Pc5は 地 上では殆ん ど検 出で きない。

以上の結果はA-　 class　Pc　4-5は 基本 モー ドの磁力線共鳴脈動 であるとする従来 の考 えと矛盾 しない。特に

ここでの解析か ら圧縮性Pc　 5は 赤道付近に局在す るモー ドの振動 と考え られ る。

3)　 MAGSAT衛 星で観測 され る沿磁 力線電 流

惑星間空間磁場が北向きで大 きく(5-20nT)か つ長時間安定 してい る特異 日(1980年5月10日)に つ いて

MAGSATで の磁場変動(△B⊥,△Bl1,△F)と 北半球高緯度地上観測所での磁場変動(△H,△D,△Z)

を解析 し次の結果を得た。

・ 北 向きIMF時 で もRegion1 ,2沿 磁 力線電流 は高緯度領域に出現す るが,こ れ らよりず っと顕 著な磁 場

変動が極冠域に見 られ る。 これは午后側 で電離層 に流入 し午前側で電離層か ら流出す る新 しい沿磁力線電流で あり,

強度 はRegion　 1電 流の約1.7倍 であ る。同時に観測 され る△Bllのprofileか ら極領域 の中心で反 太 陽 向き の流

れを示す双渦電流系が卓越 してい ることも判 った。

・ 同時の地上デ ータか ら求めた等価 電流系 も上 の結果 と一致す る。 北向 きIMF時 の現象を沿磁 力線電流 ,等

価電流系,△Bl1(又 は△F,△Z)全 部 を用 いてその電流系を把握 したのは これが始 めてである。

lmpulsive　 disturbanceに 伴 う磁 気 流 体 波動 の発 生 ・伝 播 機 構 の 研 究 ※河村 議(気 象庁 地磁

気観測所 所 長),桑 島正幸(気 象庁地磁気観測所 主任研究官),藤 田 茂(気 象庁地磁気観測所 研究官),外

谷 健(気 象庁地磁気観測所 技 官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

1)は じめに

太陽面爆発に起因す る高エネルギ ー粒 子雲 の地球磁気圏前面への到来 や,磁 気圏尾部 に蓄積 され る磁場 エネルギ

ーの爆発的 な解放に起因 して生ずる 「　1mpulsive　 disturbance　 」 に伴 い
,磁 気 圏および地上 の広 い領域 に わた っ

て磁気流体波動が発生する。 これ らの磁 気流体波動 はそれぞれPsc型 磁 気脈動,　Pi型 磁気脈動 と呼ばれ る。 これ

らの脈動 は,地 上においては高緯度 か ら中低緯度 に至 る広い領域でほぼ同時に出現することが知 られてお り,又 磁

気 圏にお いて も広い領域 で出現 していることが人工衛星の観測に よって確 め られている。 このことは,こ の種の脈

動 の発生伝搬機構を明 らかに してい くことが,磁 気圏の物理的状態を把握す る ことに通 ずることを意味 して いる。

2)今 年度において得 られた成果

今年度 はPsc型 磁気脈動に焦点 を しぼって研究 を進めた。　IMS期 間か ら(1976～)の 南極昭和基地で得 られ た

地磁気資料を もとに,極 光帯 でのPscの 出現 の様子を明 らかに した。一方昭和基地(L～6.1)を 通 る磁力線が磁

気圏内で赤道面を通過す ると推定 される領域 は,静 止衛星軌道(～6.5RE)に 対応す ると考 えることができるが,

静止衛星 による地磁 気資料による解析 もあわせて行 った。

「SSC」 に伴い,昭 和基地 では昼 の時間帯 ばか りで なく,夜 の時間帯において もPscの 出現 がみ られ る。 しか

も,出 現の確 率が最 も低 い夜間 において も,50%以 上の確 率でPscが 出現 していることは,他 の脈動 現 象 に は見

られな いことで注 目に値す る。　Pscの 周期 をみ ると,昼 側 ではPsc2-3帯(周 期数10秒)の ものが,卓 越 す る

が,朝 側 および夕方側になる とPsc4-5帯(同 期100～ 数100秒)の ものが卓越する傾 向が見 い 出され た 。さ ら

に真夜中になると超 長周期(数 分)のPsc　 6帯 に属す るもの も,い くつか確認され九 極光帯においては,「SSC」 に

伴 い,Psc2-3か らPsc　 6ま で の現象が同時 に出現す ることを意 味 している。

地上の極光帯 で見 られた,前 述 のようなPscの 出現特性が,磁 気 圏において も見 られ るこ とが,静 止 衛星 に よ

る記録の解析 か ら明 らか にな った。現象論的 には,磁 気圏(～6.5RE)と 地上(L～6.1)で,対 応す る出現 特性

の存在が確認されたことを意味す る。 ただ し,典 型的なPscで は,静 止衛星高度で は東西成 分 の振動 が 卓越 す る

のに対 し,地 上で は南北 ・東西両方の成分 に振動がみ られる。 これ は,磁 気圏か ら地上 に伝播す る途中で,電 離層
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の効果 が無視 できないことを示唆す るもの と考え られ,注 目に値す る。

人工 衛 星 に よ る極 域 の超 高 層 及 び 中層 大 気 圏 の物 理 現 象 の 研 究 ※芳野赴夫(電 気通信大学 教授),

柴田 喬(電 気通信大学 助手),富 沢一朗(電 気 通信 大学 菅平宇 宙電 波観測所 助手),瀬 尾洋一(電 気通信大

学 技官):平 澤威男(教 授),川 口貞男(教 授),田 中正之(教 授),福 西 浩(助 教授)

本共同研究 によって,82年 度には以下の様な研究 結果を得た。此等の研究 は現在 も続行中であ り,今 年度 は中間

結果 を述べ る。

1)ISIS-1・2号 観測関連の研究

a)ペ リオ ディックエ ミッションの発生範 囲

81年 度 は1例,衛 星地上間に極めて良 い相 関を持 つペ リオデ ィックエ ミッシ ョンが観測 された。比の観測 され た

領域 は,大 凡オ ーロラオ ーバルよ り低緯度側,　50°　SINV　 -　LATよ り昼 間側78°Sに かけ ての プ ラズ マ ポ ーズ領

域で発生が見 られた。

b)　 ELFヒ スの消失領域 のKp依 存性

ISIS-1・2号 で観測され るELFヒ スは,午 前側現象 で,INV-LAT70° ～80°の地点 で急に消滅す ること

が多い。 この消失点 を全軌 道につにて プロ ットした ところ,ほ ぼ昼間のオ ーロラオ ーバルに近 い領域 であ った。 ま

たKpに 対 して,　Kpが 低 い時 に高緯度側,　Kpが 高 くな ると低緯度側に,消 滅地点が移 動 し,　Kpの 高い時は消

失領域が分散す ることが発 見できた。

c)南 極点上 空におけるオ ーロラヒス観測

南極点 の全天写真 と昭和基地 のISISのVLFデ ータの比較を行 った。極点 基地 は不変緯度74.1°Sに 位 置す るの

で,昼 間側 はオーバ ル内に入 る。1977年 と1978年 のデー タによ る解析 結果 か ら,(1)夕 方側 に出現す るオー ロラに伴

って衛星で ヒスが観測 され る。衛星が アークと直 角に通過 する と,　V-shapeヒ スが観測 され る。1(2)昼間 側 で は

放射状 のオー ロラが発生 し,こ れに伴 って,　durationの 短いバース ト状 の ヒスが発生 して,可 成 り広 い範囲 に拡

がる。㈲昼間側の ソーサーは夜間 と同様に,オ ー ロラ出現領域 の周辺 で発生す る。

2.)NOAA-6号 観測関連の研究

前年度 に比続 きNOAA-6号 衛 星によ る大気垂 直温度 分布 リモー トセ ンシ ング観測の解析 を,81年 度の370軌

道 につ いて行 った。

最大の研究重点は,生 データの計算機前処理及 び本処理 のためのプ ログラム開発で,こ の完成 とともに ルーチン

ベースによる処理がほぼ可能 とな った。82年 度 は比の プ ログラムの完成 によって可成 りの数の解析を行いその結果

か ら季節に よるオ ゾン量の変化は,50mb,100mb,150mb,200mbに おいて,極 域上空大気の温度変化特

性 と明 らかに似た変化があ ることが解 明され,そ の詳細 は現在検討 中であ る。

3.)北 欧におけ るバル ーン実験

82年 春及び秋のバル ーン実験 のELF,　 VI.F放 射実験で は,電 力線の50HzがSCと ともに消滅 し,代 って150

Hz　 (第3高 調波)の 急上 昇があ り,こ れ によ るPLRの 極域電離層 におけ る透過 特性等の解 明の手掛 りを得た。

磁気圏内における電磁流体波動の発生 ・伝播
－ATS～ 昭和基地両親測点での電磁流体波の特性と比較一 ※桜井 亨(東 海大学工学部 助教

授):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

本研究は磁気圏内で観測される電磁流体波,主 として昼側の現象であるPsc3-5帯 の磁気圏内での伝播 ・共

鳴機構を3次 元的に検討するために1.)磁 気圏静止軌道衛星での観測,及 び2.)極 域地上多点観測より得られ

た資料を解析した。

1.)静 止軌道における磁気波動特性

静止軌道では,そ の衛星の磁気緯度により異なる伝播特性を明確にすることが出来た。

1-1.磁 気緯度～10°N

その位置では,横 波型波動と圧縮性波動の2種 類が存在した。前者は東西方向の振動成分が主で午前側で多く観
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測 され,後 者 はほぼ磁気 子午面 内の振動 で主 に夕方側で観測 され る。横 波型波動はそのダイナ ミックスペク トラム

か ら,明 瞭なハーモニ ック構造が見 られ,Pc4/5を 基本モ ー ドとし,Pc3は 第3～6次 の高調 波 成 分 よ り

な ってい る事が明 らかとなった。一方,圧 縮波 は主 として,Pc4帯 で第2次 高調波 を示 し,こ の東西成分 にや は

り高次の高調波 モー ドが 出現 して いる。 またこの圧縮波 は高エネルギー彫 変動 と密接に関係 し,両 者は ドリフト・バ

ウンス共鳴を起 している。 この共 鳴条件 よ り圧縮波の東西方向波数が大き く(m∠100),地 上で は観測 されに く

い事が明 らかとな った。

1-2.磁 気緯度 ～3°S

この位置では単一周波数成 分のPc　 4型 圧縮波動が第2次 高調波 として振 動 し,こ の東西 成 分 は更 に高 次 の高

調波モ ー ドを同時に励起 しPc　 3帯 を形成 して いる事が明 らか とな った。

2.)極 地地 上(Lさ6)多 点観測 による結果

2-1.ス ペク トル特性

いずれの観測点において も,ダ イナ ミックスベク トル上に静止衛星で観測 された と同様 な基本的 に2つ の スペ ク

トルバ ン ドが存在す る。1つ はPc3,他 はPc4/5で 両バ ン ドはPc4/5を 基本 モー ドとす る高 調 波 の関

係 にある。

2-2.東 西,南 北及び共役点観測 に基づ く位相解析結果

昭和 －Molodezhnayaの 位相差 か ら方位角波数mを 決定 した 。Pc4/5帯 はmき5～10,Pc3帯 はm∠

8で あ る事が判明 した。またPc4/5帯 の波数 ベク トル は正午を境に逆転 し,午 前側では西向き,午 後側 で は

東 向きの傾向を示 した。 この傾 向はPc　 3帯 で は見 られず両バ ン ドの伝播特性の相違が明 らか となった。

昭和 －Husafel1共 役点間の位相 解析よ り,ダ イナ ミックスベ ク トルで見 られたハーモニ ック構造が位相 の面 か

らも極 めて明瞭 に示 され,衛 星を含めL～6近 傍の磁力線沿 いの伝播が,定 在Alfve'n波 の共鳴振動であ ることの確

証 が得 られ た。

3.)結 論

以上地上及 び衛星で得 られた磁気波動の解析 か らその伝播機構を検討 した。東西方向(ky),磁 力線方向(kz)

か ら地心 と衛星 を結ぶ方向(kx)の 波数を推定 するとPc　 3帯 ではkx雪kyきkz,Pc4/5帯 で はky》

kzと な りkx2《0と な る。 この結果Pc3,Pc4/5両 バ ンドの伝播機構は大き く異な り,磁 気圏ではPc　 3

はPropagation　 modeで,ま たPc4/5はevanescent　 modeで 磁気圏 に侵入 し,磁 力線沿いの定在shear　Alf

ve'n波 との共鳴結合 により地上へ伝播す ることが明 らか とな った。

極域及び低緯度ULFの 波動特性 ※斉藤尚生(東 北大学理学部 助教授),湯 元清文(東 北大学理学部

助手),田 村忠義(東 北大学理学部 技官),瀬 戸正弘(東 北工業大学 助教授),北 村保夫(東 北工業大学 助

手):平 澤威男(教 授)

極域 と低緯度で観測 され るULF磁 波のmorphologyに は互い に明 らかな差違が見 られ,ど の部 分が発 生機 構

の違 いによる ものなのか,又,ど の部分が伝 播機構 の違 いによるものなのか につ いてはまだ大きな問題 と してはま

だ大 きな問題 と して残 されてい る。 この様な問題 を解決す る為 には極域 と低緯度をcoverす る広域 観測 点 で の多

点 同時観測で得 られた良質のdata解 析が必要 とされる。

最近,我 々の研究groupに よ って開発 された小型軽量の高感度のRulfmeter　 (Ring　 -　core　ULF　 magneto

-　meter)を 用 いて ,1981年 に北太平洋を囲む極域 と低緯度の4地 点(　College;Alaska　 ,　San　Gabriel　 Canyo

n;California,　 Ewabeach;Hawaii,　 Onagawa;Japan)に おけるULF磁 波の6成 分(H・D・Z・H・D・Z)の 同時

観 測が行 なわれ た。その結果,　IMFのcone　 angユeが 時間変化をす る と昼側磁気 圏の極域か ら低緯度 の 殆 ど全 域

にわた って その影響が同時に波及 し,経 度差100°の2地 点(女 川 ・SGC)で もPc　 3が 同時に息づいていることが

明 らかにされた。 そこで,こ の様な経度的なcoherenceと いう知識 に基づ いて,外 部磁気圏か ら磁 気 圏深 部 の低

緯度電 離層 まで,ど の様な卓越modeのPc　 3型 地磁気脈動が侵入 して きて いるのかを解明すべ く,1982年 に 日本

とAustraliaと の海外学術調査に よる共役性同時観測がなされ た。
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今回の低緯 度共役性観 測にお いて は,女 川(L=1.30,A=20S-.14)の 磁 気共 役点 に 近 いTownsville・

(L-1.29,A=220'.63)と 磁気線 の定在振動の国有周期が丁度計算上Pc　 3帯 になるBeveridge　 (L=2.12,

A・-22プ.28)が 選 ばれ た。現在 まで入手 された地磁気dataの 波動解析か ら,以 ドの様 な こ とが 明 らか に され

た。

1)低 緯度 におけるPc　 3の 卓越modeは3つ のgroupに 分類 され る。(i)特 徴波長這IREの 磁気 音波;明

け方前 に発 生す るPc　 3で,南 北両半球の3地 点で観測され る波形 がほぼ 一致 し　,　in　phaseの 関係 を保 ちつ つ

concurrentな 磁場変化をす る。(ii)L-2.1付 近 の磁 力線 の定在振動;地 方時6時 ～11時 に発 生 す るPc　 3

で,H-D平 面 内の変化vectorが 北半球で(NW-SE),南 半球で(NE-SW)の 磁力線の定在振動 の偏波特性

を示す 。(iii)特 徴波長∠1REの 磁気音波;日 中か ら午後に多発す るPc　 3で 南北両半 球にお い て5～10分 程

度 のactivityは 一致す るがwave　 packetは 一 致 しない。

2)H-D平 面 内の変化vectorの 主軸の地方時依存性が南北両半球 で異 なる。北半球 の女 川では6時 頃,南 半

球で は10時 か ら12時 にか けて主軸が(NE-SW)か ら(NW-SE)に 変化 してい る。 この低緯 度Pc　 3の 偏 波 特

性 の南 北非対称性 は,地 下の誘導や電離層 の伝導度の問題 よ りも,Pc3の 発生 及び伝播機構 に深 く関与 して い る

ものと思 われる。

今後 の課題 と して,こ れ らの低緯度共役点 同時観測dataに 加 えて極域 の地磁 気dataの 波動解 析も行な い,Pc

3型 地磁気脈動をgloba1な 観点か ら解明 してい く予定 である。

ISIS-1.2衛 星 に よ る 極域 超 高層 プ ラ ズ マ 中 の 自然 電 波 放 射 の 観 測 研 究 ※前 沢 潔(山 形 大

学理学部 教授),渋 谷仙吉(山 形大学理 学部 講師),佐 藤正彦(山 形大学大学院 研究生):福 西 浩(助 教

授),佐 藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手)

コー ラス,　QPエ ミッシ ョン等,い わ ゆるELF　 -　VLFエ ミッションは磁気 圏内の赤道面付近が主要 な発 生領

域 と考 え られて いる。赤道面付近で発 生 したエ ミッションは,南 北両半球へ同 じ磁力線 に沿 って ダク ト伝搬 し,高

度1500～3000㎞ 付 近で磁 力線か ら離れ て,電 離層 を透過 し,直 接 波 と して,あ るいは,地 上 一電離層の間を反射

伝搬 して地上の観測点で受信 される。 そのため に,一 般 には,　ELF-VLFエ ミッシ ョンは共役 性が良い と考 え

られて いる。 しか し,今 回の解析 によれば無条件 に共役性が良 いので はな く,夏 半球(北 半球)と 冬半球(南 半球)

で は強度 に相違があ り,夏 半球 の方 が冬半球 よ りも10倍程強 く,更 に,午 後側にな るにつれて,夏 半球でエ ミッシ

ョンの高 い周波数まで広が る傾 向があ ることが判 った。 この要因 と して

1).プ ラズマ密度 の非対称性 。

2).電 子の速度分布の非対称性。

3).伝 搬効果の相違

等が考 え られ る。

日照効果 により夏半球は電 離層 のプ ラズマ密度 が高 くなり,磁 気圏 に流れ込んでい くプ ラズマが冬半 球に比べ て

大 き くなる。 このため,磁 気赤道 面に対 してプ ラズマ密度が非対称的 にな ることが考え られ る。磁気圏プ ラズマ密

度 は電離層か らの供給 量によ って決定 され るか ら,午 後側 にな ると更 にプ ラズマ密度の非対称性は大き くなる と考

え られ る。

次に,沿 磁力線方向に静電場 が存在す ると電子 の速度分布に も非対称性が生ず る。すなわち,赤 道面 での ピッチ

角分布がSouth　 bound　 electronとnorth　 bound　 electronと で異なれば南北両半球で観測 され るエ ミッ シ ョン

強度が異な る可能性が考え られる。磁気 圏の赤道面付近で発生 した波は磁気圏内へのプ ラズマ供給量 の多い夏半球

の方が磁力線に沿 ってダ ク トが形成 されやす く,電 離層上部まで伝搬 しやす くな ると考え られる。電離層 の透過率

は夏半球側が低 くな るが電離層 と地上 との間の伝搬条件は,逆 に,電 子密度が上昇 してい る夏半球側 ほど良 いと考

え られ る。

以上の効果が重な って夏半球 の方 が冬半球 よ りも磁気圏の比較的広い赤道 面付近 の領域 で発生 して いるエ ミッシ

ョンを受信で きる可能 性が高 く,ま た,夏 半球の特 に午後側でエ ミッションの周 波数スペク トルの幅が広 り,強 度

が強 くなる傾向になると考え られ る。
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磁 気 圏 の 大 局 的 力学 の計 算 機 実験 ※井上雄二(京 都産業大学計算 科学研究所 所長):江 尻全機(助 教

授),藤 井良一(助 手),小 野高幸(助 手)

磁気圏のSubstormの 成長期の磁場 ・電場の構造変化及び荷電粒子の赤道面上 の大局 的な運動 に つ いて,そ れ

らの準定常 的過程 であると仮定 し,計 算機実験を行い,　Substormの 直接の原動 力と して二 つの有 望な発 電 源 が

存在す る ことが判 明 した。

一つは真夜 中付近 の約15Reの 近尾部 にあり,磁 場強度Bの 減少に伴い強い▽Bが 出現 し,地 球側へのE×B－

漂流が急激 に内側 に向 って 減速す る結果夕方か ら朝方へ強い分極 電流が発 生 し,電 流遮断型の電流源 を形成す る:

他の一 つは真夜 中付近約6Reに 位置す る部分赤道環電流型であ る。即 ち,主 と してE×B－ 漂流 によって尾部 か

ら輸送されて,こ の領域 に蓄積 され た新 しい荷電粒子群の▽B－ 漂流に起 因す る電流源で ある。 これ らは成長期の

間に準定常 的に発達 して,各 々の始端,終 端領域を貫 く4本 の磁力管 は,夕 方側 の高緯度管 は一に,低 緯度管 は+

に,一 方,朝 夕側 の高緯度管 は+に,低 緯度管 は一にな る。上記の二つの電流源 は協力的 に作動 し,電 流遮断型が

強調 されると,部 分赤道環電流型 も強め られ る。その結果,低 緯 度管 の分極 は急激 に成長 し,遂 に電離層E領 域上

部に,互 いに反 対に分極 している高緯度管 と低緯度管の間で放電が磁 力線を横切 って開始す る。 この放電開始 と部

分赤道環電 流型 の電流 源の急速 な発達がSubstormの 開始 と同定 する。

このよ うに,　Substorm開 始前 に磁気圏の真夜中付近に,4本 の分極 した磁力管 によって構成 され る二 重 構造

の大きな伝送線系が形成 される。伝送線系モデルは今迄に提案 された集 中定数回路 モデル と異な り,分 布定数回路

であ る。伝送線方程式:δ1/δs=-CδV/δt,δV/δs・-Lδ1/δt,こ こで1は 磁力管全断面に

亘 って積分された電流,Vは 対 になって いる伝送線の中心 間の電 圧差,sは 伝送線 に沿 って電離層端か ら測定 され

た距離,tは 時間,CとLは 伝送路線単位長あた りの容量 及びInductanceで ある。上記伝送線方程式か らは,次

に列記す る事項 によ り,　Substormの 複雑な様相に関連す る性質 が導かれる。(1)媒 体の不均質性 が 強 い こ と,

(2)長 短二重構造 の伝送線,(3)電 離層のPedersen電 気伝 導度 を介 して 両伝送線が結合 してい ること,(4)電 離

層の不整合による波動 の反射 と透過,(5}部 分赤道環 電流型 の電 流源,⑥ 近尾部 にお ける電流遮断型の電流源及

び不整合による波動 の反射,等 。今回は特 にPoynting定 理 を満 足す るよ うに,波 動方程式 の 数値 解 を工 夫 し,

計算機 実験 を行 った。 その結果 は,地 上観測の地磁気変化,脈 動 を再現す る。又多重開始 型Substormの 発 生 の

機構は上記 の波動 の近尾部 の電流源領域の不整合による反射 波の電離層 によって説明 され る。

南 極 超 高 層探 査 ライ ダ ー の基 礎 研 究 ※広野求和(九 州大学理学部 教 授),藤 原玄夫(九 州 大 学 理

学部 助 手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),岩 坂泰信(助 教授)

南極 において は,未 だ ライダーに よるナ トリウム層 観測 は行 なわれて いな いが,極 地で行 う前 に,環 境条件 の良

い所で観測 を行 い,極 地で起 りうる トラブルを予想 し,色 素 ライダーの改良を行な う必要があ る。我々の使 用 して

いる フラッシュ ・ランプは,九大で改良 ・設計 した もので,発 光効率の良 さとshock　 waveの 吸収機構 を併せ 持 っ

ている。現在,こ の フラ ッシュ ・ランプを使 い,ナ トリウム層の観測 を行 ってい るが,以 下観 測事実の経 過報告 を

する。我 々は,観 測事実 と して,大 別 して2つ の現象 を見 い出 した。

1)流 星雨 時の増加

ペルセウス座流星群(毎 年8月13日 頃 ピー クになる)の ピークの 日の ナ トリウム層の観測を行 ってい るが ,主 な

現象 として次 の様 なものが ある。

i)1979年 の場合

日の出約1時 間前 に層の ピーク高度における密度 が約10倍 に急増 した。

ii)1981年 の場合

通常 のナ トリウム層 と比べ,層 の ピー ク高度 における密度 は約3借 位だが,日 の出前の急 増はなか った。 また,

密度 の変化 も,ゆ るやかで あった。 この 日は,真 夜中か ら夜 明けまで観測 したが,ピ ーク高度 は3　km　Fwaし たにす

ぎず,通 常見 られ るwave　 structureは 見 られなか った。

2)通 常時 のナ トリウム層のwavestructure

ナ トリウム層 は大体wave　 structureを 示 してい るが,こ のwave　 structureは 静穏な時 と揺いでい る時がある。
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ナ トリウム層の垂直分布で,ガ ウス型の トレン ドを取 り除いて見 ると,層 の存在す る80～110㎞ の間では波が伝播

して いる様 に見え る。　FFT処 理を してみ ると,特 定 の波長 が卓越 して いるこ とがあり,静 穏でない時は,下 降 し

て いる事が多 い。典型的な例をあげれば,1981年5月18日 の場合,垂 直波長5㎞,周 期約5時 間,位 相速度約0.3

m/sで 下降す る波が卓越 していた。

以上が,主 な観測事実であるが,今 後 も観測を続けるので,次 第 に様 々な現象 が見 い出され るであ ろう。

フ ラッシュ ・ランプの他に も,レ ーザに関す る改良 を行 って きたが,今 後 も必要で あると思われ る。

地 球 磁 気 圏 と電 離層 の 電磁 気 的 相互 作 用 ※安原文彦(中 京大学教養部 助教授),上 出洋介(京 都産

業大学理学部 教 授):平 澤 威男(教 授),鮎 川 勝(助 教授),藤 井良一(助 手)

極冠帯のポテ ンシャル分布 は,北 半球 では0-12M.L.T経 度 より時計回 りに15～4♂ 傾いてい る事が知 られ て

いる。 このポテ ンシャル ・パ ター ンの回転 を説明す るため にこれまで,太 陽風 一磁気圏相互作用に係わ る要 因であ

る1.)　 IMF-By成 分の正負,2.)磁 気圏尾軸 と太陽 一地球線のずれや,磁 気圏 一電離 圏起 源で ある3.)Re

-　gion　I
,　Hの 沿磁 力線電流(Jll)強 度の比の効果等が調べ られて来 たがいずれ も現象を十 分には説明 できて

いない。 磁気 圏一電離圏起源の もう一つの可能性 としてHa11伝 導度(ΣH)の 影響が指摘されている。今年度 は,

簡単なモデル計算 によ りこの回転 に対す るオ ーロラ帯伝 導度 Σ(Hall伝 導度EHとpedersen伝 導度2P)の 役割

を調べた。

使用 したモデル を略述す ると,J11は 二つの緯度(A=6♂,7()°)上 に分布 してい る。　Region　 IのJ11は

6L.T.と18LT.で 各 々下向 き,上 向 きの ピークを持ちそ こか ら0,12L.T.の0値 まで直線的 に減少す る。Re

gion　llのJ11は3L.T.と21L.T.に それぞれ上,下 向きの ピークを持つ ・RegionIとllのJ11の 全強度比 は

2:1に 設定 した。電離層 は二つのJ!1　 Sheetに よ り極冠,オ ー ロラ帯,中 低緯度領域の三領域に分 けられ る。

極冠 と中低緯度 は,等 しく一様な Σを持ち,そ こでのEH/Σpは2と す る。 オーロ ラ帯の2p,ΣHを 増減 させ

るが三領域 ともΣは経度方向には一様 とした。実際のJ11や Σの分布 はより複雑で あるが2の 基本的な影響が顕著

に現 われ るよう,大 巾に簡単化 されたモデルを使用 した。

計算の結果 をまとめ ると,

1.)オ ーロラ帯の Σの高ま りがな く他 の二領域 と同 じ値を持つ場合には極冠 ポテ ンシャル ・パ タrン の回転 は起

らな い。

2.)Σhが 三領域で一様の時 には,オ ーロ ラ帯のEPだ けが他の領域に比 して高 くて も回転 は起 らない。

3・)一 方 ・ΣPが 一様であ って もオー ロラ帯 のEHの 高 まりがあればパ ターンは北極冠で時計方向に回転す る。

以上か らオー ロラ帯に沿 う高電気伝 導度帯 の存在 は極冠 ポテンシャル ・パ ターンの回転を コン トロールす る基本

的要素であ ることが判明 した。

極域 成 層 圏 大 気 の観 測 ※高木増美(名 古屋大学空電研究所 教授),近 藤 豊(名 古 屋大学空電 研究 所

助手),岩 田 晃(名 古屋大学空電研究所 助手),岩 上直幹(東 京大学 理学部 助手):平 澤威男(教 授),

小川利紘(助 教授)

極域成層圏オ ゾン層 に とって重要 な大気微量成分の観測を行な うため,第23次 南極 観測隊によ って主 と して気球

観測用の測定器が昨年度 昭和基地 に持 ち込 まれ た。準備 された気球用測定器 は,

1)大 気球搭載用測NO2測 定器(2台)

2)大 気球搭載用電離度測定器(2台)

3)ゴ ム気球用オ ゾンゾ ンデ(約30台)

3.に ついては既 に観測 が行 なわれて おり,極 域でのオ ゾン層 の種々の変動 を調べるのが主 な目的 で あ る。 観 測

結果 については23次 隊の帰国 を待 って,解 析の準備をす る予定であ る。 また引き続 いて,24次 隊 にお いて も,23次

隊 とほぼ同 じ項 目か らな る大気球用観測器が準備 され既に南極に向けて輸送 された。24次 隊で はこの他地上か らの

リモ ー トセ ンシングによる,大 気中のNO等 を測定す るための測定器 が準備 され,長 期 間の微 量 成分 の観 測 を行

な う予定であ る。 大気球 は微量成分 の垂直分布が精度よ く測定できるという利点 を もつ反面,デ ータ量が限定 され
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るという欠点を持 って いる。 これを補 うための地 上観 測は重要 である。 この他56年 度か ら開 発 して いるNO測 定

器の開発 も進み,58年 度 にはフライ トモデルの製作 に入る。 これ まで の問題点 は,光 電子増培管のハ ウジングの真

空 もれ,オ ゾ ン発生器及 びモーターか ら出るノイズのフ ォ トンカウ ンターへの混入な どであ ったが,57年 度中の改

良 によって完全 に克服 された。58年 度 には北半球 において大気球 フ ライ トテス トを行な う予定であ る。

以上の ように56,57年 度 に当初の計画通 りに観 測器 の製作や開発が行なわれた。既 に述べたよ うに観測結果 につ

いて は23次,24次 隊 によ る測定データの到着を待 つ必要 がある。

VHFレ ー ダ ー に よ る超 高 層 大 気 運 動 の 研究 ※大瀬 正美(電 波研究所 主任研究官),小 川忠 彦(電

波研究所 主任研究官),田 中高史(電 波研究所 主任研究官),五 十嵐喜良(電 波研 究所 研究官):平 澤威 男

(教 授),藤 井良一(助 手),宮 岡 宏(助 手)

1)は じめに

MAP期 間中 におけ る南極中層 大気の総 合観 測の一環 と して,　VHFド ップ ラーレーダ実験 が 昭和57年3月 か

ら昭和基地で始め られた。 この実験のために,昭 和55年,56年 にお いて レーダ系の設計製 作,レ ーダ制御及 びデー

タ処理用 ミニコン ピュータの導入 とソフ トウ ェアの開発 を行 った。総合的 なデ ータ解析は,昭 和58年 度 か ら開始す

る予定 なので,こ こでは初期的な成果 について報告す る。

2)観 測経過

第23次 隊 による夏期オペ レーシ ョンによ り,新 たに開発 され たコ リニアァンテナの建設,レ ーダ システム及 び ミ

ニコ ンの設 置を行 った。 ア ンテナは地磁気南方向(GMS)及 び地理南方向(GGS)の2方 向があ り,そ れ らを交互

に切替 え使用で きる。3月 か ら観測を始め,ス ペク トルモー ド66巻,ダ ブルパルスモー ド11巻,メ テオールモー ド

8巻 のデータを取得 した。

3)初 期結果

クイ ックル ックの結果か ら明 らかにな った3つ の観 測モー ドの特徴 的な結果を以下に述べ る。スペク トルモー ド

では,夕 方や朝か ら昼 にか けてのエ コーはスペ ク トルの幅が広 いのに対 して,真 夜中前 後は狭 く,発 生 原因 の異 な

る現象 であることが はっきり した。 ダブルパルスモー ドでは,夕 方の東 向きのエ レク トロジェッ ト電流に伴 うエコ

ーがは っき りと らえ られ た。2つ の アンテナを交互切換 え して求 めた ドップ ラー速度をベ ク トル合成 して導いた ド

リフ ト方 向か ら,こ の ジェ ット電流を定性的に説 明でき る。 メテオールモー ドによ る流星観測は,1分 毎にア ンテ

ナをGGSとGMS方 向に切換えてベ ク トル風速 を求めることを試 みた。一方向のア ンテナによ る結 果か ら,数10

m/sか ら100m/s前 後の風が80～120㎞ 高度 にふ いて いることが明 らかにな った。

11月 か ら12月 にか け3個 の大気球を打ち上 げ,こ の うち2個 は電場 セ ンサ ーが搭載 されていた。大気球 の飛翔 時

には,電 波 オー ロラエコーが受信 された。そ こで,　VHFド ップ ラー レーダーで求めた ドップ ラー速度 か ら導かれ

る電場 と大気球 による直接測定結果を比較する ことによ り,電 離層 内電場 と高度約30㎞ におけ る電場 の比較研究 を

行 うこ とができる。

また,一 年 間の連続観測 の結果,　SSCやPc　 5等 の地磁気脈動 と同期 した電波オ ーロラ現象が とらえ られた。

冬 の期 間は,極 光 と電波オ ーロラとの関係を調べ るため,ス ペク トル モー ドに よる観測を重 点的に行 った。今後,

昭和基地の地磁気 をは じめ とす る超高層モニタ リングデータ,全 天 カメラ ・オ ールスカ イTVデ ー タに加 え みず

ほ基地 の地磁気 データ等 を活用 して,総 合的解析 を進 める計画で ある。

撮 像 観 測 に よ るオ ー ロ ラ及 び 電 離層 ダ イ ナ ミ ック スの 研 究 ※金 田栄祐(東 京 大学 理学 部 助 手),

鈴木 勝久(東 京大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)

人工衛星 よるオーロラ撮像観測デ ータ及び単 色全天 テ レビカメ ラによる夜間大気光の画像 データの画像解析 に基

ず く,オ ーロ ラ及 び電離層 ダイナ ミックスの研究 の初 年度 と して,本 年度 は基本的開発研究 に重点を置いた。即 ち,

画像解析 に必要な擬似 カラー画像表示装置を運用 ソ フ トウエアーを含めて完成 させ,更 に従来 のTVカ メ ラ方 式

の撮像装置 と比較 した場合,低 輝度 レベルの撮像 に於 いて優れた特性 を示す光子計測検 出器 を採 用 した単色撮像装

置を完成 させ る等の開発を行 った。擬似カ ラー表示装 置はマイク ロコ ンピューター に よ ってLook　 -　U『p　Table
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の内容が制御 され る為,予 め作成 して 置いた様 々な色 メニ ューを随時読出 し,着 色の変更を行 う事が可能である。

又,独 立2画 面表示である為,同 一画像 を異 なる色 メニューに よって比較解析を行 う事が可能であ る。 この様 な表

示方式を活用す る事によ って,従 来 よりも精細な解析が可能 とな り,研 究の展開に大き く寄与 して居る。 この様 な

成果は,本 年2月 に開催 され た国立極地研究所の シ ンポジウムを始め と し,学 会等に於いて発表 された。

光子計測法単色撮像装 置は,東 京天文台木曽観測所での 予備観測を終 了して居 り,昭 和58年 度 に はTVカ メ ラ

方式 の単色撮像装 置と共 に,フ ィール ドに於いて データの取得に当 る予定であ る。

磁 気嵐 の 発 達 と太 陽 風 の 三次 元 構 造 ※袴田和幸(中 部 工業大学 工学 部 講師),前 沢 洌(名 古 屋大

学 理学部 助手):鮎 川 勝(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)

太陽近傍 にお いて,太 陽風の速度分布が一様でないために,速 い速度 の太陽風 と遅 い速度 の太陽風 は互 に衝突 し

なが ら,空 間 的に複雑な三次元構造を形成 しつつ,惑 星間空 間へと広が って ゆ く。 この三次元構造を持つ太陽風の

中を太 陽フ レアー等 によりつ くられた太陽風擾乱が伝播す るとき,惑 星間磁場 に複雑 な擾乱 を発生 させ ることが予

想 される。 この惑星間磁場擾乱が地球磁気圏のまわ りを通過す る際,そ の南 向き成分 と地球磁場 との相互作用によ

り,太 陽風の エネルギ ーの一部 が地球磁気圏内へ と流入 し,磁 気嵐 を発生 させ る。

太 陽フ レアー等によ る,太 陽近傍での太陽風 擾乱の発生 に始 ま り,惑 星間空間 内の伝播,磁 気嵐の発生で終 る一

連の現象 を統一的に理解するため,次 に示すよ うな研究の進め方 により,結 果を得てきてい る。

ユ)人 工衛星によ る太陽風速度 の観測値 と,地 上か らの太陽表面磁場の観測値か ら求めた太陽近 傍での太陽電流

面の形状 とを比較す ることによ り,太 陽風速度 が太陽電流面 より離れ るにつれて増加す る事実を確認 した。 これに

より太陽近傍での,太 陽風の速度 分布 が推定で きるようにな った。

2)太 陽風速度が太陽の磁気 的緯度 とと もに増加す ると仮定 して,定 常状態 における太陽風 の三 次元構造 を描 に

た。

3)上 述の三次元構造を持 つ太 陽風の中 に,太 陽 フ レアー等によ る太陽風擾乱 を導 入 し,惑 星 間空間を伝播す る

様子 を追跡 した。今後 は,

4)上 述の太陽風 擾乱が,地 球近傍 を通過す る際の,太 陽風パ ラメータの時 間変化 を調べ る。

5)4)で 求めた太陽風パ ラメータの時 間変化か ら,地 磁 気擾乱の様子 を推定す る。 とい う方 向に研究を進め る予

定であ る。

飛 翔 体 に よ る電 場 の観 測 的 研 究 ※小川俊雄(京 都大学理学部 助教 授):福 西 浩(助 教授),山 岸

久雄(助 手)

オ 一白ラ発生時の上層大気の総合的観測 を目的 と して,1982年3月20日19時09分UTに,ノ ル ウェー のStams

und(6ぎ08'N,13°50'E;L=6.0)か ら大気球(B15-IN)を 飛翔 し,　VLF,オ メガ電波,電 力線放射,

オ ーロラX線(20keV-100keV)と ともに静電場のベ ク トル成分を観 測 した。気球 はスウェーデ ンを横切 って

東南東方向に飛翔 し,フ ィンラン ドのRovaniemi付 近に落下 した。 この間高度32㎞ において,　MLT　 O時 を中心

と して約2時 間観 測を行 った。観測時間中 にサ ブス トームが2回 発生 した。

主な観測結果 は:

1)垂 直電場 と空地電流 は,気 球が スカ ンジナ ビア半島西岸の山岳地帯 の上 を飛翔 して いるとき,気 球高度で期

待 され る値 よ り2～3倍 大 きい値を示 した。い ま,山 岳の平均高度 をZoと し,そ れよ り下層大気の電気伝導度の

スケ ールハイ トをH1,上 層大気の電気伝導度の スケ ールハイ トをH2と したとき,山 岳上 に流れ る空地電流密度Im

と海面上へ流れる空地電流密度Isと の比 は次式で与え られる。
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ここで,Zo=2㎞,H1=3km,H2・=6kmと す ると,Im/ls=2.3と なり,今 回観測 した結果 とほぼ一致す る。

す なわち,今 回観測 した垂直電場 と電流には,気 球航跡下の山岳 の影響が強 く現われた。

2)垂 直電流 ・電場の比か ら求めた電気伝導度 は2×10-11S/mで あ った。1972年 に昭和 基 地 で観 測 した 結果

か ら,高 度32㎞ で期待 され る値 は,1.0×10-11～1.3×10-11S/mで あるが,太 陽活動度は1972年 よ り1980年 の方

が大 きいので,こ の差 は,降 下オ ーロラ粒子の制 動輻射 オー ロラX線 による,成 層圏におけ る電離作 用の結果であ

ると考 え られる。

3)水 平電場 の値 は30～20mV/mで,電 場の方 向は,　Kirunaで 観測 され た磁場変化 とよ く対応 して変化 した。

すなわち,サ ブス トームの発達時の電場 は西南西向き,回 復時 には北 北東 向きとな って,　Harang不 連続 線 が,

サ ブス トームの発達 時には赤道 向きに,回 復時には極 向きに移動す ることに対応 してい る。

HFド ップ ラー 船上 観 測 ※北村泰一(九 州 大学理学部 助教授),坂 翁介(九 州大学理学部 助手),:

福西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授),藤 井良一(助 手)

中性大気波動 中の重力波 の観測 は,バ ル ーン等によ る温度や風 の直接観測,ま た は,ト ップサ イ ドサ ウンデ ィン

グやHFド ップ ラー等 による電離圏の電子密度変化 の観測等 の手段 によ ってな されてい るが,こ れ らの中 で も,

短波 ドップ ラー法は連続観測がで きるという点で,唯 一無 二の技術 である。

毎年11月 頃か ら,突 然短波 ドップラーの記録が大き く乱 れだす現象 が見 られ る。 これは,電 離圏高度(200～400

㎞)で,周 期5～60分 の大気波動の活動が活発に行われてい るこ とを示 して いる。 この活動は,3月 にな ると自然

に減退する。 この冬期大気波動の性質を知 る上で第一に必要 なこ とは波動 のスペク トル(ω,k)知 ることであ る。

このkを 知 る方 法の一 つと して,フ ジによる移動観測がある。

原理は次の通 りである。今 ・固定 点(福 岡)に おけ る観測周 波数 をωQ・ 移動観測点(フ ジ)の それを ωFと す

ると・福 岡 とフジで同一現象 を観測 して いるとみな している場合 にはωF=ωQ+k・vと い う関係が成立す る。

但 し・vは 移動 体(フ ジ)の 速度で ある・ これよ りk=(ωF－ ωQ)/vと してkが 求め られ る。 この方法では,

kはvの 視線方 向の もの しか求 め られな いが,三 点観測によ るkの 求 め方 とは異 るので,kの 値を この2つ の方法

で比較する とい う点 で意 味が ある。

1980年11月25日 に出航 したフジにより,第 一回観測を実施 した。第二 回は,1982年11月25日 に出航 した フジによ

りお こなわれたが,こ こでは第一回の観測(1980.11.25)の 結果 のみを述べ る。

11月27日 には,フ ジと福 岡とはJJYか らほぼ等距離にあ り,両 者 を比較す るの に好都合な位置関係に あ った。

フジと福 岡で観測されたスペク トラムには各々顕著な周波数 の シフ トの ピークが見 られた。それ らを低い周波数の

ものか らω(1},ω(2),ω(3)と す ると,ω(1)==to(1)=2.8×10-4Hzと な り,フジの移動速度程度 で は,そ の差が検 出

で きない程の波長を もつことがわか る。Vを20ノ ッ ト(～10nrz(s)と して波長 を求め ると・ωQ－ ωF=1・4×10-4

Hzで ω(2)に対応 する波長 λ(2)は,2(2)=70kmと なる。 この値 は,他 の数例 にお いて もほぼ同様な値を とる。 いず

れにせよ,冬 期 大気波動 の波長 はユ00㎞程度の ものであ ると求まるので,こ れ は従来知 られてい る波長数100㎞ ～

数1000㎞ といわれ(中 ～大規模)　TIDや,か な り様相 を異 にす る もので ある。

結論 として,今 回の船上実験で,冬 期大気波動 の波長が,た か だか100kmの 程度の,い わば小 親機TIDに 分類 す

べき波動 であ るとがわか ったこと以外に,船 上でのHFド ップ ラー観測が,当 初心配 されて い た 通信 障害 や,船

のゆれによる障害 を受 けることな く,正 常にお こない うることが 明白となった。

イ)特 別共同研究

南 極 観 測 ロケ ッ ト搭 載 機 器 の 研 究 開 発 ※平澤威男(国 立極地研究所教授),松 本治弥(神 戸大 学 工学

部教授)石 堂正 弘(神 戸大学工学部助教授),賀 谷信幸(神 戸大学工学部助手),木 村磐根(京 都大学工学部教授),

小川俊雄(京 都大学理学部助教授),松 本 紘(京 都大学 工 学部 超 高層 電波 研究 セ ンタ ー助教 授),筒 井 稔

(京都大学工学部超高層電波研究セ ンター助手),鎌 田哲 夫(名 古 屋大学空電研究所助教授),近 藤 豊(名 古 屋

大学空電研究所助手),長 野 勇(金 沢大学工学部 助教授),小 玉正 弘(山 梨医科大学教授),青 山 巌(東 海 大
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学工学部教授),桜 井 亨(東 海大学 工学部助教授),遠 山文雄(東 海大学工学部助教授),大 家 寛(東 北 大学

理学部教授),伊 藤富造(宇 宙科学研究所教授),中 村良治(宇 宙科学研究 所助 教授),鶴 田浩一郎(宇 宙 科学 研

究所助 教授),小 山孝一郎(宇 宙科学研究所助手),向 井利典(宇 宙科学研究所助手),小 口 高(東 京 大 学理 学

部教授),國 分 征(東 京大学理学部助教授),林 幹治(東 京 大学理学部助手),今 井 喬(理 化学研究所技師),

宮崎 茂(電 波研究所室長),森 弘隆(電 波研究所主 任研究官),蔵 本 巌(電 波研究所室長),佐 川 永一一(電

波研究所主任研究官),:福 西 浩(助 教授),江 尻 全機(助 教授),鮎 川 勝(助 教授),小 川利紘(助 教授),

佐藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手),小 野 高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)

昭和57年 度の南極 ロケ ッ ト搭 載機器 の開発 は,前 年度 に引続 き,(1)オ ーロラ粒子分析器,(2)磁 力計,(3}周 波数発

振部の標準化,(4)電 子密度計について行 った。

まずオ ーロラ粒子 分析器 について は,初 年度 に製作 した半球型粒子エネルギ ー分析器を,パ ーテ ィクルチ ェンバ

ー内で
,電 子 ビームを用いて性能試験 を行 った。静電偏向感度0.09で,エ ネルギ ー分解能5%と,ほ ぼ設計値通 り

の性能が得 られ,今 後 は実験室用標準分析器 と して用い られ ることにな った。

オー ロラ粒子 の質量(イ オ ンの場合),エ ネルギ ー,ピ ッチ角の内,二 つを同時分析す る二次元粒 子分 析器 の 開

発研究を行 っているが,そ の検出部 と して,今 後主流を占めると思 われる二次電子増倍 板(Micro　 Channel　 Plat

eMCPと 略)に ついて,初 年度 で,信 号処理回路 を作成 したが,今 年度 は,ガ リレオ社カー ブ ドチ ャネルMCP

モデル6025を パ ーティクル チェンバ ーに入れ,イ オ ンビームをMCP上 に照射 し,ビ ームの二次元表示像を得 る実

験 を行 った。そ の結果 は良好で,128×128画 素,空 間分解能約0.2㎜ の二次元画像空間上 に,ビ ーム径 約4㎜ の イ

オ ンビーム像が得 られ,　MCPの 二次元セ ンサ ーとしての有効性が確 め られた。併せて ,　MCPの 出力パルスの波

高分布 を調べ たが,チ ャネル トロンに見 られるよ うな,き れ いな単峰特性 は得 られず,波 高弁別 器のいき値 設定 が

難 しいと思われ る。

また,　MCPを 用いた二次元粒 子分析器 の具体例 と して,オ ーロラ電子のエネルギ ー,ピ ッチ角を同時測定す る

分析器の設計を行 い,エ ネルギー範 囲10keV～30keV,ピ ッチ角範囲40°をカバ ーす るものを製作 した 。 上 記開

発 したセ ンサーの内,第25次 ロケ ッ ト実験で は電子に関 し詳細な計測を行 う事にな り,そ の具体的設計 を行 った。

磁力計 としては,ロ ケ ッ ト搭載計器 と しての リングコア型 フラックスゲー ト磁 力計の開発研究 を行 った。 リング

コアは アメ リカのイ ンフェニテ ックス社 より以下の二種類を輸 入 しテス トした。

S1000-C31-JC-2239-Dは81.3-6モ リブデ ンパ ーマ ロイ(厚 さ0.005イ ンチ,幅0.0625イ ンチ)をIncone

1×750の ボ ビンに7回 巻 いた構造を してお り,　NASAの 低 ノイズ磁力作用 と してDr .M.Acunaが 製作 した コア

と性 能,構 造 と も同一規格であ る。

S1000-C31-JC-2231-Dは パ ーマ ロイ箔の巻数 を12回 に した他 は上記 と同一規格で ある。2239Dを 使 用 し

た場 合,0.1nT以 下の ノイズ レベルが得 られ搭載用磁 力計 のコアに非常 に適 して いることがわか った 。 この リン

グコアを用 いフ ラックスゲ ー ト磁力計の製作を行 った。 エ レク トロニクス部 はパル ス ドライブ方式を用い,ま た8

ビットのオフセ ットジェネ レータ と16ビ ッ トのA/D変 換器を用 い0 .03nTの 分解能で±65000nTの ダイナ ミッ

ク レンジを実現 した。 ここで開発 した磁力計を もとに第25次 南極 観 測 ロ ケ ッ ト搭 載用 と して の 高感度 ベ ク トル

(3軸)磁 力計の具体的設計を行 った。

電磁波動の受信 機の基本部 と して局部発振回路が ある。搭載機器 としての小型 ・軽量化 を計るべ く回路設計 を行

った。その結果 と して,　VCOの モ ジュール化の見通 しがついた。

電子密度計と しては,周 波数掃 引型 イ ンピーダ ンス ・プ ロー ブを取 りあげ,そ のプ リア ンプの設計,製 作を行 っ

た。標準化 され た ものの改良で,今 迄,位 相 と振 巾の平衡が独立 にとれなか った ものが,そ れ ぞれ独立 にとれ る様

にな り,こ の形式 の ものを第25次 観測 ロケッ トに搭載す ること とな った。

(3)科 学研究費補助金による研究

(奨励研究)

極域電離圏および磁気圏における高周波プラズマ波動粒子相互作用の研究 宮岡 宏(助 手)
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カナダの人工衛 星ISIS-1,2号 によ り北極域な らびに南極域の上部電離圏において観 測された高周 波 プ ラズ

マ波動 スペ ク トル と電子密度 データの解析 を実施 し,こ れまで不明瞭であ った周波数100kHz～ 数MHz帯 域 の自

然プ ラズマ波動の様相 を明 らかにす ると共 に,オ ーロラ現象 との関連について解析を行 った。

ISIS衛 星観測デ ータの解析 と して 具体的に は,サ ウンダー観測のパスについて,① イオノグ ラムか ら特性周波

数の読取 り,②AGCレ ベルデ ータの解析,③ 同時観測 され た全天 オ ーロ ラ写真(昭 和基地,南 極点基地)の 解析

等を実施 した。その結果,極 域 電離圏領域 において発生 ・伝搬す る高周波 プ ラズマ波動 の特性 について以下の結果

を得た。

1)基 本的には3種 類 のプ ラズマ波動(ホ イスラーモ ー ド,Zモ ー ド,お よびL-0モ ー ド)が 存在す る。

2)ホ イス ラーモ ー ド波(オ ー ロラヒス)は オ ーロラ粒子降下域(オ ーロラオパ ール)上 空 を中心 に観測 され る

の に対 し,Zモ ー ドおよびL-Oモ ー ド波 は,極 冠域や トラフ領域な ど電子密度が不均一 となる領域 で頻繁 に観測

され る。

3)オ ーロラアークに対応 して,そ の上空 において顕著な沿磁力線電子密度 上昇があ り,そ の周 辺でL-0モ ー

ド波が観測 され る。

これ らの観測結果に対 して,そ の発生機構 を探 るため,プ ラズマ波動の励起 とモ ー ド変換過 程について理論 的 ・

定量的検討 も併せて行な った。その結果,観 測 された高周波 プラズマ波動は,基 本的に全 てオー ロラ降 下電子 によ

る ビーム型波動粒子相互作用の結果 励起された ものであること,但 しL-0モ ー ド波については,ビ ーム型相 互作

用 により励起 され たZモ ー ド波か ら線形 モー ド変換 によ り発生 して いる可能性が大きい ことが明 らか となった。
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(4) Ef51.`MODRX

7)fti,141 ,:c65tX

a It*Y=1

Comparison between the arrival direction of Y. Tanaka 57. 9 Mem.  Natl Inst.

 auroral hiss and the location of aurora A.  Iwai Polar Res., Spec. Issue,
observed at Syowa Station T.  Kamada and 22, 35-45

T. Hirasawa

Full wave calculation for a Gaussian VLF wave I. Nagano 57. 9
injection into the ionosphere M. Mambo 22, 46-57

S. Yoshizawa
I. Kimura and
H. Yamagishi

Spectral characteristics of radio noise at low K. Aikyo  57. 9
and medium frequencies in the antarctic T. Ondoh 22, 82-93
topside ionosphere R. Nishizaki

T. Maruyama

S. Igi
M. Nagayama

H. Yabuuma
T. Ide and
T. Hirasawa

Magnetic and  auroral substorms associated T. Hirasawa  57. 9
with storm sudden commencements and 22, 104-115
sudden impulses

Efficient coding and resonance spike identifi- S. Igi 57. 9
cation for topside ionogram processing K. Aikyo 22, 140-154

R. Nishizaki
T. Ogata
T. Maruyama and
T. Hirasawa

X-ray intensity, ozone density, and VLF wave M. Ejiri  57. 9
intensity observed by scientific balloon ex- M. Ayukawa 22, 155-172

periments at Esrange H. Yamagishi
T. Ono

 T. Hirasawa
T. Kamada
M. Kodama
Y. Hirashima

T. Ogawa
N.  lwagami and
T. Yamagami

Time-sharing measurements of ionospheric T. Ogawa 57. 9
electron temperature and electron density with M. Makino 22,  212-221
the electric field using double probes: H. Yamagishi
An experiment on the antarctic sounding rocket H. Fukunishi

 S-310JA-7 T. Hirasawa and
K. Kodera

Polar cleft structure and SEC associated plasma M. Ejiri 57. 9
irregularities observed by Greenland rocket H. Yamagishi 22, 222-238
experiment, 1976 K. Uchida

J.K. Olesen
E. Ungstrup
F. Primdahl and
F. Spangslev

Formation of noctilucent cloud particles and Y. Iwasaka  57. 9
the temperature distribution at the polar

mesopause 22, 247-253

A new VHF doppler radar experiment at Syowa K. Igarashi 57. 9
Station, Antarctica. T. Ogawa 22, 258-267

M. Ose
R. Fujii and
T. Hirasawa
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Comparative　 study　 of　magnetic　 Pcl　 pulsations M.　 Kawamura 58.3 "

observed　 at　low　 and　 high　 latitudes: M.　 Kuwashima 26.1-12

Long-term　 variation　 of　occurrence　 frequency T.Toyaand

of　the　pulsations H.　Fukunishi

Dynamic　 spectral　 study　 of　Pc3to　 Pc5 Y.　Tonegawa 58.3 ■,

pulsations　 observed　 near　 L=6 H.　 Fukunishi 26.23-32

T.　Hirasawa

R.L.　 Mcpherron

T.　Sakurai　 and

Y.　 Kato

On　 the　observed　 results　 of　the　intensity　 and M.　 Nishino 58.3 '■

the　 polarization　 of　nanow-band　 auroral　 hiss Y.　 Tanaka 26.81-90
●.

em1SSlons A.　 Iwai

T.　Kamada　 and

T.Hirasawa

Conjugacy　 of　ELF　 emission　 spectra　 and　 powers M.　 Sato 58.3 '■

K.　 Maezawa 26.91-102

H.　 Fukunishi　 and

N.　 Sato

Statistical　 feature　 of　non-ducted　 Omega　 signal T.　Matsuo 58.3 ■'

and　 associated　 ASE　 observed　 by　 ISIS-I　 and 1.　Kimura　 and 26,103-112

II　SatelliteS Y.　 Yamagishi

A　6.7-s　 quasi-periodic　 fluctuation　 of　auroral M.　 Kodama　 and 58.3 '■

X-rays　 observed　 at　rocket　 altitudes H.　 Yamagishi 26,135-138

Preliminary　 results　 of　new　 50MHz　 doppleHadar T.　Ogawa 58.3 "

experiment　 at　Syowa　 Station K.　 Igarashi 26,193-201

M.Ose
Y.　Kuratani

R.Fuj五and

T.　Hirasawa

Wavy　 patterlls　 of　ionospheric　 electron　 density H.　Oya 57. J.　Geomag.　 Geoelectr.,

profiles　 t貢ggered　 by　 TID-Observation　 results　 of T.　Takahashi 34,509-526

the　 eleCtron　 density　 l)y　TAIYO　 satellite A.　Morioka　 and

H.　Miyaoka

IMS　 results　 in　Antarctica. T.　Nagata　 and 57. The　 IMS　 Source　 Book,

T.　Hirasawa American　 Geophysical

Union,188-195

CAMAC　 appUcation　 in　the　National　 Institute　 of M.　 Ejiri 57. Japan　 CAMAC　 News,

Polar　 Research Japan　 Electronic

Industry　 Development

Association,　 2-6

EXOS-D粒 子観測 江尻 全機 57.10 磁気圏 ・電離圏 シンポ

ジ ウム プ ロ シ ーデ イ ン

グ、19-22

EXOS-D計 画に低エ ネルギー粒子観測 江尻 全機 57.6 科学 衛星 シンポ ジウム

山岸 久雄 プ ロ シー デ イ ング 、

宮岡 宏 331-334

向井 利典
松本 治弥

賀谷 信幸

南極 昭和基地 におけるEXOS-C受 信計 画 江尻 全機 58.1 MAPシ ン ポ ジ ウ ム

小野 高幸 プ ロ シ ー デ ィ ン グ 、

平沢 威男 34-36

日本 ・ノルウェー'大気球 実験報告 山岸 久雄 57.12 大気球 シンポ ジウム

小野 高幸 フ ロ゚ シ ー デ ィ ン グ 、

福西 浩 81-87
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北欧にお けるオー ロラ電場 の観測 小川 俊雄
山岸 久雄

福西 浩
小野 高幸

57.12 ノノ

88-94

EXOS-Dに よる磁場観測 福西 浩

藤井 良一
佐藤 夏雄
国分 征
飯島 健
林 幹治

青山 厳
遠山 文雄
桜井 亨
斎藤 尚生
湯元 清文

瀬戸 正弘
西田 篤弘

57.10 磁 気 圏 ・電 離 圏 シ ン

ポ ジ ウム プ ロ シ ー

デ イ ン グ、

1-13

EXOS　 -D計 画 一 磁 場観測 一 福西 浩

国分 征
藤井 良一
佐藤 夏雄

飯島 健
林 幹治
青山 厳
遠山 文雄

桜井 亨
西田 篤弘
斎藤 尚生
湯元 清文

瀬戸 正弘

57.6 科 学 衛 星 シ ンポ ジ ウ

ム プ ロ シ ー デ イ ン

グ、

353-362

南極中層大気探査用 レーザ レー ダーの仕様 と

試験結果

岩坂 泰信
福西 浩
平沢 威男

宮岡 宏
藤井 良一
藤原 玄夫

58.1 MAPシ ンポ ジウ ム

プ ロ シー デ イ ング、

269-273

地球磁 気圏におけるサブス トーム現象 福西 浩 58.2 天体磁気圏におけ る

急激な エネル ギー解

放 シンポジウム集録

3-14

Thermospheric　 63一μm　 emission　 of　atomic

oxygen　 in　local　 thermodynamic　 equilibrium

N.　 Iwagami　 and

T.　Ogawa

57. Nature,298,454455

A　mesospheric　 ozone　 profUe　 at　sunset H.　 Yamamoto

H.　 Sekiguchi

T.　Makino

T.　Watanabe

K.S.　 Zalpuri　 and

T.　Ogawa

58. Adv.　 Space　 Res.,　 2,

197-199

Measurement　 of　NO2　 density　 in　the　polar

stratosphere:　 BaUoon　 experiment　 by　 the　23rd

Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition

N.　 Iwagami

T.Ogawaand

K.　 Shibasaki

57. Mem.　 Natl　 Inst.　Polar

Res.,　 Special　 Issue　 24,

297-298

Observation　 of　atmospheric　 minor　 constituents

in　the　Antarctic　 region　 by　 ground-based

absorption　 spectroscopy

K.　Shibasaki　 and

T.　Ogawa

57. .,299-302
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首都圏近郊におけ る大気NO2全 景の観測 柴崎 和夫
小川 利紘

57. 天気 、29、721-727

S-520-4号 機 による中間紫外大気散乱光

観測 とオゾ ン密度

鈴木 勝久
小川 利紘

57. 宇宙 科学研 究所報告

8.1-12
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イ)口 頭 に よ る発 表

題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月

Polar　 Cusp　 Structure　 Observed　 by

Greenland　 Rocket　 Experiment

江 尻 全 機(極 地 研)

J.KOIesen(TUD)

F.Primidahl(DSRI)

第71回 日本地球電気

磁気学会

57.5

磁気荒時の沿磁力線電流 飯島 健(東 大 ・理)

福島 直(〃)

藤井 良一(極 地研)

〃 〃

1Hz帯Pc1型 磁気脈動 の発生 ・伝播特性 河村 言當(地 磁気研)

桑島 正幸(〃)

外谷 健()

福西 浩(極 地研)

〃 〃

昭和基地一 アイス ラン ド共役点観測によ る

Pc1　 波 動 伝 播 特 性 の 解 析

小 野 高 幸(極 地 研)

平 沢 威 男(〃)

〃 !ノ

ULF　 emission(Pcl)の ス ペ ク トル 構 造

の 解 釈

平沢 威男(極 地研)

小野 高幸(〃)

利根川 豊(難 鶏

福西 浩(極 地研)

平沢 威男(〃)

桜井 亨(東 海大)

加藤 愛雄(〃)

〃

〃

〃

〃

昭和基地のCNA観 測に現われる脈動 野崎 憲明(電 波研)
平沢 威男(極 地研)

〃 〃

第3回NASDA/SEPAC実 験綜合報告 大林 辰蔵(宇 宙研)

河島 信樹(〃)

栗木 恭一(〃)

長友 信人(〃)

二宮 敬度(〃)

佐々木 造(〃)

柳沢 正久(〃)

江尻 全機(極 地研)

工藤 勲(電 総研)

中村 嘉宏(航 技研)

〃 〃

太陽活動極大期における熱圏NO分 子密度
分布

岩 上 直幹(東 大 ・理)

小川 利紘(〃)

近藤 豊(名 大 ・空
電研)

〃 〃

南極 中層大気の レーザ レーダ観測(1)

ラマ ン散乱効果を利用 したN2濃 度分布

観測 と大気温度の推定

岩坂 泰信
(名大水圏/極 地研)

藤原 玄夫(九 大 ・理)

平沢 威男(極 地研)

福西 浩(〃)

〃

き

〃

成 層 圏 エ ア ロ ゾル の レーザ レーダ 観 測

ユ980～ ユ982

岩坂 泰信(名 大 ・水圏研)

林田佐智子(〃)

長屋 勝博(〃)

〃 〃
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題 目 発 表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月

中間紫外大気散乱光とオゾン密度分布 鈴木 勝久(東 大 ・理) 第71回 日本地球電気 57.5

磁気学会

小川 利紘(〃) 〃 〃

吸光スペク トル法に よる大気 オゾン 柴崎 和夫(東 大 ・理) 〃 〃

小川 利紘(〃)

江尻 全機(極 地研)
桜井 治男(〃) 〃 〃

オー ロラアークとその周辺 の電場分布 小川 俊雄(京 大 ・理) 〃 〃

牧野 雅彦(〃)

山岸 久雄(極 地研)

福西 浩(〃)

平沢 威男(〃)

昭和基地 コンピュータ システムによる超 高層 佐藤 夏雄(極 地研) 〃 〃

現象のモニタ リング 藤井 良一(〃)

宮 岡 宏(〃)

桜井 治男(〃)

福 西 浩(〃)

中島 大輔(三 菱電機)

極域VLFエ ミッシ ョンの季節変化 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

地上と衛星高度での対比 小 田嶋 充(日 本IBM' ノ

江尻 全機(極 地研)

極域電離圏における高周波 宮岡 宏(極 地研) 〃 〃

プ ラズマ波動の励起 と伝 搬 小野 高幸(〃)

ELFと 又 、 コ ー ラス のGEOS－ 地 上 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

同時観測 福 西 浩(〃)

佐 藤 正彦(山 形大)

The　 Japanese　 Balloon　 Campaign　 at 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

Andφya　 and　 Stamsund　 in　 March　 1982
小野 高幸(〃)

福 西 浩(〃)

ISIS衛 星 により観測 された極域高周波プ ラズ 宮岡 宏(極 地研) 第72回 日本地球電気 57.10

マ波動 小野 高幸(〃) 磁気学会

ISIS-1,2衛 星 で 観 測 され た 静 電 イオ ンサ イ 福西 浩(極 地研) !ノ 〃

クロ トロン波の特性 鈴木 光義(電 通大)
芳野 赴夫(〃)

ISIS衛 星で観測 され たOmega　 ASE及 び信 松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃

号伝搬特性 木村 盤根(〃)

山岸 久雄(極 地研)
■

じきけん(EXOS-　 B)　SPWに より検 出され 小原 隆博(東 北大 ・ 〃 〃

たプ ラズマ圏ダ ク ト 理)

大 家 博(〃)

小野 高幸(極 地研)
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題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表 年月

SSCに 伴 うAuroral　 sukstorm 鮎川 勝(極 地研) 第72回 日本地球電気 57.10

平沢 威 男(〃) 磁気学会

オー ロラ電場の大気球観測 小川 俊雄(京 大 ・理) 〃 ノ/

牧野 雅 彦(〃)

山岸 久雄(極 地研)
福西 浩(〃)

小野 高幸(〃)

Particle　 precipitations,　 field-aligned 江尻 全機(〃) 〃 〃

currents,　 and　 electron　 density　 and

temperature　 increases　 observed　 ln　 the

内 田 邦 夫(〃)

J.K.Olesen(TUD)

F.Prmdahl(DSRI)

high-1atitude　 cusp　 region B.Moehlum(NDRE)

多 点観 測か らみたSub　stomの 南北共役性 鮎川 勝(極 地研) 〃 〃

平沢 威男(〃)

Auroval　 Roar　 Emission 佐藤 夏雄(極 地研) 〃 〃

林 幹 治(東 大 ・理)

北極域気球高度におけ るX線 マ イクロバ ース 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

トと地上VLF放 、地磁気脈動 との相関 小野 高幸(〃)

福西 浩(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)
山上 隆正(宇 宙研)

西 村 純(〃)

平 島 洋(立 教大)

村 上 浩 之(〃)

Jan　 Holtet

(オ ス ロ大)

気球 によるオメガ波伝播 の観測 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

福西 浩(〃)
小野 高幸(〃)
長野 勇(金 沢大)

佐藤 夏雄(極 地研)
渋谷 仙吉(山 形大)

Periodic　 emissionの 発 生 、 伝播 特 性 河村(地 磁気 観) 〃 〃

桑 島 正幸(〃)
福 西 浩(極 地研)

沿磁 力線電流 とそれに随卒す る電離 層電流 の 飯島 健(東 大 ・理) 〃 〃

構造 福島 直(〃)

藤井 良一(極 地研)

HFド ップ ラーにおけ る冬季 波動 北 村 泰一(九 大 ・理
〃 〃

フジによる移動観測 一一 竹 竿 政資(〃)

古野 慎治(〃)

福西 浩(極 地 研)
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題 目 発表者(所 属)
,

発表した学会等の名称 発表年月

高緯度多点観測に基づ くPc3-5脈 動の伝播 利根 川 豊(極 地研 ・ 第72回 日本地球電気 57.10

共鳴特性 東海大) 磁気学会

福西 浩(極 地研)

平沢 威 男(〃)

桜井 亨(東 海大)

加 藤 愛雄(〃)

静止 衛星で観測 され たSSCに 伴 う長周期地 永野 宏(岐 阜歯大) 〃 〃

磁気脈動の特性について 荒木 徹(京 大 ・理)

福西 浩(極 地研)

佐藤 夏雄(〃)

磁気圏内におけ るULF帯 プラズマ不 安定 小野 高幸(極 地研) 〃 〃

平沢 威男(〃)

南極昭和基地における中性大気徴通成分 柴崎 和夫(極 地研) 〃 〃

(03、NO2、NO3)観 測 計 画 岩上 直幹(東 大 ・理)
・一一大 気球観測 、地上観損1ト 小 川 利紘(〃)

福西 浩(極 地研)

平 沢 威 男(〃)

南極 中層大気探査用 レーザ レーダ
一一基本仕様と試験結果一 岩坂 泰信 〃 〃

(名大水圏研/極 地研)

平沢 威男(極 地研)
福西 浩(〃)

藤原 玄夫(九 大 ・理)

藤井 良一(極 地研)

宮岡 宏(〃)

Discrete　 Emission,　 Periodic　 Emission 陳 肇文(電 通大) 第6回 極域 における 58.2

の地上 一衛星 同時観 測 芳野 赴 夫(〃)

佐藤 夏雄(極 地研)

電 離圏磁気総 合観測

シンポジウム 講演 要

旨

Norway　 南極昭和基地で 同時観測 された 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃

周期的VLF放 射 の特性 にっいて 福 西 浩(〃)

小島 年春(電 通大)
芳野 赴夫(〃)

South　 Pole　 Station上 空 で 観 測 され た 鈴木 光義(電 通大) 〃 〃

オ ー ロ ラ ヒス 現 象 芳野 赴夫(〃)
■

福西 浩(極 地研)

ISIS衛 星で観測 されたOmega信 号の伝 搬 松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃

特性 木村 磐根(〃)

山岸 久雄(極 地研)

CNA　 pulstionと 関 連現 象 渋谷 仙吉(山 形大) 〃 〃

佐藤 夏雄(極 地研)

サブス トーム時 のCNAに 現われるULF周 野 崎 憲明(電 波研) 〃 〃

期の振動 平 沢 威男(極 地研)

福 西 浩(〃)
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題 目 発 表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年 月

電磁流体波動(Pc3.4.5)の 発 生 ・伝

播 極域多点観測 による特性

利根川 豊(東 海大)

福西 浩(極 地研)

平沢 威男(〃)

桜井 亨(東 海大)

加藤 愛雄(〃)

第6回 極域におけ る電

離圏磁気圏総合観測 シ

ンポ ジウム講演要 旨

58.2

新50MHzド ッ プ ラ ー レ ー ダ 実 験 初 期 結 果 小川 忠彦(電 波研)

五十嵐喜良(〃)

大瀬 正美(〃)

倉吉 威男(極 地研)

藤井 良一(〃)

〃 58.3

極 域高周波 プ ラズマ波 動の発生機構

ISIS衛 星 による観測結果の解釈

宮岡 宏(極 地研) ノ! 〃

極 域Plas加a・ 　Cavityと オ ー ロ ラ現 象 との

対 応 関係

宮岡 宏(極 地研) 〃 〃

昭和基地におけ るオー ロラ現象総合観測 シス

テ ムの奨来像

福西 浩(極 地研) !ノ 〃

昭和基地における人工衛星観測将来計画 芳野 赴夫(電 通大)

福西 浩(極 地研) 二 二

地磁気共役点における地上多点観測 佐藤 夏雄(極 地研) 〃 〃

降F粒 子脈動の空間変動観測 システム 山岸 久雄(極 地研) 〃 /ノ

SCとSIに 伴 う超 高層現 象 平沢 威男(極 地研) ノノ 〃

全世界 的な地上ステ ーシ ョン網で観測された

PSC脈 動の特性

福 西 浩(極 地 研)

W.J.Hughes

(Boston　 Univ.)

〃 〃

静止衛星高度におけ るSSCに 伴 う現象磁場

変動

桑島 正幸

(地 磁気観測所)

角村 悟(〃)

河村 譲(〃)

福西 浩(極 地研)

〃 〃

静 止衛星で観測 されたSSCに 伴 う長周期地

磁気脈動の特性について

永野 宏(岐 阜歯 大)

荒木 徹(京 大 ・理)

福西 浩(極 地研)

佐藤 夏雄(〃)

〃 〃

South　 Pole　 Station　 で 観 測 され た オ ー ロ

ラの 様 相

鮎川 勝(極 地研)

平沢 威男(〃)

〃 〃

北欧におけ るオー ロラ電場の 大気球観測 小川 俊夫(京 大 ・理〕

山岸 久雄(極 地研)

福西 浩(〃)

小野 高幸(〃)
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題 目 発表 者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月

北極域サ ブス トーム中に おけ るオ ーロラX線

CNA、 　VLF放 射、地磁気脈動の相互比較

オーロラX線 の 時間変動

小玉 正弘(山 梨医大)

山岸 久雄(極 地研)

小野 高幸(〃)

福西 浩(〃)

山上 隆正(宇 宙研)

西村 純(〃)

村上 浩之(立 教大)

平島 洋(〃)

第6回 極域 における電

離圏磁気 圏総合観測

シ ンポ ジウム

58.3

北極域サ ブス トーム中におけるオー ロラX線 、

CNA、 　VLF放 射地 磁気脈動の相互比較X線

とULF、 　VLF波 動 の相互関係

山岸 久 雄(極 地研)

小野 高幸(〃)

福西 浩(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)

山上 隆正(宇 宙研)

西村 純(〃)

村上 浩之(立 教大)

平 島 洋(〃)

〃 〃

SAMBO　 82バ ル ーン観測報告 小野 高幸(極 地研)

宮岡 宏(〃)

江尻 全機(〃)

〃 〃

オ ー ロラテ レビの 開 発 江尻 全機(極 地研)

小野 高幸(〃)

宮岡 宏(〃)

小 口 高(東 大 ・理)

〃 〃

オ ー ロ ラテ レビ に よ る観 測 小野 高幸(極 地研)

江尻 全機(〃)

宮 岡 宏(〃)

小 口 高(東 大 ・理)

〃 〃

北極域 にお けるオーロラX線 撮像観測 平 島 洋(立 教大)

村上 浩之(〃)

奥平 清昭(〃)

小玉 正弘(山 梨医大)

西村 純(宇 宙研)

山上 隆正(〃)

藤井 正美(〃)

江尻 全機()

小野 高幸(〃)

宮 岡 宏(〃)

〃 〃

Review　 of　 Auvoval　 Observations 福西 浩
The　 First　 International

School　 for　Space

Simulations

57.11.3

EXOS-Dに よる磁場観測

.

福西 浩

藤井 良一

佐藤 夏雄

国分 征(東 大 ・理)

飯 島 健(〃)

林 幹治(〃)

青 山 厳(東 海大)

遠山 文雄(〃)

桜井 亨(〃)

磁気圏、電離圏

シンポジウム

57.10
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題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月

斎藤 尚生
(東北 大 ・理)

湯元 清 文(・ ・)

瀬戸 正弘(東 北工 大)

西田 篤弘(宇 宙研)

EXOS-　 D粒 子観測 江尻 全機 磁気圏、 電離圏
57.ユ0

シ ン ポ ジウ ム

EXOS　 -D計 画:低 エネルギ ー粒子観測 江尻 全機 科学 衛星 シンポジ ウム 57.6

山岸 久雄
宮岡 宏
向井 利典(宇 宙研)
松本 治弥(神 戸大)

賀谷 信幸(〃)

EXOS-D計 画 一 磁場観楓1卜一 福西 浩 〃 〃

国分 征
藤井 良一

佐藤 夏雄
飯島 健(東 大 ・理)

林 幹治(東 大 ・理)

青山 厳(東 海大)

遠山 文雄(〃)

桜井 亨(東 海大)

西田 篤弘(宇 宙研)

南極昭和基地におけ るFXOS-C受 信計画 江尻 全機
小野 高幸
平沢 威男
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2.気 水 圏 研 究 グ ル ー プ

(1)一 般 研究

総 観 規 模 じ ょう乱 とみ ず ほ基 地 の気 象 教授 川 口貞男

POLEX-Southで は,斜 面下降風領域の熱収支を見積 る事 を目的と し,み ず ほ基地を中心に,放 射収支,大 気

一氷床の熱交換
,大 気循環の観測を進めて来た。 この結果,前2者 につ いて は,多 くの知見を得,そ の様相を明 ら

か にす る事が 出来 た。又,放 射冷却によ って形成 され る接地逆転層,及 びその結果生ず る斜面下降風について も,

多 くの知見 を得 る事が 出来 た。 しか しなが ら,ま た未解決 のい くつかの問題が残 った。その中の一つは,沿 岸 低緯

度 との熱交換過程であ る。斜面下降風によ る冷気の沿岸 への流 出,そ の補償流の流入 は確かに1つ の交換過程であ

り,こ の機構 は明 らか になって来たが,う ず(eddy)に よる内陸部へ の輸送 につ いての見積 もりが重要であ る事が

明 らか にな って来 た。即 ち総観規模 じょう乱(Synoptic　 Scale　Disturbance)に よるものであ り,こ のため,ま ず

この様 な じょう乱 がみず ほ基地の気象 にどの様な影 響を与えて い るかについて研究 を進めた。

総 観規模 じょう乱の挙動の把握 には一般には気象衛星画像 が有 力な手段 となる。 しか し南極氷床では,日 射の反

射率,接 地現象 の気温逆転 などの ため,衛 星画像上 での雲 と雪 面の識別 が難 しく,じ ょう乱を追跡す る事は非常に

難 しい。衛星 を使 って の解析方法 は今後の課題 として残 されている。今年 は,昭 和基地 とみずほ基地の気象観測資

料を対比 させ なが ら,衛 星画像 を参考 に して調査 した。

250㎞離 れた両基地 は,シ ノブティ ック ・スケ ールでは同一空間と見 なされ るが,両 基地の気象現象 は一般 に大

きく異なる。高 ・低気圧 の通過 に伴な う気圧の変動 傾向は,ほ ぼ同 じであ り両基地が,シ ノブ ティ ック ・スケ ール

では同一 空間にある事 を示す。気温 については,接 地逆 転の発達す るみず ほ基地 と沿岸の昭和基地で はかな り異な

る。又,接 地 逆転 と大 陸斜面傾度 によって左右 される斜 面下 降風域 にあるみず ほ基地 と,シ ノブティックな気圧配

置によ ってきま る風 が卓越す る昭和基地では,矢 張 り全 く異 なるのが通常で ある。 しか し,じ ょう乱がみず ほ基地

の逆転層 を破壊 した場合,気 温 も風 も両基地は同傾 向の変化 をする。 みず ほ基地 の積雪機構の研究は,氷 床の維持

機構,氷 床 コアによる古気候 の再構築な どの研究を進め る上 で,極 めて重要で あるが,み ず ほ基地の地上気象デ ー

ターか ら降雪 としてと られて いる場合の大部分は昭和基地附近 の じょう乱の通過 に関係す るものであ る事が明 らか

にな った。又,じ ょう乱 は必 らず しも気圧の低下を伴なわず,暖 気 の流入はむ しろ気圧上昇を起 しなが らなおかつ

降雪を もた らす。又,じ ょう乱がみず ほ基地 に降雪を もた らす場合,じ ょう乱が 内部へ進入す る必要 は必 らず しも

な く,沿 岸を通過す る場合 もある事が 明 らか にな った。

み ず ほ基 地 とハ レー基 地 の 積 雪 のpHに 関 す る研 究 助教授 藤井理行

南極氷床 には,地 球規模の大気汚染物質 や大陸周辺の海洋か らの物質な どが,大 気 を通 じて輸送 され る。 この う

ち,火 山噴火 によって放出 され るガス(硫 化物)や,人 工汚染物質の チッ素酸化物 な どは,と くに南極 の 積雪 の

PHに 大 き く影響を及ぼす と考え られるので重要で ある。 いいかえれば,南 極の積雪,氷 のpHの 研究 は,地 球規

模 の大気環境の過去の変動 を知 る手がか りを与えるば か りか,こ う した物質の長距 離輸 送過程 を知 る上 で重要 な意

味がある。

①みず ほ基地の積雪のPH

図1に 測定結果 を示す。 この結果は,3月 は じめか ら11月上旬 までの間 にはPHは5.4～5.7の 間 にあ って変動

が小 さ く,1977年 の2月 と,11月 下旬以降の夏期 間に,PHは4,8～5,3と 大 きく下がる とい う明瞭な季節変動 が

あることを示 して いる。PH値 が最 も小 さくな っているのは,1月 中旬で,最 暖期後の時期に相 当す る。PH5.6

前後 の値 は,空 気中の炭素 ガスと平衡 した水,す なわち炭 酸となった水のPH値 なので,こ の値 を基準 に してPH

値 が小 さ くなった場合 は,酸 あるいは酸性物質が混入 したことを意味す る。

②ハ レー基地 の積雪のpH

図2は,ハ レー基地 における1.7mの 積雪 断面観 測結果 の うち,層 構造,PHと δ180の それぞれプ ロファイル

を示す。層構造 の図で,夏 期の融雪の根跡を示す氷板 あ るいは線状氷が,10～25cm深 ・65cm深 ・110cm深}こ あ り,
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δ180の プ ロファイルとの対応か ら,そ れ ぞれ,1981/82の 夏の最暖期,1980/81の 夏 の終 わ り ・同夏 の最 暖期 に

形成 された氷の層 である ことがわか る。一方,PH値 は,最 表層部 と90～110cm深 で小 さくな ってい るが,こ う し

た層 は,層 構造を δ180プ ロファイル とか ら,1981/82と1980/81の 夏,し か も最暖期か らその後の時期に対応 し

ている。す なわち,み ずほ基地の ドリフ トのPH値 の季節変化 と同 じ傾向が,ハ レー基地の雪 について もいえ る。

③夏の雪のPHが 小 さくな る理由の考察

図1,2か ら示 され るpHの1年 周期は,成 層 圏の循環 の周期 と一致す る。昭和基地上空200rbの 成層 圏におけ

る風速 の季節変化は,風 速が弱い時期が図1の みずほ基地 での ドリフ トのPHが 小 さ く,酸 性度を増す時期 とよ く

一致 して いる
。

この ことは,気 候の異な るみずほ基 地とハ レー基地 の積雪が示す夏の比較的強 い酸性度 は,成 層 圏にあ る物質が

何 らか の機構によ り地表まで輸送 されてきた結果で あることを強 く示唆 してい る。

図1み ず ほ基地 で採取 した ドリフ トサ ンプル

のPH値 の季節変化

昭和 基 地 付 近 の 雲 の 特徴 に つ い て の研 究 助手 和田 誠

本年度 は,大 気の状態 と雲 のタイプとの関係 につ いて解析をお こな った。大気状態については500mbと900mb

の気温 を指標 とし,4つ の状態 に分類 した。WW:上,下 とも暖かい状態,MW:下 層が暖か い状 態,WC:上

が暖か く下が冷 たい状 態,CC:上,下 と も冷 たい状態,に 分類 した。解析は1979年1月,7月 と1980年7月 の高

層 ゾンデデータを用いた。 天気 図との比較 により,　WW,　 MWの ときは低 気圧または前線 の接近 によ り下層 に暖 い

空気が入 った ときに対応 し,CCは 大 陸の高気圧 におおわれた時に対応 してい る。一方雲 のタイプについて は次の

4つ に分類 した。　TypeI:雲 居 内の状態 曲線が ほぼ湿潤断熱にな ってい るタイプ,TypeH:ほ ぼ等温 になって

いる層 内にできた雲,　Type皿:雪 面 による冷却 により強い接地逆転ができ るが,そ こに出来 る雲,TypeIV:中

層で等温 または逆転層付近 にで きる雲 。　TypeIの 雲 は中低 緯度 で 擾乱 な どに伴 う,普 通 に見 られ る雲 で あ る。

Type皿 の雲は空気の上下運動 によって起 こる雲で はなく,放 射冷却の影響を受けてできた と考 え られる雲で ある。

今回の解析で もType皿 の雲 は冬7月 には しば しば見 られ るのであ るが,1月 には ほとん ど見い出す ことができな

い。

一方 ,　Type皿 の雲は,　WW,　 MWの 状態 ときとWCの 状態の ときに見 られ るが,　WW,　 MWの 状 態で等温層 が

できるときはほとん どType皿 の雲 ができている。一方WCの 状態では,等 温層は しば しば見 られ るが雲 が見 られ

ることは少ない。またType皿 の雲 は,等 温層 は接地面まで伸びてい る時で も,900mbよ り上 に雲底 が あ る ことが

多 い。 これ らの結果 は放射冷却 により発達す る雲の発生を示唆 している ものと考 え られる。 またType皿 の雲の中
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で は,　WW,　 MWの 状態の ときには強い北東風 が吹いていることが多 いので あるが,WCの 状態の ときには,風 は

弱 く,ま た風向 も北東風以外の ことが多い。 これ らはType　 fiの形成 に関係 して いるもの と思われ る。

Type皿 の雲 は,　POLEX-Northの 北極域 に比べ 昭和基地付近 では形成 され にくいよ うで あ る。 非常 に 強 い

接地逆転があ まり観測 されな い。特に1980年 は非常 に少 ない。昭和基地が沿岸基地であ ること,ま た1980年 は,夏

に海氷面が非常に大 きく開 いたために気温が上 昇 した ことなどによる ものと思われ る。

南 極 み ず ほ 基地 の地 表 面 に お け る放 射 特 性 に関 す る研 究 助手 山内 恭

南極みず ほ基地 にお ける地表面の放射収支については,　POLEX-South　 (極域気水圏観測)の 結果か ら,何 が

どのように作用 してい るか について,雪 面の高反射 率,雲,地 吹雪,水 蒸気,逆 転層,… … と多 くの議論がなされ

て きた。今年 は,そ の中で特 に接地逆転 と放射 収支 との関係 について解析 を進めた。

接地逆転 と放射収支の関係 とい うことは,あ る大気構造 の下で,地 表面温度がいかな る値を とるか とい うことに

換言 され る。即 ち,晴 天の場合,下 向放射L↓ は上層 の温度 分布お よび水蒸気量で主 に決 る。 短 波 の正 味放 射量

Snは 太陽入射角や アルベ ー ドとい った外的条件 でほぼ決る。 よって入射放射L↓+Sn=σTa4　 (Snを 含 む

事が一般 の定義 と異 る)が 与え られ る。 もし地 表面 で放射平衡 な ら表面温度がTaと 等 しくなるはずである。実際

にはカタバ風が吹 き,顕 熱輸送があ って放射平衡にはな らず,　Ts>Taで(放 射冷却の場 所では)熱 平衡が保 た

れる。 この差Ts-Taに 対応 した分が全体 の正味放射Rnで あり,Rn=σTs4一 σTa4と 表わ され る。 この

(Ts-Ta)とRnの 関係 は,観 測値か ら一 つの曲線 で近似 されることが明 らかにな った。

一方
,正 味放射Rnを 補償 して表面での熱平 衡を保 つ もの に顕熱(H),潜 熱,雪 中の熱伝 導等が あ るが,大 陸

内の雪面上 では顕熱が卓越 して いる。顕熱は表面近 くの大気 の温度匂配お よび風速に依存 し,各 々は接地逆転 の強

度△Tに 関係 する。詳細 な議論を省略す ると,補 償 される熱 は逆転 強度△Tの 関数 として表わ され る。 この関係を

観測値か ら見 ると,相 関係 数0.92と 高い相 関で,直 線関係で近似 された。

以上 の ことか ら,大 気構造が与え られ,最 大逆転 強度 △Tc(逆 転層上の最高温度Txと 上記Taの 差)が 決る

と,上 記2つ の関係 が成 り立 つよう表面温度TSが,そ して逆転 強度△Tが 決 る。実際には上記後者の関係に若干

のバ ラツキがあ り,こ れは補償す る熱が必ず しも△Tの みでは表現 し切れ ないことを示 してお り,こ の違いを説明

す るには雪 中の熱伝導,上 層 の温度分布の違いな ど,詳 細 な議論が必要 になる。 これ等は今後の課題である。

成 層 圏 突 然 昇 温 の 力 学 助手 神沢 博

Eliassen-Palm　 (E-P)フ ラックスー その向きが子午面 内の プ ラネタ リー波の伝播 の向 き とみ な しう る

量 である 一 と平均東西流の子午面内のプ ロファイルで決 まる波 の屈折率 とい う2ツ の量を使 って実際に起 こった

突然昇 温を解析 した最近の研究(私 自身の もの も含 む)を 比較検討 した。理論や数値モデルの結果 を常 に念頭 に置

きなが ら。

私の解析 した1973年1月 の突然昇温時に見出されたプ ラネタ リー波 と平均流の振無の特徴を他 の昇温に も見 出す

ことが できた(そ の特徴につ いては前年度 年報参照)。 今 回の比較検討で明 らかにな った興味深い共通 の 特徴 は,

昇 温前 に対流圏 の平均東西流が2ツ の極大を持 つ(ダ ブル ・ジェ ットの存在)と い うことである。

上 部 成 層 圏 全 球 平 均 温 度 垂 直 勾 配 の 季 節 変 化 助手 神沢 博

Nimbas　 5　Selective　Chopper　 Radiometer　 (S　C　R)の データを使い,上 部成層 圏におけ る全球平均 温度 の

垂 直勾配の季節変化を調べ た。その量は,し ば しば数値 モデルで時間的 に一定 と仮定 される静的安定度 を決 める量

で あり,静 的安定度は実際 どの程度 時間変動 しているのだ ろうか というのが問題意識にある。解析 した結果,半 年

に近い周期の変動が見出 され,そ の振 幅は時 間平均値の10%程 度で あることがわか った。

変 形 され た エ ネ ル ギ ー変 換 式 の応 用 助手 神沢 博

変形 された エネルギ ー変換式(前 年度 年報参照)を,強 制 プラネタ リ一波 と平均 流の相 互作用 を扱 った理論 モデ

ル に適用 した。新 しい エネルギー式は,こ れ まで使われて きたエネ ルギ ー式では現われる波と平均流 の相互作用 に
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関与 しない余分なエネルギー変換 を持 たない事情が,具 体的な理論モデルに適用す ることで明確 になった。 その余

分な変換項 とは,南 北 熱 フラックスと東西平均温度の南北勾配の 相 関,別 の 言 い方 を す る と,　Eliassen-Palm

フラックスの垂直成 分と東西平均帯状流の 垂直勾配の相関であ る。

気 候 モ デル にお け る極 域 の 熱 的 役 割 に 関 す る研 究 助手 山内 恭

在外研究員 と して 約2か 月,米 国 大気科 学 研究 セ ンター　(National　 Center　 for　Atmospheric　 Research=

NCAR)に 滞在 した。その間,研 究題 目の下で,二 つの小 テーマについて共 同研究 を行 った 。一 つ は 「気 候 モ デ

ルにおける 日射吸収加熱の再評価」,も う一つは 「衛星及 び地上観測 による南極大気放射収支 の評価」であ る。

1)気 候 モデルにお ける日射吸収加熱の再評価

地球 の気象 ・気候に とって,放 射過程はエネルギー源(熱 源 ・冷源)と して最 も重要 な過程の一つであ る。近年,

二酸化炭素 の増加他,人 為的汚染が気候にいかな る影響 を与 えるか の研究が盛ん に行われ,そ の ため気候の数値モ

デルが色 々使われ るよ うにな った。 ところが,近 年 の気候 モデルには,酸 素 の吸収帯 による日射吸収を取 り入れ ら

れて お らず,又,二 酸化炭素 も近赤外の 日射吸収帯 は非常 に粗 い扱 い方であ った。 そこで本研究では,こ れ ら吸収

帯 による日射吸収加熱の再評価 をい,全 球 的な影響,極 域 にお ける影響を解明 した。

酸素0.76μm帯 の吸収については,過 去Yamamoto　 (1962)の 計算があ るが,こ れ は極 めて 古 い資 料 に基 い

て いるため信頼性 に乏 し。今回は,最 近 出された吸収帯 にっ いての新 しい評価(Nakazawa,　 Yamanouchi&

Tanaka,1982)に 基いて計算 を行 った。 計算方式 はRamanathanに よる広幅バ ンドモデルで,こ れ が上 述 デ

ータに合 うようパ ラメー タを決 定 した
。 この結果,酸 素吸収帯 につ いて も二酸化炭素15μm帯 について考え られた

このバ ン ドがモデルで,吸 収率の変化 が うま く説 明できることが確認で きた。

この 日射吸収式(バ ン ドモデル)を さらに一次元 の放射 一対流平衡気候モ デル に組み入れ,実 際の地球大気 中で

いか なる日射吸収があ り,そ れが大気 の加 熱にど う作用す るかを計算 した。 、

全球平均,か っ年平 均値 と して,地 表 での 日射 フ ラックスを3～4W/㎡ 減少 させ るとい う結果 にな った。 酸素

吸収を とり入れ ることによる加熱率 の違 いで,最 終的 な温度分布の違い としては,対 流圏では0.1℃ 以下 と無視 し

得 る値だが,成 層 圏特 に圏界面近 く10～20㎞ 高度で0.8℃ 高い とい う値が得 られた。 これ らは,気 候 の定量 的議論

には無視 し得 ぬ値 である。緯度分布 を見 ると,特 に極域では太陽高度低い ものの逆に大気中の光路 が長いという効

果か ら,成 層圏 の広 い高度範囲 にわ たって全球平均 よりも大 きい温度差が得 られた。

二酸化炭素近赤外 吸収帯 につ いて も,吸 収式の再検討を行い,よ り精密な表式を与え,モ デルの計算 を行 った。

日射吸収加 熱率 は,酸 素の2倍 以上 とな った。　(V.Ramanathan　 ,　J.Kiehlと の共同研究)

2)衛 星及び地上観測 による南極大気放射収支の評価(　 G.G.Campbe11と の共同研究)

地球 の冷源 である南極域大気の放射収支の地表 一大気系放 射収 支に対す る寄与 を知 る事 は興 味ある問題であ る。

衛星 によ る大気上端での放射収支 と,地 上観測によ る放射収 支 との差 か ら大気 の放射収支 が評価で きる。1979年 は,

Nimbus　 7衛 星 による観測 と,南 極みず ほ基地,地 上 におけるPOLEX　 (極域気水圏)観 測が同時に行われて お

り,時 期良 くNCARにNimbusの デ ータが入 ったので,両 者 の比較か ら仕事 を始め た。

衛星 による反射率(ア ルベー ド)は,65～75%と,地 上で の値80%～ に比べ約10%低 い値で あった。 この違いは

大気 中の吸収に よるもので,理 論計算か ら類推 される値 に近 い。衛星 による短波長の放射収支は,地 上での値の約

2倍 で,差 し引 き大気の吸収は地表での吸収 とほぼ等 しい結果 となった。

一方 ,長 波長放射では,衛 星によ る大気上端 での値 は地表での上向放射 より若干小 さ く,又,日 々の変動の幅 も

小 さい。 しか し地表の値に対応 して同様に変化す る期 間があ り,広 域の雲域の変化に対応す るもの と考え られ る。

放射収支 は大気上端で夏200W/㎡ か ら冬140W/㎡ まで変化 し,地 表の値を差 し引 くと,大 気によ る放射冷却 と

して140～110W/㎡ が得 られる。短 波 ・長波合せ た全体で は130～50W/㎡ の冷却であ る。

この研究 は未完成であ り,さ らに興 味ある結果 を得 られ る可能性があ るので,今 後 さらに共同研究 として継続 さ

せて い く予定であ る。
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(2!共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当者教官

ア)一 般共同研究

南極 成 層 圏 循 環 の研 究 ※廣田 勇(京 都大学理学部教授),三 角幸夫(京 都大学院生):川 口貞男(教 授),

神沢 博(助 手)

惑星間空間磁場境界通過に対す る南極 大気の応答 を調べ た。 すで に北極域 の冬季 に明確 な応答 を見 い出 して いる

ので,そ の応答に対応す る現象が南極域に存在す るか否か を解析 した。使用 したデ ータは南極域 高層気 象デー タと

惑星間空間磁場 データ。磁場境界通過の 日をKey　 dateと す るsuperposed　 epoch法 を主に使 う。

北半球の解析 によれば,冬 季 に対流圏極域 の温度 が磁場通過 日に最小 にな り,こ の事実 は磁場境界通過に伴な っ

て発達す る波 と定常場 との相互作用によ り南北熱輸送 が変化す ることに依 ると解釈でき る。今回の解析 で,南 極域

冬季 に,境 界通過1.5日 後 に温度が極大にな ることを見出 した。北極域 とは応答の傾向が異な る。 しか しなが ら,

北極域 との共通点が あ り,そ れ は,対 流圏内に限 られ,垂 直構造 も類似 して いること,冬 に限 られ ること,経 年変

化 が類似 していることで ある。 この ように,変 動 の傾 向は異 なるが,南 極域で も磁場境界通過に対 して明確 な応答

を して いることを示 した。変動 の傾向の違いは,南 北両半球 の定常場 の相違 によって解釈 しうる可能性があ り,こ

の点 に関 し更なる解析 を必要 とす る。

大 気 中 微 量 成 分 の 赤外 分光 器 に よ る検 出 ※村松久史(気 象研究所研究室長),牧 野行雄(気 象研究 所主

任研究官),広 田道夫(気 象研究所研究官),佐 々木徹(気 象研究所研究官):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)

太陽赤外 スペク トルか ら大気 中の微量気体成分の積分量 を求 める場合 に,光 路中の水蒸気,二 酸化炭素等の吸収

が影響を与え るため,観 測 され たスペ ク トルに対 して水蒸気 ・二酸化 炭素 の吸収の補正 を行 う必要があ る。本年度

は微量気体 成分を求めるための太陽赤外 スペ ク トルか ら水蒸気 も同時に求 めることを検討 した。

スペ ク トルの範囲は,孤 立 した吸収線があ ることを条件 に5700～5900cm-1を 選 び,そ の中の5809.8及 び5878.9

cm-1の2本 の吸収線 を利 用 して水蒸気量の導出を試みた。既知 の吸収線パ ラメータ(AFGL-Compilation)か ら

光路中の水蒸気量に対す る透過率の関係 を求めておき,赤 外 分光計(FTIR)に よる透過率か ら逆 に水蒸 気量 を求

めた。

筑波におけ る測定結果 は ラジオゾ ンデの値 と比べたが,ス ペ ク トルか ら求める値 の方が 大 き い事 が 多 く,特 に

5849cm-iで は差が大きか った。 これ は,透 過率に分能率 とアポダイゼイ ションの影響が大 き く効 くので,そ れを厳

密 に取 り入れ られないため生 じている可能性があ る。

今後の課題 として,吸 収線 ピークの透過率のかわ りに,　equivalentwidth　 (全吸収量)を 使 うこ と,透 過 率 計

算に,水 蒸気,気 温の高度分布 を考慮 した不均質大気モデルを取 り入れ ること,が あげ られ る。

放 射 観 測 に基 く南極 大 気 の リモ ー トセ ンシ ン グ ※川口貞男(教 授):中 澤高清(東 北大学理学部助手),

中島映至(東 北大学理学部助手):田 中正之(客 員教授),山 内 恭(助 手)

前年度 に引続 き混濁度 の小 さい大気柱の ダス ト量を測定す る方法 を吟味 した。一次散乱で近似 していた散乱光強

度 を,理 論計算 により多重散乱 を正 しく取 り入れ,多 重散乱 によ って生 じる検定誤差を補正 した。散乱光量の測定

値か ら時間変化 を知 り従来の ラ ング レー法を補正 す る方法 一 逐次近似法 と取 りつ くし法 一 を ラングレー法 と共

に比較検討 した。 この検定法 は,従 来の ラングレー法 に比 べ検定値 のバ ラツキが小 さく,検 定に不向 きな場 所にお

いて も1%以 下 の精度で検定値を求め ることができ ることが分 った。

今後残 され た課題 と して,(1)波 長が369㎜ と短 くなる と多重散乱が著 しく大 き くな り精度 が下 る,(2)τ500が0.0

2程度 にな ると今回の検定法で も信頼 度が下 る,と い う問題が ある。大気が清澄な高山や航空機 によ る高 々度 で の

検定 を実際 に試 し,南 極域で使用す る日射 計の検 定限界 を調べ る予定 であ る。

昭和基地における大気混濁度の変動特性 ※川口貞男(教 授),松 原廣司(気 象庁高層気象台ノ 山内恭
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(助手)

人間の生産活動 か ら離れ た南極大気の汚染状態は,地 球規模 に拡 が っている大気汚染 の指標 となる。1980年 の1

年間,昭 和基地 において実施 した,サ ンフォ トメーターによ る直達 日射 光の減衰観測か ら,南 極大気 の混濁度の現

状 ・節 変動 について研究 し,以 下 の事が明 らかにな った。

混濁度は極 めて小 さ く,北 極圏 のBarrowの 値 より更に小 さい。 又Barrowで 見 られるよ うに大 きな季 節変 動

(夏に大きい)は ない。 しか し波長別の スペ ク トルに着 目す ると,お おむね3つ の型 に分 ける事が 出来,こ れか ら

求め られ るエア ロゾルの粒径分布 は,　power-low,　 power-10wに 小粒径減 の寄与が大 き くはみ 出 したもの,

Bimoda1分 布 となる。 この3タ イプの分布 は季節 により粒径分布の違 いがある事 を示す もので,南 極域 の エ ア ロ

ゾルの起源 が季節 によ って異 なる事 を示唆 して いる。

極 域 中層 大 気 中 の エ ア ロ ゾル 量 の 変 化 とオ ゾ ン量 の変 化 ※岩坂 泰信(客 員助教授),内 野 修(九 州

大学 工学部 助手),林 田佐智子(名 古屋大学大学院生):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)

極域 中層大気 中のエアロゾル量の変化が,オ ゾン量に変化 を与 えることを通 じて,中 層大気 にいか なる影響 を与

えるか。 これを評価す る手 は じめ と して,国 内で成層圏エア ロゾルの挙動 を明 らかに し,そ のエア ロゾル変化 を一

次元の放射 一力学 モデルに組み入れ た計算を行 った。

名古屋における成層圏 エアロゾルの継続観測で は,-1982年4月 中旬よ りエル ・チチ ョン火 山の噴火 の影響 と考 え

られ るエア ロゾルの急増が観測 され た。 エアロゾル は2重 構造をな し,上 層 が著 しく発達,散 乱比で最大44に 達 し

た。2重 構造 は成層圏 の風系 と密接 に関連 して いることが明 らかにな り,上 層 は東風,下 層 は西風 の領域 に対応 し

た。又,偏 光度 が10%を 越 える領域が2層 の境界付近に見 られ,鉱 物 質のエア ロゾルが含まれていた可能性 を示唆

してい る。

太陽放射 強度が,成 層圏 エアロゾル による散乱 ・吸収を受 け光解 離率が変化 し,そ の結果微量成分 の変化の可能

性 があ る。 放射伝達 の式 と一次元 モデルを組み合せた数値 計算 を行い,オ ゾンの増減を考 察 した。大気分子 による

Rayleigh散 乱 だけの場合 に比べ,通 常の(Elterman)エ ア ロゾル分布 の場 合,上 層 で03量 を減 らし下層で増す

傾向であ る。さ らに上記 エル ・チチ ョンの影響下のエア ロゾル分布 の場 合は,高 度20㎞ 付近 で3%,35㎞ 付近で2

%の03量 の減少が見 られ た。

南極 中層 大 気 エ ア ロ ゾル の 総 合 的 研 究 ※小野 晃(名 古 屋大学 水圏科学研究所教授),石 坂 隆(名 古

屋大学 水圏科学研究所助手),森 田恭弘(名 古屋大学空電研究 所助教授),伊 藤朋之(気 象研究所主任 研究 官),金

沢五寿雄(気 象研究所 主任研究官),池 上三和子(気 象研究 所研究 官):川 口貞男(教 授),岩 坂泰信(客 員助教授),

山内 恭(助 手)

地上 か ら成層圏 までの エアロゾル濃度の鉛直分布を直接調 べるため,粒 径<0.15μmのAitken粒 子 と粒径>

0.15μmのMie粒 子の濃度測定器の小型 ゾンデ化の試作 開発 を行 った。

Mie粒 子測定器 は,エ アロゾル による光散乱を検出 して,直 径0.3μmお よび0.5μm以 上の粒 子 の総 散 を 直

接計数す る方式で,RSll-78ゾ ンデに割 り込ませて地上にデータを送信す る。重量12kgで3kgゴ ム気球2個 で放

球,成 層圏 までの計数が可能であ る。

Aitken粒 子測定器 は,霧 箱方式を原理 とし,エ ア ロゾル粒子 を核 と して発生 した霧 に光を 当て,散 乱光強度を

測 ってエアロゾル粒子 の総数を求め るものであ る。総重量9kg。

測定器 は国 内での テス トを繰 り返 し,精 度の高い ものと して仕上 げ,第24次 観測隊 により昭和基地に搬入す るこ

とがで きた。 これ は,同 隊か ら開始 され るレーザー レーダーによる中層大気 エアロゾル探査のバ ックアップ とな る

もので,南 極 中層大気 エアロゾルの観測研究に貴重なデータを提供す ることが期待 され る。

本年度 はその他,南 極 エアロゾル,特 にsulfate粒 子 の分子状態 を直接同定す る手段 と してCa薄 膜法を確立す

る ことがで きた。 これは第25次 隊に より野外 観測に適用 し,南 極大気 エアロゾルの性状を明 らかにす る予定であ る。

南極地域における大気中微量成分濃度の精密測定 ※富永 健(東 京大学理学部教授),巻 出義紘(東
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京 大学理学部助手):川 口貞男(教 授),福 西 浩(助 教授)

人間活動 によ り大気 中に放 出され る化学物質の うち,特 に安定で大気中寿命の長いハ ロカーボ ンの全地球的規模

での汚染 を調 べるため,放 出源か ら遠 い南極域の測定 を行 ってい る。

従来 か ら行 っている地上 でのサ ンプ リング(1981,1982年)の ほかに,本 年は共同研究 の第1年 次 と して航空機

による上空 大気 の採取方法 を開発 ・検討 し,地 上及び飛行テス トを行 な った。

ハ ロカーボ ン類 の大気 中濃度 は非常 に低 いものであ り,又,採 取 し,日 本 に持帰 り分析す るまでの期間が長 い事

などを考慮 し,採 取保存容器の作成 に工夫を こらした。内容積22の 全ステ ンレススチール製容器(ベ ローズバ ル

ブ付 き)を 採 用 し,予 め250℃ で高真空 に排気 したのち,内 面を シラン不活性化処理 を施 し,さ らに高真 空排 気 し

て南極 に持 ち込ん だ。又航空機 による採取 については,更 にエ ンジン排気 の影響 を避 けるための工夫を行な った。

テス トは実 際に南極で使 うピラタスPC-6型 機によ り調布 一仙 台間で実施 し,採 取 した試料 を分析 し,装 置が ほ

ぼ満足すべ き もので ある事 を確認 した。本装置は第24次 観測隊(1982年11月 出発)に より現地 に持込 まれ,現 在試

料採取 がなされて いる。

極 域 の 雲 の性 質 と形 成 に 関す る研 究 ※武田喬男(名 古屋大学 水圏科学研究所教授):川 口貞男(教 授),

岩坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

極域 は大気 の条件が 中低緯度 とはか なり異な るため,極 域 の雲 の性質,形 成機構 は中低緯度の もの とはかな り異

な ることが予想される。　POLEX-Northの 観測 ・解析の結果 もまた,北 極域 では中低緯度 の もの と は性 質 の異

な る雲 がか な りの頻度 で形成 され,降 水形成効率が良い ことを示 している。本研究で は,1979年1月 お よび7月,

1980年7月 の昭和 基地 の高層気象観測 と地上気象観測のデー タを用 いて,南 極域 の雲の タイプ ・性質 と大気の状態

との関係を調べた。

解析 か ら,雲 居 内で気温 が高 さとともに ほとん ど変 らない,タ イプIIと 分類 した雲が,1979年,1980年 共に冬の

7月 には しば しば観測 され たにもかかわ らず,夏 の1月 には一度 も見 られなか ったと言 う結果が得 られた。 この雲

が発達す るには,雲 自身 の放射冷却が必要であ る。当然冬の7月 は放射冷却が効率 よく行われ るはずであ り,そ の

ために7月 には しば しば現 われた とも考え ることができ る。 このタイプの雲 の存在高度を調べ ると,等 温層 は度 々

地表近 くまでのびて いるにもかかわ らず,雲 底は地 表近 くに も存在す ることがあ るものの,し ば しば900mb高 度

よ り上 にある。北極域 の冬 の場合,タ イプllの 雲 は,下 層 の空気 と冷 たい地表 との熱の交換に より形成 されは じめ

た と推測 され た。南極域の場合,雲 が しば しば900mb高 度以上 の中層で見 出された ことは タイプHの 雲 が形成 さ

れは じめる過程 を示唆 して いる。 この タイプの雲 の形成過程 は今後の興 味ある課題であ る。,

極 地 の 雪 結 晶 の研 究 ※山下 晃(大 阪教育大学教育部教授),権 田武彦(東 京理科大学理 工学部助教授)

高橋忠司(埼 玉大学教育学部助手):和 田 誠(助 手),神 沢 博(助 手)

本研究の 目的 は,雲 物理学 と結晶成長学の二つの観点 か ら極地 に降 る雪結晶の特徴 を可能なかぎ り明 らかにす る

ことで ある。今年度 は昨年度の実験 を更にすす め次 の実験 をお こなった。

(1)-40～-140℃ の温度範囲で,自 由落下 法で氷晶 を成長 させ る実験を行い,60μm以 下 の氷晶の 成 長特 性 に

つ いて次の結果を得た。-50℃ で成 長す る角板結 晶は,成 長 とともに晶癖 は変化 しないが,同 じ温度で成長 する角

柱結晶 は,成 長 とともに細長い角柱へ と変化す る。後者 はKikuchi　 and　Hogan　 (1979)が 南極 点 で 観測 した角

柱状の ダイヤ モン ドダス トの特性 とほぼ一 致す る。

(2)氷 晶核 と生ず る氷晶の関係を 一15℃ と 一20°C付近 で実験に より研究 し,次 の結果 を得た。 氷晶板 が昇華 核 と

して作用 し,核 の結晶性が直接氷晶の結 晶性 を決定す るとい う結論を導 き出す ことは難 しいが,少 な くと も多結 晶

性の核については この結論があてはまることを示 して いる。

(3)自 然循環型 クラウ ドチ ェンバ ーを用 いて,比 較的低温領域で,壁 面あ るいは糸の上 に結晶を成長 させ,自 由

落下中に結晶を成長 させた人工雪実験 と比較 した。特 に一20°C前後で成長す る針状多結 晶の成 長速度,尖 端 の形状

な どについてい くっかの結果が得 られた。
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氷単結晶の屈折率の研究 ※尾中龍猛(筑 波大学物理工学系教授):前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)

氷の光学的性質は,物 質の重要性にも拘らず,意 外と研究されていない。例えば,屈 折率は前世紀に既に観測さ

れたが,そ の範囲は可視領域に限られ,そ の後は全く研究がなされていない。紫外部の屈折率や温度依存性につい

て全く知られていない。本研究はその欠陥をうめ,更 に最近明らかにされた電子構造との関連を調べようとするも

のである。

氷単結晶(Ih)は 六方晶系に属し,一軸性結晶であるので,屈 折率は常光線,異 常光線それぞれについて求め
　

られた。2537Aの 紫外部 まで測定で きたので,分 散関係 はかな り正確 に決定 された。1/(n2-1)対 ω2の関係

か ら単一振動子 モデル におけ る振動子 エネルギ ーが求め られ,常,異 常光線 に対 して共 に12.3eVで あ った。直線

か らのわずか なずれは,単 一振 動子モデルが十分には正 しくないことを示 して いる。又屈折率の温度変化を測定 し

た。低温で結晶プ リズ ムが破壊 す るので低温側 は 一27.5℃ までで あるが変化 は殆ん ど直線的であ る。 その温度勾配

は異常光線の方がわずかに大き く,又 波 長が短 い程 大きい。屈折率の変化 は,結 晶格子の膨張,収 縮によ るもの と,

電子偏極率に よるものに分け られるが,偏 極率 の温度変化が,格 子の温度変化 に比べて小 さい ことは,氷 がよい近

似で分子結晶であ ることを示 している。

極地雪氷の構造と物性に関する研究 ※前野紀一(北 海道大学低温科学研究所助教授),古 川義純(北 海

道大学低温科学研究所助手),川 田邦夫(富 山大学物理学部助手):前 晋爾(教 授),西 尾文彦(助 手),和 田

誠(助 手)

本年度 は,　JARE22次 隊が掘削採取 した積雪 コア試料の うち4本 の構造解析 を行な うと同時に,極 地 に お け る

雪 氷構造 の変化 を加圧焼結現象 とみ な して室内実験 と理論的考 察を進 めた。

みずほ高原 のV142,U234,W200お よ びS18の 積雪 密度 分布 において,分 布 曲線 の形の違 いは年平均気温 と

年間積雪量 の違 いによると考え,圧 密に関す る圧縮粘性係数 を密度 および温度 の関数 と して求 めることがで きる。

その結果 か ら,逆 に,み ずほ高原の任意の地点における10m雪 温 と密度550㎞/㎡ の深 さがわかれば,そ の地点の

年間堆積量 を見積 ることがで きる。本研究では,こ の方法 が十分可能 なことが示 され た。

氷の加圧焼結の実験は,人 工的に作成 した直径200μmの 氷球 を容器に充填 し,温 度 一9～-40℃,応 力0.4～

2.OMPaの 範囲で行なわれた。 試料の密度 は時間とと もに増加す るが,増 加速度 は,温 度が高い ほど,ま た応 力

が大 きいほど大 きい。

実験 データの解析 では,圧 縮 粘性 とい う考え方 を捨て,物 理機構に基づ く速度式が用い られた。物質輸送 過程 と

して,格 子拡散,粒 界拡散 および転位 の移動 によるク リープ機構を考慮 した結果,温 度 と応力の値 によ り粒 界拡散

ク リープの卓越する領域の存在が確認 され た。1
.0

以上の結果,お よび本研究課題 で

得 られた結果 を総体 的に解釈す る目

的で,極 地の雪 の圧密 に関す る加圧

焼結機構 図の作製が試み られた。図

1は その一例 である。 これは,直 径

1㎜ の氷粒子 を 一30℃で圧密す ると

き物理機構 と して何が一番重要であ

るかを示す図で ある。図 には実測 さ

れたたみずほ高原(年 平均気温 一33

℃)と バ ー ド基地 一28℃)の 圧 密曲

線 が描 いて あるが,両 者 とも転位 ク

リープの領域 にあ る。 このよ うな図

は,ほ か の地点で雪の圧密を予測す

るうえで用であ る。

8Q

>
ヒ
の
Z
山
O

7α

山
〉
一゚
F
<
一
山
α

一51一



極 地 氷 床 氷 の力 学 的 ・電 気 的 緩 和 現 象 に関 す る基礎 的研 究 ※小黒 貢(北 海道教育 大学旭 川分校助教

授):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)

極 地氷床氷の力学的 ・電気 的緩和現象 は,氷 河氷や実験霊的に育成 された人工氷 とは異 なった性 質を示す ことが

知 られてい る。 これ らの緩和現象 の物理 的機構の解明 は,レ ーダー ・エコーや人工地震 による極地氷床氷の物理探

査のデータを解 釈する上か らも必要 とされ る。そ こで,こ の共同研究において内部 摩擦 と誘電 率 とい う2つ の緩 和

現象に注 目して,南 極氷床氷 の力学 的 ・電気的性質を調べ,人 工氷のそれ と比較検討することによ って,極 地氷床

氷の特異 な性 質の原因を究明することに した。

本研究 の第 一年度 は,主 に北海道教育 大学旭川分校 において,力 学的緩和現象を重点 に置 き,以 下の事項 に関 し

て 可聴周波数領域の内部 摩擦 の測定 を行 った。

田 純 粋な人工単 結晶氷,多 結 晶氷 の内部摩擦 とその時効効果

(2)不 純物 含有人 工単 結晶氷(NaCl,　 HF,　 NH40H,　 NH4Fな ど)の 内部摩擦 とその時効効果

これ らの測定か ら得 られた幾つかの知見 は次の とお りであ る。

(1に れまで知 られてい る水分子 の回転 と粒界すべ りに基因す る損失以外の損失が,多 結晶 氷及 び焼鈍 した単結 晶

に出現 し,焼 鈍時間の増 加 とともに増大す る。

② 純 氷の水分子 の回転に基因す る損失の緩和時間 は,以 前か ら知 られてい る既存 の誘電緩和 の緩和 時間 に一致

す る。一方,新 たに見出 された損失 は,Reupp(1973)が 誘電測定か ら求めたデバイ緩和 の低温領域での 緩 和時

間の延長線上にあ り,両 者の間に何 らか の関係が ある。

(3)不 純物の種類によ って,力 学 的緩和機構 に対す る寄与の程度が著 しく異 る。 又,そ れ らの時効効果 も不純物

の種類 によって異 る。

現在,上 記の結果の物理的機構 について,様 々 な角度 よ り検討を加えてい るところである。

南 極 氷 床 流 動 の機 構 一 モ デル 化 を 含 む 一 ※東 晃(客 員教授),福 田明治(北 海道 大学工学 部助教授),

本堂武夫(北 海道大学工学部助手),中 尾正義(北 海道大学工学部助手),成 瀬康二(北 海道大学低 温科学研究所助

手):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田 誠(助 手)

標記の研究課題の下で,我 々が具体的な問題 と して取上 げたの は,1っ は 白旗氷河流域 の大 氷床 の流動 の3次 元

的分布,も う一つ はや まと山脈か らセル ・ロンダーネ山脈 に連 らな る海岸近 くの山脈が東 クイー ンモー ドラン ド氷

床 に及ぼす阻止効果であ る。いずれに対 して も氷床流動 を動力学的 に扱い,氷 床のモデル化 による数値 計算 を行 い,

既存ま たは現在進行中の東 クイーンモ ー ドラン ド雪氷研究計画 によって得 られ るであろ う実 測データとの照合 を行

って モデルの有効性を確め る必要があ る。

従来,氷 床のモ デル化を行 うに当 って完全 な3次 元 モデル を作 ることは困難視 されて きた。 それは氷 の流動側 の

非線型性か ら必要 とされ る数値積 分の中に,氷 床 内の応力分布 と共 に氷床内の温度 分布 の影響 を入れなけれ ばな ら

ないか らであ る。本研究の初年度 において,こ の温度分布の影響 は流動側の温度項 を普 通のアー レニ ウス型 の式 で

はな く温度の逆3乗 則で近似す ることによ り解析的 な積分 と して処理で きることを明 らかに した。また実 際の氷床

内の温度分布を底面温度 と底面におけ る温度匂配 による直線近似を使 うことによ り氷床 上の任意 の地点 における流

量計算が約10%程 度の誤差内で行 える こと も明 らか になった。

第二年度においては,上 記の計算法 に従 って 白旗氷河流域の氷床 に対す る計算機 シ ミュ レー ションが行 われ,種

種の初期条件,境 界 条件 を与えて氷厚,表 面速度,底 面温度 などの流域内分布が計算 され,現 在 わか っている実測

データと比較 された。また下流域 のか な りの面積 に亘 って底面温度が氷の融点を こえ ること もわか り,白 旗 氷河 の

不安定性に対す る一つの示唆が与 え られ た。

やま と山脈の阻止効果 に関する定常2次 元 モデル による計算機 シ ミュ レーシ ョン,白 癩氷河 流線 沿いの流動場 の

定常2次 元モデルの計算 も行われ,い ず れも氷床表面近 くの流線,等 年代線が明 らかにされた。

定常モデルの表面 近 くの流線 を検証す る一つの方法 と して,み ずほ基地な らびに周辺 の浅層 掘削 氷の密度,含 有

空気量の測定か らこの氷 の氷化地点 の温度 ・高度 を測定す ることが試み られた。密度測定 に浮 力法 を使 う場合,気

泡量の多い氷試料に対 しては表面積/体 積の影響が大 きいことが明 らかにな り,そ の補正式 を提案 した。 これ によ
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って密度測定に3桁 の精度が確保され,氷 化密度と温度 ・高度との関係が得られた。

氷床氷の流動則を精密化するため,南 極氷床深部(Byrd基 地)の 高圧下における塑性変形挙動に関する実験が

継続して行われた。氷床深部氷が高圧下においては常圧下よりも硬いという実験結果は,C軸 方向分布の単極大型

が実験中に多極大型に変るためであることが判明し,高圧実験中の氷の組織構造変化の重要性が知られるに至った。

構造変化には再結晶現象や再結晶粒の成長も関与してくるが,後 者について種々の圧力 ・温度の下での実験が行わ

れ,そ の結果から氷結晶の活性化体積が計算され,水 の分子容の約3倍 という値が得られた。

南 極 氷 床 の 変動 の地 域 特 性 に 関す る研 究 ※樋口敬二(名 古屋大学水 圏科学研究所教授),伏 見硯二(名

古屋大学水圏科学研究所助手),山 本勝弘(名 古 屋大学 水圏科学研究所助手),上 田 豊(山 口大学教育学部助教授):

前 晋 爾(教 授),藤 井理行(助 教授)

本年度 は,南 極観測計画 として雪氷学的調査がスター トした、東 クイー ンモー ドラン ド氷床 の流域区分 と,そ の

流域特性 について研究を行 った。

東 クイー ンモー ドラン ドは,氷 が氷床表面の最 大傾斜方 向に流動す ると仮定 し,図 のような流域 に区分でき る。

等高線 は,高 度3,000mを 境に して内陸部は気球 を用いた表面高度測定 による地図(Levanon,1981),沿 岸 部 は

これ と地上 トラバ ースの結果によ る森脇の原図(未 刊)を もとに して いる。図 の等高線や流域区分は今後の調査に

よって改め られ るであ ろうが,今 の ところ地上 の調査 による内陸部の地形情報 にとぼ しい。 ここで は,現 時点で想

定 できる調査地域の氷床の特徴を,す でに調査 されているみず ほ高原の 白癩,宗 谷流域 と比較 してあ げてみ る。

図を もとに,流 出 口へむか う氷の流線の傾向 とMellor(1959)に よる流 出タイプの分類 を くみ あわせ,氷 の流

動様式 によって各流域の特徴を表現す ると表のよ うになる。 ラグ ンヒル ド流域 に見 られ る棚氷 による氷の流出量の

調査 は,日 本隊 にとって未経験の課題であ り,新 しい問題 が生 まれるで あろう。

また ラグ ンヒル ド流域 は,2,000mの 等高線付近の特徴か ら,ベ ルジカ流域 とセール ロ ンダーネ流域 のふ たつ の

支 流域 に分 けることもで きる。図のよ うな流域の境界線 を設定す ると,セ ール ロ ンダーネ側 は大山脈 によるダム的

な効果 で停滞気味 と思われ る小流域 とな る。一方,ベ ル ジカ側 はやまと,セ ール ロ ンダーネの両山脈 により等高線

が北 に凸となった区域 には さまれ,広 い内陸部を もつ トラフ状 の流路 となり,対 照的で ある。 いずれ にせ よ,こ れ

らの沿岸 山脈が2,000m等 高線付近 に存在す るため,そ の上流 と下流で は,氷 床流動 その他 の面でみ ず ほ高原 に く

らべ て不連続な様相 を呈す ることが考え られ る。また,表 面 にあ らわれた形態 とは逆 に,調 査地域の基盤が沿岸山

脈の内陸部で おお よそ南西方向に傾斜 してい るらしい こと,そ のよ うな基盤傾斜 と氷床 内部の動 きとの関連な ど,

未知 の課題 は多 い。

氷床表面 の雪氷学的,気 象学的状態は,い ろいろな観点 か ら各 流域 内で の地域 的特徴 を検討 し,そ れ らを総合す

ることによって 明 らか にな るだ ろう。 このよ うな方法によるみずほ高原で の調査結果(Shimizuet.a1.,1978)

では,氷 床 の地域的特性を,高 度を座標に とって分帯 す ることができた。 しか し,1,000㎞ 近 い奥行 を もつ氷 床 流

域 では,海 洋 の影響の差異が明瞭に沿岸部 と内陸部を分けるはずである。 みず ほ高原で は等高線が海岸線 とおお よ

そ平行 に走 って いるため,海 岸か らの距離があ る程度,高 原 で代用 できたと思 われる。 しか しラグン ヒル ド流域で

は,沿 岸 山脈が あるため等高線がやや複雑で,内 陸部 と高度 は同一 にあつか いに くくなろう。

また,斜 面下降風域が中心であ ったみずほ高原に くらべ ると,こ の地域で は流域での 内陸 プラ トーの しめ る割合

が大き くな り,氷 床の地域的特性を表現す る座標,分 帯 の方 法などが複雑 にな り,新 しい観点が必要 にな るであ ろ

う。図では,ラ グ ンヒル ド流域 において高度3,000m以 上の地域 が流域面積 のおよそ半分 を占めてい る。
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表2氷 の流動様式からみた各流域の特徴

流 域 名

ラグンヒル ド

ハ ラ ル ド

白 癩

宗 谷

20°E30°E40°E

/

50°E

3500m

境域流↑

勤ン
゜出 ・・

、m

流 線 一流 出 の 型

paralle1-ice　 shelf　 rnovernent

diverging-complex　 flow

converging-stream　 flow

diverging-sheet　 flow

図2東 ク イー ンモー ドラン ドの流域区分

氷床における堆積の広域分布特性 ※若濱五郎(北 海道大学低温科学研究所教授):小 林大二(北 海道大

学低温科学研究所助教授),秋 田谷英次(北 海道大学低温科学研究所講師),山 田知充(北 海道大学低温科学研究所

助手),油 川英明(北 海道大学低温科学研究所助手):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 手)

堆雪(質 量収支)に 寄与する降雪(上 空からの供給)と 飛雪(水 平移動)の 重みは,領 域の広狭と時間の長短

(あいまいであるが)で 次のように変わってこよう。

広い領域(>1～10㎞) 狭 い領域(<1～10㎞)

長

短

、

、しし

時

時

間

間

(

(

〉

<

?

?

)

)

降雪〉飛雪

降雪〉飛雪

降雪〉飛雪

降雪〉飛雪

この ように,広 域での堆雪の分布特性 は,降 雪量 に大 き く左右 され ると推測 されるが,こ こで は,そ の再配分 に

寄与す る吹雪量の見積 りを行 う。

吹雪の飛雪の移動量の空間分布 は,ほ ぼ指数関数的 に,雪 面 に近づ く程多 くな っている。 吹雪量 の測定 は,雪 面

ご く近傍の集中 してい る所では,精 密 な測定 が困難で あったことと,上 空の高い所ではデータを得 るのに高 い観測

搭の設置が必要な事の2つ の理由で吹雪量 の総量 を求 めることはむずか しい。

南極での成瀬,成 田,小 林俊一,井 上等 による地吹雪観測 データを小林俊一がま とめた ところによると,吹 雪量

の下限 は零で あるが,上 限は1m高 の風速 が5m/S-iの 時,ほ ぼ6gm-1s-1,10ms-iの 時100gm-is-1,

15mSHiの 時600gm-is-1と な ってい る。 吹雪量 の上限を経験式にあ らわせば,

Q=0.01V4

但 し,Q:吹 雪量(gm-1s4),V:1m高 の風速(MS-1)と な る。

北海道で は,三 冬期間の吹雪量を1時 間又は3時 間毎 の10分 平均風速を用いて積算する場 合,上 式 のほぼ半分 の

値 を用 いれば よい。

氷 床 コア に よ る過去 の 気候 復元 に 関 す る研 究 ※ 渡 辺興亜(名 古 屋大 学 水圏 科 学研 究所 助 教授),北

野 康(名 古 屋大学水圏科学研究所教授),山 田 穣(国 立 防災 科学 技術 セ ンタ ー雪 害 実 験研 究所 室 長):楠

宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)

昭和56年 度 より始 った東 クイーンモ ー ドラン ド雪氷研究計画で は,10～30m深 の表層,100mの 浅層 および500m
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深の中層雪 氷ボー リングコアの多地点での採集が計画 されてい る。 これ らの雪 氷 コアの積雪層位構造,物 理的性質

の解析 および氷 の同位体組成,化 学成分組成の分析 によ って過去の気候復元を試みる計画である。

一方
,こ れまでの南極氷床表面積雪層の研究 によれば積雪層 の形成 と堆雪 環境の関係 は決 して一様で はな く,堆

積一削除の過程,変 態の過程が複雑 に組み合わ さった もの といわれてい る。積雪層 は確 かに,降 雪量,降 雪期 の気

温,降 雪過程 の様相 など直接的な気象状況を示すが同時に,一 定の気象状況の継続 は,氷 床面 積のさまざまなスケ

ールの地形 ,起 伏 を変化 させ,そ れ 自体があ る種の フィー ドバ ック機 構 として堆積環境 に変化 を及 ぼす と考 え られ

ている。

本研 究では,こ れ までみず ほ高原 より得 られた表～中層 コアについてその酸素同位 体組成(δ180)の 垂 直プ ロ

ファイルを究 め,

1)δ180プ ロフ ァイルの地域特性 を明 らか にす る。

2)δ180プ ロフ ァイル の示相 に関す る代表性 につ いて検討す る。

の二 つを基本的な課題 と している。

1)に ついては,み ず ほ高原で得 られ た2m深 ピットの δ180プ ロファイルの特徴 が(i)沿 岸,(ii)カ タバ

斜面および(iiD内 陸高原 の三つの地域で異 なることを示 し,ま た こうした特徴がみずほ高原 各地 で得 られた10m

深 ボー リング ・コアの δ180プ ロフ ァイルで どのように反映 してい るかを検討 した。南極 氷床表面層 の観 測では,

特にカ タバ斜面域 よ り標高の大 きい地域 では,堆 積時の初源的な δ180プ ロファイルが,堆 積 直後 よ りは じまる積

雪の寒冷変態過 程(霜 ざ らめ化過程)に よって大 き く変化す ることおよび,そ の変化の様相 自体が地域 の堆積環境

を示す可能性のあ ることを明 らかに した(Watanabe,et.a1.,1981)。

2)に ついては,み ずほ基地 か ら得 られた150m深 コア(JARE-13に よ って採集)に ついて,こ れまでJARE

-12の コアによ って表層 ～60m深 の δ180分 析 に加 えて ,60m深 ～150m深 の分析を行な った。 この コアの150m

深付近 は年平均の酒養量を7g/cdiと したとき,ほ ぼ1700年 前に相当す る。現在JARE　 -12お よび13に よ る150

m深 までの δ180プ ロファイルの解 析は継続 中であるが,い くつかの寒 ・暖期を反映す る変動傾向が認め られるよ

うであ る(加 藤 ・渡辺,1982)。 これ らの寒冷期が全球的 に認め られ るNeoglaciationの 皿お よび 皿 とそれ ぞれ

の亜寒冷期 とどのよ うに対応 するか興味深 い。 また,こ う した寒 ・暖期の変動プ ロファイルの特徴 的なパ ター ンは

同時期形成雪面復元 の指標 となるので,氷 床 の流動過程の解析 にも貢献す るもの と期待 されてい る。

氷床コア中の微小固体粒子の起源に関する基礎研究 ※藤井理行(助 教授),神 山孝吉(京 都大学理学

部助手),田 澤雄二(京 都大学理学部技官):岩 坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手)

宇宙塵研究にとって,極 地方の雪氷試料は,地 球物質の汚染や変成の影響が少ない,有 効な試料である。本年は

JARE-15の みずほコア中の球状微小粒子についてXMA,　 X線 回折に加え中性子放射分析を行った。

分析結果の概略はおよそ次の通りである。

Sample　 Na

1

2

3

.4

主成分元素(特 徴的微量元素)

Fe,　 Si,　 Mg

Fe,　 Ca,　 Si,

Ca,　 Ti,　 Cr

〃

　 Cr(Co)

,Fe,R.E.

(Au)

鉱 物

01ivine　 ,　 wustite

Magnetite

Perovskite

〃

Na-1は,　 Ni,　 Co,　 Ir等 が検出 されなか ったが,　wustiteが 存在す る事か ら,地 球外 で あ る可能 性 が高

い。Na-2もCoを3%も 含む事か ら,海 底土中のス フェルールで報告 されて いる比較的稀なマ グネテ ィックス フ

ェルールに類す る物質 と思われ る。最後に今回最 も興味をそそ られ たの は,No.-3,bO-4の 試料であ る。

XMA,中 性子放射化分析,X線 回折のいずれ も,こ の物質がPerovskite(CaTiO　 3　)で あ る事を示 してい る。

希土類元素(R.E.)の 存在量 も,非 常に高い。 この存在パ ター ン　(chondriteにnormalyzeし た)は,地 球

物質 のパ ター ンと類似であ るが,「 地球外物質」 とい う観点か らは,　PerovskiteがCA,　 A4鉱 物 と並 んで,原
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始太陽星雲物 質か らの最初の凝縮物質 であることか ら,こ れが地球外物質であ る事が今後の調査によって確 認 され

れば,陽 石以外か ら,太 陽系の初期の物質 を手 に入れ た最初の発見 になるであ ろう。

Perovskiteが 地球物 質であ ったと して も,も と もと地表 には,極 めて稀な鉱物であ り,「 ど こか ら,ど の よ う

に して南極の氷の中に入 り込んだか」 という問題 は,大 気 の大循環 に関係す る興味あ る問題となる。

南 極 海 氷 域 の変 動 特 性 の 研 究 ※小野延雄(北 海道大学低温科学研究所教授),苦 土 正 暁(北 海 道 大学 低

温科学研 究所助手),滝 沢隆俊(北 海道 大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授),和 田

誠(助 手),山 内 恭(助 手)

南極や北極の海氷域 と気候 とのかか わ りを考え るため には,海 氷域の広が りと海氷域 内部 の水の状況(氷 野 を構

成す る氷盤の厚 さや大 きさ,氷 丘化の程度,積 雪の状態,開 水面の形や大 きさ等)と を知 り,そ れ らの季節 変化 を

知 ることがまず必要 である。

このよ うな海氷域 の実態に関す る知識 は,人 工衛星か らの リモ ー トセ ンシングによ って明 らか になった ものが多

い。 これによ ると冬に大き く広がった海氷域 の中 に,大 きな開水面 が現 れてい るのが とらえ られた。それは南繍,

西径0～25° 付近に中心を もつ もので,ウ エ ッデル海の東にあた り,ウ エ ッデル氷湖(polynya)と 呼ばれ,年 に

よって位置や大きさが変 化す るが,7～11月 頃 に現われた年が多 い。

南氷洋の夏の水温鉛 直分布 は,水 深50～100mに 一1℃ 以下の極小,200～300mに+1℃ 以上 の極 大値 を持 つ の

が平均的な姿 であるが,ア ルゼ ンチ ンの観測船 によると冬に氷湖の現われ るこの海況 には水温 の極大極小 のはっき

りしない水温分布が見 られた。

本研究では今年度 は`ふ じ'に よるこの海域の海洋観測の資料を調べて,こ のよ うな特異 な海況が ひん ぱんに起

っていたか どうかを確 かめ ることを行 った。`ふ じ'が これまでに この海域 で観測を行 ったのは1967,68,69,74,

75年 の2月 頃に南極か らの帰途 においてで ある。測点間隔が離れてい るので,航 海 に沿 った断面 図を描 くの は困難

であ ったが,や は りこの海域 の海況 には若干の特異性が見 られた。極小温度 が高 くまたその深 さが浅 いこと,極 大

温度が低 い こと,さ らに極 大層以浅 の塩分量が高 いことな どが特徴である。

この ことは,水 温極小 と水 温極大層 との密度差が小 さく,鉛 直安定度 が小 さいことを示 して いる。水温極大層の

温度は1967～69年 に較べ て74,75年 が低下 してい ることがわか り,1967～69年 に氷湖が あったか どうか は不明であ

る。　NIMBUS-5号 以 降の観測で は1978年 以後大 きな氷湖は見 られな くなって いる。

氷湖の結氷のよ うな薄氷域 での海水か らの塩排出の様子を,室 内実験や野外観測 の結果をふ まえて考察 した。排

出塩が どの位 の塩 分量 のブ ライ ンと して どれだ けの量出 るかと成長速度 との関係 として整理 した。 この結果 は南極

深層水 との生成機 構の解明 に必要な知識を与え るものであ る。

南 極 周 辺 海 域 の渦 生 成 につ い て 一 北 太平 洋亜 寒 帯海 域 の低 温 渦 と比 較 して一 ※福 岡 二 郎(北 海

道大学水産学部教授),三 宅秀男(北 海道大学 水産学部 助手):楠 宏(教 授)

本年 は海洋 資料 セ ンター(水 路部)よ り栄養塩の値 も含む南極海 の海洋資料 を入手 した。1932～1974年 間の50°

S以 南 の627点 である。 この うち,太 平洋海域の東 部及び西部 の2海 域 に分けて力学的高低図(1000dbを 基準 と し

た100db面 の高低図)を 求 め,さ らに水塊分析 を行 った。

東部海域(9〔)°～100°W)は 比較的高圧部に属 し,西 部 の13ずW付 近 は低圧部 とな ってい る。次に この2つ の

海域 のT-S図 による水塊分析を行 った。東の10()°w付 近の水塊 は5ずSで は著 しく水温が高 く,60°S付 近 で

も比較的水温が高 い。一方,13ずW付 近では最 も北 の点 で も10()°w沿 いの最南点の水温に似てお り,南 の点で は

水温が著 しく低 い。 この ような水温の差に対す る説 明は不充 分であるが,海 底地形 との関連が推定 され る。即ち東

部域 は南太平洋海盆に あたり,水 深は5000m以 上であ る。一方 西部域で は130～14()°Wに,5(9Sか ら6〔fSに か

けて太平洋 中央海嶺が延 びて いて比較的浅い。南極周極 海流 がこの海嶺 を横切 る場合の影響が上昇流 とな って現わ

れ,低 水温 をもた らす もの と思われ る。今後は南極 海で の海底地形 が流れ に及ぼす影響を さらに詳 しく解析す る予

定 である。
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低 温 域 に お け るLyman－ α線 を 利 用 した 水 蒸 気 量 計 測 法 の 開発 と 応 用 ※ 山下 喜 弘(気 象 研究

所主任研究官):川 口貞男(教 授),岩 坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)

本研究の主 目標は,極 域中層大気中の微量(数ppmV程 度)の 水蒸気の計測方法 とその測器 の開発であ る。第2

年度 は,南 極MAPの 一環 と して,第24次 南極観測隊で使 用す る 「バ ルー ン搭載用 」　Lyman－ α/OH湿 度計

を開発 して きた。 またこの湿度計の校正方法 ・装置を試作 した。

この湿度計の検出部の構成は,航 空機搭載用の ものと基本的 にかわ らないが,検 出器容器への空気送 り込み は,

バル ー ンの上昇(下 降)を 利用 して風路系を通 じておこな う方式 と した。バ ルー ン搭載の ためには,湿 度計全体を

小型 ・軽量化す る必要があ る。特に,励 起状 態のOH基 か らの蛍光の光子計数処理部分 を小型軽量化 した。

校正 には,従 来の方法 一基準湿度計,化 学 的湿度測定法 一が簡単 に適用で きない。我 々は次 の方法 と装置を考え

た。露点温度が知れてい る高純度標準ガス(水 分量,約3　 ppm　 V)と,高 純度窒素 ガス(水 分量,約200ppmV)

の2種 類の ガスを分割器を通 して混合比を変 え,毎 分IO4程 度検 出部容器 に流入 出させ,各 段階で,フ ォ トンカ ウ

ンターか らの出力を調べ校正曲線 を作 成 した。

マ イ ク ロ波 と雪 氷 の 相 互 作 用 に関 す る基 礎 的研 究 ※黒岩大助(北 海道工業大学教授),松 本 正(北

海道工業大学教授),鈴 木勝 裕(北 海道工業大学教授),:楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)

本研究の 目的 は,マ イクロ波 と雪氷の相 互作 用を明 らか に し,　Active　Microwave　 Remote　 Sensing技 術 開発

への基礎的資料を得よ うとす るものであ る。本 年の研究 は上記 の目的 を昨年度の研究か ら更に進めた もので,4項

目の観測,実 験をお こな った。

(1)4月 末 と5月 中旬に手稲山 と大雪山旭岳 で10GHzと30GH2の マイクロ波 を使用 して,積 雪か らの後方散乱を

測定 したところ,融 雪 時に特有の現象 と考 え られる 日変化 のパ ター ンを見 いだ した。

(2)の 野外実験の理論付けを試 み るために実験室 内に天然の ブロ ックを融か し,10GHzと30GHzの ア留 クロ波後

方散乱の時間変化を測定 した。 同時に室温 ・表面 および内部 にお ける雪温,積 雪 ブロックの高 さ,融 水量,比 重 の

変化 を測定 した。

㈲ ガラスビーズを使用 して模型積雪 をつ くり,ネ ットワークアナライザ ーを利用 して反射減衰量 と位相量 を測

定 した。

(4)2-8GHzと8-12GHzの マイクロ波周波数帯域を使用 して,小 規模のFM-CWレ ー ダーを構成 し,実 験

室 内と野外で基礎 的実験 に着手 した。

従来,融 雪期の積雪 は含水量が大 きす ぎて マイクロ波の減衰が大 きく,マ イクロ波セ ンシングには不向きである

というのが通説であ るが,こ の(1},② の方式 による融雪期のマ イクロ波セ ンシングは,融 雪 の速度 を精度良 く検 出

でき る。(3)および(4}は,今 後 の更 に詳細 な分析が必要であ る。

アイ ス レー ダ ー エ コー の解 析 方 法 と デ ー タ処 理 に関 す る研 究 ※西辻 昭(北 海道 大学応 用 電気 研究

所助教授),星 山満 雄(北 海道大学応用電気研究所技官):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)

本研究は電波氷厚 計のエコー波形 を利用 して,氷 床下の状態測定が出来 るか如何 を検 討 し,新 しい測定方法の開

発を 目的 と した ものである。本年 は南極で求 めた氷床か らの レーダーエ コー波形 を基礎 に,次 の四つの解析方法 に

つ いて検討 した。

(1)氷 床 モデル,温 度プ ロフ ァイルを用 いる解析方法。② 氷床モデル と温度 プ ロファイル微分方程式を用 いる

解析方法。(3)② と同様 であるが,レ ーダ ビーム分割法を用い る解析方法。(4)氷 床 モデル,温 度 プロフ ァイル を

仮定 しな い解析方法。田の解析法 か ら,モ デルを用いた理論値 と実測エ コー波形 の標準 の ものとは良 い一致を得 る

ことが多 くな り,解 析 結果が確定 しない。 しか し表面付近については計算精度 が向上す る。(4}では氷床の上 に積雪

がな いもの として計算 をお こなった。 この解析法では,レ ーダー ビームが全部氷床 に到達 して いると考えて いるの

で,レ ーダーエ コーは主に誘電率 の虚数部 を支配す る氷床の温度 に左右 され る。この特性 を利用 して上部の温度を

推定す ることに成 功 した。
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極 地 使 用 地 吹 雪 計 の 開発 ※竹 内政夫(北 海道開発局土木試験所副室長),石 本敬志(北 海道開発局土木 試

験所主任研究官),野 原他喜男(北 海道開発局土木試験所研究官):前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)

極地使用地 吹雪計 の開発 ということか ら,本 年度 は,セ ンサ ー仕様が,気 温 一30°C,風 速50nz(sま での環境 に耐

え られ,25㎜ の投受光器間 に同時 に複数の雪粒子が入 らない限 り,任 意の高さに設 置可能 である。米国林野庁森林

研究所 のSchmit　 et　al.の 開発 した,ス ノーパ ーティクルカ ウンターのテス トをお こな った。 これ は小型軽量で 雪

片個 々の数 や大 きさを測定で き移動測定 などにも便利で ある。

テス トでは,こ の測器 を雪面上 に設置 し,同 時 に観測 した透過率計や補雪ネ ッ トを使 うタイプの飛雪量計 との比

較測定 を行 った。入力信号 は周波数が高 く,FM変 調方式の磁気テープへの記 録は無理 なため,DRア ンプを経て,

磁気 テープに記録 した。 これ らのテス トか らこのス ノーパ ーテ ィクルカ ウンターは極地で も有効 に使用で きるもの

と思 われる。

雪 氷 関 連 諸 量 の 人 工 衛 星 テ レメ ト リー の極 地 の応 用 ※木村忠志(国 立 防災科学技術 セ ンター雪害実験

研究 所室 長):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)

昭和56年10月 下旬 に奥 只見 ダムに設置 した積雪DCPは,昭 和57年5月17日 まで,ほ ぼ予定 した期間作動 し,積

雪DCPと,GMSのDCS回 線の確実性がた しかめ られた。本年度 は,以 上 の結果 にもとつ いて,奥 只見水系内

の積雪量 の代表 の良好 な地点へ の移設を行な った。昭和58年 の1月20日,送 ・受信 を開催 したが,送 信は成功 しな

か った。

送信不能の原因は,2月25日 の現地点検の結果,空 中線 への同軸ケ ーブルの中間に入れ た同軸ケ ーブルコネ クタ

の接続 ピンが,同 軸ケー ブル芯線 の絶縁物の収縮によ ってひきはなされたこ とによる導面不良 と判明 した。低温下

において留意すべき事故 と考 え られ る。

2月25日 の点検以来,送 ・受信 は良好 に維持 されてい る。5月 中旬 の動作終 了時で なければ完全な評価は出来な

いが,恒 温槽を廃 した水 晶時計の交渉 も現段階では受信資料に現われていない。 また,設 置時 に施行 した丸太 によ

る雪囲いは,点 検時に4.6mの 積雪下で健全な ことが判明 した。 山地への設置にあたって は,不 可欠 と思われ る。

今回の移設は,作 業員5名,電 工/積 雪DCP調 整要員3名 を要 し,5日 間 を費や して実施 された。今後極地な

ど,多 方面 で利用するためには,設 置時の必要人員数 と所要 日数を数 人程度 にす る必要が あろう。 このために は,

積雪DCP本 体の小 型軽量化 と,省 電力化を,更 に進め る必要がある。 また,現 用の属亜鉛燃料電池は,容 量/体

積比が大き く,内 部 抵抗 の小 さい点 は有利であ るが,動 作中酸素の供 給が必要 であり,低 温特性があ まり低 くない

とい う難点 もあるので,電 池容量の小型化をはか って,リ チ ウム電池 の使 用を可能 にす る必要 もある。

掘 削 孔 内 測定 器 具 の開 発 ※鈴木義男(北 海道大学低 温科学研究所教授),成 田英器(北 海道大学低温科学

研究 所助手):藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手)

1.氷 床流動 モニター用傾斜計

市販 の高精度加速度計 を利用 した傾斜計を考えた。 この加速度計 は,振 子型 サーボ加速度計で振子幅に垂直方向

の加速度(D.C.～ 数百HZ)を 測 ることができ る。振子 幅 と鉛 直軸 との角 を θとす ると,重 力に より生 ず るGs

inθ の静 的加速度 が測れ ,し たが って θが判 る。分解能 は10-6G以 下であるので,θ 一 〇° 付近での角分解能は

10'6ラ ジア ン(約02")以 下であ る。みずほ基地500m深 での傾角変化 は,年 間1～2'と 推定 され るので,1

/300～1/600年,つ まり1日 程度の経角変化 の検 出の可能性が ある。

加速度計 は,外 壁が ヒーターで加熱で きるよ うに した シ リンダー内に入れ,シ リンダー上部に小径の水 タンクを

取 り付 ける。 これを,ア ーマ ー ドケ ーブルで地表 よ り吊 し,所 定深 さで水 タ ンクのバル ブを開き シ リンダー外 面に

水を流 し,傾 斜計を孔 に凍着 させ る。測定終了後 は ヒーターに給電 して氷 を融か し,傾 斜計をケ ーブルによ り回収

す る。

2.ド リル取付 け用傾斜計

ドリル全長 を3m,ド リル孔 との隙間を3mmと れば,孔 軸 と ドリル軸 との不一致は θ=10-3=3程 度 とな りうる

ので これ以上精度を あげて も無意味であ る。実用上 は,0.1°=0.6'x2×10-3の 精度 で充分であろ う。500ml
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振子 で1mの 変位を検 出すれば よい。非サ ーボ型は測定範 囲が狭いが,現 在 の ドリルはか な り直進性が よいので,

この方式(村 田式 もこれに入 る)で よいであ ろう。傾斜計 全長を短か くす るため,振 子 を気泡水準器 にかえ記録 は

影写真 によることが考え られ る。

南極 大 気 の エ ネル ギ ー収 支 の解 析 ※楠 宏(教 授):石 田 完(北 海道大学低温科学研 究 所教 授),

小林大二(北 海道大学低温科学研 究所助教授),小 林俊一(北 海道大学低温科学研究所助手),石 川信敬(北 海道大

学低温科学研究所助手),大 野武敏(北 見工 業大学教授),高 橋修平(北 見工業大学助教授),中 島暢太 郎(京 都 大

学 防災研究所教授),井 上治郎(京 都大学 院災研究所助手),安 成哲三(筑 波大学地球科学系講師),千 葉 修(高

知大学理学部教授),松 野太郎(東 京大学理学部助教授),中 村 一(東 京大学理学部助手),萬 納寺 信 崇(東 京

大学大学院学生),佐 藤和秀(長 岡工高等専 門学校助教授),大 畑哲夫(名 古屋大学水圏科学研究所助手):川 口貞

男(教 授),田 中正之(客 員教授),前 晋爾(教 授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手),

山 内 恭(助 手),神 沢 博(助 手)

1.は じめに

極地大気のエネルギー収 支の解 明を目的と して,第20次 ～22次 観測隊によ り1979年2月 ～1982年1月 の3年 にわ

た り実施 された極域気 水圏観測計画(POLEX-South)の 観測結果の解析を行 った。今年度は,南 極昭和基地,み

ず ほ基地を中心 にみずほ高原一帯 を含む地域 の境界線の構造 と熱収支,総 観気象,カ タバ風 のモデ リングとい う3

つの課題を中心 に解析 を進 めた。

2.境 界層の構造 と熱収支

30mタ ワーで観 測され た気温及 び風速分布か ら顕熱輸送量を導出す る方法を検討 した。風速及び気温の鉛 直分布

は10g-1inear分 布 と仮定 し,良 好 なデータの 中か ら仮定の成 り立つ範囲で常数を定め,そ れを使 って他 の場合 も

含め最終的に顕熱 を求 めよ うという ものであ る。

接 地逆転 と放射収支 との関係,そ れ に対す るカ タバ風の影響が調べ られた。逆転強度 は顕熱を規定 し,一 方顕熱

と放射収支で大 まか に平行を成 り立たせて いる。従 って逆転強度 と放射 収支 との相 関 も高 く,そ の関係 がカタバ風

帯 とそれ以外 で異 なることが示 された。逆転強度 と一般 場の気圧傾度 との関係 で,他 表面 の最 大傾斜 の方 向と逆 の

方 向に気圧傾度 力が大 きい時 に逆転が最 も強ま るとい う統計的関係 が明 らか に された。

積雪 内の温度分布 の時間変化の観測値か ら,雪 内熱流量が求め られた。表 面での雪 中への フラックスは,月 平均

値で冬期 一〇.0051y/min(上 向 き)夏 期で0.01y/励 弱 とい う結果 である。

みずほ基地 よ りさ らに300㎞ 以上 内陸のV142,や ま と山脈裸氷域 等の広域 における観 測結果か ら,地 域毎の境界

層 の違い,熱 収支機構 の違 いが論 じられ た。その中で特に,地 表面 の粗度定数 が必 ず しも表面 の幾何学的状態 によ

っては決ま らず,地 吹雪粒子が飛んで いることで見かけ上 表面 が平 滑化 され るとい う効果 も受 け得 ることが示唆 さ

れた。

3.総 観気象

昭和及 びみず ほ基地の通年の気象観測 データか ら,み ずほ基地 の気候特性が特徴づ け られ た。 その中で特に,気

圧 は沿岸 の気圧場 の影響下に あり昭和基地 とほぼ同 じ周期 の変化 を示すが,気 温 は放射冷却 により形成 された強い

接地逆転 下にあ り,さ らに風速 は通常昭和基地 と異な り夏期 の一 時期 を除 き10m/s以 上 と強 いこと,が 明 らか に

された。

衛 星画像 と地 上観測値の対比か ら,擾 乱 とみず ほ基地の気象 との関係が調べ られ,気 温の急上昇,即 ち逆転層の

破壊 は,風 速 の増加 あるいは雲に よる放射収支の変化で起 こるよ りもむ しろ擾乱 に判 う移流 によって もた らされ る

ことが多いことが明 らかにな った。

4.カ タバ風 のモデ リング

以上 の観測事実 を説明 し,か つその物理機構をよ り良 く理解す る一助 と して,モ デル による数値 シ ミュレー ショ

ンが 試み られ た。未 だ定量的に観測値を説明す るまでには到 って いないが,地 面傾斜 とカタバ風の強 さ,逆 転層 の

厚 さ,強 さの関係,風 速の鉛直分布パ ターンな ど,定 性的 なことは議論で きる結果が得 られた。
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5.ま とめ

以上,2年 間にわたる特別共 同研究 を通 じて,み ず ほ基地を中心 として沿岸 か らカタバ風帯 までの熱収支の様相

が明 らか にされた。今後 は,こ の成果をふまえ,東 クイー ンモー ドラン ド計 画,世 界気候変動研究計画(WCRP)

等 を通 じ,さ らに内陸 の高原部,あ るいは海氷上を含む南極全域のエネルギー収 支の解 明を目ざ して い く予定であ

る。

(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者

(一 般研 究)

極 軌 道 衛 星 と地 上 で の比 較 観 測 に よ る雪 氷 面 の放 射 お よ び マ イ ク ロ波 特 性 の研 究 ※ 楠 宏(教

授),川 口貞男(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手),神 沢 博

(助手)

これまでの雪 氷面 のマイク ロ波放射 の観測および実験では,湿 雪 に対す るものが主で あった。湿雪の場合 は含水

量がマイク ロ波帯 の射出率 に大 きな影響が あることがわか った。本年度 は,乾 いた雪 につ いての野外実験を実施 し

た。乾いた雪 の特性を知 る ことは極域 などの場合 に非常に重要であ る。

実験は83年 の1月 か ら2月 にけて約2週 間,北 海道母子里において行なわれた。実験 は,密 度,水 当量,雪 質,

含水率,の4つ のパ ラメーターをそれ ぞれ変え ることによ ってお こなわれた。

(1)密 度は0.27g/c㎡ か ら0.35g/cfiま で4つ の値について19GHzと12GHzの マイクロ波 に対す る,ア ンテナ温

度の測定を行な ったが,密 度 とア ンテナ温度 との良い相関は見 られなか った。

② 水当量 とアンテナ温度 とは次の関係が あることがわか った。水当量が余 り大 き くない時 はほとんど温度 と水

当量 は直線関係にあ るが,水 当量 が大 き くなると一定の温度 に近づ く。 この一定値 は波長 によ って異 なり19GHzの

方が12GHzに 比べて高い温度 を示す。 これは,積 雪が増すにつれて,雪 の下 の状態か らの放射量 が減 り,あ る厚 さ

にな るとほとん ど積雪か らのみの放射量 だけにな るため と考え られ る。 しか し乾いた雪 ではこの厚 さが1m以 上で

もまだ下か らの影響があ り湿雪の場合 と全 く違 った結果 とな って いる。

(3)雪 質 は温度にめだ った変化 を与 えなか ったが,今 回 は2種 類のみであ り今後,他 のパ ラメーターを しっか り

固定 し詳 しい実験が必要 と思われる。

(4)水 を含ませ る実験は,水 の浸入層 か らの影響が はっきり示 されたが,水 のまき方 などむずか しい点が多 く,

今後 もう少 し定量的な測定が必要 である。

(奨 励 研 究)

南 極 大気 の垂 直 温 度 分 布 の解 析 に関 す る研 究 山内 恭(助 手)

TIROS/NOAA系 の極軌道衛星 によ り,地 上観測点 のまれな南極域の気温の鉛 直分布,水 蒸気 ・オゾ ン等の物

質分布を求め るための,解 析方法 を確立す ることを 目的 とした。

南極昭和基地で受 信されたNOAA-6,7の うち,年 間を通 じて毎月10軌 道 の衛星 データを解析 に用 いた。 南

極の衛星データの解 析の難 しさは,雪 面の高 いアルベ ー ドと低 温によ る雲識別 の困難 と,2～3000mに お よぶ大陸

内の地表面 の高さである。 そのため,鉛 直温度分布にっいては,　TOVSデ ータのうち赤外HIRS/2に よるものは,

高い層 に重 み関数 の ピークがあ り,400mb高 度以下の層の影 響を受けない3つ のチ ャンネル(668,679,691

c皿4)を 使 い,上 層 の温度 分布 を求め た。その結果は,1月 単位 で係数 を与 えることで,温 度 は平均2乗 誤差1℃

程度 と,精 度良 く決 った。 マイクロ波MSUデ ータか らも,同 じく温度 分布 を求 めた。マ イクロ波の場合,雲 の影

響は少 いが,地 表面 高度や表面 の射 出率が影響す る。昭和基地 ゾ ンデデータを使 って回係数を決め る際に は,各 表

面高度用 に分 けて各 々係数 を定 める必要があ る。MSUに よ る対流圏の温度分布 は,係 数を決めた昭和基地を含む

沿岸域 では精度良 く求 まったが,内 陸 については,未 だ定量 的議論をす るには問題の残 る結果 とな った。雪面の射

出率の違 いをよ り詳細 に考慮す る必要があ ると考え られ る。
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オ ゾ ン全量の導出については,　HIRSの チ ャンネル1～3,9(1028cm")こ らに.,、面 温度 の影 響 を除 くため

に8チ ャ ンネル(898cm-1)を 加え,昭 和基地 ドブソン観測値 と合 うように回帰 係数を定め るとい う統計的 手法を

使 った。通年のデー タの解析だが,オ ゾ ン量の状 況の著 しく異 る時期 に分 け,秋 の2～4月,冬5～8月,春 先の

変動期9～11月,そ して夏のユ2～1月 の4期 で各 々係数を決 めた。 その結果,オ ゾン全 量は,昭 和基地 ドブソン値

と比べ る限 り,平 均2重 誤差10m・atm・cm程 度で決 まり,大 陸北東部の広域の水平分布,動 きを議論でき る結

果が得 られた。 オゾ ンの極 大値が,冬 は低緯度側 に見 られ るのが,春 か ら夏への成層圏突然昇温期を通 じ,南 翻

付近の海上か ら大 陸内の高緯度側 に移動す る様相が明 らか になった。オ ゾン量導出については,今 後,こ の単純 な

統計的回帰法以外,も う少 し物理 的関係 を含 む手法を も試みてい く必要があ ろう。
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(extended abstract) Yoshino, T.

Yamanouchi, T.
Kawaguchi, S.

Analysis of aerological data and cloud observa- Wada, M.
tions at Syowa Station, East Antarctica in 1979  127-132

Cosmic spherules in bare ice near the Allan Tazawa, Y.
Hills, Victoria Land, Antarctica (extended Fujii, Y.  187-191
abstract) Nishio, F.
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An　 example　 of　analyses　 of　the　cho　 obtained　 by Izumi,T.
1

"1〃

a　radio　 echo　 sounder　 near　 the　Shirase　 Glacier, Nishitsuji,　 A.
1212-215

East　 Antarctica,　 using　 an　 original　 radar Wada,　 M.

equation　 (extended　 abstract) Mae,S.
一

The　 cause　 of　the　 breakup　 of　fast　ice　on　 March Higashi,　 A. " "

18,　1980　 near　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica Goodman,DJ. 222-231

Kawaguchi,　 S.

Mae,　 S.

The　 freezing　 process　 in　sea　water　 around　 East Kobayashi,　 S. ■ ■ ■'

Ongul　 Island,　 Antarctica　 in　1980　 (extended Ishikawa,　 N. 232-233

abstract) Naito,Y.

Kawaguchi,　 S.

Heat　 balance　 studies　 on　 sea　ice　near　 Syowa Ishikawa,　 N. 1■ ll

Station,　 East　 Antarctica. Kobayashi,　 S. 234-242

Ohata,T.

Kawaguchi,　 S. －

Oceanic　 eddy　 formation　 in　the　 Southern Fukuoka,　 J. " ■`

Ocean:　 Compared　 with　 other　 oceans　 (extended Kusunoki,　 K. 255-258

abstract) Miyake,　 H.

識 艦 翻 艦 よ灘1ご11驕猫
Murabayashi,　 S.

Iwasaka,　 Y.

" "

318-326
nuorescence　 hygrometer. Yamashita,　 Y.

Wada,　 M.

Yamanouchi,　 T.

Kawaguchi,　 S.

Kobayashi,　 T.

Hirasawa,　 T.

The　 Radiation　 Budget　 at　Mizuho　 Station, Yamanouchi,　 T. 57. Annals　 of　 Glaciology　 3,

Antarctica,　 1979 Wada,　 M. 327-332

Mae,　 S.

Kawaguchi,　 S.

Kusunoki,K.
、

Line　 Parameters　 of　the　Oxygen　 A　Band　 and Nakazawa,T. 57. J.　 Quant.　 Spectrosc.

Calculation　 of　the　 Atmospheric　 Transmission Yamanouchi,　 T. Radiat　 Transfer　 27,

Functions　 for　the　A,　 B,　andγBands Tanaka,　 M. No.6,615-625

The　 role　 of　sublimation　 and　 condensation　 in Fujii,Y. 57. J.　 Geophys.　 Res.,　 87,

the　 formation　 of　ice　sheet　 surface　 at　Mizuho Kusunoki,　 K. C6,4293-4300

Station,　 Antarctica.

Ice　 and　 snow. Kusunoki,K. 57. Antarctic　 Research,

Mae,　 S. Ser.　 4,　 Natl.　 Inst.　 Polar

Fujii,　 Y. Res.,202p.

Structural　 studies　 of　bare　 ice　near　 the　 Allan Nishio,　 F. 57. Annals　 of　 Glaciology,

HUls,　 Victoria　 Land,　 Antarctica Azuma,　 N. 222-226

Higashi,　 A.

Annexstad,　 J.O.

Studies　 on　 thermally　 induced　 fractures　 and Nishio,　 F. 58.3 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar

snowquakes　 of　polar　 snow　 cover. Res.,　 Ser.　 C,　 48p

わが国の気候変動研究計画(WCRP)7.南 極気 川 口 貞 男 57.8 天 気,29-8,767-771

候研究計画

1980年 の昭和基地周辺の海.面の凍結過程 小 林 俊 一 57.ユ2 雪 氷,44-4,197-203

石 川 信 敬
内 藤 靖 彦
川 口 貞 男

国際南極氷床観測会議(1982) 楠 宏 57.12 雪 氷,44-4,225-226

南極 楠 宏 57. 雪 氷 の 研 究,6,50-53

南極の観測誌 その内容 と意義 楠 宏 57.3 地 理,28,46-53

南極 が寒いのはなぜだろ う 川 口 貞.男 57.12 科学 朝 日 ユ2月 号,

122-126
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 Eliassen—Palm flux diagnostics and the effect Kanzawa, H. 57. 10 J. Meteor. Soc. Japan,

of the mean wind on planetary wave propaga- 60, No.5,  1063-1073
tion for an observed sudden stratospheric wa-
rming

Possible causes of the variation in micro- Fujii, Y. 57. Annals of Glaciology,

particle concentration in an ice core from Ohata, T. 107-112

Mizuho Station, Antarctica.

Radio echo-sounding of shirase glacier and the Wada, M.
Yamato mountains area Yamanouchi, T.  312-315

Mae, S.

Proc. 4th Symp. Antarct. Met. and Glacidogy Kusunoki, K. 57. 12 Mem. NIPR Spec. Issue,
24

Radio Echo Sounding by the Japanese Wada, M.  57. 8 Glaciological Data,
Antarctic Research Expedition. Report GD-13,  61-62
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イ)口 頭 に よ る発 表

題 目 発 表 者(所 属) 発表 した学会 等の名称等 発表年月

南極みずほ基地における高層気象観測 川口 貞 男 日 本 気 象 学 会 57.5

気象 衛星 「ひまわ り」の写真を用いた雲 解析 田中 正之(東 北 大 ・理) 〃 〃

中島 映至(〃)

石 川 重年(〃)

波長別直達日射計による大気混濁度推定の問 山内 恭 〃 〃

題 一 南極みずほ基地における観測例一

HIRS/2を 用いた南極大気垂直温度分布の 田中 信 也(電 通 大) 〃 〃

測定 芳野 赴 夫(〃)

山内 恭
川 口 貞男

実験室用Lymanα/OH水 蒸 気計 山 下 喜弘(気 象研) 〃 57.10

和田 誠
山内 恭

岩坂 泰信(名 大 ・水圏研)

ソー ダによ る南極 カタバ風の観 測 小林 俊一(北 大 ・低温研) /ノ 〃

(Polex-South) 石川 信敬(〃)

大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)

川口 貞男

、

大気 中の二酸化炭素濃度の測定V,富 士 山頂 田中 正之(東 北大 ・理) 〃 〃

における二酸化炭素濃度 の変動 中澤 高清(〃)

青木 周司(〃)

深堀 正志(〃)

雨 滴,ア ラ レ,雪 片 の レー ダ ー反 射 強 度 の 計 和田 誠 〃 〃

算 －Pulse　 to　Pulseに よ る

雲の長波長放射特性 川 口 貞 男 〃 〃

英国ハ レー基地での雪氷 コア掘削 と解析 藤井 理行 日 本 雪 氷 学 会 57.10

国際南極氷床観測会議出席報告 楠 宏 〃 〃

マ イクロ波放射計に よる積雪の観測 和田 誠 〃 〃

一 その2-一 山内 恭
神沢 博
前 晋爾
川 口 貞男

楠 宏

大畑 哲 夫(名大 ・水圏研)

南極海の海洋渦の問題 福岡 二郎(北 大 ・水産) 第5回 極域気水圏 シンポ 57.ユ2

楠 宏 ジウ ム

三宅 秀男(北 大 ・水産)

みずほ基地とハ レー基地積雪のpHの 季節 藤井 理行 〃 〃

変化
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みずほ基地における雪の酸素同位体組成の 加藤喜久雄(名 大 ・水圏研) 第5回 極域気水圏 シンポ 57.12

季節変化 藤井 理行 ジ ウム

ア イ ス レー ダ ー エ コ ー の 数値 解析(H) 泉 達 司(北大 ・応電研) 〃 〃

星 山 満雄(〃)

西辻 昭(〃)

和田 誠
前 晋爾
楠 宏

極域の雲の性質と形成 和田 誠 〃 〃

武 田 喬男(名大 ・水圏研)

岩坂 泰信(〃)
川 口 貞男

山内 恭

低温での雪結晶の成長 山下 晃(大 教大) 〃 〃

和田 誠
浅野 浅春(大 教大付高)

ソーダによる南極氷床上の大気境界層の観測 小林 俊一(北 大 ・低温研) 〃 〃

石川 信敬(〃)

大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)

川 口 貞男

みずほ基地の接地気層の特性(皿) 大畑 哲夫(名 大 ・水圏研) 〃 〃

石川 信敬(北 大 ・低温研)

小林 俊一(〃)

川 口 貞男

総観規模 じょう乱 とみず ほ基地の気象 川 口 貞男 〃 〃

みずほ基地における接地逆転と放射収支 山内 恭 〃 〃

南極対流圏の放射冷却 川 口 貞男 〃 n

衛星及び地上観測による南極大気の放射収支 山内 恭
G.G.Campbell(NCAR) /ノ 〃

サ ンフ ォ トメ ー タ ー法 に よ る 「ふ じ」 航 路 上 松原 廣司(高 層気象台) 〃 〃

で の 消散 係 数 の測 定 結 果(1979.11.25一 大畑 哲夫(名大 ・水圏研)

12.17,1981,2.19-3,11) 川口 貞男

南極昭和基地における消散係数の測定一 松原 廣司(高 層気象台) 〃 〃

サ ン フ ォ トメ ー タ ー法 に よ る一 川 口 貞男

成層圏全球平均温度の垂直勾配の変化 神沢 博 〃 〃

赤外分光器による水蒸気量の測定 村松 久史(気 象研) ノツ 〃

牧野 行雄(〃)

広田 道夫(〃)

佐々木 徹(〃)

川口 貞男

山内 恭
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H20十hレ(Ly－ α)一→OH*十Hを 用

い た 水 蒸 気 量 測 定 法

山下 喜弘(気 象研)

岩坂 泰信(名 大 ・水圏研

和 田 誠

山内 恭

平沢 威男

川 口 貞男

小林 喬郎(福 井大)

第5回 極域 気水圏 シンポ

)ジ ウム

57.12

Eliassen-Palm　 flux　 and

refractive　 index　 diagnostics　 for

observed　 sudden　 warmlngs

神沢 博 日米セ ミナ ー 「中層大気

の力学」

57.11

Time　 change　 of　 global　 mean

temperature　 lapse　 rate　 in　 the

stratosphere

神沢 博 〃 〃

極地域の海氷と氷河 楠 宏 日 本 地 理 学 会 57.10
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3.地 学研究 グル ープ

(a地 学一般)

(1)一 般研究

昭 和 基 地 周 辺 の地 形 及 び後 期 新 生代 地 質 に関 す る研 究 教授 吉 田栄夫,助 手 森脇喜一

本年度 は,第22次 観測で得 られた資料 の整理 を中心に研究を実施 した。

(1)リ ュツォ ・ホルム湾沿岸 露岩地域 では,未 固結堆積物の分布,性 質,地 形 との関連 を考察 し,ラ ングホブデ

地区に卓越す る融氷流水堆積物 の地形か らみ た氷床縮小過程や,形 成期な どの推定 を行 った。 スカル ブス ネス地区

で は,特 徴あ る堆積 物を ロッジメ ン トティル と判断 し,形 成年代についての資料は得 られて いないが,過 去の氷床

の特性の一部を示す ものであ り,こ れまでの他の堆積物再検討の手掛 りを与える鍵層 となる可能性 あるもの と して,

Osen　 Glacial　 Bedと 命名 した。

アムンゼ ン湾沿岸 リーセル ラルセ ン山予備調査資料か らは,不 充分なが らこの地 区の地形分類 を行 い,地 形発達

を考察 した。 この地域 は沿岸近 くのアルプス型地形 を呈す るところと して,ま た厚 く古 いと推定 される氷河堆積物

の分布す るところと して,昭 和基地 周辺と地形 的特徴が異な り,比 較研究の上で注 目される。

② リュツォ ・ホル ム湾の海底地形について海底地形図の作成を行い,そ の地形 的特徴 と意義 を考察 した。 これ

は一般共 同研究課題の一つを構成す る研 究で あ り,そ の項で報告す る。

㈲ 以上 のほか,20次 観測 までの資料に基 づき,リ ュツォ ・ホル ム湾か らプ リンスオ ラフ海岸,内 陸や まと山脈

にかけての 自然地理学 的特徴がま とめ られた。 また,南 極地域 にお ける氷河地形に関する問題 につ いて,総 説 と問

題の提起を試みた。

南 極 プ レー トの研 究 教授 神沼克伊,客 員教授 高木章雄,助 手 渋谷和雄

第20～22次 南極観測 隊で得 られ た地球物理学的な諸 データをもとに,主 に昭和基地 一みずほ基地 一や まと山脈 に

わた る地域の地下構造 を得 ることを中心 に研究をす 、めた。人工地震観測の結果,昭 和基地 一みずほ基地 間の地震

波の速度構造が得 られた。 さ らに,そ の測線上で実施 した重 力測定,航 空磁気測量の結果 も含め,こ の線を南極大

陸地下構造のひ とつのモデル測線 と した。

今後は,こ のモデル測線 の結果 に したが い,重 力,ま たは航空磁気 のデータのみか らで も,地 下構造 の推定 が可

能 とな り,昭 和基地付近一帯 の地下構造を面的に求め ることが可 能となった。

主な結果 と しては,リ ュツ ォ ・ホルム湾沿岸の重力異常分布 図及び磁気図,昭 和基地 一みずほ基地の地震 波速度

構造がま とめ られた。また,昭 和基地での傾斜計によ る連続観測,地 温 観測 などの データに より,大 陸地殻の挙動

の解明への第一歩を踏みだせた。

西南極の プ レー トに関す る情報 は,エ レバス火山の研究か ら得てい る。東南極,西 南極の プ レー トの対比,さ ら

には海上重力か ら得 られた南極プ レー トの海洋域の構造 との対比を行なえ るよ うなデータが,よ うや く集ま り始め

た段階であ る。

南 極 エ レバ ス火 山 の地 球 物 理 学 的 研 究 教授 神沼克伊,客 員教授 高木章雄,助 手 渋谷和雄

56-57年 度設置 されたエ レバス山のテ レメーター地震観測網 は順調に作動 し,活 発 な火 山性地震活動を記録 した。

夏期間の データにもとつ く震源決定によると地震 の震源 は山頂(3794m)よ り火 口下 ほぼ垂 直にパ イプ状 に海面 ま

で分布す るグル ープ1と 海面 より15㎞ の深さまで分布す るグル ープIIに 大別 される ことが わか った。 グル ープ1が

山頂で低周波音波の記録を伴 うのに対 し,グ ループ1[は 伴 わな いのが大 きな特徴 で,低 周波音波 の波形 にも定性的

に見て2種 類 あることがわか った。解析結果の一部 は渋谷et　 al.に よ り地震 学 会(57年10月 京 都),火 山学 会

(57年5月 東京,57年10月 鹿児島),地 学 シンポ ジウム(57年10月 極地研)に おいて報告 された。57-58年 度 は 日

本側 か ら神沼(極 地研),植 木(東 北大),小 山(震 研)が 参加 し,テ レメーターの保 守及び臨時観測 を行 ったほか
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山頂 での重力測定,火 口の ビデオ撮影等 も実施 した。

移 動 観 測 用 地 震 自動 集 録 装 置 の 研 究 開 発 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄

南極域で爆破地震,氷 霧観測に使用す るための小型 デ ィジタル,イ ベ ントトリガー方式のデ ータ集録装置のテス

トを前年度 に引き続いて行 った。実際の野外 での観測波形 は様 々で あり,地 震判定の ロジックの優劣が集 録装 置の

有効性 を決定す る。デ ィジタルカセ ッ ト一巻 の記録長 は定 まって いるか ら,で きるだけ多 くの解析 に適 したイベ ン

トをで きるだ け長期間テープ交換す ることな しに集録す るため に,今 まで極域で得 られてい る自然地震,爆 破地震,

氷震の記録波形を もとに シ ミュレーションデータを発生 させ,ど の ような地震判定 ロジックが適切 であるかを調べ

た。一般 的に一成分又は二成分のSTA/LTAに よる トリガー レベル設定で有効な判定をす るが,ト リガ ー前後 の

記録時 間の設定 には工夫が必要であ ることがわか った。 オペ レーシ ョン上の問題 と して は,基 本的に集 録器 自体 の

低温特性 を向上 させ ることは費用がか さむので少 ない消費電力で保温作用が持続す る保温箱が必要であるが,消 費

電力の見積 りについて見通 しを得 た。

東 南 極 盾 状 地 の地 質 学 的 研 究 助教授 矢 内桂三,助 手 白石和行

第20次 か ら第22次 南極観測隊までの3ケ 年 の地学研究計画で得 られた資料を整理 し解析す ることを中心 に研究 を

すすめて いる。地域 としては,や ま と山脈やベル ジカ山脈を含む内陸露岩地域,リ ュツォ ・ホルム湾地域,プ リン

ス ・オ ラフ海岸地域の3つ に大別 でき る。本年度 は,内 陸露岩地域 とプ リンス ・オ ラフ海岸地域 に重点 をおいた。

(1)や まと山脈の岩石化学的研究

や まと山脈の基盤岩は深成岩類 と変成岩類 によって構成 されてお り,こ れ らの地質学 的岩石学 的研究の成果 は,

これ まで に度々報告 してきた。深成 岩類 の うち,最 も広 く分布す る岩石 グル ープに閃長岩質岩 がある。 これ は,野

外の産状や岩石記載学的に,両 輝 石閃長岩,単 斜輝石石英モ ンゾ閃長岩,単 斜輝石閃長岩の3種 に分類で きるが,,

個々の成因や因果関係について はよ くわか って いない。そ こで,す でに公表 されてい るデータを含 め,の べ34ケ の

閃長岩質岩の主要元素 とRb,　 Sr,　Zr,　Th,　 Uの 微量元素を検討 した。その結果,鏡 下や 肉眼 的特 徴,鉱 物組合

せか ら,チ ャーノ ッカイ ト質 とされている両輝石閃長岩の示す全岩組成の傾向は,南 極大陸の他 の地域か ら報告 さ

れて いるチ ャーノッカイ トやそれに近縁な岩石群の示す傾 向とは全 く異 ることがわか った。 これはおそ らく,生 成

条件 の違 いを示す ものであ る。また,3種 の閃長岩質岩 の全岩の主要元素で はあ まり顕著な差は認め られないが,

微量元素ではそれぞれ特徴 的な含有量 を示す ことがわか った。 これ らの結果 か ら直ちに成因 に結 びつ けることはで

きないが,他 の微量元素や鉱物の微量元素の検討 も進めて これにアプ ローチす る。

② プ リンス ・オ ラフ海岸 の構造地質学的研究

延長200㎞ 以上にわたるプ リンス ・オ ラフ海岸の地質構造に関す る知見は,第20次 観測隊よ り前 には,少 数 の露

岩での断片的な ものにす ぎなかったが,最 近同海岸の主な露岩地域の調査がひ ととお り終了 したため,全 域の地質

構造の特徴を とりま とめる段 階にな った。 とはいえ,露 出面積 も少 く,連 続性 の悪い地域 であるか ら,個 々の地域

の特徴を列挙 して全体の構造 を推定す ることになる。その結果,次 のよ うな共通 した特徴 を挙 げることがで きる。

① 顕著な フォリエー ションの一般 的な走 向は,　NW　 -　SEで,同 方向の摺曲軸 を もっ等斜 －tight　 な摺 出 が

発達す る。

② この方向の摺曲軸 は,露 頭単 位で も,露 岩単位で も認め られ る。

③ 鉱物の形態定 向配列 による線構造 もこの方向であ ることが多い。

④　 NW-SE性 の巨視的な摺曲軸はNE-SW性 の摺曲作用を うけてい る。同様の小摺出 も観察 され る。

⑤ この地域に広 く分布す る ミグマタイ トは,ド ーム状構造や摺曲の背斜部 を構 成す ることが多 い。

⑥ 典範的な裂 か系は全地域 に認 め られ,そ の方 向か ら予想 され る最大圧縮 応力方 向は,プ リンス ・オ ラフ海岸

の海岸線 と調和的にな る傾 向がある。

これ らの事実 と,リ ュツ ォ ・ホルム湾で認 め られ る地質構造の特徴 を詳細 に比較検 討 し,東 経3げ ～45° の地質

構造発達史を まとめ ることが当面 の課題 である。
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昭 和 基 地付 近産 岩 石 の 年代 学 的研 究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行

昭和基地を中心 とす る地域の地質学的研究は多方面か ら進 め られ,地 質図の作成,地 質 構造発 達史,変 成相 に関

す る岩石化学的研究等が,精 力的に進め られて来た。 しか しなが ら,先 カンプ リァ代 と考 え られている当地域 の年

代学的研究 はかな り遅れてお り,い くつかの測定結果 は公表 されて いるもの 、当地域の地 質発 達史を論ず るに足 り

る十分な年代測定値 は,ま だ得 られていない。本年度か ら,地 質調査所地球化学研究室の協力を得て,主 に変成岩

頚のRb　 -Sr年 代の測定を進めてきた。本年度 は,オ ングル島及 びや まと山脈産変成岩類の測定 を行 ったが,

いずれ も10億 年 より古 い値 は得ていない。変成岩類 の年代測定 には,実 測値の解釈の問題 や,サ ンプ リングに も火

成岩 とは違 った問題が含 まれてい る。次年度に於 ては測定数 を増 し,全 岩年代の他に,鉱 物年代 について も測定 を

進 める。

南極 マ ク マ ー ドサ ウ ン ド地 域 の古 地磁 気 学 的研 究 所長 永 田 武,助 手 船木 實

1977-79年 にマクマー ドサウ ンド地域か ら採集 された合計602個 の古地磁気学用岩石試料の古地磁 気 学 的 ・岩石

磁気学的研究 は今年 を もって一応終了す ることがで きた。 その結果 は以下 に記述す る通 りである。

(1)ロ ス島を中心 に分布す る第三紀末か ら第 四紀 にか けての溶岩 の持つ 自然残留磁気(NRM)か ら計算 される,

みかけの磁極(VGP)の 位置 は,半 径30度 の極域 に分布す る。 これ は南極大陸が移動 したと考 え るよ りも,非 双 出

子磁場 の影響 のためと考 えた方が妥当である。 またVGPの 分布の中心が,現 在の地球回転軸 と一 致す るこ とか ら,

少な くともこの時期 には南極 は現在の位置にあ ったと考 え られ る。

(2)ロ ス島ハ ットポイ ント半 島を構成す る溶岩類 のK/Ar年 代 と,　NRMの 極性はよい対応 を示 して いる。

(3}マ クマー ドサウ ン ド地域の ジュラ紀の フェラー ドレライ トか ら計算 され るVGPの 位置は,南 極横 断山脈全

体か ら得 られる値 とほとんど一致す る。その中心位 置は,現 在 の南太平洋で ある。

(4)こ の地域 の ビー コン累層群 は,基 本的に フェラー ドレライ トの貫入に よって キュー リー温度以上に焼か れ,

ジュラ紀の磁極の方 向に再磁化 してい るが,一 部では堆 積残留磁気(DRM)を 記憶 してい る。

(5}ア ーラン丘 の ビー コン累層群 は二畳紀末～三畳 紀にかけてのDRMを 記憶 してい る。 そのVGPの 値 は,

ジュラ紀の値 と非常 によ く似てお り,こ の間南極大陸はほとんど動か なか ったと推定 され る。

(6)ラ イ ト谷底 を構成す る基盤岩(オ ル ドビス～カ ンプ リア紀)は,フ ェラー ドレライ トによ り500℃ まで焼か

れた。その結果 マグネタイ トは古生代末期の磁極を記憶 しているが,チ タノマ グネタイ トは ジュラ紀の磁 極を記憶

してい る。

(7)オ ル ドビス～カ ンプリア紀 にか けて,南 極大陸は赤道付近 に位置 してお り,こ れは同時期の東南極全体 の結

果 と一致す る。

(8)オ ル ドビス～カ ンプ リア紀 のNRMの 偏角の方向は,ウ ィル クス ラン ドとクイーンモ ー ドラ ン ドで は15～

20度 のずれがあ り,ラ ンバ ー ト氷河 に沿 って東南極 大陸が割れた可能性 を示 して いる。

以上の結果 に基 づき,東 南極大陸のVGPの 軌跡は他 の ゴン ドワナ大 陸を構成 していた諸大陸か ら得 られた もの

とよく一致する。 またSmithand　 Halam　 (1970)の ゴ ンドワナ大陸のモデルに したがい,ア フ リカ,オ ース ト

ラ リア,南 米,イ ン ド諸大 陸の ジュ ラ紀 と古生代末紀のVGPを 移動 させ ると,お 互い よく一致す る。

(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

リ ュツ ォホ ル ム 湾 沿 岸 及 び 周 辺 の 地 質 学 的研 究 ※松本径夫(山 口大学理学部教 授),加 納 隆(山

口大学理学部講 師),西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),浅 見正雄(岡 山大学教養部 助教 授),杉 崎 隆一(名

古屋大学理学部助教授):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)

本研究 の主要 な目的は,南 極観測隊に よる地質調 査の一次資 料を解析 して各地域の地 域 地質 を ま とめ,地 質図
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(Antarctic　 Geolagical　 Map　 Series　)の 刊行を行 うことであ る。併せ て昭 和基地 を中心 と した広 地域 的 な地 質

に関す る知見をま とめ,東 南極楯状 地の地質構造発達史の解明 に寄与す ることも重要な 目的である。

これ らの成果 として,関 連す る他 の共同研究者 の協力 を得て,本 共同研究期間中に,5編 の2万5千 分 の1地 質

図を刊行す ることができた。 この うち3編 はプ リンスオ ラフ海岸,2編 は内陸山地の もので,日 本隊 のこれまでの

調査範囲であ る東経30° ～4♂ の地域の地質の大要 はほぼ判明 した ことにな る。

これ までの調査結 果か ら明 らか になった地質学的知見を挙げ ると,

1.本 地域を構成 する基盤 は,高 変成度 の変成岩頚 と,深 成岩類か らな るが,リ ュツ ォホルム湾 一プ リンスオ ラ

フ海岸地域 と内陸やまと山脈 一ベル ジカ山脈地域の2つ の大きな地質単元に区別 される。

2.沿 岸地域では東 端の新南岩か ら西方の宗谷海岸に向けて,徐 々に変成度 が上昇 し,そ の広域変成作用 は10億

年前頃生 じた ものである らしい。

3.宗 谷海岸 で知 られる重複 して いる変形作用 と同様の性質の変形作用 は,プ リンスオ ラフ海岸で も認め られ る。

4.一 方,内 陸地域 では中性 ～酸性の深成作用が活発である。 広域変成作用 は角閃岩相上部程度の ものが普遍的

であ り,原 岩組成 とあわせて,西 方のセ ール ロンダーネ山地地域 と地質学的 に類 似 して いる。

5.年 代学 的データによれば,内 陸地域の主要な広域変成作 用,深 成作用 は5～6億 年 頃と推定 され,沿 岸地域

の花圃岩,ペ グマタイ トの活動時期に相 当す る。また,ア フ リカのパ ンアフ リカ ン変動時相 に対応す ると思われ る。

なお,調 査地域の拡大や参加研究者の増大に よって,こ れまで各地域で独立的 に使用 して いた岩石の分類や用語

の使用体系 を統一す る必要が生れて きた。 このため南極の地質研究者 間で,1978年 以降数回の討論会を開いて この

問題 を検討 し,一 応の基準をま とめて印刷に付す ることができた。

東 南 極 の 地 質 構 造 と地殻 形 成 の 研 究 ※木 崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),林 大五郎(琉 球 大学 理学

部助手),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),鈴 木盛久(広 島大学理学部助手),広 井美邦(金 沢大学教育学部助手):矢

内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

本共 同研究の成果 と して,次 の点 が挙げ られよ う。

1.21次 隊お よび22次 隊の調査 した,フ リ゚ンスオ ラフ海岸 の二番岩お よび新南岩について2万5千 分の1地 質 図

巾,並 びに説明書を作成 した。

2.第22次 隊までに採集された標本 にっいて,顕 微鏡観察,　EPMA分 析,年 代測定を行い,記 載岩石的なデ ー

タを蓄積 した。

3.プ リンスオ ラフ海岸 か ら宗谷海岸 にか けて分布す る基盤岩頚の変成相 ・変成相系列の検討を行 い当地域 にお

ける変成作用の特 徴を明 らか に した。特 に,a),当 地域の アル ミナに富む変成岩には,珪 線 石の他 に 藍晶 石 も産

出 し,こ れ らの岩石が中圧型 の広域変成作用 を受 けた。b),プ リンスオ ラフ海岸 の東部(新 南岩か ら日の出岬)に

は,十 字石やカル シウムに乏 しい角閃 石が産 出 し,西 部ではザ クロ石,ア ル ミナ シ リケイ トの集合体 と斜方輝石が

産 出す ることか ら,プ リンスオ ラフ海岸 は2っ の鉱物帯に分帯 され,東 か ら西に向 って変成度が連続的 に上昇す る。

c),花 商岩～ペグマタイ トが 多量 に分布す る部分では,藍 晶石,珪 線 石,紅 柱石 が産 出 し,花 商岩 ～ ペ グマ タイ

トの貫入によ って,局 部 的に再結晶 して いる。上記の ことや,同 位体年代測定 のデータか ら,プ リンスオ ラフ海岸

か ら,少 な くともラングホブデにか けて分布す る変成岩の形成 ・発達史 と して,次 のことが想定 され る。

ア.変 成岩の原岩 の形成(堆 積作用 ・火山活動な ど)(原 生代)

イ.中 圧型の広域変成作用 とほx"南 北方向の軸を もつ摺出作 用(約10億 年前)

ウ.変 成岩 の上昇(地 表での削剥)

エ.塩 基性 ～中性火性岩の貫入

オ.花 圃岩 ～ペグマタイ トの貫入 と接触変成作 用(約5億 年前)

このよ うな変成岩 の発達史は,ソ 連隊やオ ース トラリア隊 の発表 した発達史 と異 なって いる。すなわち,ソ 連隊

の研 究成果 は,本 共 同研究の結果か ら見て,訂 正 される必要が あろう。 また,オ ース トラ リア隊の研究成果は本共

同研 究の結果 とともに,東 南極先カ ンプ リア盾状地の不均質性を明確 にす るもので ある。後者の点は,東 南極 大陸

地殻の形 成機構 に新 しい視点を提供す るもの と考え られ る。
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東 南 極 地 域 の変 成 岩 ・深 成 岩 類 の 岩 石化 学 的研 究 ※ 蟹沢 聰史(東 北 大学 教 養部 教 授),山 岡 一 雄

(東北大学教養部教授),大 貫 仁(弘 前 大学 理学 部教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部講師),白 幡 浩 史(室 蘭

工業大学助教授),田 中久雄(山 形大学理学部助教授):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

昭和57年 度は,次 の テーマで研究を行 った。

〔1〕 明 るい岬,お よび二番岩の変成岩類 の全岩化学組成 と造岩鉱物のmineralogyを 明 らかにす る。 〔2〕

長石,天 文台岩,あ けぼの岩および新 南岩に分布す る角閃岩相～ ホル ンブ レン ド・グラニ ュライ ト相岩 中のホル ン

ブ レン ドと全岩化学組成の化学的性質 を明 らか にす る。 〔3〕 西 オングル島のア ンチ ・パ ーサイ トの発 達 した生成

条件の解明,で ある。

〔1〕 明 るい岬および二番岩の変成岩類 につ いて

全岩化学組成 は湿式分析法で総 計20個 の試料 につ いて求め た。本地域の岩石は多種多様で,ア ル ミナにとむ泥質

岩,石 灰質岩,塩 基性岩な どか らなる。 また,明 るい岬ではかん らん石,金 雲母,ク ロムス ピネルなどを含 む超塩

基性岩類を源岩 とす るもの,あ るいはアルカ リ岩 を源岩 とす る塩基性岩な ど,特 異 な岩石が産す る。本地域 の変成

岩類 はホル ンブレン ド・グラニ ュライ ト相 ～角閃岩相の変成作用を覆 ってい るので,　EPMAに よ り各鉱物の化 学

組成を測定 し,変 成条件 の推定 を行 った。

〔2〕 角閃岩相～ホル ンブ レン ド・グ ラニュライ ト相の ホル ンブ レン ドについて

Longhovdeお よびPrince　 Olav　Coastに 分布す る角閃岩相～ホル ンブレン ド・グ ラニュ ライ ト相の 主 と して

苦鉄質変成岩類中のホル ンブレン ド23個,岩 石16個について化学組成が得 られた。ホルンブレン ド・グ ラニュ ライ ト相

のホル ンブレン ドの化学組成は,角 閃岩相 のそれ らに比較 して,よ りパ ーガス閃石婦成 分に近づ く傾向 が認 め られ

る。 さらに,角 閃岩相か らホル ンブ レン ド・グラニュライ ト相への ホル ンブレン ドの化学組成変化 の詳細 につ いて

検討を行 った。

〔3〕 西オ ングル島のア ンチパ ーサイ トの発達 した岩石 について

西オ ングル島の輝石片麻岩,斑 状変 晶片麻岩,ザ クロ石黒雲母片麻岩の生成条件 を解 明す ることを目的と して,

岩石 と造岩鉱物の化学組成を行 った。造岩鉱物の分析値か ら,長 石温度計,輝 石温度計,並 びにザクロ石 一黒雲母

温度計を利用 して,斜 長石 とカ リ長石,斜 方輝石 と単斜輝石,並 びにザ クロ石 と黒雲母の平衡温度 を計算 し,表1

の結果を得た。

表1地 質温度 計(℃)

Pf-Kf

　 W.S 鰹 －Cp箭e
GaTh－Bi

G.A

68022801 531
core一 core 842 893

759 768
rlm一 rlIn 789 815

775 795

68020902 鵬
core一 qore 742 632
rlm一 rlIn 710 588

762 634
751 634
713 603

68022604A 658
core一 core

苧韻
6761

rlm一 rlm 802 65
762 61
620 55

W.S:Whitney　 and　 Stormer,1977.

W.B:Wood　 and　 Banno,1973.

We:Wells,1977.

Th:Thompson,1976.

G.A:Goldman　 and　 Albee,1977.

Pf-Kf:斜 長 石 一 カ リ 長 石

Opx　 -　 Cpx　 :斜 方 輝 石 一 単 斜 輝 石

Ga-Bi:ガ ー ネ ッ ト ー 黒 雲 母
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南 極 横 断 山 脈 及 び 西 南 極 地 域 の 地 質 学 的 研 究 ※ 占 田 勝(大 阪 甲 立 大 学 理 学 部 講 師),坂 井 卓

(九 州 大 学 理 学 部 講 師):矢 内 桂 三(助 教授),白 石 和 行(助 手)

本 研 究 で は,エ ル ス ワ ース 山 地 に お け る 摺 曲 とへ きか い の 構造 に つ い ての 詳 しい 記 載 と,重 複 構 造 の時 相 解 析 を

行 っ た。

ヘ リテ ー ジ山 脈(エ ル ス ワ ース 山 地 南 部)の 南部 で は,少 くと も以 下 の3回 の 摺 出時 相 が 認 め られ る。 これ らは

早 期 か ら後 期 の 順 に ①　longitudinal　 open　 to　tight　folds　 with　 longitudinal　 closely　 spaced　 to　continuous

cleavages　 ,②longitudinal　 minor　 kink　 folds　 associated　 with　 local　 cleavages,　 ③ 　transverse　 minor

gentle　 and　 kink　 folds　 associated　 with　 local　 crenulation　 cleavages　 で あ る。 約4億 年 の 最 小K-　 Ar年

代 を もつ 粗 粒 玄 武 岩 岩 脈 は,① と② の 間 の 時期 に遊 入 して い る。 す なわ ち,① 時 相 のへ き か い 構 造 を 切 り,母 岩

の へ きか い 構 造 を ア ン二 一ル し,消 失 せ しめ て い るが,岩 体 内部 の小 部 分 に微 弱 な② 時 相 の へ きか い 構 造 を もち,

ま た,母 岩 と と もに 後 期 の 緑 泥 石 一石 英脈 に切 られ て い る。

ヘ リテ ー ジ山 脈 北 部 で は 構 造 は単 純 で,早 期 か ら後 期 の 川頁に,④10ngitudinal　 kink　 folds　associated　 locally

with　 spaced　 clevages　 and　 chlorite-quartz　 veins,⑧ 　transverse　 gentle　 folds　 の2時 相 が 識 別 さ れ た。

ヘ リテ ー ジ山 脈 の 南 部 と北 部 で識 別 さ れ た各 構 造 時 相 は,構 造 の 方 向 と性 質 の 類 似 性 及 び 緑 泥 石 一石 葉 脈 との 時

期 関 係 か ら,北 部 の ④,⑧ は そ れ ぞ れ南 部 の②,③ の各 構 造 時 相 に対 応 す る と推 定 され る。 つ ま り,南 部 に お け る

2時 期 の 小 構 造 は,北 部 の 地 質 図規 模 の大 構 造 に対 応 す る こと と な る。

ヘ リテ ー ジ山 脈 の 層 序,構 造,岩 脈 や鉱 物 脈,K-Ar　 年 代 等 の資 料 を ま とめ て 考 察 す る と,4億 年 以 前 か ら

2.35億 年 以 後 に わ た り,少 く と も3回 の構 造 一変 成 事 件 が あ っ た と推 定 され る。 す な わ ち,エ ル ス ワ ース 山 地 は 重

複 造 山 を 被 って い る こ とに な る。 こ れ は従 来 広 く認 め られ て き た エ ル ス ワ ース 山 地 の 単 一造 山 説 に 対 す る,最 初 の,

具 体 的 な 資 料 に 基 づ く新 た な 見解 の 提 出で あ り,多 くの 議 論 を よん だ 。 本 年度 の 研 究 は,と くに 先4億 年 と後4億

年 の 摺 曲,へ き か い構 造 形 成 の 事件 にっ いて の 資 料 を提 供 し,前 述 の 新 た な解 釈 を 支 持 す る もの とな った 。

南 極 地 域 火 成 活 動 の 同位 体 地 質 学 的 研 究 ※倉沢 一(地 質調査所主任研究官):吉 田栄夫(教 授),

船木 實(助 手)

南極 ビク トリア ラン ドには数億年前か らさまざまな火成活動が行われてきた。その うち基盤の片麻岩 ・花商岩頚

を貫ぬ く数 多 くの岩 脈については,こ れ らを水平 に切 って遊入 した フェラー粗粒玄武岩岩体 とともに,87Sr/86Sr

比が異常に高い ことが,新 たに追加測定 を行 った結果,確 認 され た。すなわち同比が0.7115～0.7136の 幅 を も っ

て,い わゆる塩 基性 岩 としては世界 的に特異 なものであ る。 これ は,お よそ2.5Maよ り新 しいマ クマ ー ド火山

岩石区にみ られる値 と全 く異なる もので,ゴ ン ドワナ大陸の分離直前 まで,現 在のマ ン トル とは異 質なマ ン トル組

成を もっていた ことが再確 認 された。

マ クマ ー ド火 山岩石区においては,ロ ス島の活火山 エ レバ スの噴 出物 と して特徴的なアノー ソクレス ・フォノ ラ

イ ト1974年 火口溶岩 の87Sr/86Sr比 は0.703146±15で あ るが,こ の溶岩に含まれ る巨大斑晶のアノー ソク レス の

同比は0.703328±14と い う平均値で あるという結果を得た。 この値 は,ロ ス島南端マクマー ド基地付近 に広 く分布

す る粗面玄武岩頚あ るいは ドライバ レーの新生代玄武岩溶岩(岩 脈)の0.7033～34の 値によ り近い。 すなわち,エ

レバス火山マ グマ全体 としては,o.70315～0.70343の 幅を もつが,分 化の進んだ フォノライ トの溶液　(　liquid　)

マ グマが,よ りマ ン トルに近い性質 を もって いるといえ る。上記粗面玄武岩マグマ とフォノライ トの斑晶 とは,本

源マ グマの僅かな　wall　rockと の混成作用があ った といえよ う。

その ほか,火 山岩中の斑晶 と残液との間での87Sr/86Sr比 の差 については,系 統的な ものは見出されなか った。

これ らについて,引 続きNdや0同 位体比か ら検討 を試みたい。

昭 和 基 地 な ら び に周 辺 露 岩 地 域 の 鉱 物 資 源 に関 す る地 球 化 学 的 ・鉱 床 学的 研 究 ※ 椎川 誠(秋

田大学教育学部教授),久 保田秀紀(秋 田大学教育学部研究生):矢 内桂三(助 教 授),白 石和行(助 手)

前年度は主 としてスカ ーレン地域 につ いての分析を行 ったが,本 年度はスカルブスネス,ラ ングホブデ,東 西オ

ングル島な どの地域 か らの岩石中の主成分及 び微量成分元素 について,発 光分光,蛍 光X線,原 子吸光及 び高周波
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プ ラズマ分析法 などを用 いて分析 した。　Be,　 Ca,　 Ti,　 V,　 Cr,　 Mn,　 Co,　 Ni,　 Zn,　 Sr,　 Zr,　 Sn,

Ba,及 びPbの 発光分光法 による半定量結果 は,以 下のよ うに要約 される。

1.元 素分布特性

1)ラ ングホブデ,ス ル ブスネス産のザ クロ石黒雲母片麻岩 中のNi,　 Cr,　 Zn,　 Mnの 含有量 は,他 の 研究

対象地域 に分布す る岩種 に比 して最 も高い。

2)ス カー レンに分布す る岩種の一部には他の地区のいずれの岩稜 より もBeの 値が高 い地域傾向がみ られ る。

3)こ れ に反 し,　Ca,　 Ti,　 V,　 Cr,　 Mn,　 Co,　 Ni,　 Sr,　 Zr,　 Ba及 びPbな どの諸元 素 は,ス カ ー

レンで はいずれの岩種 も全体的に低い値を示す傾向がある。

2.解 析

各地 区別及び全地域一括デ ータについて,相 関係数,P.C.A.(主 成分分析),因 子得点算 出な どの数値処理 を行

った。そ の結果を表1～ 表3に 示す。

各地域毎の主成分分析の解析結果 は,表2に 示 したよ うに,東 オ ングル 島のみが第1因 子の共生元素の種類 が,

他地域の もの と異な る。

第2因 子中のPbとSnは 東西オ ングル島を除 く他地域で は共通 して高い因子負荷量を示す。

各地域か らの全デ ータを一 括 した主成分分析 による因子得点の結果では,第1因 子得点 が ラングホブデ,ス カル

ブスネス地域のザ クロ石黒雲 母片麻岩及び輝石片麻岩 にお いて高 く,ス カ ー レンでは全体 的に低 い傾 向がみ られ る。

従 って この因子 はこれ ら岩種の地球化学的特性 を示す もの と考え られ る。また第2因 子はPbとSnの 相 関が高 く,

CrとNiは これ と逆相関を示す 。第2因 子 よ り算 出 した因子得点の高い地域は,ス カル ブスネスと ラングホブデ

に分布す るが,そ の岩種が特定 できないので,こ の因子の地球化学的特性についてはさ らに検討 中で ある。

これ ら発光分光に よる半定量結果 に加えて,高 周波 プラズマ と蛍光X線 の定量値を用いた詳細 な研究 をさ らに継

続 中で ある。

Correlation　 coefficient

　　 Pb

pb1.000

Sn　 Ni

.323-.404

Mn　 Ba　 V　 Zr　 Zn　 Be　 Ti　 Co　 Ca　 Cr

.113-.060-.378-.061-.206.475-.085-.137

Cr

－
.022-.185.0ユ ユ

Sn.3231.000-.122.192.020-.076.036-.014.229.038-.139.011- .004.065

Ni-.404-.1221.000.320.206.727.213.565-.490-.456.395 .385.518.323

Mn.113.192.3201.000.235.427.406.545-.197.486.289.534.230.452

Ba-.060.020.206.2351.000.383.203.245-.449.486.396 .397.010.441

V-.378-.076.727.427.3831.000.339.715-.563.592 .410.573.443.464

Zr-.061.036.213.406.203.3391.000.494- .031.340.252.182.327.167

Zn-.206-.014.565.545.245.715.4941.000-.445.669 .448.556.395.500

Be.475.229-.490-.197-.449-.563-.031-.4451.000-.467- .429-.449-.047-.373

Ti-.085.038-.456.486.486.592.340.669-.4671.000.747.690.180 .802

Co-.137-.139.395.289.396.410.252.448-.429.7471.000.470 .127.695

Ca-.022.011.385.534.397.573.182.556-.449.690.4701.000- .033.728

Cr-.185-.004.518.230.010.443.327.395-.047.180.127- .0331.000.033

Sr.011.065.323.452.44ユ.464.167.500-.373.803.695 .729.0331.000

表1.各 地域か らの全データ ー括処理 による相 関係数値
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E.Ongufk W.Ongul Lang

　 houde
Skarvsnes Ska;len

)k*

All　 area

Be ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

Ca ● ● ● ● ●

Ti ● ● ● ● ● ●

V ● ● ● ● ●

Cr ● ● ●

Mn ● ● ● ● ●

Co ● ● ● ●

Ni ● ● ● ● ●

Zn ● ● ● ● ● ●

Sr ● ● ● ●

Zr ● ● ● ● ● ●

Sn ●

Ba ● ●

Pb ● ▲ ▲ ▲

表2.主 成 分分析 による第1因 子 の地域特性

● 正相関 ▲ 負相関

表2主 成分分析 による第1因 子の地域 特性

E.Ongufk W.Ongul Lang

houde
Skarvsnes Skallen

**All
　 area

Be ▲ ● ● ●

Ca ● ●

Ti ●

V ●

Cr ● ▲

Mn ● ● ●

Co ▲ ▲ ▲

Ni ●

Zn

Sr ● ●

Zr ● ▲

Sn ● ● ● ● ●
Ba ● ▲ ▲

Pb ▲ ● ● ● ●

表3.主 成分分析に よる第2因 子の地域特性

● 正相関 ▲ 負相関

表2・表3とも{
*に 各糠 ㌫ ≠ ㌻躊.

表3主 成分分析による第2因 子の地域特性
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南 極 地 域 にお け る鉱 物 資 源 の ポ テ ン シ ャ リネ ー に つ い て の地 球 科 学 的研 究 ※ 大町 北 一郎(山

形大学理学部教授),兼 平慶一 郎(千 葉 大学理 学部教授),金 谷 弘(地 質調査所主任研究官)西 山 孝(京 都

大学工学部助手),奥 野孝 晴(動 力炉核燃 料開発事業団海外調査室長):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),

白石和行(助 手)

本年度は,南 極 大陸及び周辺部 に関 して,鉱 物 ・エネルギー資源の研究 に関す る内外の報告を収集 し,そ の結果

について評価を行 った。

(1)南 極大陸に関す る資源調査の報告書 にっいては,基 本 となる地質及 び地質構造に関 して取扱 った報 告書 は極

めて少 い。

② 南極大陸の周辺海域については,海 底石油 ・天然 ガスの賦存可能 性につ いて略述 した ものが多 く,発 表 され

た鉱量 につ いて は,予 想鉱 量的な ものに とどま る。

(3)従 って,こ れ らの報告書を資料 として資源的な評価 をす ることは,極 めて難 しい ことがわか った。

従 って,南 極地域 のエネルギ ー ・鉱物資源の資源的評価 を行 うためには,一 般地質,岩 石及 び地質構造に関す る

報告書 か ら,鉱 物資源の存在量地域を選 出す ることが必要 であることがわか ったので,次 年度 はこれ らの報告書を

収集 して,特 定地域 の鉱種(石 油,天 然 ガス,鉄,銅,希 元素)を 考え,地 質鉱床学的な立場か らのケ ース ・スタ

デ ィー(探 査方法,開 発手段)を 実施 し,資 源評価を行 いたい。 なおこの他 に,今 後南極地域の地学調査に関係 し

て,資 源 調査 に必要 なマニュアルを作成 し,基 礎資料作成 に資す るべ く,準 備 を行 って いる。

南 極 海 底 堆 積 物 の古 地 磁 気 学 及 岩 石 学 的 研 究 ※小林和男(東 京大学海洋研究所教授),古 田俊夫

(東京 大学海 洋研究所技官):船 木 實(助 手)

深海底堆積物の古地磁気測定及 びその結果 に基づ く古地磁気層序 は各海域で 多 くの成果が報告 されてお り,堆 積

物の古生物学 的研究酸素 同位体の研究 と併せて,堆 積速度,堆 積環境,岩 石記載,テ ク トニクス等が明 らかにな っ

て きた。本研究では南極海域で ピス トンコアラーによ って採取 された試料 にっいて,い くつかの測定方法で測定を

行な った。すでに今回用 いた試料の古地磁気測定の結果は報告 されて いるが,今 回はその結果 をさらに詳 しく測定

し,地 磁気の逆転 ・正転期 に地球磁場が どの ように変化 していたで あろうかを調べ,堆 積物の構成物質 との相関を

検討す ることが主たる研究 目的で あった。

結果:測 定結果 のま とめはデータ処理 の過程で はあ るが,現 段 階まで に明 らかになった事柄 につ いて示す。

1.試 料の乾燥が著 しいため,現 有 の8cfiの 測定試料か ら,さ らに薄 い試料 を作 り出す ことが きわめて困難であ

ること。 したが っておお くの場合8c㎡ の試料 その ものを測定せざ るを得 なか った。 その結果 は,す でに報告 されて

いるデータと大き くは異 な っていない結果が得 られた。

2.薄 く切 り出 した試料 の測定 も行 なってみ たが,切 り出す 時の試料 の変形 がさけることがで きず,測 定結果は

かな りバ ラつき,も との残留磁気か ら期待 された結果は得 られなか った。

3.堆 積物を構成す る物質 と残留磁気の特性の相互関係 も調 べる予定 でいたが,ご く一部 の試料のみ しか処理が

で きなか った。現段 階で は数点の結果 しか得 られていないので結論す ることはできないが,構 成物質が粗い場合 一

おそ らく陸性 起源 の物質が氷 山,氷 河等 の運搬手段によ って運 ばれてきたと推定 される一,残 留磁気 は他に比べて

大 きいが不安定度 も大きい。堆積物 の岩相 はコア全体で必ず しも一様 でな く,気 候変化 に伴 う氷床の変動の ような

堆積環境の変化 が何度 か存在 したことを示唆 して いると思われ る。 しか しその変化 と残留磁気 との相関 は今の とこ

ろ明 らかでない。

以上の結果 か ら,今 後の研究の課題 と して次の ことが揚げ られる。

1.試 料の作製及 び測定方法の何 らかの工夫が必要であ る。2.試 料 はできる限 り採取 した時の状態を保つ よう

保存 しなければな らない。3.古 地磁気学的研究 と併せて古生物学 的研究,堆 積学 的研究等 の共 同研究 をより密接

に行な うことが望ま しい。

エレバス火山の地球物理学的研究 ※横山 泉(北 海道大学理学部教授) ,高波鐵夫(北 海道大学理学

部助手),山 下 済(北 海道大学理学部有珠火山観測所助手),下 鶴大輔(東 京大学地震研究所教授),伊 藤 潔
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(京都大学理学部地震 予知観測地域 セ ンター助手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助手):楠 宏(教 授),神 沼

克伊(教 授),高 木章雄(教 授),渋 谷和雄(助 手)

研究成果

南極 ・ロス島にあ るエ レバス山は,南 極地域 にお ける数少 い活火山の一つであ り,山 頂に溶岩湖を持つ。 この火

山 につ いて,日 本 ・米 ・ニ ュージー ラン ドの三国共同 により1980年 度 か ら,地 球 物理 学 的観 測 が行 わ れて い る

(IMESS)。1980年 度 には,エ レバス山に地 震観 測点3点 が設置されテ レメータ観測が開始 され た。 また,日 本隊

は山頂付近に地震 計6台 を臨時に設置 し観測を行 った。 これ らの成果か ら,エ レバス山には火 山性地震 が絶 えず活

発に発生 し,噴 火活動 も活発であることが認め られ た。地震活動の中心は山体直下にあ りその発 生様式 は群発 的で

あることが分 った。

1981年 度 には,新 たに2点 のテ レメータ観測点が設置 され スコ ッ ト基地の地震計 とともに計6点 のテ レメータ観

測網にな った。太陽電 池を使 っているため冬期の2か 月間 を除 き年間を通 じ稼動 した。また,日 本隊は,エ レバス

山腹に4点 の臨時観測点を設置 し,1981年12月 の約3週 間観測を し,テ レメ ータ観測網 と合せ10点 の観測点 でのデ

ータが とれた。 これ らの結 果か ら,エ レバ ス山 にお ける地震活動,噴 火活動は,80年 度 に引き続 き活発 である こと

がわか った。特 に噴火 活動 に関連 した火 山性地震について は,精 度 よい震源決定を行ないその震 源分布を求 めた。

それ らか ら,震 源は山体直下で火 口の北東側1～2㎞ に海面下1㎞ の深 さまでに大部 分が集 中 して分布す る ことが

わか った。 これ らか ら,震 源分布域以深 にマ グマ溜 りの存在 とそ こか ら火 口までの火 道の存在 が推定 される。

1982年 度 には,前 年度 か らのテ レメータ観測網が稼動 し,ま た,日 本隊は9点 の臨時観測点 を設 置 し,50日 間観

測を行 った。更 に山頂付近 では重力の測定 も行われた。エ レバス山の地震 活動,噴 火 活動 は,前 年度 に引き続 き活

発である。 テ レメータ観測網か ら得 られた記録によ ると,1982年10月8日 に,群 発地震 が発生 した。 この地震群 に

ついて,震 源決定 を行 いその震源分布を求めた ところ,そ の震源は火 口か ら北西側5～7㎞ の付近で深 さは海面下

1～6㎞ に集 中 して分布す ることがわか った。
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第1図1982年10月8日 に発生 した

群発地震の震央 分布

第2図 地震の震源分布から推定さ

れるエレバス火山の山体像
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南 極 周 辺 海域 の 重 力 分布 の研 究 ※瀬川爾朗(東 京 大学海洋研究所助教授) ,春 日 隆(東 京 大学 東京

天文 台助手):楠 宏(教 授),神 沼克伊(教 授)

1980年 に極地研究所 と東京大学海洋研究所 とが共同開発 したNIPRORI　 -　1型 の海上重力計のデ ータを もとに,

データの解析を行な った。　NIPRORI-1型 を用いた海上重力測定 は,第22次 夏隊 により,1980年11月25日 の東

京 出港か ら1981年4月20日 の帰港まで,「 ふ じ」の全航海 を通 じて実施 した。 さ らに,第23次 夏隊によ る航海で も,

ほ ゾ順調 な観測が継続 された。

得 られ た重力異常値をみ ると,東 南極の大陸棚では,氷 食地形 を除 き,全 体 と して アイソスタシーが成 りた って

いる。 またモ ー リシャス南の グンネ ラス海堆では,そ の根 もとに一70mga1に も及ぶ負の フ リーエ ア重力 異常 が

観測 され,地 下深部に広範囲にわた り密度の小さな物質が存在す ることが推定 された。

昭和 基 地 を 中 心 とす る南 極 大 陸 の熱 流 量 分 布 な らび に地 磁 気 と地 殻 傾斜 変 動 の解 析

※神沼 克伊(教 授),木 下 肇(千 葉大学理学部 助教授),浅 沼俊夫(千 葉大学理学部助手):渋 谷和雄(助 手)

1.地 殻熱流量測定

昭和基地周辺の リュツォ ・ホル ム湾内で測定 した地殻熱流量観測記録の解析を実施 した。まず,使 用 した測定器

械 の綜合特性の検定を行ない,現 地で得 られた記録 の補正を実施 し,海 水の垂直温度プ ロファイルと,表 層堆積物

の温度勾配 を決定 した。同時に海底地形,海 底 面温度変動の影響 について考察を加えた。

2.重 力測定

1981年4月 ～12月 の間に ラコス トG-183重 力計を用 いて得 られた昭和基地周辺露岩地区119点,大 陸内部118

点,海 氷上69点,計306点 の重力値を決定 した。

3.傾 斜観測

本年度 は1981年4月 ～12月 の9カ 月間の記録に関 して予備的な解析を実施 した。記録は打点 式記録計 のアナログ

チ ャー トのみのため1日4回 の値を読み とった。

3-1埋 設型傾斜計

埋設型傾斜計 出力はX(E-W),Y(N-S)2成 分 あり,4月 観測開始時点よ りXは 東上 り,Yは 南上 りの方

向へ傾斜 し,9月 中旬～10月 上旬極 大に達 したあ と12月下旬 には4月 上旬の値に復 した。 この記録 は並行 して行な

われた地下温度連続観測の深度2mの 記録 と良 い相 関を示 した。傾斜計は深 さ約2mの 孔に埋設 されてお り,傾 斜

の出力が地温の変化に大き く影響 され ることがわか った。

3-2水 管傾斜計

水管傾斜計 はAB(お よそNE　 -　SW),　 CD　 (およそNW-SE)2成 分が 地表 に設 置 されて い る。記 録 の

日変化 は,全 体に 日照時間の短かい冬期 間の変動 は気温の変動に,夏 期間は 日射の変動 に大き く影響を受 けて いる。

南 極 プ レ ー トの境 界 に発 生 す る地 震 の発 生 機 構 ※川崎一 朗(富 山大学 理学 部 助 教授):高 木 章雄

(客員教授),神 沼克伊(教 授),渋 谷和雄(助 手)

56年 度 はエル タニ ン断裂帯に発生 した地震10個(Ms>5.8)に っいてメカニズムと地震 モーメン トを モーメン

トテ ンソルインバ ージョンによ り求 めたが,57年 度 は同 じ方法で南極半 島一 ドレイク海 峡周辺域(54°-70°S,

60°-85°W)に 発 生 したMs>6,5以 上の4個 の地震を解析 した。 図はそのメカニ ズム解 である。1は3.7×1(f6

dyne・　cmの 地震モーメ ン トを持 つ世界最大規模の大 トランス フォーム断層 型地震 で,エ ル タ ニ ン断 裂帯 と比較す

ると中央海嶺の拡大速度 の大小 に応 じ地震規模の大小が生 じることを示唆す る。　IIはモーメ ン ト2.4×1(戸dyne・

cmの 正断層型地震 でテク トニクス的な解釈 を詳細 に行 う必要があ る。 皿は0.7×1026dyne・cmの 垂直縦ずれ型地

震,　IVは0.5×1(戸dyne・ 　cmの プ レー ト内部地震 と しては珍 らしく大 きな地 震 であ る。 この ように多様な浅い大

地震が発生す る理由を説 明す るために,今 後更 に地震学的,地 球物理学 的調査,解 析 を行 う必要が ある。
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氷 壁 と極 微 小地 震 の ア ナ ロ ジー ※神沼 克伊(教 授):宮 下 芳(茨 城 大学 理 学部 助手),高 木章 雄

(客員教授),渋 谷和雄(助 手)

マグニチュー ドの小 さい自然地震 と氷震の性質 の対応 を見 るため,昭 和基地で集録 された氷霧 と思 われ る波形 の

見 直 しを行 った。 それ らをたんねんに調べ ると波形 は定性 的に見 て図の例の よ うな2つ の グル ープに大別 され る。

groupI　 groロp　ll

－

バ あ

轍羅晒

粥齢一

鞭 紳 、一 一

グル ープ1は 単一の周波数に近いスペク トルを持 ち大地震で励起 され る表面波の縮小版 とい う顔つきを持ち,グ

ル ープllは 微小地震 と似た顔つきを している。今後 これ らのスペ ク トル構造を調べ,微 小地震 との比較検 討を行い

たい。

リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 周 辺 地 域 の 海 成 堆 積 物 と地 形 ※吉 田栄夫(教 授),多 井義郎(広 島大 学総 合 科

学部教授),佐 藤任弘(海 上保安庁水路 部測量課長),佐 々木清隆(東 北大学理学部助手),加 藤道雄(金 沢 大 学

教養部助教授):森 脇喜一(助 手)

第22次 観測で得 られた リュツォ ・ホルム湾の湾奥部 および中西部 の測深資料 と,従 来の測深資料を合わせて,海

底地形図 を作成 した。 リュッォ ・ホルム湾の海底地形 の特徴 をあげると,ま ず リュツォ ・ホルム湾は,大 陸棚のい

わ ゆるinner　 shelfで 占め られたところが広 く,そ こに顕著な沈水氷食 谷系が形成 されて いる。 その知 られ た最 深

部 は白旗氷河沖の1560mで あ る。
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水深は露岩付近 で も急激 に深 まって お り,波 浪 による浅海底の侵食台の形成や,堆 積物 の沈積,移 動 がめったに

起 らない ことを示 して いる。従 って,氷 河 による侵食形態 が よ く残 存 し,　basins　and　sillsの 特 徴 を呈す る。

basinに はその厚 さは不 明で あるが しば しば細粒物が堆積 してい る。柱状採泥器によ る海底堆積 物 の柱状 資 料 が

得 られたのはこのような　basinか らで ある。 これ らの氷食谷群は過去の氷床の拡大時期 に形成された ことは明 ら

か であるが,そ の時代 は明確で ない。現在進めて いる海底堆積物の性 質の解明が,そ れを解 く鍵の一 つとなること

が 期待 される。

白旗 氷河沖か ら北へ延 びる谷 は,テ ー レン氷河沖の谷な どを併せ るが,直 線性が著 しく,か つ北部 では東側の谷

壁のみ顕著な非対称谷 をな して いる。 この谷を境 と して東側 と西側 では海 底の水深が200～300m異 なる。 これ ら

は,こ の谷が構造運動 にその主要 な起源 をおいて いることを示唆す る。オ ングル海峡か ら北方 に伸 びる谷 も直線性

が高 く,し か もこれは海岸線 と平行 ない し斜交 し,通 常,沈 水氷食谷が海岸 線をほ ゴ直交す る氷流 の延長方向 に伸

び るの と著 しく異 って いる。従 って これ もまた,構 造線起源の ものであ る可能性が高い。

オ ングル諸島か ら北方へ は,周 辺 よ り浅 い海底が大陸棚縁辺まで伸 びてい る。 この ことは,こ こが前記 の2つ の

構造線に境 された,高 台となったブロ ックで あることを示唆す る。 さらに大地形的に大陸棚分布 をみ ると,大 陸棚

外縁は,東 のプ ンスオ ラフ海岸,西 の リーセル ・ラルセ ン半島に沿 って海 岸線に平行的で,そ れぞれENE　 -　WSW,

NW-SEに 伸 びる。 リュツォ ・ホルム湾 は両者の配列の地形的転換 点に当 ってお り,大 きな構造的低地帯 という

ことができよ う。 このよ うな低地帯 に沿 って著 しい氷流の集中があ り,顕 著な氷食谷群 の形成 がなされ たと考え ら

れ る。

古 い断裂に起源を もつ とされ るmarginal　 channelの 地形 につ いて は資料が まだ充分でな く,前 述 の構 造 運動

も しくは構造線 の検証 とともに今後 の課題 である。
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リ ュツ オ ・ホ ル ム 湾 沿 岸 露 岩地 帯 の地 形 学的 研 究 ※戸谷 洋(東 京都立 大学理学 部教 授),五 百 沢

智也(五 百沢研究所所長),小 疇 尚(明 治大学文学部教授),小 野有五(筑 波大学地 球科学系講師):吉 田栄 夫

(教授),藤 井理行(助 教授),森 脇 喜一(助 手)

リュツォ ・ホル ム湾沿岸露岩の中か ら,情 報量が豊富 なカラー空 中写真があ ること,地 質図が刊行 されてい るこ

と,現 地の地形調査がな されている こと,か な り大 きい露岩で あること等 の条件を満 たす ラングホブデ(約52㎞)

が研究対象露岩に選ばれ,地 形学 図および同説明書 を作成す ることに目標が置かれた。

リュツォ ・ホルム湾沿岸の露岩に共通す る特徴 は,堆 積物か ら成 る地形 に乏 しく,ほ とん どすべてが氷食 された

地形か ら成 ること,殆 ん どが氷食 地形 であるが,種 々の規模 および形態 に分類 され,そ の地形は構成岩種や地質構

造 と密接に関連 した起伏や配列を示 していること,現 在 は氷河作用以外の地形営力が作用 してい る等であ る。

地形学図の作成に当 って ホ ブ デ 湾

は,地 形形成営力の違いに

よる地形分類では極めて単

調な ものにな るので様々な

方法が検討 された。その結

果,か な り困難ではあ るが,

地形形成営力,形 態要素,

地質等を一枚の地形学図に

表現す ることが可能であ る

との見通 しが得 られた。図

に中間行程の一図であ る地

形分類図を示す。

南極の沿岸地域で もアム

ンゼ ン湾沿岸の露岩の地形

は,リ ュツォ ・ホルム湾沿

岸の露岩 と異な り急峻であ

る。 このア ムンゼ ン湾沿岸

の露岩には第23次 夏隊の帰

途に予察的調査が実施 され

た。その報告は第3回 南極

地学 シンポ ジウムで発表 さ

れたが,当 地域はオース ト

ラ リアによ って空中写真撮

影が終了 してお り空中写真

の入手が可能であ る。当共

同研究で も,比 較的なだ ら

かな地形を呈す る リュツォ

・ホルム湾沿岸露岩 との比

較研究の意味か らもア ムン

ゼ ン湾沿岸の露岩の地形研

究を行 うことが検討 された。
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込 まれた凍結 した池の面か

ら導 き出 した水平 とを デー

タと して利用 した。使用 し

た図化機 は極地研究所の二

級図化機WildB8sで あ る。

は じめにセール ・ロ ンダー

ネ中北部 のオース トカ ンパ

ネ 北部 の 図化 を行 った。

(図)。 こ こは凍結 した池

が存在す るので ほゴ水平が

出せた ことか ら,高 度の絶

対値 の信用度 は低い ものの

かな り正確 に地形が表現 さ

れたと思われ る。更に,中

南部 のヴ ァル ヌムの一部の

図化 を行 ったが,こ こには

水平 を導 き出すデ ータも地

物 もないため,表 現 された

地形の信用度はやや低い。

セ ール ・ロンダーネ山地

の全容を視覚的に把握 し易

す くす る目的で,22次 撮影

の空中写真を縮小 して複製

し,そ れ らをっ なぎ合 わせ

たモザイク写真地形(約1:

18万)を 作成 した。モ ザ イ

ク写 真図の作成 には,ノ ル

ウェー極地研の1:25万 地

形図と ラン ドサ ット衛星写

真 か ら得 られ る位置の デー

タを利 用 した。

内陸 山 脈 にお け る地 形 学 的 研 究 ※藤原健蔵(広 島大学文学部教授),林 正久(島 根 大学 教 育学 部 講

師),岩 田修二(東 京都立大学理学部助手):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)

や まと山脈の従来の空中写真に加え,22次 隊撮影のカ ラー空中写真,国 土地理院 よ り刊行 され た1125,000地 形

図の判読 を行 い,や まと山脈B群,C群,D群 の地形分類図(1:25,000)が 作成 され た。 これ らには更に現地調

査 による知見 にもとつ く検討が加え られて完成 され る。

第25次 観測以降 に日本の南極観測活動が展開 され る予定 のセール ・ロンダーネ山地 は,第21次 隊 によ る斜め空中

写真 と,ノ ルウェー極地研究所発行の1:25万 地形図 とか ら小縮尺 の地形分類図が既 に作成 されてい る。第22次 隊

は,同 山地主部の ほx"80%を カバ ーす るカラー空中写真(1:34,000～1:55,000)を 撮影 した。当山地の大縮尺

の地形 図はまだ無か ったので,今 年度 はサ ンプル地域 の1:25000程 度の地形図作成を試み た。地上の測地データ

が無 いので,必 ず しも正確

ではないが,ノ ルウェー極
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南 極地 域 にお け る物 質 の 生 成 ・循 環 ・収 支 に関 す る地 球 化 学 的 研 究 ※綿稜 邦 彦(東 京大学 教 養学

部助教授),中 井信之(名 古屋大学理学部教授),鳥 居鉄也(千 葉工業 大学教授),村 田貞雄(千 葉一[業大学 講師),

中谷 周(弘 前大学理学部助教授),和 田英 太郎(三 菱化成 ・生命科学研究所室長),村 山浩太(横 浜国立大学教

育学部助手),由 佐悠紀(京 都大学理学部助教授):吉 田栄 夫(教 授),神 沼克伊(教 授),矢 内桂 三(助 教 授)

1.南 極 ドライバ レー地域の湖沼の諸性 質 と塩起源 に関 して従来 か ら行 って いる研究の継続 と して,今 回は と く

に大陸氷末端 に近い ラビ リンス及び上部 ビク トリア谷 の湖沼群 の調 査を行 った。 その結果,従 来知 られていなか っ

た海抜高度の高い地域 にも塩湖が存 在す る こと,ま たその塩化物成 分は海水 の低温濃縮 による組成変化のパ ターン

に類似す るが,主 成分に併せて微量元素の組成 か ら検討す ると,こ れ ら塩類 は大気 エーロゾル→降水 ・ドライフォ

ール アウ ト→氷河 ・氷河融水→濃縮(湖 沼)の 輸送径路 で もた らされたことが明 らかに なった。 また,こ れ らの塩

起源 に関連 して ホウ素の分布 も明 らかに した。

2.南 極の水銀の分布 に関す る知見は,こ れまで少 く,挙 動 は明 らか でなか った。 ドライバ レー地域で得 られ た

風化生成物,堆 積物,藻 類,コ ケ等の分析 によ り,顕 著 な生物 濃縮 が認 め られ,ま たこの地域で は全有機炭素濃度

が水銀の分布を決定す る重要な因子 である ことを明 らかに した。

3.テ イラー谷 ポニ ー湖東端付近 よ り採集 したア ラゴナイ トの藻片の鏡下観察 か ら,明 らか な堆積構造 と,各 層

ごとに結晶の級化構造が認め られた。 これは このア ラゴナイ トが水中で生物 の関与 による生成 ・堆積 を繰返 したこ

とによると考 え られ る。他資料 と併せてテ イラー谷の地史,ポ ニ ー湖の生成 過程 についてさ らに検討 を進 めて いる。

4.ド ンフ ァン池 より得 られた柱状資料6本(0.5～2m長)の 水溶性及 び酸抽 出の各溶液 中の微量元素 の測定

を行 い,塩 類の起源 に関連す る塩水の化学組成の変化を調べ,　Sr,　 Na,　 MgのCaに 対す る相対濃度 の,過 去

か ら現在へ向 っての漸増,　Ca,　 Mg,　 Fe及 びMnの 分布 と存 在状 態等 を明らかに した。

5.ロ ス島バ ー ド岬の アデ リーペ ンギ ンル ッカ リー,ロ ス海及 び南極海か ら採集 され たプ ランク トン,魚,ペ ン

ギ ン,そ の排泄物,風 化生成物,藻 類等の δ15Nを 測定 し,ペ ンギ ン生態系 にお ける窒素の同位体比の変動 を明 ら

か に した。

6.ド ライバ レー地域,昭 和基地周辺及びベス トフォール ドヒルズ等 の試料 につ いての,有 機物の研究を行 い,

と くに各種の脂肪酸の分析を行い,そ の分布 と環境 の関連について考察 を行 った。

リ ュツ ォホ ル ム 湾 周 辺地 域 の環 境 汚染 の化 学 研 究 ※立川 涼(愛 媛大学農学部教 授),日 高 秀 夫

(愛媛大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇喜一(助 手)

第22次 観測 にお いて,環 境科学研究の一環 として,有 機塩 素化合物及 び重金属類 の環境動態 に関す る研究 のため,

大気,氷 雪,海 水,陸 水,底 質,プ ランク トン,ベ ン トス,魚 類,ペ ンギ ン,ウ ェ ッデル アザ ラシな どの試料 を採

集 し,ま たふ じ船上での大気の採集を行 った。別 に第一次BIOMASS計 画の航海 中,南 大洋 の大気,海 水 を も採

集 した。

本年度 はこれ ら試料の うち,主 に大気,氷 雪,海 水,魚,ウ ェ ッデルアザ ラシについて化学分析を行 い,

DDTs,　 PCBs,　 HCHs,　 クロル ダンな どの有機 塩素化 合物 の南極へ の輸送 と,南 極地域 で の有 機塩 素化 合物

及 び重金属類 の動態 とその生態系への影響について検討 した。 現在 までに得 られ た結果の概要 は次の通 りで ある。

南極地域で採集 した全試料か ら,人 工有機塩素化 合物 を検 出 した。 南極地域へ は北方大陸で使用 した ものが主 に

大気経 由で輸送 される。 大気 中の有機塩素化合物濃度は,低 緯 度地域 か ら南極大陸へ 向け明 らか に減少す る。

南極大気 中のDDTs濃 度 は南半球の夏に高 く,　PCBsは 夏期 の終 りに比較 的高か ったが,　HCHsは 顕 著 な季

節変化 を示 さなか った。 これ は,北 方大陸での使用状況や各化合物 の物 理化学性 の違 いによる もので あろ う。大気

経 由で運 ばれ た有機塩素化合物 は雪に蓄積す る。

みずほ基地 における雪 の層位別分析 によ り,1960年 頃の極大気中の有機塩素化 合物濃度 は現在 と比 べ,大 きな差

はないと推測 される。

定 着氷域 では有機塩素化 合物の海洋への供給は,夏 期の融雪 に より行 われる。一 次生産の活発 な定着氷下 では,

水溶性 の小 さいDDTsや 高塩素PCBsほ ど懸濁物に吸着 し,速 かに沈降除去され,そ の結果海 水中の濃度 が 著 し

く低 下す る。低 い海水 中濃度 を反映 して,魚 類中の有機塩素化合物濃度 は他 の海域 のそれより低 い。魚の体長又 は
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体重 と濃度 との間に正 の相 関が認め られた。

以上 のよ うな有機塩素化合物 の動態及 び食物連鎖系が単純かっ短いため,連 鎖系最上位の ウェッデルアザ ラシの

有機 塩素化 合物 の蓄積 も,他 の海域 におけ る海産捕乳類のそれに比 し著 しく低 い。

内部 に大 きな汚染物質発生源 のない南極地域 の環境中の有機塩素化合物濃度は,外 部に比べて低 く,か つ均一で

ある。

ウェ ッデルアザ ラシに蓄積 して いる重金属類で は,他 海域のアザ ラシ類 に比べ とくにHg濃 度 が低 く,南 極海で

のHgの 環 境濃度が低 いことを示 唆 して いる。

リュツ ォホ ル ム湾 周 辺 地 域 の花 粉 の分 布 と環 境 ※山中三男(高 知 大学理学部 教 授),穂 積 和 夫(名

古屋大学農学 部教授),末 田達彦(名 古屋大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合 孝男(教 授),森 脇喜 一

(助手)

本年度 は,第15次 観測で採取 され た積雪,湖 底堆積物,海 底堆積物 中に見出された花粉 の同定 を行 った。

雪 試料は昭和基地環境棟前 に積 ったもので,融 か して約IO¢ とな った ものを蒸発 させ,残 量を　acetolysis処 理

を行 ってプ レパ ラー トを作成 し,検 鏡 した。

湖底堆 積物 は,ラ ングホブデのザ クロ池,ス カル ブスネスの舟底 池及び西オ ングル島の大池 か ら得 られ たもので,

それ らの試料をKOH　 -　ZnC1　2　-　acetolysis処 理を行 った後プ レパ ラー トを作 成 し,検 鏡 した。

海底堆積物 は,ラ ングホブデの青氷湾及 び昭和基地付近の海底か ら採取 された シル ト質 の もので,湖 底堆積物 と

同一処 理を行 って検鏡 した。

各 試料か ら検 出 した花粉 と胞子の数 を表に示 した。科または属 の レベルまで同定 できたのは,　Pinaceae　 (マツ

科)　 Quercus　 (コ ナ ラ属),　 Gramineae(イ ヌ科),　 Cyperaceae　 (　カヤ ツ リグサ 科),　 Caryophyllaceae

(ナ デ シコ科),　Compositae　 (キク科)の6種 類であ る。　Sporeは すべて シダ植物 の胞 子 で,モ ノ レー ト型 と

トライ レー ト型 の2種 類が認め られ た。検 出 した花粉の うち,イ ネ科 の花 粉が最 も多 く,つ いで シダ胞子,マ ツ科

の順 とな っている。 同定で きなか った花粉が,全 試料を通 じて43個 あった。 これ らの うちには花粉が著 しく損傷 し

ていて同定不能 であったもの と,形 ははっきり してい るが,恐 らく南半球産 の植物 に由来 して いるたあ,北 半球の

植物 の知識 では判定で きなか ったものの両者が含まれている。 しか し,こ れ ら未 同定の花粉の うち には,北 半球に

多 くみ られるAlnus　 (ハ ンノキ属),　Betula　 (カバ ノキ属)及 びUlmus　 (ニ レ属)な どと考え られ る花 粉 もあ

る。

現在,南 極大陸で はシダ植物 は全 くみ られず,種 子植物 はイネ科 のナ ンキ ョクコメススキとナデ シコ科のナ ンキ

ョクミ ドリナデシコが,南 極半島の南緯6S° 以 北の ところに生育 して いるのみで ある。今回検出 した イネ科 とナデ

シコ科 の花 粉が,上 記の2種 類に 由来 してい ると仮定 して も,4000㎞ 以上 の距離 を飛んで きた ことにな る。マ ツ科

やコナ ラ属 の植物が生育 してい る場所で,昭 和基地周 辺か ら最 も近 い所 は南 アフ リカであ るが,そ れで も4000㎞ ほ

ど離 れている。従 って いずれの花粉 も少 くとも4000㎞ 以上離れ たところか ら飛んで きた ものであ る。

雪 中の花粉分析結果は今の ところ1例 のみで,比 較 することはで きないが,湖 底 ・海底の試料は採取場所によ っ

て花粉含有量 にかな りの差がみ られ る。 とくに青氷湾の堆積物で は100g当 り38個 の花粉 ・胞子が検 出 されている

のに,同 量の昭和基地付近の海底堆積物か らは全 く出現 しなか った。 この ことは夏季の氷の融 け具合や,地 形によ

る融氷水流入の状況の違いが反映 してい ると考 え られる。今後 さ らにデータを蓄積 して,こ れ らの問題 を も解 明 し

たい。

表

Pmacae　 Gramineae　 (cyperaceae　 Quercus　 Caryophyllaceae　 composi、aesporeundet

Snow 2 6 1 1 1 2 8

Lake
Zakuyo 5 1 4 2 6

Lake

Funa-Zoko
4 1 1 1 2

Lake　　 O
OIke 2

Aogorl

　　　 Bay
4 9 2 2 1 1
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イ)特 別共同研究

リモー トセ ンシング,地 上諸物 理探 査,及 び グラン ド・トルースと しての地形 ・地質調査 の成果 を蓄

積 し,こ れ らを総合的 に解釈 して,対 象地域 の地 殻構造 を とらえよ うとす る ものである。昭和57年 度 は初年度 と し

て,リ ュツォ・ホル ム湾域 を中心に,主 として20次 一22次観 測によ って得 られた資料の整理を行 い,各 分野 の結果

の一部又 は大部分の まとめを実施 した。 これ らは,リ ュツ ォ・ホルム湾沿岸 か らプ リンスオ ラフ海岸 にか けて の基

盤岩体の地質構造解析及 び変成相の区分 と再検討,露 岩地形 の地形 分類と地形学 図の作成,海 底 地形 図の作成 とこ

れ に基づ く重力分布,地 殻熱流量測定結 果の検討,人 工地震探 査による浅層及 び深層地殻構造や,氷 床 の解析,航

空磁気測量 による白癩氷河下流域の磁気異常 の分布,人 工衛星位 置決 定法 による人工 地震探査測 線上 の氷床流動 の

測定 などで ある。

次年度以降 は,こ れ ら各分野別の一次的解析の未 了部分を進め るとともに岩石帯磁率測定,化 学分析,年 代決定

など基礎的資料 を蓄積 した上で,個 別の成果を総 合的に検討す るための各種 の図化 を行 って,諸 現象 間の関連性 を

求 める作業 を行 う予定であ る。

南 極 地 域 にお け る地 殻 構 造 の 解 析 ※吉 田栄夫(教 授),木 崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),大 町北 一

郎(山 形大学理学部教授),藤 原健蔵(広 島大学文学部教 授),松 本 徳夫(山 口大学理学部教授),吉 田 勝(大

阪市立大学理学部講師),佐 々木清隆(東 北大学理学 部助 手),伊 藤 潔(京 都大学理学部助手),伊 神 輝(名

古屋大学理学部助手),岩 田修二(東 京都立 大学理学 部助手):神 沼克伊(教 授),矢 内桂三(助 教 授),白 石

和行(助 手),渋 谷和雄(助 手),船 木 實(助 手)・

本研究 は,

(3)科 学 研 究 費 補 助 金 に よ る 研 究

(奨 励)

南 極 エ ル ス ワ ー ス山 脈 の 古 地 磁 気 学 的 研 究 船木 實(助 手)

南極横断 山脈 と南極半島か らマ リーバー ドラン ドへ続 く山脈は,お 互いおおよそ平行 に発達 しているが,エ ルス

ワース山脈のみが,両 者 に直交す るよ うに発達 してい る。 これは東 ・西南極大陸が テク トニクス的な運動 を した結

果生 じた可能性が あり,南 極大陸の歴史を解 く上 で興味あ る地域 である。

1980年 大阪市立大学の吉 田勝によ って採集 されたエルス ワース山脈地域 の岩石試料の うち,方 位 を持 った46個 の

岩石 について古地磁気学的研究を行な った。試料 は採集 時を再現 し石膏で固め たの ち,2.5cmの 円柱試料 を切 り出

した。 この試料 につ いて,自 然残留磁気(NRM)の 交 流消磁 に対 す る安定性,熱 消磁 に対す る安 定 性 を調 べ た。

なおNRMは 超電導岩石磁力計を中心に用い,一 部の試料 についてはス ピナーマグネ トメーターを用 いた。

測定結果:ほ とんどの火成岩類は交流消磁 に対 して安定であ り,ま た熱 消磁 に対 して も安定な ものが多 い。 これ

らの交流消磁 に対 して不安定な ものは,　NRMの ブ ロッキ ング温度 が300℃ 以下 と低 い。一方 堆 積岩 で は,多 く

の石灰岩のNRMは 弱 く,超 電導岩石磁力計で も測定 できない。また交流消磁 に対 して不安定 な もの も多 く,約

40%の 試料が古地磁気学の研究に適 さない ものであ った。 測定 した岩 石はカ ンプ リア紀あ るい はオル ドビス紀の も

のであるが,各 試料の持つNRMの 方向はバ ラバ ラで ある。熱 消磁 した場合,安 定なNRMの 方向 は全 て の試 料

において大 きな変化を示 さない。以上の ことか らエルスワース山脈 の各地層 は,残 留磁気を獲得 した後に摺曲あ る

いはブロ ック運動 を したと推定 され る。現在 この運動 の様子 を解析 中である。
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Tectonics and Microstructure

of Charnockites around

 Liltzow-Holmbukta, East

Antarctica

Yoshida,M.

Yanai,K

Yoshikura,S.

Ishikawa,T

 Kanisawa,S.

57. 4 Antarctic Geoscience, 511 - 519

Paleomagnetic investigation of

McMurdo Volcanics,

Antarctica

Funaki,M. 58. 1 ON.4, 77, 1 -19

Paleomagnetic investigation of

Ferrar dolerite in the

McMurdo Sound region,

Antarctica

Funaki,M. 58. 1 A6.51t11-, 77, 20-32

Physiography of the Prince

Olav and the Prince Harald

Coasts, East Antarctica

Yoshida,Y. 58. 2  Mem.Natl.Inst
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Paleomagnetic investigation of

the Beacon Group in the

McMurdo Sound region,

Antarctica

 Funaki,M 58. 3  MfrN.W4, 78, 1 -14

Natural remanent magnetizati-

ons of Beacon Group in

McMurdo Sound,Antarctica

Funaki,M. 57.12 Rock Magnetism and

Paleogeophysics,  9  ,

 80-87

A prelimnary investigation of

basement complex in Wright

Valley, McMurdo Sound,

Antarctica

Funaki,M. 57.12 Rock Magnetism and

Paleogeophysics,  9  ,

 88-95

A$210tifp-4 A q 58. 3  ttiV, 28,  3  ,  20  -  32

Seismicity in Antarctica  Kaminuma,K. 57. 4 Antactic Geoscience 919 - 923

Modes of gravity anomaly

distributions in relation to

crustal structure in the

Antarctic continent

Kaminuma,K.

Mizoue,M.

57. 4 Antactic Geoscience 929 - 923

 -  86  -



 t*J-J

On-board test on the  Segawa,J. 57. 9  M42fif476, 36-43

performance of surface ship Kasuga,T.

gravity meter NIPRORI—  1 Kaminuma,K.

Sea gravity measurement in Kasuga,T. 57. 9  P76, 44-54

the Antarctic region on board  Kaminuma,K.

the icebreaker  "  Fuji" in the Segawa,J.

22nd Japanese Antarctic

Research Expedition

 A4.MfuMloVs/7 4M AP 58. 1 A4M=1-77, 134 — 143

Gravity measurment on board Kasuga,T. 57. 4 J.Geode.Soc.Japan, 1 —21

the icebreaker  "Fuji" during Kaminuma,K.

the Japanese Antarctic Segawa,J.

Research Expedition, 1980-1981

Utilization of an NNSS Shibuya,K. 57. 9  M&W-1-M,  63-72

receiver in the explosion  Kaminuma,K.

seismic experiments on the

Prince Olav Coast, East

Antarctica 1  , Recovered UTC

Utilization of an NNSS Shibuya,K. 57. 9  Mt,Nftr476, 73-88

receiver in the explosion Ito,K.

seismic experiments on the  Kaminuma,K.

Prince Olav Coast, East

Antarctica  2  , Positioning

Measurements of underground Shibuya,K. 57. 9 mtiwm476, 89— 100

and underwater temperatures Nagao,T.

by quartz thermometers at Kaminuma,K.

Syowa Station, East Antarctica
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イ)口 頭による発表

題 目 発表者(所 属) 発 表 した 学1会 の 名 称 等 発表年月

東南極,や ま と山脈南部の変成 ・ 白石 和行 日本地質学会,第89年 57.4

深成岩類 浅見 正雄(岡 山大) 学術大会

南 極 ビク トリア ラ ン ド,ラ イ ト谷
告

船木 實 電磁気学会 57.5

基盤岩の古地磁気

南極 リュツォホルム湾東部 地域 佐々木 清隆(東 北大理) 石油技術協会第47回総会 57.7

の堆積物

Geology　 and　 petrology　 of Hiroi,Y.　 (金 沢 大) Fourth　 International 57.8

the　 Prince　 Olav　 Coast Shiraishi,K. Symposium　 on　 Antarctic

Nakai,Y.　 (愛 知 教 育 大) Earth　 Sciences,

Kano,T.　 (山 口大) Adelaide,Australia

Yoshikura,S.　 (高 知 大)

Crustal　 structure　 of　 Mizuho Ikami,A.　 (名 古 屋 大)

Plateau,Antarctica,revealed Ito,K.　 (京 大) 〃 〃

by　 explosion　 seismology Shibuya,K.

Kaminuma,K,

Heat　 flow　 measurements　 in Kaminuma.K.

the　 LUtzow-Holm　 Bay, Nagao,T.　 (千 葉 大) 〃 〃

Antarctica　 -　 A　 preliminary

study一

Geophysical　 investigation　 in Kaminuma,K.

the　 eastern　 part　 of Shibuya,K. 〃 〃

L廿tzow-Holrn　 BaX,

Antarctica

Petrochemical　 study　 of Kanisawa,S　 (東 北 大 ・教 養)

metamorphic　 rocks　 in Yanai,K.

LUtzow-Holm　 Bay　 area,
〃 〃

East　 Antarctica

Geology　 and　 petrology　 of Kojima,H.　 (秋 田大) 〃 〃

th6　 Belgica　 Mountains Yanai,K.

Nishida,T.　 (佐 賀 大)
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題 目 発 表 者(所 属) 発表 した学会の名称等 発表年刀

Stratigraphy　 and　 structure

of　 the　 crystalline　 rocks　 of

LUtzow.Holm　 Bay,East

Antarctica

Nishida,T.　 (佐 賀 大)

Matsumoto,Y.　 (山 口大)

Yoshida,M　 (大 阪 市 大)

Yanai,K.

Kizaki,K.　 (琉 球 大)

Fouth　 hternatiorユal

Symposium　 on　 Antarctic

Earth　 Sciences,

Adelaide　 Australia

.

57.8

Geology　 and　 petrology　 of

the　 Yamato　 Mountains

Shiraishi,K.

Asami,M.　 (岡 山 大)

Ohta,Y.　 (ノ ル ウ ェ ー 極 地 研)

〃 〃

Seismological　 observation

on　 the　 Mt.Erebus,1980-1981

Takanami,T.　 (北 大 ・理)

Kienle,J.　 (ア ラ ス カ 大)

Estes,S.

Kyle,R,P.

Dibble,R.R.　 (ビ ク トリア 大)

Terai,K.

Osada,N.　 (東 大 ・震 研)

Kaminuma,K.

Shibuya,K.

〃 〃

Surface　 geology　 and

geomorphology　 of　 the

LUtzow.Holm　 Bay　 reglon,

Antarctica

Yoshida,Y.

Sasaki,K.　 (東 北 大 ・理)

Moriwaki,K.

〃 〃

Spinels　 in　 calc-silicate　 rocks

from　 the　 coast　 of　 LUtzow-

Holm　 Bay　 and

surrounding　 areas

Matsueda,H.　 (秋 田 大)

Matsumoto,Y.　 (山 口 大)

Motoyoshi,Y.

〃 〃

南極 マクマー ドサウンドの古地磁気 船木 實 電磁気学会 57.10

南極 リュツォホルム湾 の海底地 形 森脇 喜一

吉田 栄夫

日本地理学会秋季大会 57.10

南極の地形形成作用と氷河 吉田 栄夫 〃 〃

東南極プ リンスオ ラフ海岸 に分布

す る原生代変成岩 の温度構造 と変

成相系列

広井 美邦(金 沢大)

白石 和行

ほか南極地 質 グル ープ

日本鉱山地質学会,日 本岩石

鉱物鉱床学会,日 本鉱物学会

連合学術講演会

57.10
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題 目 発表者(所 属) 発表 した学会 の名称等 発表年月

東 南 極 リュ ッ ォホ ル ム 湾 ス カ レビ

ー クハ ル セ ンのMg .A1ス カ ル ン

松枝 大治(秋 田大)

本吉 洋一

松本 密夫(山 口大)

〃 〃

東南極 アムンゼン湾周 辺の変 成岩類 本吉 洋一

松枝 大治(秋 田大)

〃 〃

昭和基地付近の浅層構造 伊藤 潔(京 大 ・地震 観)

伊神 輝(名 大 ・地震予知セ)

渋谷 和雄

神沼 克伊

第3回 南極 地学 シンポジウム 57.10

昭和基地・みずほ基地間の地下

構造

伊神 輝(名 大 ・地震予知セ)

伊藤 潔(京 大 ・地震観)

渋谷 和雄

神沼 克伊

// 〃

人工地震表面波位相速度より求

めた氷床上部の構造

伊神 輝(名 大 ・地震予知セ)

神沼 克伊 〃 〃

昭和基地の傾斜観測(1)

埋設型傾斜計

神沼 克伊

長尾 年恭(千 葉大) 〃 〃

昭和基地の傾斜観測(2)

水管傾斜計

神沼 克伊

長尾 年恭(千 葉大) !ノ tr

南極半島,ド レイク海峡近辺 で発

生 す る地震の メカニズム

川崎 一朗(富 山大)

川原 康俊(富 山大)

渋谷 和雄

神沼 克伊

第3回 南 極地 学 シンポジウム 57.10

南極周辺海域での海上重力測定 春 日 隆(東 大 ・天文台)

神沼 克伊

瀬川 爾朗(東 大 ・海洋研)

〃 〃
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題 目 発表者(所 属) 発 表 した 学 会 の 名 称 等 発 表年月

白癩氷 河域 における航空磁気測量

(JARE　 21に よ る)

渋谷 和雄

田中 豊(千 葉大) 〃 〃

昭和基地付近の地殻熱流量測定 長尾 年恭(千 葉大)

神沼 克伊

〃 〃

1980-1981年 南極 マ ク マ ー ドサ

ゥ ン ド,エ レバ ス火 山 に お け る 地

震 観 測

高波 鉄 夫(北 大 ・理)

神沼 克伊

寺井 啓

長田 昇(東 大 ・震研)

〃 〃

南極エ レバス火山の噴火に伴 う地

震活動 につ いて

馬 場 め ぐみ(千 葉 大)

渋 谷 和雄

Kienle,J.　 (ア ラ ス カ大)

Dibble,R.R.　 (ビ ク トリア大)

〃 〃

南極 ビク トリア ラン ド,ラ イ ト谷

基盤岩 の古地磁気

船木 実

永田 武

〃 〃

東 京 －McMurdo　 Sound間 の 重

力結 合

海外学 術調 査班

代表,中 川一郎(京 大 ・理)

〃 〃

やまと山脈地域の変成岩頚におけ

る鉱物共生関係

浅見 正雄(岡 山大)

白石 和行

〃 〃

プ リンスオ ラフ海岸の岩石学的研

究

広井 美邦(金 沢大)

白石 和行

第3回 南極 地学 シンポジウム 57.10

エ ンダ ー ビー ラ ン ド,ア ム ンゼ ン

湾 周 辺 の 変 成 岩 頚

本吉 洋一

松枝 大治(秋 田大)

〃 〃

リュ ッ ォ ホル ム湾 ス カ レ ビー クハ

ル セ ンのMgoA1　 ス カル ン

松枝 大治(秋 田大)

本吉 洋一

松本 密夫(山 口大)

〃 〃
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題 目 発表者(所 属) 発表 した学会 の名称等 発表年月

ラングホ ブデ及びス カル ブスネス

の未固結堆積物

吉田 栄夫 第3回 南極地学 シ ンポ ジウム 57・10

ア ム ンゼ ン湾,リ ー セル ラル セ ン

山 の地 形 一予 報 一

吉田 栄夫

森脇 喜一

〃 〃

リュツォホル ム湾の海底地形 森脇 喜一

吉田 栄夫

〃 〃

昭和基 地一みずほ基地 間のS-H-Z

ルー ト上での7年 間(JARE14～

21)の 氷床流動量

渋谷 和雄

伊藤 潔(京 大)

〃 〃

やまと山脈の閃長岩類 白石 和行

浅見 正雄(岡 山大)

〃 〃

南極,昭 和基地に設置した埋設型

傾斜計

神沼 克伊

長尾 年恭(千 葉大)

伊藤 潔(京 大 ・地震観)

地震学会

秋季大会

57.10

南極・昭和基地に設置した水管傾

斜計

長尾 年恭(千 葉大)

神沼 克伊

〃 〃

南極・昭和基地付近での地殻熱流

量測定

神沼 克伊

長尾 年恭(千 葉大) 〃 〃

南極 エ レバス火山の噴火に伴 う地

震活動 について

渋 谷 和 雄

馬 場 め ぐみ(千 葉 大)

J,Kienle　 (ア ラス カ大)

R。R。Dibble　 (ビ ク トリア大)

〃 〃

南極エレバス火山の地震活動と噴

火活動

IMESS

(発表者 渋谷和雄)

火山学会

春季大会

57.5

南極 エ レバ ス火山の地震活動 と噴

火活動

IMESS

(発表者 馬場 め ぐみ)

(千葉大)

火山学会

秋季大会

57.10
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(b－ 南極明石)

(1)一 般研 究

南 極 阻 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内 桂 三

第21次 隊 が 越冬 時 に採 集 したYamato-80明 石 及 び,第22次 隊 採集 のYamato-　 81阻 石 につ いて,初 期 処 理 を

行 い,隅 石 台 帳 を作 成 した。　 Yamato　 -80明 石 は14個(962g),粗 分 類 の結 果,ダ イオ ジ ェ ナ イ ト1,Hコ ン

ドライ ト10,Lコ ン ドライ ト3で あ っ た。　 Yamato-81陽 石 は133個(25.2kg),ダ イオ ジ ェ ナ イ ト2個,炭 素

質 陽 石7個(378g)を 含 む。

Yamato-74,75,79限 石 約50個 につ いて,X線 マ イ ク ロア ナ ライ ザ ー　(EPMA)に よ る分 類 を 行 っ た 。 特 に

注 目 され る こ とは,　 Yamato　 -75損 石 の 中 か ら世界 第3番 目の ロー ドラナ イ ト(石 鉄 損 石 の 一 種)を 確 認 した 。

昭 和57年5月 か ら2ケ 月 間,ス ミソ ニ ア ン博 物 館 の 限 石 研 究 者Brian　 Mason博 士 が 当 研 究 所 に 滞 在 し,特 に

阻 石 の 分類 に つ いて 共 同研 究 を行 い,Yarnato-69,73,74,75限 石 のす べて につ いて 観 察 し,そ の うち 約500

個 に つ い て精 密 な 同定 分 類 を実 施 した 。

X線 マ イ ク ロア ナ ライ ザ ーJCXA-733は,昭 和58年3月 か ら分 光器1つ を追 加 し,4チ ャ ンネ ル で 稼 動 し始

め,測 定 の ス ピー ドア ップが はか られ た 。

南 極 陽 石 の 総合 磁 気 的研 究 所長 永田 武 助手 船木 實

本研究 は限石の物理物性 のうち,特 に磁気的性質に着 目して,(1磁 気 的性質か らみた限石の分類,② 損石中の金

属相の諸性質,(3)太 陽系形成時の電磁環境 と限石の熱史,(4)そ の他Fusion　 Crustの 磁 気 的性 質 を明 らか にす る

研究を行な っている。 これ らの研究の一部は科研費(総 研A)や 極地研 の特別共同研究で も取 り上げ られてい る。

本年は特にAllende炭 素質 明石 とALH-77219限 石の磁気 的研究 を中心 に行な った。

1.　 Allende陽 石:　Allende炭 素質阻石の磁気的研究 は,す でにい くつか報告 されてい るが,特 に問題 とな って

い るのは,コ ン ドルール形成時,あ るいは陽石形成時に磁場 が存在 していたか否かであ る。我々は従来行なわれて

きた結果に もとづき,さ らに基礎 的な磁気特性を明 らかに し,熱 磁化 曲線,自 然残留磁気 の 交流 消 磁 と熱消 磁,

ARMの 諸性質,そ れに古磁場 強度 を求め る研究を行な った。その結果,コ ンドル ールは安定 な 自然 残 留磁 気 を

持たないが,マ トリックスはきわめて安定 なものを持つ。その安定な残留磁気 は,お そ らく損石が320℃ か ら冷却

す る過程に部分熱残留磁化を獲得 したか,320℃ 以下で化学残留磁化を獲得 したと推定 され る。

2.ALH-77219:こ の限石はメソ シデ ライ トであ る。 この明石について磁気分析を行な い,ま たその 中 に含 ま

れてい る金属粒について,　EPMAに よる化学分析を行な った。化学分析 の結果,ALH-77219の 中の金属相 は,

Ni含 有量5-6Wt%の カマサイ ト,及 び約Ni50Wt%の テ ーナ イ ト相 に二分 され る。熱磁化曲線 は平均Ni含

有量6Wt%の カマサイ トと,平 均Ni57Wt%の テ ーナ イ トが混在 し,そ のテーナイ ト相の一部分 は テ トラテ ー

ナイ ト規則格子構造を もつ ことを示 して いる。　Ni　6　Wt%カ マサ イ ト,及 び57Wt%テ ーナ イ トの含有 量 はそれ

ぞれ19.3Wt%,及 び6.3Wt%で ある。

南 極 阻 石 の 探 査 と採 集 助教授 矢内桂三

第23次 隊のや まと山脈雪氷地学隊(西 尾 リーダー,勝 島地学担当隊員)は,1982年9月 か ら1983年1月 にか けや

まと山脈周辺で,主 に雪氷調査を行 なった。 同隊 は裸氷帯 に於て,勝 島隊員を中心 に損石探査を実施 し,約200個

の各種限石 を採集 した。今回 もやまと山脈A群 付近やその南方,及 び,南 やま と山脈付近で多数の阻石を採集 した

が,今 回の探査で特に注 目され ることは,南 や まとヌナターク南方の裸氷か らも多数 の限石 を採集 したことであ る。

従来 この地域 はク レバス帯で,接 近が困難で あり,か つ ヌナ ター クか らかな り離れて いるため,阻 石の集積には不

向きの地域 と考え られていた。 これ らの明石 は到着を待 って,昭 和58年 度に処理 される予定であ る。
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② 科学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

(総合研究)

南 極 積 石 の 地 球 科 学 的 研 究

※永 田 武(所 長),松 本径 夫(山 口大学理学部教授),松 枝大治(秋 田大学鉱山学 部講師),

武 田 弘(東 京大学理学部助 教授),宮 本正道(東 京大学教養学部助 手),池 田幸雄(茨 城大学理学部助教授),

大沼晃助(北 海道大学理学部講 師),本 田雅健(日 本大学教授),小 嶋 稔(東 京大学理学部教授),

高岡宣雄(山 形大学 理学部教授),岡 野 純(大 阪大学教養部教授),増 田彰正(東 京大学理学部教授),

:小 沼直樹(客 員教授),吉 田栄夫(教 授),前 晋爾(教 授),武 田 弘(客 員助教授),矢 内桂三(助 教授)

船木 實(助 手)

本研究は南極陽石を地球科学全般か ら研究す るもので,3ケ 年計画の本年 が最終年度で ある。過去3ケ 年間に行

なわれた研 究は阻石集積学,岩 石学,鉱 物学,電 磁気学,物 理物性学,年 代学,惑 星化学な どにわた り,以 下のよ

うな成果を上げ るこ とができた。

1.南 極阻石の分類

過去3ケ 年にわた り,や まと一74明 石の見直 しを行な う一方,や まと一79陽 石の同定分類を新た に実施 した。 そ

れ により統一 した分類が進 め られ,分 類上問題のあ る阻石について はEPMAに より再分析を行ない精度 の高い分

類 を行な った。その結果 分類 され たや まと一74陽 石は524個,未 分類 は139個 で ある。

2.原 始太陽系の形 成 と進化及 び阻石集積 に関す る研究

(1}鉱 物学的岩石学 的研究:い くつかの南極限石の構成鉱物 を顕微鏡やEPMAな どで詳細に調べ,限 石形成時 の

温度 と圧力の関係 を調 べた。 またその後 シ ョック等による変成 の存在 も調べ た。その結果一試料中に変成度の異なる

鉱物粒が存在 し,形 成時 の温度圧力が粒子毎に異な る明石などが存在 し,ま た多数の南極陽石が非常 によ く似 た岩

石学的特徴を持ち,そ れ らのアイソ トープ同位体比が似ていることか ら同一限石であ ったことなどが明らかにされた。

② 阻石の岩石磁気学 的研究:主 にエコン ドライ トの持つ自然残留磁気 と磁性粒子の磁気的性質を明 らか にす る研

究 を行な った。その結果,エ コ ン ドライ ト形成時限石母体 には0.1～0.010eの 磁場が存在 していたことが 明 らか

にされた。また今まで磁気的性質の よ く判明 していなか ったテ トラテーナイ トの性質が明 らかにな り,陽 石の古地

磁気 に大 きな影響 を与 えることが判明 した。

(3)化 学的研究:コ ン ドライ トの酸素同位体組成を研究 し,普 通 コン ドライ トと炭素質 コン ドライ トは異 なるガス

塊で形成 された ことが判 明 した。 また この二種類のガス塊 は,原 始太陽系星雲 と超新星起 源のガス塊 の相互作用に

よ って形成された。 またマ グネシウム同位体比をい くつか の阻石 について測定 した。その結果,原 始太陽系星雲が

不均質であ ったことが明 らかに された。一方,40Ar-39Ar年 代の方では,陽 石の風化 が測定結果 に与え る影 響

が調べ られ,46億 年 より古い年代の陽石は風化 による赤鉄鉱が影響 した結果 と考え られ る。

以上のよ うに本研究が惑星科学の進歩に貢献 した役割 はきわめて大き く,そ の結果 は南極 陽石 シンポジウムや米

国で行なわれて いる月惑星会議で発 表 されている。

(特定研究)

南 極 陽石 の 初期 処 理 と基 礎 的 分類 助教授 矢 内桂三

従来 の手順 に従 ってYamato　 -81阻 石(第22次 隊採集)の 初期処理を行い,阻 石台 帳 を作 成 した。　Yamato

-81阻 石の総数 は
,133個(25.2kg,平 均189g)で,基 礎的分類の結果,ダ イオ ジェナイ ト2個(い ずれ も小型の

破 片)と 炭素質陽石7個(378g,レ ンジ3～270g)を 含む ことを確認 した。分類作業は,　Yamato-79限 石 の

1000～1500の うち100g以 上の限石を選び出 し,X線 マイクロアナ イザ ーの分析を基に同定分類 を行 った。

1982年9月 に,米 国 ヒュース トン,ジ ョンソン宇宙 セ ンターの月試料処理 施設を使用 し,炭 素質 阻石3個 の初期

処理 を行 った。 この炭素質阻石は現場でステ ンレス缶(NASA提 供)に 収 納 され,冷 凍 のま ま南極 → 極地 研 →

NASAヒ ュース トンに運ばれ,き わめて汚染の少 ない状況下で採集 一運搬 一処理 された ものである。極地研 の冷

凍庫には十数個の未処理の炭素質陽石が冷凍保存 されて いる。
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(3}研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 発 表年 月 日 詩 名 ・ 巻 号 ・

Mineralogical　 examination　 of　the

Yamato-79　 achondrites:　 Polymict

eucrites　 and　 ureilites

Takeda,　 H.

Yanai,K.

57.12 Mem.　 Spec.　 Issue,

25.97-123

Reflectance　 spectroscopy　 of　diogenite.
meteories　 types　 from　 Antarctlca

and　 their　relationship　 to　asteroids

McFadden,LA.

Gaffery,　 M.」.

Takeda,　 H.

Jackowski,　 T.L.

Reed,K.L.

「' Mem.　 Spec.　 Issue,　 25,

118-206

Magnetic　 classification　 of　meteories　 (V) Nagata,　 T. ■「 Mem.　 Spec.　 Issue,　 25,

216-221

Magnetic　 properties　 of　 tetrataenite-rich
■

StOny　 meteOrlteS

Nagata,　 T.

Funaki,　 M.

" Mem.　 Spec.　 Issue,　 25,

222-250

Piezomagnetization　 of　meteorites Nagata,　 T.

Funaki,M.

Dunn,J.R.

■■ Mem.　 Spec.　 Issue,　 25,

251-259

Search　 for　antarctic　 meteorites Nagata,T. 57.4 Antarctic　 Geosciences,

1049-1058

南極陽石 矢内 桂三 58.1 科 学53,62-71
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イ)口 頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表 した学会の名称等 発表年 月

南極 やま と一79明 石 矢内 桂三 日本地質学会第89年学術大会 57.5

小島 秀康(秋 田大)

Antarctic　 Meteorites Yanai,　 K. 4th　 International　 Symposium 57.8
on　 Antarctic　 Sciences,

Adelaide,　 Australia

Ni-rich　 taenite　 in　extensively Ohta,　 T. 45th　 Annual　 Meeting 57.9

recrystallized　 Yamato　 LL Takeda,H.　 (東大 ・理) Meteoritical　 Society

chondrites Nagata,　 T.

Yanai,K.

CoUection　 and　 curation　 of Yanai,　 K. " 1●

Yamato　 Meteorites Nagata,　 T.

A　londranite　 in　the　Yamato Yanai,K. '■ ■■

collections Kojima,H.　 (秋田大)

Cumulate　 eucrite　 clasts　 in Takeda,H.　 (東大 ・理) " ■,

Yamato　 Polymict　 eucrites Mori,　 H.

Polymict　 chondrites　 as　illfened Miyamoto,　 M.(東 大 ・教 養) " "

from　 a　polymict　 eucrite　 genesis Takeda,H.　 (東大 ・理)

Ohta,　 T.

Magnetic　 classification　 sheme　 of Nagata,　 T. 電磁気学会 57.10
meteorites

Search　 for　Yamato　 Meteorite　 in Yoshida,　 Y.

December　 1981 Sasaki,K.　 (東北 大 ・理) 第8回 南極阻石 シンポジューム 58.2

A　 Review　 of　the　Yamato-74 Mason,B.　 (ス ミソニア ン " '■

Meteorite　 Collection Yanai,　K・　 　 　 博物 館)

A　 Report　 of　the　 Processing　 on　 the

Yamato-79　 Meteorites

Yanai,　 K.

Kojima,H.　 (秋 田 大)

'■ ll

Classi丘cation　 of　UnequUil)rated Kojima,H.　 (秋 田大) σ' "

Chondrites　 ill　the　Yamato Yanai,K.

Meteorite　 CoUections

A　Stony-lron　 Meteorite: Matsumoto,　 Y.(山 口 大)
" ■ ■

Yamato-75274 Yanai,　 K.

Kojima,H.　 (秋 田 大)

Olivine-Whitlockite　 Clast　 in　the Yallai,　 K.
" "

Y-75097　 L6{hondrite Matsumoto,　 Y.　(山 口 大)

Kojima,H.　 (秋 田 大)

A　Study　 of　Shock-Produce(1　 Veins Mori,T.　 (東 大 ・理) " "

in　Ordinary　 Chondrites Takeda,H.　 (　 〃　 )

Analytical　 Studies　 on　 the Nagata,　 T. " tf

Antarctic　 Iron　 Meteorites, Masuda,A.　 (東 大 ・理)

Yamato-790724,ALH-77263and Taguchi,1.　 (新 日 鉄)

ALH-77289
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発表年月

Modal　 Comparison　 of　Polymict Delaney,J.S.(ア メ リカ ン博) 第8回 南極限石 シンポジューム 58.2

Eucrites　 from　 Yamato　 Mountains Takeda,H.　 (東 大 ・理)

and　 AUan　 Hills,　Antarctica　 with Prinz,M.　 (ア メ リカ ン博)

Other　 Basaltic　 Achondrites Nehru,C.E.(　 〃　 )

Mineralogical　 Comparison　 of Takeda,H.　 (東 大 ・理) ■ ■ `■

Antarctic　 and　 Non-Antarctic　 HED Mori,H.　 (東 大 ・理)

(Howardites-Eucrites-Diogenites) Delaney,　 J.S.　(ア メ リカ ン博)

Achondrites Prinz,M.　 (　 〃　 )

Harlow,G.E.(　 "　 )

Chemical　 and　 Oxygen　 Isotopic Onuma,N.　 (茨 城 大) " "

Compositions　 of　Several　 Antarctic Clayton,　 R.N.　 (シ カゴ 大)

Unequ且ibrated　 Ord㎞ary Mayeda,　 T.K.(　 〃　 )

Chonderites Ikeda,Y.　 (茨 城 大)

Yanai,　 K.

Oxygen　 Isotopes　 ill　Chondrules Onuma,N.　 (茨 城 大) " ■「

of　Ordinary　 and　 Carbonaceous Clayton,R.N.　 (シ カゴ 大)

Chondrites Ikeda,　Y.　 (茨 城 大)

Hutcheon,　 LD.　 (シ カゴ 大)

Mayeda,T.K.　 (シ カゴ 大)

Molini-Velsko,　 C.(効 ゴ 大)

Sr　and　 Nd　 Isotopic　 Chracteristics Wooden,　 J.L.　 (NASA)
" "

of　Five　 Yamato　 Polymict　 Eucrites Takeda,H.　 (東 大 ・理)

Nyquist,　 LE.　 (　NASA　 )

Wiesmann,　 H.(ロ ッキー ド社)

Bansal,B.　 (ロ ッキー ド社)

Composition　 of　the　 Natura1 Funaki,　 M. " '■

Remanent　 Magnetization　 of Nagata,　 T.

Ym　 75097　 (L4)　 Chondrite

Paleointensity　 of　Meteorites Nagata,　 T. " ■■

Funaki,M.

Piezoremanent　 Magnetization　 and Magata,　 T. " ■'

Shock　 remanent　 Magnetization　 of Funaki,　 M.

Meteorites
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4.生 物 研 究 グル ー プ

川 一般研究

南極海インド洋区におけるクロロフィルの分布 助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝男,助 教授 福地光男,

海洋生物定常観測 と して,「 ふ じ」航路に沿った表面海水中の クロロフィル α量 の定量観測 を行 って い るが,観

測時間の許す限 りで,研 究観測的要素を盛 り込んだ調査 を実施 した。

す なわち,1981年2～3月,60°S～65°S,35°E～45°Eの 海域に,グ リッ ド状 に9測 点 を設 け,0～200mの

間のクロロフィル測定を行 った。その結果,ク ロロフィル α量は経度方 向で小 さ く,緯 度方向 で大 きな変化を示 し

た。 また,ク ロロフィル αの極大値 は,65°Sで は75～85m層 に,62°30'Sで は105m層 にそれ ぞれ み られ,水 温 極

小層の深度 と一致 していた。 しか し,60°Sで はクロロフィル αの極大層 は不明瞭であ った。 クロ ロフィル αの垂直

分布構造 は,水 温,塩 分の鉛直分布 か らみて,南 極海の周極構造 と関連を もっている ものと考え られ る。

さ らに,45°Eに 沿 って67°36'Sか ら43°18'Sに か けて9測 点において0～200m間 の クロロフィル αの測定を行

ない,ク ロロフィル α現存量の南北 による変化を調べた。その結果,0～200m積 算 クロロフィル αは,定 着 氷 域

で高 く(44mg/㎡),浮 氷域で低い値(13mg/㎡)を 示 した。積算 クロロフ ィル α量の最大値 は62°30'Sで 得

られ た(75mg/㎡)。 この値は亜南極海 の2測 点で得 られた値 の約2倍 の値 であった。パ ックアイス域 お よび定

着氷域の クロロフィル αの値は大 きな変動を示 した。 この一因 として春 か ら夏 にか けてのice　algaeに よる海水 中

へ の リリースが考え られ るが,現 在 のところそれ に対す る充分な情 報は得 られて いない。
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図1 図2

昭 和 基 地 周 辺定 着 氷 下 に お け る動 物 プ ラ ンク トンの研 究 助教授 福地光男,助 手 谷村 篤,教 授

星合孝男

南極大陸沿岸定 着氷下 の動物 プランク トンに関す る知見 は,こ の数年の間徐々に蓄積 されて きてはいる もの の,

夏季に限 られいまだ断片的 である。特に,現 在我 々が最 も知 りた い情報 は,定 着氷下における動物 プ ランク トン個

体群の季節 的消長 と各種個体の成長に関す る経 時的な変化 につ いてであ る。
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上記の情報 を得 るべ く,23次 南極地域観測隊生物部門で は,　BIOMASS計 画の一環 として,昭 和 基 地周 辺 の定

着氷域 にお いて周年にわたる海 洋観 測,プ ランク トン採集を行 った。調査は,オ ングル海峡の定着氷域 に設 けた5

定点 において,1982年1月 か ら1983年1月 の間,合 計21回 のル ーチ ン観測を実施 した。採 集には,従 来か ら用 い ら

れて いるノルパ ックネ ッ ト(口 径45cm,目 合0.10㎜)の 他に,海 氷下の大型動物プ ランク トンの採集の ために新 た

に開発 したパ ラソルネ ッ ト(目 合0.33㎜),ま た,様 々な深度の動物プ ランク トンを採集す るために開発 した

NIPR型 採集器の3種 を用いた。 これ らの採集器 によって,小 型か らわ りあい大型の動物 プ ランク トンまで な る

べ く網羅 して採集す るよ うに試 みた。得 られ た資料 は,1150標 本にのぼ り,現 在所内において ソーティング,解 析

が進め られて いる。

今回は,ノ ルパ ックネ ットの標本 につ いて,生 物量をあ らわす一 つの指標 と して,プ ランク トン沈澱量の測定を

行 った。その結 果次 のような ことがわか った。

(1)St.1か ら4に おいて は,プ ランク トンの生物量は,明 瞭な季節変化 はみ られ なか った。

(2)St.5に おいては,生 物量の極大 は,4月 ～5月 にかけてOm-150m層 で,5月 ～7月 にかけては300m-

600m層 でみ られ た。12月 に は,再 び0-150m層 で生物量が極大 となった。

このよ うに,深 海域で は垂直的な生物量の季節変化 が認 め られ,質 的な季節変化があ ることが うかがわれ,今 後,

このよ うな変化 を もた らす生物群が何であ るか,あ るいは,そ れを引 き起 こす要因が何であ るかについて検鏡 を行

ないっっ検討す る必要があ る。

3go33'E34'35'36'3プ38'3gt40・41t42t3go44'E
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図1ル ーチ ン観測点

南 極 海 に お け る動 物 プ ラ ンク トンの地 理 的 分 布 助手 谷村 篤,助 教授 福地光男

南極地域観測隊の夏隊の生物定常観測の一項 目に,北 太平洋標準 ネッ ト(NORPAC　 NET)に よ る垂 直 採集 が

あ り,毎 年行 なわれて いる。

本年度 は,第21次 隊に よって得 られた標本 について動物群の地理的分布の分析 を行 った。

用いた標本 は,(1)110°Eに 沿 って35°Sか ら60°Sの 間で採集 した12本,(2)60°Sか ら68°Sの 範囲を110°Eか

ら40°Eへ か けて南下 しつつ西航 し昭和基地 に向 う航路上で採集 した13本,合 計25本 であ る。 いずれ も目合0.33㎜ ネ

ッ トを用 いて水深150mか ら表 面までの垂 直曳 によって得 られた標本である。

(1)南 北方向の分布

動物 プ ランク トンの個体数は南極 収束線付近(51°40'S)で ピークを示 し,現 存量 は,そ の南側で ピークを示 し
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た。主要動物群 の組成をみ ると,亜 熱帯収束線(37° ～38°30'S)と オース トラ リア亜南極前線(48°S付 近)と の

間で は,サ ルパ類が優 占す るが,亜 熱帯収 束線以北 およびオース トラ リア亜南極前線以南では,椀 脚類が50%以 上

を占め優 占す る。

② 東西方向の分布

個体数および現存量の変化は,南 北方 向の変化 に比べて小 さい。 しか し組成は採集点 によ って著 しく変化す る。

また,60°S以 北で はあま り目立たなか った尾虫類 の占める割合が採集点 によ ってかな り高 くなったり,オ キア ミの

占め る割合 も60°S以 北に比べてやや高 くなる傾 向を示す。

この ように,動 物プ ランク トンの現存量 や組成 は海洋環境 と深 くかかわ ってお り,特 定 の種 を指標 と して生物の

側か ら収束線の位置や水塊分 けをす ることも可能で あろうと考え られ る。今後は,種 毎 の地理的分布を調べ ると同

時に,水 塊 を指標す る生物種の調査 も行な う必要が ある。

図1.1979年12月,110°Eに 沿 ったノルパ ックネ ット垂直採集(0～150m)に よる動物

プ ランク トン現存量(湿 重量,下 図の黒丸 と実線),出 現個体数(下 図の白丸 と破

線)お よび主要動物群の個体数 による出現組成(%)
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図2.1979年12月,60°S以 南域 に お け る110° ～40°Eの 範 囲 の ノ ルパ ック ネ ッ ト垂 直 採 集

結 果(図 の 説 明 は,図1.に 同 じ)

南大洋のイカ類 客員教授 根本敬久
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南大洋に分布す るイカ類については必ず しも充分 に解析が行われていない。現在,国 際共同観測によるBIOMASS

計画が進行中であ るが,イ カ類 についてはこの海洋生態系で 占め る位 置の重 要 さか らい って,さ らに注 目され るべ

き位置にあ る。 しか し資料収集 の困難 さ,特 に定量的な採集方法がない ことな どか らあま り研究 されていな い。

BIOMASS計 画の一環 と して,日 本か ら各種の調査船が活動 しているが,そ の一 つと して海洋水産 資源 開発 セ

ンターの調査船 が南極海 の大西洋区 において大型 トロールによ る魚類 の採集 を行 った。 その際得 られ たイカ類の資

料を もとに本年 の研究 を行 った。

中層 トロール網 によって採集 され たイカ類 は6種 であ った。 この うち最 も多数 出現 した種 はKonalahouiαlong-

imαnαおよび　、M.　oroteuthis　hnipovitchi　 の2種 であった。 その他 にArchiteuthis　 sp.,　Brαchioteuthis　 pictα,

Gαliteuthis　gLαciαlis,およびPholidoteuthis　 boschmaiな どが出現 した。

これ らのイカ類の体 長は,マ ントル長で40cm以 下であ るが,従 来 ネ ッ トで捕獲 された ものに比べ るとはるかに大

きい。 しか しなが らマ ッコウクジ ラに捕食 された イカ類の体長を復元 した ものに比 較す ると,明 らか に体長の差が

認め られ る。す なわち,海 の表層で トロール網によ り捕獲 されたイカ類 と,マ ッコウク ジラの胃中か ら発見 された

イカ類は,お そ らく分布深度の違 いが あると思われ る。またネ ッ トを避 ける能 力が違 うとい う理 由 も考え られ るが,

より小型種で も捕食 される例が認 め られることは,分 布深度 が異な り,マ ッコウク ジラの摂餌深度が より深い こと

を示す ものではないだろ うか。

小型のK　 longimαnα は夏季には分布深度 がナ ンキ ョクオキア ミの分布深度 とあ る程度 一 致 して,季 節 的に 移

動す る例が認め られた。

主要な2種,　 K　 longimαnα とM　 hniρovitchiに ついて生殖腺 の成熟の指標 とな るnidamental　 glandの 長

さを見 ると,い ずれ も例数 は小 ないが,　Clarkeの 例 よりも未成熟の ものが多い。 従 って,ト ロール網で採集 され

た イカ類 は未成熟の個体 が多 く出現 し,よ り深海 より出現 した個体 とは異 なる。 これ もマ ッコウクジラの摂餌が深

海系で行われ ることの例証となろ う。

極 海 に お け る微 小 動 物 プ ラ ン ク トン現 存量 客員助教授 谷 口 旭

北部北太平洋か らベー リング海,チ ャクチ海 にいたる南北測線上で得 られた微小動物 プランク トンの分布量 の研

究 を行 った。 これ らの海域はプ ランク トン生産 が大変高 い海域 と して知 られてお り,太 平洋中部海域 よ りも一桁以

上高 いとされ る。 この様な海域 で,基 礎生産か ら動物 プ ランク トン生産への エネル ギー移送に関与 している と考 え

られる微小動物プ ラ ンク トンが どの位分布 してい るかを知 り,海 域 の低次生産の特色を探 ってみた。

微小動物 プ ランク トンとい うのは,通 常の動物 プ ランク トンを採集す るための ネ ット地の網 目よ りも小 型なため

に,ネ ッ トでは定量的 に採集で きない ものを総称する。主 な分類群 と して は,原 生動物の有孔虫,放 散虫,繊 毛虫,

軟体動物 の翼足類,節 足動物の椀脚類,原 索動物の尾虫類 などが挙 げ られ る。 この様に多様な動物群か ら成 る微小

動物 プ ランク トンの,海 洋生態系内での役割を一 口で言 い表 わす ことはで きないが,多 くの ものは微細 な植物 プ ラ

ンク トンやバクテ リアを食 し,自 か らは大型動物プ ランク トンに捕食 されて いると考えてよい。すなわち,大 型植

物プ ランク トン→大型動物 プラ ンク トンとい う経路 とは別 の食物連鎖の経路が存在す ると考え ることができる。 こ

れ ら2つ の経 路の相対 的な太 さの在 り方が,前 述の"低 次生産 の特色"を 示す手掛 りにな る。

南北線にそ って みると,北 部北太平洋(45° ～50°N)で は少な く,ベ ー リング海盆 で多 くなり,ベ ー リング海陸

棚域の北か らチ ャクチ海 では再 び少な くなった。陸棚の南端の海盆部 との境界部 には,弱 い けれ ども,湧 昇流 があ

り,そ こでは微小動物 プ ランク トンも最 も多か った。同時に採集 した大型動物 プ ランク トンの量 も,ほ ぼ同様 の傾

向を示 し,両 者の比(微 小動物/大 型動物 ×100)は,北 部北太平洋 でやや高 い ものの,約10～15%に 落ち着 く。 こ

の値は,熱 帯 ・亜 熱帯 海域 での値 よ りか なり低いので,べ ー リング海 のよ うな海域で は,微 細植物プ ランク トン ・

バ クテ リア→微小 動物 プ ランク トンという食物連鎖経路は,大 型植物→大型動物 の経路 よりも,相 対的に細い こと

が判 った。ただ し,微 小動物 プ ランク トンの生体量は,亜 熱帯 海域 などに比べて圧倒的 に多 いので,絶 対値 として

は,上 記の経路は太いのである。微小動物 プラ ンク トンの生体 量が,基 礎生産量や大型動物 プランク トン量 と同様

に,ベ ー リング海 では大 きいけれ ど も,後 者 に対す る相 対量 としては,熱 帯域 でよ りも小 さいとい う現象は,お そ

らく,南 北両極海域 に共通 してみ られ る現象ではないだ ろうか。
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昭和基地周辺の魚類相に関する研究 助教授 内藤靖彦,教 授 星合孝男

昭和基地周辺の魚類に関す る研究 は これまで断片的に しか報告 されていない。 分類学的な立場か らAbe　 and

Hoshiai　 (1972)に よ って最初に報告 されて以来,魚 類 に関す る研究の報告は数え るほど しか な いの が現 状 で あ

る。 しか し最初に報告 されたのち も,主 に生物担 当の隊員に よって魚類の標本 が持ち帰 られ,蓄 積 されて きた。 そ

こで これ らの標本を整理 し,正 確 な記載 をす る必要か ら,昭 和基地周辺に出現す る魚類 全体 を再検討 してみ た。

用いた標本は第21次 観測隊までによ って昭和基地周辺 の海域(水 深10数m～600m位)に 主 に釣および トラ ップ

な どによ って採集 された もので,出 現す る魚類全種の リス トを作成 した。併せて魚 類の専門家 でない人 にも容易 に

種の同定が出来 るよ うな簡単 な検索表 も付 した。

表に示 したよ うに,昭 和基地周 辺には少 くと も12種の魚類が生息 してい る。 内訳 はノ トセニア科10種,バ シ ドラ

ゴ科1種,ゲ ンゲ科1種 である。 また この うち,こ れ まで和名の付いていなか った もの4種 に新 たに和名 を付 した。

Abe　 and　Hoshiai　 (1972)は3個 体 の　Tremαtom　 usvicαrius　L6nnberg　 を報告 して いるが,こ の種 は南極

大陸の沿岸か らは未記録であ ること,さ らに当研究所 に保存 されてい る魚類標 本中に該 当す る ものが見 出せない こ

とか ら,　T.　bernαchii　Boulenger　 である可能性が高 く,本 リス トか ら除いた。 また　Trernαtoπnus　borchgrev-

inhi　Boulengerの 属名 につ いて はAndriashev　 and　Jakubowski(1971)がPαgotheniα 属への編入を提 唱 して

いるので,Pαgothenia　 borchgrevinhi(Boulenger)と した。

現在 まで に得 られた標本は釣および トラップによるものであ るため,魚 種が制 限されてい ることも考え られ る。

基地周辺の ウロコギスの胃内容物 中にハ ダカイワシ科の魚類が,ま た基地 周辺のウェ ッデル アザ ラシの胃内容物か

らコオ リウオ科の魚類の顎骨が含 まれて いたことはこの ことを示唆 している。

今後,底 びき網や潜水による採集 など異 なった方法 によって,基 地周辺の魚種 が増す もの と思われ る。

昭和基地周辺で採集された魚類の リス ト(*は 新和名)

Family　 Nototheniidae　 　 ノ ト七 二 ア 科

1.　 Trernαtomus　 bernacchti　 BOULENGER,1902

2.T.hαnsoni　 BOULENGER,1902

3,T.neωnesi　 BOULENGER,1902

4.　 T.nicolαi　 (BOULENGER,1　 9.　02)

5.　 T.　Ioennbergii　 REGAN,1　 91　3

6.　 T.centronotus　 REGAN,1914

7.　 T.　scotti　 (BOUIＬENGER,1907)

8.pαgotheniαborchgrevinhi　 (BOULENGER,|902)

g.　 Dissostichusmαwsoni　 NORMAN,1937

10.pteαrαgrαmrnα αntαrcticum　 BOULENGER,1902

Family　 Bathydraconidae　 バ シ ドラ コ科

11.Gymπodrαco　 acuticeps　 BOULENGER,1902

Family　 Zoarcidae　 　ゲ ンゲ 科

12.　 Austrolycichthysbrαchycephαtus

魚 類 の リ ス ト

シ ョウ ワ ギ ス

ウ ロ コ ギ ス

ハ ゲ ギ ス

ニ セ ハ ゲ ギ ス

*ミナ ミク ロ ギ ス

ヒ レ トゲ ギ ス

ヒ メ シ マ ギ ス*

ボ ウ ズハ ゲ ギ ス

ラ イ ギ ョダ マ シ

コオ リイ ワ シ*

キバ ゴチ

(PAPPENHELM.1912)　 ナ ンキ ョク ゲ ンゲ*

海鳥類の洋上分布の研究 助教授 大山佳邦,助 教授 内藤靖彦

南極海の生態系の構造を理解 する上 で,そ この主要 な生態系構成種の生活史についての知識 は不可欠で ある。オ

キア ミを中心 とす る生態系構成種の うち,ク ジラにつ いて は捕鯨業 とそれに関連す る研究活動 によって多 くの知見
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が得 られてい る。 またアザ ラシ類 について も幾つかの組織的研究によ りデータが得 られているが,海 鳥類 につ いて

は多 くの種で未知 のままである。　BIOMASS国 際共同研究の開始 と共に海鳥 類の研究 も国際的なスキームの中で始

め られた。

今年度 はFIBEX(第1次BIOMASS実 験)に 参加 した調査船の うち,開 洋丸によ ってなされ た目視観察の デー

タを解析 した。調 査範 囲は東西 には30°E～90°E,南 北には主 として60°Sか らパ ックアイス帯 に及ぶ範囲を カバ ー

してい る。観察方法 は1日 に6回,4時 間毎 に10分 間の観察を行い,そ の際出現 した海鳥類 の種類 と数 とを データ

シー トに記入 した。 また同時 にそれ らの海鳥の状態,さ らに気象や海況 につい も記録 した。

この海域 に優 占す る種 は,ナ ンキ ョクフルマカモメ,ノ ドジロクロミズナギ ドリ,マ ダ ラフルマカモメ,ハ イイ

ロアホ ウ ドリ,ク ジ ラドリ類,な どであ った。 これ らの分布様 式は図に示 した通 りである。 ほとん どの種が東西に

は同 じ密度 で周極分布を示 してお り,南 北には種によ って分布密度 の違 いが認 め られ た。 また音響探査に よるオキ

ア ミの分布密度 は氷縁か ら80～100マ イル付近に強い散乱 強度 を示 し,こ の付近の海鳥 は種類数 も個体数 も多 く見

られる傾 向が あった。
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上一_L≧10-<1.o

Fig、　2、　 The　 la1itudinal　 distribUllon　 o∫　sea　birds
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Fg.6　 　 The　 longirualnat　 distributi・n　O∫　sea　birds

南 極 産 蘇類 の 胞 子 体 形 成 に 関 す る研 究 助教授 神 田啓史

大陸性南極において蘇類 の胞子体が最初 に発見 されのは南 ビク トリア ラン ドに産 す るPattia　 heimiiに つ い て

であ った(Green1967)。 この胞子体 は若 く,英 膜 も十分に発育 していない未成 熟の ものであったため,大 陸性南

極 において完全に成熟 した胞子体が形成 され るか否かは疑問視 されていた。 このためにこれ らの蘇類 は南極におい

て は栄養生殖的に しか殖えない もの と考え られ,こ れはまた厳 しい南極 の自然へ の適応の ためと理解 されていた。

しか し近年に至 って大陸性南極 と言われ る地域で も,ケ ンブ ラン ドやエ ンダー ビー ラン ドか ら,ほ ぼ完全に成熟

した胞子体が報告 されるようになった(Filson1977)。 さらに昭和基地周 辺において も,1975年 に ス カル ブス ネ

ス において,ほ ぼ成熟 したPαttiαheimiiの 胞子体 が初めて発見 された(Nakanishi　 l977,　Kanda　 1981)。　こ

れ らの発見は,従 来大 陸性 南極 にお いて は栄養生殖にのみ依存 していると考 え られて いた蘇類の生態研究の上に1

つの重要な知見を もた らした。 そこで本年 はこれまで昭和基地周辺の露岩地帯か ら採 集 され たP.　 heimiiの 標 本

を用いて,そ の生殖器 官と胞子体の発達す る過程を観察 した。

この種の生殖 器官は11月 の初 め頃か ら発達 し始め,12月 の後半 か ら1月 にかけて これ らは成熟 し,そ の後受精行

動を起す もの と考え られる。 この場合,1年 を通 じて造精器 は発 見されないか,あ るいは未成熟のままであ った。

一方
,造 卵器 はほ とんどが成熟 した状態 にあ るか,あ るいは口部 が裂 開 した状態 にあった。従 って造精器の成熟す

る時期が受精行動 の時期 を決定す る ものと推察 された。

胞子体は12月 の後半 か ら2月 の初 めにか けて完全に成熟 した ものが発見 されて いる。 また新 しい胞子体を形成す

るサ イクルが同時に平 行 して進行 して いることも認め られた。
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結果的 に,　P.　heimiiの 場 合,12月 頃 に受精 して発達 した造 卵器 は,2月 頃 まで にカ リブ トラが苞 葉 に被 わ れ

て いる時期,カ リブ トラが基部か ら離れ朔柄 が伸長す る時期、にまで発達 し,こ の時期 に越冬 に入 る。翌年 の春 の

11～12月 頃 にか けて急激 に朔がふ くれだ し、1月 の初 めには胞子体 と して完全に成熟 した ものとなる,と いう発達

過程を とると思われ る。

南 極 土 壌 生 態 系 の 研 究 教授 松田達郎,助 教授 大 山佳邦,助 教授 神 田啓史

南極の土壌生態系については,こ れまで共 同研究 を通 じて,土 壌呼吸の測定および土壌藻類 フロラの研究 を行 っ

て きた。前者 は土壌生態系 にお ける生物 活性 あるいは生物生産の推定 を行 うものであ り,後 者 についてはその生物

活性 あるいは生産を支え る実体が何であるかをつ きとめるための研究であ る。

一方 ,こ こにお ける自由生活性動物 として は小型 のダニ類が知 られてお り,コ ケ群 落など肉眼的な植生の あると

ころはもち ろんの こと,一 見 して何 の植生 もない砂地 に も生息 してい ることが知 られていた。 このダニ類が生息場

所 の湿度あ るいは砂の含水量 と密接な関係にあることは,水 際か ら一定の距離の砂に出現個体数 の ピークが あるこ

とか ら知 られて いた。 また ダニ類は食物 としてほとん ど藻類 に依存 してお り,コ ケ群落中の もので もコケの本体 よ

りも,そ この付着藻類 に,そ して砂地の ものは砂粒表面 の付着藻類 に依存 してい る。 そこで砂地 に生息す るダニ類

について,出 現個体数 とそ この湿度 および藻類現存量 をクロロフィル量 として測定 してみた。

図の上段 は採集場所の断面図であ り,黒 丸の地点で採集が行われた。左端は水際か ら1mの 地点で あり,各1m

の間隔で採集 され た。砂の含水量は水際近 くで15%を 示 し,右 に行 くに従 って減少 している。一方,ク ロロフィル

量 は左端で最大値 を示 し,そ の他の地点 ではあまり変化がな い。 この結果か らダニの個体数 は生息場所の藻類現存

量 とはほとん ど関係な く,砂 の湿度 との関連 が強 くあ らわれてい る。すなわち砂の含水量が7～8%の ところに出

現個体数 の ピークがみ られ る。 これは ビク トリアラ ン ドで行われた トビム シでの結果 と もよ く一致 して いる。

囮 砂 の水 分含量(%)

9醐 クロロフィルa(、 μg/g)

藍雲量 ダニの個体 数

図 ダニの個体数 と生息場所の含水量および クロフィル α量 との関係

南 極越 冬 隊 の人 類 働 態 学 的 研 究 教授 松田達郎

越冬隊の人 類働態学 的研究 には,寒 冷な 自然環境の下におかれた孤立 した小集団 と して,個 体の生理 学的,心 理

学的な レベル,お よびこれ らを総合 した集団 としての レベルで の研究が可能で ある。それぞれの研究を進 めるにあ

た って,そ れに適 した実験や観察の ほか,ア ンケー ト調査や古 い記録か らデータを得 ることが出来 る。本年 は筆者

の直接体験,観 察 のほか越冬隊の記録か ら,越 冬生活における安全性の問題を検討 してみた。

越 冬生 活中に遭遇す る危険 は様々な要素があ り,そ れに適確 に対応 して安全性を確保 してい るわけである。 これ
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らを まとめて論ず るのは困難であ るので,以 下の4つ のカテゴ リーに分 けて考察 してみ た。

(1)南 極の 自然環境その ものによ るもの。

(2)基 地あ るいは人為環境の維持に要する もの。

(3)特 殊な作業に伴 うもの。

(4)救 難時な どにおけ るもの。

この うち団は南極の 自然が直接的に作 用する場合 であり,② はその ような 自然環境で生活を維持す るための もの

であ る。(3)と(4)は国内におけ る活動 において も存在す るもので あるが,さ らに南極の 自然および限 られた集団とい

う困難な条件が付加され る。 ここでは(1)と② の場合 にっ いて考察を進めた。

(1)の場合が端的にあ らわれるのは長期 にわたる氷床上の旅行や フィール ドワークであ る。内陸旅行の場 合,以 前

はキャ ンプ時 にテ ン トが使 用されたが,現 在 は居住 カブースが用い られては るか に快適な生活が可能 とな った。 し

か し自然環境その ものは変 って いない。 こ こで遭遇す る最大の困難 は低温 と風であ り,特 に風の影 響は著 しく,体

感温度の低下 と共に露出部 の凍傷 の原因 と もなる。例を掲げれば,-20℃ の気温 下で10m/sの 風 が吹けば,そ の

冷却効果 と しては 一50℃ に匹敵す る。-20°Cと いう気温は内陸(み ずほ基地)に おいては夏季の平均気温 である。

みず ほ基地を維 持 し,ま た調査範囲 の広 がった現在,内 陸旅行は冬季に も実施 されてい る。 この様 な条件下で はす

でに個人的な適応の レベルをはるか に越え ており,旅 行隊 としての安全確保 がはか られ る。また越冬隊全体でサ ポ

ー ト体制を しいて この様な旅行 が実施 されているということは隊のオペ レー ションに係わる こととなり ,こ の レベ

ルで安全の確保 がなされて いる。

(2)共 同研究 ※印 研究代表者 印以下極地研担当教官

ア)一 般共同研究

亜 南 極 地 域 に お け る 蘇 類 の 分 類 学 的 な らび に 植 物 地 理 学 的 研 究 ※ 安 藤 久 次(広 島 大学 理学 部 教 授),

関 太 郎(広 島 大学 理 学 部 助 教 授):松 田達 郎(教 授),神 田啓 史(助 教 授)

1)神 田啓 史 が 交 換 科 学 者 と して チ リ南 極 基 地 を訪 れ る 際,1978年12月 か ら79年1月 にか けて,チ リ南 部 の

Puerto　 Mont付 近 のPetrohue(41°S,72°30'W)と,マ ゼ ラ ン海 峡 に面 す るBrunswick半 島(53°10'S,70°

55'W)で 採 集 され た蘇 類 標 本423点 に つ い て 分類 学 的 な らび に植 物 地 理 学 的 研 究 を行 った 。

そ の結 果Petrohueか らは24科72種,　 Bruswick半 島か らは,21科70種 を 認 め た。 そ れ らの 植 物 地 理 学 的 区 分

の 内訳 は,広 布 種(Petrohue　 8.3%,　 Brunswick半 島8.6%),固 有 種(55.6%;48.6%),両 極 分 布 種(2.8

%;18.6%),マ キ属 型 分 布 種(2.8%;0%),ナ ンキ ョク ブ ナ型 分 布 種(6.9%;2.8%),周 亜 南 極 分 布 種

(9.7%;18.6%),イ ン ド ーマ レ ー シ ア要 素(1.4%;0%),北 米 太 平 洋 岸 要 素(1.4%;0%),南 ア フ リカ要

素(1.4%;0%),不 詳(9.7%;2.8%)と な った。

Brunswick半 島 に お い て は 固 有 種,マ キ属 型 分布 種,ナ ンキ ョク ブナ 型 分 布 種 の 割 合 が 減少 し,逆 に両 極 分 布

種,周 亜 南 極 分 布 種 が 増 大 して い る。 これ はパ タ ゴ ニ ア陸 氷 の 拡 大 によ って 古 い 時 代 か らの遺 存種 が絶 滅 し,そ の

後 の 陸 氷 の 縮 小 に 伴 って,両 極 分 布種 や 周亜 南 極 分 布 種 が 長 距 離 分 布 に よ って 侵 入 した もの と推察 さ れ る。 北 方 の

Petrohueで は パ タ ゴニ ア 陸 氷 の 直 接 の影 響 が小 さか っ た もの と思 わ れ,遺 存 種 が 多 くな って い る。

2)関 太 郎(1967)お よ び神 田啓 史(1978～79)が チ リで 採 集 した 標 本 な らび に 内 外 の 標 本 庫 よ り借 用 したハ イ

ゴケ 属(Hypnum)の 分 類学 的研 究 を 行 い,南 米 南 部 か ら次 の8種 を 確 認 し,そ れ ぞ れ の 地 理 分布 と生 態 の大 要 を

把握 した。

1.　 Hypnum　 cupresstforme　 Hedw.　 var.　 cupressiforme:低 地 の ナ ンキ ョク ブナ林;世 界 広 布 種 。

2.　 H .　cupressiforme　 var.　 fiUformeBrid.:低 地 の 樹 皮,岩 上;世 界 広 布 種。　 3.　 H.　 cupressiforme

var.　 rnossmaniαnum　 (C.　 Muel1.　 )Ando.　 :南 部 の ナ ンキ ョク ブナ林,主 と して 樹 皮 ま た は朽 木 上;

オ ー ス トラ リア東 南 部,タ ス マ ニ ア,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,南 ア フ リカ;周 亜 南極 要 素 。　 4.　H.　 cupressiforme
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var.　 1αcunosum　 Brid.:乾 燥 した場 所 の土 止 ま た は岩 上;世 界 広 布 種 。　 5.　 H.　 chrysogαster　 C.　 Mue11:

ナ ンキ ョク ブ ナ林 内の 樹 皮 ま た は 朽 木 上;オ ー ス トラ リア東 南 部,タ スマ ニ ア,ニ ュ ー ジー ラ ン ド。6.H.cαm

poαnum　 (Ther.　 )Broth:チ リ特産 。　 7.　 H.　 shottsbergiiAndo.:林 内の 樹 皮 ま た は朽 木 上;46°S以 南

に 分 布 し,固 有 種 。　 8.　 H.　 revolutum　 (Mitt.)Lindb.;南 米 で は アル ゼ ンチ ン南 部 に の み 知 られ,北 半

球 の北 部 お よ び高 山,南 極 半 島に 分 布 。

昭 和 基地 周 辺 の 土 壌 生 態 系 の生 物生 産 の研 究 ※大 島康行(早 稲 田大学教育学部教授),伊 野良 夫(早 稲

田大学教育学助教授),:松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)

南極で採取 したコケと土壌を用いて,N塩 を制限要 因 とした培養実験 とN2固 定能力の測定を行 った。

培養実験

採取 され たコケ塊 を5m程 の厚 さに切 り,そ こか ら直径1.9cmの 円盤 を切 り抜 き,培 養用の試料 とした。 培養液

としてknop液 を用 い,Ca(NO3)2の 標準量 を1と し,そ の1/10,1/100,1/1000,0の5段 階に調 整 し

た。1982年5月13日 か ら8℃,約7kluxの 恒温箱の中で実験 を始 めた。 コケ はN量 に応 じて生 長が促進 された。

標準量 の試料 では,1983年1月 に円盤の直径は初 めの約1.5倍 になった。高 さは直径以上の生長を示 し,緑 色 の茎

葉が多数突 出 した。 円盤 あたりの コケ乾重や クロロフィルa量 も増加 した。 また,乾 重あた りの光合成速度は生長

と同様 にN量 に応 じて高 まったが,標 準量 と1/10量 との差は大 きか った。お よそ10kluxで 光飽和点に達 し,

標準量の最大光 合成速度 は約10°Cで,0.3～0.4mgCO2/ghrで あ った。冷凍庫か ら出 してす ぐ測定 した ものに比

べ,光 飽和点 は低か った。低N量 の試料では0.1　 mgCO2/ghr以 下 であ った。

N2固 定能力の測定

コケ群落を直角に横切 る2本 の 直線 を引 き,そ れに沿 って2.5cm×5cmの 面積で0～1c皿,1～2.5cm,2.5～

4cmの3層 に分けて土壌をとった。 コケは0～1cm層 に含めた。N2固 定能 力はアセチ レン還元法 によ り,ニ トロ

ゲ ナーゼ活性を測定 した。2～6gの 試料を20ml三 角 フラス コに とり,気 相 をアルゴ ンで置換 した後,少 量の アセ

チ レンを添加 し,10℃,1kluxで24時 間イ ンキュベ ー トした。表層 の うちコケの含 まれ る19点 に はす べ て ニ トロ

ゲナーゼ活性が認あ られたが,コ ケのなかった5地 点で も活性は検 出 された。 また,中 層下層 の土壌で も上層に コ

ケのある場合に は弱いなが らも活性 が認 め られた。水分含量が1%以 下の土壌 では活性 は検 出され なか った。顕微

鏡観察 によると,　 Nostoc,　 Anabenα のような糸状 ラン藻 は認め られず,単 細胞の ものばか りで あった。 そ

れ故,ニ トロゲナ ーゼ活性を示す ラン藻類 は,　 GLoeocαpsα 属の もの と思われる。

以上の知見か ら,ラ ン藻におおわれたコケ群落で はN2固 定が行なわれているが,N塩 の添加 によ り旺盛 な生 長

を示す ことか らこのNを 十分に利用 していないことを示 して いる。

南 極 にお け る富 栄 養 化 現 象 の実 験 生 態 学 的 研 究 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授):松 田達郎(教 授),

大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)

南極 にお ける湖沼お よび土壌の 自然的な富栄養化現象 につ いて は,鳥 類の排泄物による栄 養塩,特 に燐酸塩の供

給 および空中窒素固定能を もった ラン藻類による窒素塩 の供給が その主要な役割を果 しているこ とが報告 されて い

る。今回の研究で は特 に土壌中におけ る栄養塩 の分布 と,土 壌藻類の生態 との関係について検 討 した。

1)栄 養塩の分布か らみたペ ンギ ンル ッカ リー附近 と,ル ッカ リーか ら離れた地帯の土壌 との比較を してみると,

ル ッカ リー地帯 の土壌で は燐の量が著 しく高 く,平 均値 に して他 の土壌の23～60倍 もの値が認 め られた。 これに対

して,ル ッカ リー地帯の土壌の硝酸態窒素は,大 陸部 にある湖沼周辺の土壌 より,か な り低 い値を示 している。 こ

れ らの結果か ら,ル ッカ リー周辺の土壌への排泄物 による栄養塩 の供給 は特 に燐酸塩の量が著 しく,土 壌の栄養塩

のバ ラ ンスか ら考え ると,藻 類 や コケの生育 にとって窒素がその制限要因にな ってい る。

2)土 壌中の窒素塩特に硝酸 態窒素の分布 か らみ ると,東 オ ングル島の砂質土壌のよ うに水分の少 ない場所で は

著 しくその含量が低いのに対 して,比 較的水分供給 の多 い雪だ まり周辺の土壌,湖 岸部周 辺の土 壌,あ るいはコケ

群落周辺の土壌な どではその含量 が高 く,燐 酸塩 との比(N/P)は いずれ も高 く(28～162.5),こ の点か ら考 え る

と土壌栄養塩 と しては燐が制限要因 として作用す ることが考え られ る。 このよ うな土 壌中の窒素塩 の供給 につ いて
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は,i)場 所によ りN/P比 の変化が大きいこと,　iD燐 の含量がル ッカ リー以 外 の場 所 で ほぼ 一定 して い る こと

(0.04～0.104mg/gsoi1)な どか ら,そ の供給源についてはル ッカ リーか らの供給 とは異 なった回路 に よる もの

であ ることが指摘できる。 大陸 沿岸 の湖 沼周辺 の試料(ル ッカ リー土壌を含 まない)か らみ ると,土 壌 中の硝 酸態

窒素 と最 も関係の深 い要因 と しては,砂 粒表面 に生育す るラン藻類 に起因す る土壌 クロロフィル量(r=0.65)で

あ り,ま た砂粒表面 のク ロロフ ィル量 は土壌 の含水量 と関係が深 く(r=0.62),さ らに土壌中の燐と も深 い関係が

認め られ る(r=・0.57)。 しか しオ ングルカル ベ ン島のル ッカ リー土壌のよ うに,燐 の多い場合で も水分 の少 ない場

所では砂粒表面 に生育す るラ ン藻類 によるクロロフィル量が少ないばか りでな く,硝 酸態窒素 の量 も少 ない。 これ

らの事か ら考えると,土 壌中の窒素塩の大部分が,ラ ン藻類によ る空中窒 素固定に起 因す る ものと考え られ る。

珪 藻 植 物 群 の生 体 群 と遺 骸 群 集 の対 応 につ い て ※谷村好洋(国 立科学 博物館 研究員):福 地 光男(助

教授),渡 辺研 太郎(助 手)

地質時代の生物群 の変遷史や その要因 とな った自然環境の変 化史は,海 洋底 の堆積物 中に海洋生物の遺骸 と して

記録 ・保存 されている。遺骸群集 ・生物群 集それぞれの組成や量 の対応 を明 らかにす る ことは,こ の記録 を読み取

る準拠を作 るための基礎 データを提供す る。

本研究は,昭 和基地周辺海域 にお ける,底 質表層中の珪藻種組 成 と殻数の地理的分布を明 らか にす ることか ら始

めた。試料は,1981年 に採集 され た15点 の ピス トン ・コアの最上部 を用いた。過酸化 水素 水と紫外線 による有機物

の分解をへた試料 は,　pleurax封 入の標本 と した。珪藻種組成 は,18×18mの カバーグ ラス上で 任意 の 測線 を切

り,こ の測線上 に現 われ る全種 を300殻 以上同定 ・計数す る ことによ り明 らかに した。

堆積物単位質量 当りの殻 数は、粗雑 な砕屑物を多 く含む試料 や顕著 な珪藻殻の溶解作用が認 め られ る試料を除 け

ば1～6×1〔 ア　values/gの 範囲 にあ る。

15試 料か ら28属85種 を識別 した。殆ん ど全ての試料 で　 Nitzschiα 属の種が多数 出現 した。

Nitzschiα　 herguelensis　,　Nitzschiα　curtα は,1試 料を除 いて,全 組成の50～70%を 占めた。 さらに,そ の

他の　 Nitzschiα 属の種を加え ると,全 組成の70～90%を 占め ることにな る。　 N.　 hergueZensis　 　 は,試 料

採集地点 中最 も沖合で全組成の50～60%を 占め,オ ングル海峡,ラ ングホブデ氷河沖,ホ ノール氷河 沖の各試料で

10～30%を 占める。 しか し,お ん どり島の東 か ら得 られた試料や,ラ ングポ レンの試料で は,1～5%の 産 出を示

すにす ぎない。 これ とは対照的に,N.ωrtα は,お んどり島の東,オ ングル海峡,ラ ングホブデ氷 河 沖,ホ ノ

ール氷河沖 の各試料で全組成の20～50%を ,リ ュツオ ・ホル ム湾の沖で5～20%を それぞれ 占め る。 さ らに多産せ

ず顕著 ではないものの,　 CoscinodiSCtrs　 lentiginosus,Eucαmpiαbα1α αstium　 は沖合に,　 Achnαnthes　,

Amphiprorα 　,　 Diploneis,　 Gornphonemα,Nαviculα,　 Pinnulαria　,　 Pleurosigmα,　 Synedrα

の各属 に含 まれ る種 は沿岸域にそれぞれ分布 が片寄 って いる。以上の結果か ら,昭 和基地周辺海域における底質表

層 中の珪藻種の地理的分布は　 N.　 herguetensis,N.　 curtα の分布 に代表 され る沖合,沿 岸域間で の組 成

の対立 で説 明され る。なお,こ の地理的分布は,オ ングル海峡,ラ ングポ レンとホノール氷河沖の2組 の試料群 内

で保 たれて いると解釈で きる。 しか し,こ れは同時に,リ ュツオ ・ホル ム湾の試料を加えた3組 の試料群 内での採取

深度 と組成 との相関 とも読み取れ る。 いずれに して も,底 質表層 中の珪藻種の組成 は,生 産 され る珪藻種の量や組

成 と珪藻殻の底生生物に よる擾乱,底 層流による運搬,選 択的溶解作用等の複合であ り,十 分な解釈 は今後 の課題

で ある。
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イ)特 別共同研究

南 極 沿 岸 生 態 系 と 沖合 い生 態 系 と の 相互 関 係 の解 析 ※星合孝男(国 立極地研究所教授),箕 田 嵩

(北海道大学水産学 部教 授),河 村章人(北 海道大学水産学部助教授),志 賀 直信(北 海道大学水産学部 助 手),西

沢 敏(東 北大学農学部教授),高 野秀昭(東 海区水産研究所主任研 究官),堀 越増興(東 京大学海洋研究所教 授),

沖山宗雄(東 京大学海洋研究 所教授),西 田周平(東 京大学海洋研 究所助手),古 谷 研(東 京大学海洋研究所助手),

粕谷俊雄(東 京大学 海洋研究 所助手),川 口弘一(東 京大学海洋研 究所助手),門 田定美(日 本大学農獣医学部教授),

広海十朗(日 本大学 農獣医学部助手),村 野正昭(東 京水産大学 教授),山 川 紘(東 京水産大学助手),佐 藤 博雄

(東京水産大学助手),今 島 実(国 立科学博物館主任研究官),中 村一恵(神 奈川県立博物館主任学芸 員),高 橋

永治(神 戸大学理学 部助 教授),松 田 治(広 島大学生理生産 学部 助教授),大 隅清治(遠 洋水産研究所 部 長),吉

田主基(遠 洋水産 研究所 室長),奈 須敬二(遠 洋水産研究所室長),小 牧 勇蔵(遠 洋水産研究所主任研究 官),宇 野

史郎(南 西海区水産 研究 所研究員),高 橋正憲(遠 洋水産資源開発 セ ンター研究員),佐 々木 洋(東 北大学大学院

研究生),岩 見哲夫(筑 波大学 大学 院学生):松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),内 藤靖彦(助 教授),福 地光

男(助 教授),根 本敬久(助 教授),谷 口 旭(助 教授),谷 村 篤(助 手),渡 辺研太郎(助 手)

本年度 はBIOMASS国 際共 同研究計画の中間段階に当 り,1980年/1981年 に実施 され たFIBEX調 査 の次 年度

であ り,ま た1983年/1984年 に調査が開始 され るSIBEX計 画の前年度 である。 このため,当 共 同研究 もFIBEX

のデ ータ整理 と さらにその解析,研 究発表を行いっっ,　SIBEXの たあの予備実験 も実施す るとい う二つの側面を

もって実施 された。　FIBEX調 査 の結果のま とめは,第 一次生産,ナ ンキ ョクオキア ミ,魚 類,底 生生物,海 獣類

について以下の研究 活動 と成果 を得 た。

1.第 一 次生産 の研究 は,第22次 観測隊 「ふ じ」によ って得 られた資料 および水産庁開洋丸に よって得 られた資料

について,整 理 ・解析 がなされ た。「ふ じ」に よって得 られた資料か ら南極浮氷域 にお ける第一次生 産 の 不均 一

分布について新 たな結果 を得 た。 また,従 来調査が ほとん どなか った垂 直分布や,グ リッ ド観測 による水平分布,

さらに,南 北分布 に関す る資料 を得た。開洋丸の浮氷域 沿の連続的調査資料か らは,浮 氷域にお いて高い生産量

が推定 される結果 を得 た。

2.ナ ンキ ョクオキア ミにつ いて は,開 洋丸によ る繁殖 に関する飼育実験資料 を整理 し解 析を行 った。　KOC-A

ネ ッ トで採集 された197個 体の ナンキ ョクオキア ミの組織学 的解析か ら,雌 の卵の状態は9段 階 に分類できた。

体長3㎜ 以上 の個体で熟卵 を有 し,1月 中旬以後 に放卵個体 が多 く出現 した。 また,ナ ンキ ョクオキア ミの放卵

は異 った シーズ ン(年)に2回 以上行なわれ ること も明 らか になった。

3.魚 類 について は,1981年 に昭和基地か ら持ち帰 られたサ ンプルと海洋水産資源開発セ ンターに よって南 シェッ

トラン ド近海か ら採集 され たサ ンプルについて資料整理 を行 った。前者 につ いて,大 部分が前年度 に処 理 され解

析,発 表が行われ たので,今 年度は,昭 和基地周 辺産魚類 のフ ィール ドキ ーお よび検索表の整理を行 った。 後者

について,3ト ン余 りの資料について,胃 内容調 査を中心 に行 い,膨 大な資料を得 ることができ,現 在解析発表

の準備 中で ある。 ちな みに,昨 年度の解 析か ら得 られた同海域 の魚類の捕食関係は,オ キア ミが中心であ り,特

に底生魚類 もオ キア ミを活発に捕食 してい ることが明 らか になった。

4.底 生生物の研究 は,21次 隊,22次 隊が持ち帰 った トラップサ ンプル と潜水調査サ ンプルについて解析 を行 った。

それぞれ は整理解析が全に終了 していないが,潜 水調査 での結果 は部分的 に発表を終えた。 例えば西の浦での枠

取法 による底生生物の生物量は438g/㎡ ～468g/㎡ と変化が多 いが量的 にも多い ことが判明 した。 深 くなる

に従 って生物量 は急減 して いることも明 らかになった。

5.ア ザ ラシにつ いて は航空セ ンサス資料のまとめを行 い,季 節移動,分 布密度等の結果を発 表 した。 また,将 来

の研究計画 を推進す るための行動記録計の開発 のための準備実験 を行 い,小 型の行動記録計(6ケ 月間連続記録)

の製作の 目途を得 た。
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(3}研 究成果の発表

ア)学 会誌等による発表

題 目 著 者 発表年月 詩 名 ・ 巻 号 ・ 頁

Epipelagic　 copepods　 of　Calanoida　 in

the　 Indian　 Sector　 of　the　 Antarctic

Ocean　 (extended　 abstract)

Maki　 Nakamura

Sadami　 Kadota

Mitsuo　 Fukuchi

57.10 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar

Res.,　 Special　 Issue

23.28-31

Zooplankton　 community　 in　the　 cove

of　Cumberland　 Bay,　 South　 Georgia,

in　the　southern　 summer　 from　 January

to　February　 1973

Takashi　 Minoda

Takao　 Hoshiai

"

　　　　　　　　tI

32-37

Diving　 observations　 of　the　marine

benthos　 at　Syowa　 Station,

Antactica

Yasushi　 Nakajima

KentaroWatanabe

Yasuhiko　 Naito

ll
"

44-54

Fish　 fauna　 in　the　northeastern

parts　 of　Lutzow-Holm　 Bay　 with　 some

notes　 on　 the　 stomack　 contents

Yasuhiko　 Naito

Tetsuo　 Iwami

"

"

64-72

Vertical　 distribution　 of　chlorophyl

a　along　 45°E　 in　the　Southern

Ocean,1981

Kentaro　 Watanabe

Yasushi　 Nakajima

"
"

73-86

Visual　 observations　 of　the

Antarcticseab廿ds　 during　 the

FIBEX　 cruise　 of　the　 KAIYO　 MARU

Yoshikuni　 Ohyama

Yasuhiko　 Naito

■■
"

87-93

昭和基地周辺で採集 された魚類の リス ト 岩見 哲夫
内藤 靖彦

58. 南 極 資 料,78,37-44

Whale　 sighting　 efficiency　 of　the

crew　 on　 board　 ocean　 research　 vessels

in　BIOMASS/FIBEX.

Se茸i　Ohsumi

Yasuhiko　 Naito

1奪 JARE　 Data　 Reports,

78　 (Marine　 Biol.　 4),

1-49

イ)口 頭による発表

題 目 発表者(所 属) 発 表した学会の名称等 発表年月

南極越 冬生 活か らみた安全 について 松田 達郎 第17回人類働態学会研究

会(仙 台)

57.6

南極大陸と生物 ノノ 海外学術調査コロキアム
鯨

57.12

集団の働態をどうとらえるか

南極越冬隊の考察 一

ノノ 第13回人類働態学研究会
東京地方会(東京)

58.1

大陸性南極における蘇類胞子体の形成 神田 啓史 植物学会第47回 大会

(東京)

57.9

Some　 ecological　 views　 on　 the

vertebrate　 faura　 in　the　 LUtzow-Holm

Bay　 area

Yasuhiko　 Naito

Takao　 Hoshiai

BIOMASS　 Colloquium:

Past　 Results　 and　 Future

Prospect

57.5
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Some aspects on BIOMASS of the lower Kentaro Watanabe BIOMASS Colloquium:
trophic levels in the  Liitzow-Holm Atsushi Tanimura Past Results and Future 57. 5
Bay area Mitsuo Fukuchi Prospect

Summer distribution of sooty/short- Kazue Nakamura
trailed shearwater in the outer Yoshikuni Ohyama
margin of the pack ice area
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5極 地 設 営 工 学 研 究 グル ー プ

(1}一 般研 究

自然 エ ネ ル ギ ー を動 力 と した 無 人 観 測 シス テ ム の 開発 教授 川 口貞 男,助 教授 鮎 川 勝,助 教 授

藤井理行,寺 井 啓,和 田 誠,山 岸久雄

風車発電機 による自然 エネルギ ーを動力源 とした無人観測 を以前試み たが,風 車発電機や制御系およびデータ収

録装 置などに問題があ った。本研究は動力 システム(風 車発電機 および太陽電池)の 確立 と,小 電力データ収 録装

置の開発 に重点をお き,無 人観測 システムの実 用化 への見通 しをつ けることを 目的 と してい る。

本年 はその3か 年計画の初年度で,動 力 システムの確立 を目的と した風車発電機によ る風エネルギ ーの変換 シス

テムの開発 を行 った。1kW風 車発電 システム2基 を試作 し,1基 は第24次 南極地域観測隊(昭 和58年)に 現地 実

験 を依託 し,他 は国内で各期1か 月間の野外実験 を行 った。

1)風 車発電 システムの試作

発電機 システム:昨 年試作 した24V,1kW(日 興電機製)と 同仕様の ものに電磁パ ウダーブ レーキ(神 鋼 電

機製PHB-5)を 組付 けた ものを8極 ス リップ リング(大 崎電業製G-2828)に 取付 け。 ブ レー ドはク ラー

クY型 で,直 径2.8mの2枚 翼をガ ラス繊維強化プ ラスチ ック(ス ーパ ーレジン製)で 作成 し,ダ ウ ン ・ウイ ンド

型 と した。

制御 システム:過 充電防止を兼 ねたフル トラ式制御器(日 興電機製)を 内蔵 し,ブ レー ドの過回転 を防止す る

ため,回 転数を検出 し,あ る任意の回転数か らその回転数に応 じて電磁パ ウダーブ レーキを作動 させ た。 また,電

圧 ・電流 ・回転数 ・ブレーキ電流 などを記録表示で きるよ うに した。

風車塔:南 極用には高さ3mと2mの 継ぎ足 し三面柱(ロ ーヤル製)を,国 内用 には高 さ3mの 三面柱を製作

した。

保温箱:国 内用にベニヤ合板パ ネル(発 泡 ウ レタン注入)を 貼 り合せ,ガ ラス繊維強化 プラスチ ックを1プ ラ

イ外装 した ものを試作 した。

2)野 外実験

南極での現地実験 は昭和58年 を予定 して いる。国内においては58年2～3月,長 野県霧ケ峯 において行 ったが,

風系の変化が少な く,発 電機 の出力特性を完全に求めるまでには致 らなかった。 しか し,設 営面で多 くの知見を得

た。試作 システムは発電機 関係128kg,塔 関係181kgで 今後軽量化 を必要 と して いる。保温箱は今回の方法で,さ ら

に工作に留意すれば実用に供 しうることが分 った。

次年度 は南極 現地 実験 の結果 とともに,太 陽電池の併用 システム と小電 力データ記録装置の開発に重点をお く予

定である。

氷 上 建 物 た関 す る研 究 客員助教授 半貫敏 夫,客 員教授 東 晃,教 授川 口貞男,助 手 寺井 啓

大陸氷床 上に建設 される建物お よびその付帯設備に関す る設 計基本構想 を得 ることを 目的 としてい る。 この第1

歩 として,現 在雪面 下にあるみず ほ基地の建物について(昭 和45年 設 置),過 去か ら現在までの経 過 を分析 した 。

また,現 地 と連絡 をとり,建 築物 ・積雪な どのデータ も入手 した。 これ らについて報告書をと りまとめつつある。

海氷の載荷耐力に関する工学的研究 客員教授 東 晃

昭和基地周辺の海氷上の行動を安全確実に実施するため,海 氷の載荷耐力に関する研究を進めた。海氷の載荷耐

力については現在までかなりの報告がある。これらの検討を行うとともに,最 近の破壊理論なども考慮して検討し

た。
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わが 国 の南 極 観 測 に お け る設 営 の現 況 報 告 教授 楠 宏

昭和57年6月28日 ～7月3日,レ ニ ングラー ドにおいて南極研究科学委員会(SCAR)主 催 の 南極 設営 シンポ ジ

ウムが 開か れた。 これ に対 して 日本隊の設営現況を報告 したが,と くに外国隊に とって関心があると思 われ る次の

題 目につ いて報告書を提出 した。

砕氷船 しらせ,エ アクッシ ョン艇(MV-PP　 O5　A)　,無 人観測点,夏 隊員宿舎

これ らの報告 はソ連で印刷 され る予定であ る。個々の報告 の表題等 は別項で示 した。

(2)共 同研究 ※印 研究代表者 印以下極地研担当教官

ヒ トの寒 冷 適 応 関 す る極 地 工 学 的 研 究 一 防 寒衣 類 と くに手 袋 につ い て 一 ※渡辺和彦(広 島大学教育学部福

山分校助教授),山 口立雄(岡 山大学 教育学 部講 師),明 石正和(城 西大学理学部講師):大 山佳邦(助 教授),

寺井 啓(助 手)

本年度は,3ケ 年継続研究の最終年度であ り,こ れまでの基礎的研究 を踏 まえ,応 用的研究を行な うことをお も

な 目的 とした。す なわち,実 際 に,ド ライバ ーやペ ンチ,ハ ンマーな どの工具を使用 して南極越冬隊員の装備 によ

る極寒条件下での作業能力 をテス トす ることに した。

研究方法

被検者:健 康な男子学生10名,年 齢(18～20)。 実験期間:昭 和57年12月20日 ～25日 。実験場所:国 立極地研究所

低温実験室

測定項 目①形態計測 ②心拍数 ③血圧 他。

作業 テス ト項 目①ペグ作 業(20秒 間),② ドライバ ー作業(木 ネ ジ2本 をね じ込 む),③ ハ ンマ ー作業(ク ギ3本

を打 ち込 み),④ ペ ンチ作業(針 金切 断作業30秒 間),⑤ ボル ト・ナ ッ ト作業(3組 をはめ込む)。 サ イズは省略。

実験手順

まず,20℃ の部屋で素手と手袋(軍 手+牛 皮手袋)着 用の作 業成績 の比較。っ ぎに一50℃ の低温室に入室 し,30

分後 に手袋着用で前記作業 テス トを実施。低温室か ら退室10分 後,20℃ の部屋 に素手 と手袋着用での作 業テス トを

再 び行 なう。

結果 と考察

表1は,ペ グ,ド ライバー,ハ ンマー,ペ ンチ,ボ ル ト・ナ ッ ト作業 の成績 を手袋着用の有無 と室温条件 のちが

いにつ いて検討 した ものである。 入室前20℃ の条件で は,素 手の値 を100と したときの手袋着用の値を比較 した。

《 》で示す。ペ ンチ作業のほかは,い ずれ も(↓)印 であ り,作 業低下 を意 味す る。 ペ ンチ作業で は,手 袋 着 用

の方 が良 い結果 とな る。 さて,入 室後,30分 で はすべての項 目において(↓)印 となり作業低下が認あ られた。60

分後で も同様で ある。退室後10分 では,ペ ンチとボル ト・ナ ッ トの素手 の条件 で良 くなったほか は,回 復傾向があ

るものの,作 業低下のままである。 これ らの傾 向をグラフで示 した ものが,図1～ 図3で ある。 いずれ も,20℃ で

の手袋着用時の値を100と して示す。

〈手袋着用の場合〉

これ らの結果を統計学的に有意差検定 を行 なうと,手 袋着用ではどの作業 も入室30分 で機能低下をきたす ことが

明 らか になった。30分 か ら60分へ の経過で有意 にさらに機能低 下す る項 目はなか った。低温室か ら退室後10分 で有

意差 の認め られなか ったのは,ペ ンチ作業で あった。ペ ンチ作 業は,細 かな指先 の作業がな く,し か もテス トの実

施 によ り筋温の低下を防いでいる と思 われる。

〈素手 と手袋着用の比較〉

ペグ,ド ライバ ー,ハ ンマーでは,手 袋作業 の能率が悪い(低 温前 後 とも)。 これは,今 回使用 した手 袋 が細 か

い作業 に不適であ るため と思 われる。 ドライバ ー作業 は,手 袋着用で能率低 下を示す が有意差 はなか った。 これは,

ネ ジをセ ットす るまでに手袋着 用では時間を要す るが,ド ライバーをまわす作 業ではグ リップが滑べ らず力を作用

させやす いたあであろ う。被検者の何人かは,事 実,手 袋着用 の方が良 い成績であ った。
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図2ペ ンチ作業



表1低 温条件下作業成績

入 室 前

(20℃)

30分 後

(-50℃)

60分 後 退 室10分 後

(20℃)

ペ

グ

素手 示

　　S.D

手袋 示

　 S.D

19.o　 qoOり

1.5

10.4qoO)(54.7)(↓)

1.8本 数 低 下

7.6(73.1)(↓)

1.6

7.6(73.1)(↓)

1.4

18.6(97.9)(↓)

2.6

10.2(98.1)(54.8》(↓)

1.6

ド

ラ

イ
バ

ー

素手i5

　 S.D

手袋 蒜

　 S.D

72.300(D

20.1

81.2(100)(112.3)(↓)

25.1時 間 が か か った

125.1q54.1)(↓)

37.1

129.8q59.9)(↓)

33.5

75.2qo4.0)(↓)

25.5

79.9(98.4)《106.3)(↓)

25.1

ハ

ン

マ

ー

素手 孟

　 S.D

手袋 品

　 S.D

■
27.8qo①

7.8

33.1qoO)(119.1)(↓)

4.4時 間 が増えた

58.2q75.8)(↓)

16.9

63.oqgO.3)(↓)

14.3

28.7qo3.2)(↓)

9.1

35.7qo7.9)(124.4)(↓)

8.3

ペ

ン

チ

素手 巖

　 S.D

手袋 品

　 S.D

16.1qO①

2.1

18.4(10σ)(114.3)

4.3時 間 が 増 えた(↑)

9.6(48.9)(↓)

48

11.8(64.1)(↓)

4.4

20.3q26.1)(↑)

4.2

16.4(89.1)(80.8)(↓)

5.1

ボ

ル

ト

ナ

ッ

ト

素手 示

　 S.D

手袋 孟

　 S.D

16.7qOO)

4.4

37.9qO①(226.9)(↓)

12.3時 間 が か か った

94.4(249.0)(↓)

42.0

103.8(273.⑨(↓)

32.1

16.0(95.⑳(↑)

4.0

43.6(ユ15.σ)(272.5)(↓)

9.8

《》:素 手 を100%と する。 ():入 室前 を100%と する。

旧地 学 棟 の性 能 変 化 に つい て ※佐藤稔男(日 本大学理工学部教授),平 山善吉(日 本大学短期大学部助教授),

近藤基樹,宇 野隆之,生 部圭助(竹 中工務店技術研究所部長):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授)

昭和32年,第1次 隊に より建設 された居住棟 は,そ の後,旧 地学棟 として使用されて いたが,老 朽化等か ら第21

次隊によ り解体 され,建 物は 『ふ じ』によ り昭和56年4月,約25年 ぶ りに 日本 に持ち帰 られ た。

この貴重 な資料を どの ように活用す るかについて,設 営専門委員会建築 分科会 では作業委員会 を作 り,こ れに対

処す る ことと した。

委員会 では,建 物の展示,保 存に関す る検討 と,床 パ ネル1,壁 パ ネル2,計3枚 を使 って,耐 力,耐 久性およ

び断熱性な どの試験を行 い,南 極の寒冷,強 風,乾 燥 など特殊 な環境下 にお ける各種建築材 料の経 年変化 の変質 を

明 らかにす ることとした。

これ らの作業は,当 初 この建物の各種試験を行 った研究機 関 と,作 業委員会の メンバーが分担 して行 い,そ れぞ

れ報告書を作成 した。 下記 にそれ ら試験の報告書 とその項 目および担 当機関 を示す。

註()は 試料番号を示す。

(1)パ ネルの性能試験:(財)建 材試験セ ンター

1.1熱 伝 導率 の測定

1.2曲 げ試験

② パネルの接着力試験:(財)日 本住宅 ・木材技 術セ ンター

2.1合 板 の接着 力試験

2.2合 板 と枠材 の接着力試験

(3)断 熱性能 試験:(理)竹 中工務店技術研究所:協 力 油化バ ーディシュ㈱

3.1含 水率の測定

3.2顕 微鏡 によるセルサイズの観察
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(4)パ ネル心材 の強度 試験:日 本大学理工学部建築学 教室

4.1圧 縮 強度試験

4.2曲 げ強度試験

これ らの試験 の詳細 は,別 紙 と して,そ れぞれの担 当機 関か ら提出された もの を本報告に添付 した。

また,こ れ らの試験結果 および性能については,い ずれ25年 前 のデーターと比較,検 討す る予定であ るが,十 分

なデーターが 入手 出来 ない もの も多い。 したが って項 目によ っては,今 回の試験の結果のみか らその経過を推察す

るもの もあろ う。

いずれ にせ よ,こ れ らの試験の結果の検討については後 日報告す る予定で ある。
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(3)研 究成果の発表

ア)学 会誌による発表

題 目 著 者 発表年月 発表した学会名称等

Japanse　 icebreaker　 Shirase Kusunoki,　 K. 57.6 SCAR　 Symposium

on　 Antarctic

Logistics

(1・eningrad)

Utilization　 of　 wind　 power　 for　 the Ishizawa,　 K.　 and 〃 〃

Japanese　 automated　 stations K.　 Kusunoki

Floor-elevated　 summer　 quarters　 at Hannuki,　 T.　 and 〃 〃

Syowa　 Station K.　 Kusunoki

Use　 of　 small　 air-cushion-vehicle Moriwaki,　 K.　 and 〃 〃

(MV-PPO5A)　 at　Syowa　 Station K.　 Kusunoki

Comment　 on　 Japanese　 logistics　 papers Kusunoki,　 K. 〃 〃

p曲lished　 from　 ealier　 symposia
'`1■1

.

一1ユ6一



〔B国 際共 同研 究 〕

1.日 本 ス ウ ェ ー デ ン国 際 共 同 大 気 球 観 測

助教授 江尻全機,助 手 小野高幸,宮 岡 宏

昭和55年 度 より3年 計画 として開始 された北極域大気球観測の最終年度にあた る本年度 は,ス ウェーデ ン国 キル

ナ市 エス レンジ基地においてオー ロラ現 象の観測 を目的 と した大気球並びに地上観測を実施 した。実験 は昭和57年

11月11日 より25日 まで及び12月6日 よ り19日 まで都合29日 間の実験期間中に大気球を3回 放球 し,か つ期間中を通

じて,オ ーロラ現象の地上モニタ リングを行 うというものであ った。今回の実験 の特徴 の一つ と して,ソ 連及びオ

ース トリアの グル ープによる大気球観測 と呼応 して同時期に行われた点 があげ られるが ,観 測 データを相互に交換

し合 う事 により実 りの多い国際共 同観測 を実施す ることができた。国立極地研究 所か らは,江 尻,小 野,宮 岡の3

名が派遣 され,容 積15,000㎡ の大気球 を用 いる観測機2機,及 び地上観測 システム1式 が用意 された。

大気球観測機の うち1機(B15-2N)は 昭和56年 度に ノル ウェーよ り放球 されたB15-1Nと ほぼ同一の内容

であ り,オ ーロラX線,　 VLF電 波伝搬,電 力線放射,及 び成層 圏電場 の観 測器が搭載 され た。放球はユ1月23日20

時59分(UT)に 行われ,22時54分 に出現 したオーロラサ ブス トームの観測 に成功 して,11月24日3時35分 に 観測

機 は気球 と切 り離 され,北 極海 に降下 した。他の1機 の大気球観測機(B15-4N)は,オ ーロラの光及びX線 に

よる撮像,並 びに自然電波放射 の観測 を行 うために新 しく開発 された ものであ り,11月25日 及 び12月9日 の2度 の

飛翔観測が行われた。1回 目の放球 は11月25日19時19分(UT)に 行 われ た。気球上昇時 にオ ー ロ ラ光 撮像 シス テ

ムの1部 が故障するアク シデ ン トに見舞われたが,他 の機器 は正常 に動作 した。観測器 は21時35分 気球よ り切 り離

されて フィンラン ド中央部 に降下 し,翌 日回収が行われた。2回 目の放球 は12月9日17時22分(UT)に 行われた。

観測機器は順調 に動作 したが,オ ーロラ活動に恵まれず,オ ー ロラ光 とX線 にょる撮像観測は不成功に終 った。 し

か しなが らオー ロラX線 の観測 データの一部には微弱なが らX線 カウ ント数の増加が検出 された他,自 然電 波観 測

機に よるVLF帯 自然電波放射の観測に成功 した。観測機 は21時45分 大気球 より切 り離 されて フィンラン ド中央 部

へ降下 し,再 び回収 された。

大気球によるオーロ ラ現象の観測を支援す るための地上観 測 システムによって は,　VLF自 然電波,銀 河電波 吸

収,地 磁気脈動 の観測 の他,新 たに開発 されたオー ロラテ レビカメ ラによるオ ーロラ観測を も行 った。

現在大気球観 測データの解析が進行中であ るが,今 後地上観測 データ並 びに ソ連,及 びオ ース トリアの観測 デー

タと併 せて解析す ることにより,オ ーロラ現象の実体 が明 らかにされ るもの と期待 されてい る。
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〔C研 究集会等の活動〕

1.シ ン ポ ジ ウ ム

BIOMASS　 Colfcquium

昭和57年5月27日(木)～28日(金)

SCARの 第16回 総 会(1980年)に おいて1982年 に 日本でBIOMASS関 係 の国際会議が 開催 され る ことが 決定

した。 これにはBIOMASS計 画推進 に係わ る諸会議の他に,　FIBEX　 (第1回 国際BIOMASS実 験)で 得 られた

成果を含む研究発表の場 も設けることになって いた。そ こで例年極 地研で開催 されてい る南極生物 シンポジウムに

代 ってBIOMASS　 Colloquium　 :　Past　 Results　 and　 Future　 Prospectが 企画された。

13ケ国 に及ぶ外国か ら研究者が参加 し,講 演20篇 の他 に,12篇 のポスターによる発表 も行われた。内容的 にも一

次生物か ら,オ キア ミの生物学,高 次栄養段 階の生物,海 洋生物資源 と多岐にわた り,現 段階 にお けるFIBEX成

果 のまとめも行われた。

プ ログ ラ ム

I　Primary　 and　 secondary　 production　 in　the　Antarctic　 ecosystems

Handa,　 N.　 &　 E.　 Tanoue　 (名 大 ・水 圏 研)

Organic　 compounds　 of　 the　 suspended　 particles　 in　 the　 Southern　 Ocean

Tranter,　 D.　 (オ ー ス ト ラ リ ア,海 洋 研 究 所)

　 Interaction　 between　 physsical　 and　 biological　 processes　 in　 the　 Southern　 Ocean

Stein,　 M.　 (西 独,水 産 研 究 所)

The　 distribution　 of　water　 masses　 in　the　 South　 Shetland　 Island　 area　 during　 FIBEX

H　 Biology　 and　 energetics　 of　 Antarctic　 Kri11

Hampton,　 1.　(南 ア,ケ ーフ タ゚ ウ ン大)

　Theacoustic　 results　 of　FIBEX

Komiki,　 Y.　 (遠 洋 水 研),　 M.　 Naganobu　 (東 大 ・海 洋 研)&K.　 Nasu(遠 洋 水 研)

　 On　 the　 distribution　 of　 krill　 and　 oceanographical　 condition　 in　 the　 Antarctic　 Indian　 Sector

Guzman,　 0.　 (チ リ,南 極 研 究 所)

Hydroacoustic　 and　 photographic　 techniques　 apPlied　 to　 the　 study　 ofkrill(　 Euphαusiα

superbα 　)　 behaviour

Murano,　 M.　 S.　 Segawa&M.　 Kato　 (東 水 大)

　 Growth　 ,　 moult　 and　 filtering　 rate　 of　 Krill　 in　 laboratory　 conditions

Nast,　 F.　 (西 独,水 産 研 究 所)

　 The　 assessment　 of　krill　 Biomass　 from　 a　net　 sampling　 programme
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Kikuno , T. & A. Kawamura  ( • 7.M ) 

 Observations on the ovarian eggs and spawning habits of Euphausia 

 superba DANA

 III Organisms of higher trophic levels 

 Laws  , R. M.  (  CA, fiNiteritri* ) 

   Ecological dynamics of Antarctic seals and whales 

 Siegfried  , W. R.  (MT  ,  —7'37  r,  ) 

   Progress and prospects of ornithological research within BIOMASS 

  Hureau, J — C. , G. Duhamel & C. Ozouf — Costaz  (T/S©, fir4-14tfirg ) 

   Ecological survey of the Notothenioid in the Southern Bouvet to Kerguelen Islands 

   Naito ,  Y  .  &T. Hoshiai  (4.ftaf) 

    Some ecological views on the vertebrate fauna in the  Ltitzow — Holm Bay area

IV Fisheries resources of the Antarctic

 Uno  , S.  (M6;::R*Iiji  ) 

 The relation between phytoplankton standing stock and water temperature in the 

 Antarctic Ocean in summer , 1980-1981

 Takahashi  , M. 0.471(giltar-Ut-t 9  —  ) 

 Trophic ecology of demersal fish community north off South Shetland Islands with 

 note on ecological role of the krill

some

 Yamanaka  , I.  6.4.4*af  ) 

  Interaction among krill , whales and other animals in the Antarctic ecosytem 

 Gulland  , J.  (  FAO) 

 Develpoment of fisheries and stock assessment of resources in the Southern Ocean

V FIBEX multidisciplinary study and the future of BIOMASS 

 Hemple  , G.  (M.t,  ) 

   FIBEX  revii,v of an international survey (with short introduction on the results of 

   / SCAR workshop) 

POSTER DISPLAY 

I Primary and secondary production in the Antarctic ecosystems 

 Fujita  , N & S. Nishizawa  (  WJL)C • g )

SCOR
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Vertical flux of particulate matter and distribution of POC , DOC and ATP in the 

pacific sector of the Antarctic Ocean in summer , 1980-1981

 Watanabe  ,  K.  , A. Tanimura & M. Fukuchi  (  IlitthEjf  ) 

  Some aspects on biomass of the lower trophic levels in the  Ltitzow — Holm Bay area

Tanabe S. & R. Tatsukawa  (  • a ) 

 PCBs and chlorinated hydrocarbon pesticide in the Southern Ocean

II Biology and energetics of Antarctic krill

 Guzman  , 0.  (3  9 , mtiieArfi ) 

 Hydroacoustic and photographic techiniques applied to the study of  Krill( Euphausia 

  superba ) behaviour 

 Nast  , F.  (  *geATIfi  ) 

  The assessment of krill biomass from a net sampling programme 

 Kikuno  , T. & A. Kawamura  (  k)C  • 71(kt ) 

  Observations on the ovarian eggs and spawning habits of Euphasia Superba DANA

 El Organisms of higher trophic levels 

 Nakamura  , K.  (EM1114-t  ) & Y.Ohyama  (  ) 

    Summer distribution of sooty / short tailed shear water in the outer margin of the 

    pack ice area

 Iwami  , T.  (A:Ric  •  ttt  ) 

Osteological study of the family Channichtyidae
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第3回 南 極地 学 シ ンポ ジ ウム

昭和57年10月21日(木)～22日(金)

第20次 観測～22次 観測の間に行われた,「 リュツォホルム湾周辺地域の地殻の総合解析」 の現 地調査が終 了 し,

これによって得 られた資料の解析が行われつつあるが,そ の結果 に基づ く研究の報告 を中心と し,さ らにマクマー

ド地域 にお ける日米共同観測,白 嶺丸による南極海調査 の成果な ど多 くの発表を得 て,活 発 な討議 が行 われた。

南極観測隊 の地学分野におけ る現地調査 は,23次 ～25次 の補足的調査によ って リュツ ォホルム湾を中心 とす る地

域 の一応の調査を終 り,新 たな展開の時期 をむかえ る。 これをふまえて,こ れまでの成果 のまとめを行 う上で,広

域変成作用の地域的特性や区分,地 形 と地質構造,地 球物理学的探査の問題点 などそれぞれの分野 での論議 を深め

るとともに,諸 分野の総合的な研究を推進 をいか にはか るかを,今 後の大きな課題 と して終 った。

プ ロ グ ラム

1.地 殻の地球物理学的探査

1.昭 和基地付近の浅層構造

伊藤 潔(京 大 ・理),伊 神 輝(名 大 ・理),渋 谷和雄,神 沼克伊(極 地研)'

2.昭 和基地 ・みずほ基地間の地下構造

伊神 輝(名 大 ・理),伊 藤 潔(京 大 ・理),渋 谷和雄,神 沼克伊(極 地研)

3.南 極での人工地震 によ る地震波 の振幅

伊藤 潔(京 大 ・理),伊 神 輝(名 大 ・理)

4.人 工地震表面波位相速度 よ り求めた氷床上部の構造

伊神 輝(名 大 ・理),神 沼克伊(極 地研)

5.昭 和基地の傾 斜観測{1)埋 設型傾斜計

神沼克伊(極 地研),伊 藤 潔(京 大 ・理),長 尾年泰(千 葉大 ・理)

6.昭 和基地の傾斜観 測(2)水 管傾斜計

同上

皿.地 質 構造 と変成作用

7.ゴ ン ドワナ ラン ドにおける リュツォホル ム湾地域の構造 地質学 的位 置

吉 田 勝(大 阪市大 ・理),木 崎 甲子朗(琉 球大 ・理)

8.リ ュツ ォ ・ホルム湾沿岸地域 におけ るグラニ ュライ ト変成作用 一予報 一

鈴 木盛久(広 島大 ・理)

9.リ ュツ ォ ・ホルム湾スカー レン地域の変成条件 について

鈴木盛久(広 島大 ・理),吉 田 勝(大 阪市 大 ・理)

10.リ ュツ ォ ・ホルム湾地域の構造変成史 について

吉 田 勝(大 阪市大 ・理),鈴 木盛久(広 島大 ・理),白 幡浩志(室 蘭工大),小 島秀 康(秋 田大 ・鉱 山)

,木 崎甲子郎(琉 球大 ・理)

皿.海 域 の地球物理学 的諸問題 と航空磁気測量

11.南 極半 島,ド レイク海 峡近辺で発生す る地震 のメカニズム

川崎一 朗,川 原康俊(富 山大 ・理),渋 谷和 雄,神 沼克伊(極 地研)

12.太 平 洋南極海嶺 における地震の発生様式

川崎一朗,川 原康俊(富 山大 ・理)

13.南 極 周辺海域 での海上重力測定

春 日 隆(東 大 ・海洋研),神 沼克伊(極 地研),瀬 川爾朗(東 大 ・海洋研)

14.ウ ェッデル海基礎地質調査 について

山崎 喬,佐 藤俊二,奥 田義久,佐 木和夫(石 油開発技術 セ ンター)

15.白 癩 氷河域 における航空磁気測量

渋谷和雄(極 地研),田 中 豊(千 葉大 ・理)
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16昭 和基地付近の地殻熱流量測定

長尾年恭(千 葉 大 ・理),神 沼克伊(極 地研)

IV.　　表層の諸問題

17ラ ングホ ブデ及 びスカルブスネスの未固結推積物にっいて

吉田栄 夫(極 地研)

18ア ム ンゼ ン湾,リ ーセ ルラル セ ン山の地形 一予報一

吉田栄 夫,森 脇喜一(極 地研)

19昭 和基地 付近 の地形学図 につ いて

平川一臣(山 梨大 ・教育),小 野有五(筑 波大 ・地球科学)

20リ ュツォ ・ホルム湾の海底地形

森脇喜一,吉 田栄夫(極 地研)

21南 極 リュツォ ・ホルム湾東岸 の有 孔虫化石

野村律夫(島 根 大 ・教育)

22オ ングル島周辺海域における流向流速測定

森脇喜一,吉 田栄夫(極 地研)

23昭 和基地 一みず ほ基地間のS-H-Zル ー ト上での7年 間(JARE14～21)の 氷床流動量

渋谷和雄(極 地研),伊 藤 潔(京 大 ・理)

24氷 床の内部モ レーンの形成 について

橋本雅之(北 大 ・低 温研),若 浜五郎(北 大 ・低温研)

25南 極大陸 にお ける化学探鉱 について

西山 孝(京 大 ・工)

V.マ クマー ドサ ウン ドの地学

261980～1981年 南極マクマー ドサ ウン ド,エ レバス火山における地震観測

高波鉄夫(北 大 ・理),神 沼克伊,寺 井 啓(極 地研),長 田 昇(東 大 ・震研)

27南 極 エ レバス火山の噴火 に伴 う地震活動 について

馬場め ぐみ(千 葉大 ・理),　J.Kienle　 (ア ラスカ大),　 R.R.Dibble　 (ビク トリア大)

28南 極 ビク トリアラン ド,ラ イ ト谷基盤岩の古地磁気

船木 実,永 田 武(極 地研)

29東 京 一－McMurdoSound間 の重力結合

海外学術調査班(代 表 ・中川一朗(京 大 ・理))

VI.岩 石学 ・鉱物学

30や まと山脈地域の変成岩類 における鉱物共生関係

浅見正雄(岡 山大 ・教育),白 石和行(極 地研)

31や ま と山脈の閃長岩類

白石和行(極 地研),浅 見正雄(岡 山大 ・教育)

32プ リンスオ ラフ海岸の岩石学 的研究

広井 美邦(金 沢大 ・教育),白 石和行(極 地研)

33エ ンダー ビー ラン ド,ア ムンゼ ン湾周辺の変成岩類

本吉 洋一(極 地研),松 枝大治(秋 田大 ・鉱山)

34東 南極 スカー レン産 ディスコーダン トメ タベイサイ トの微組織 と鉱物化学

相川信之,吉 田 勝(大 阪市大 ・理)

35リ ュツォ ・ホルム湾 スカ レビークハルセ ンのMg-A1ス カル ン

松枝大治(秋 田大 ・鉱山),本 吉洋一(極 地研),松 本径夫(山 口大 ・理)

一122一



第5回 極 域 気 水 圏 シ ンポ ジ ウム

昭和57年12月7日(火)～9日(木)

3年 にわた った 「南極域気水圏観測計画(POLEX　 -　South)　」の最後の隊(22次)に よ る内陸観測旅行の成果

が発表 された。第20次,21次 で得 られたデータの解析結果の発表 もあり,デ ータ解析 として深 みのある ものが出始

めた。また,本 年1982年 よ り始まった 「中層大気観測計 画(MAP)」,23次 隊 よ り始 まった 「東 ク イー ンモ ー ド

ラン ド研究計画」に関連 した発表 もあ った。気候,雪 結晶その他多彩な話題 も議論され た。発表論 文53編,出 席者

99名 であ った。

講演論文は,当 研究所 発行 の"Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　 Research　 ,　Special　Issue"に 掲

載 され る予定 である。

プ ログ ラ ム

1.海 氷

1.1981年 の昭和基地周辺の海氷に関する資料

吉 田栄夫,森 脇喜一(極 地研)

2.南 極Queen　 Maud　 Land沖 の海氷と海況

小野延雄,本 井達夫(北 大 ・低 温研 ・理)

3.生 長 しつつあ る海氷か らの ブライ ン排 出過程

若土正暁(北 大 ・低温研)

4.海 氷 と海洋の相互作用による熱 的振動

酒井 敏(京 大 ・教養),今 脇資郎(京 大 ・理)

5.南 極 海の海洋渦の問題

福 岡二郎,三 宅秀男(北 大 ・水産),楠 宏(極 地研)

H.積 雪 の性質

1.マ イク ロ波と雪氷 の相互作用 に関す る基礎的研究

黒岩 大助,松 本 正,鈴 木勝裕(北 工大)

2.み ず ほ基地 とハ レー基地積雪のpHの 季節変化

藤井理行(極 地研)

3.み ず ほ基地 における雪の酸素同位体組成の季節変化

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研),藤 井理行(極 地研)

4,み ず ほ柱状氷試料中の球状酸素粒子の放射 分析

田澤雄二(京 大 ・理),藤 井理行(極 地研)

5.南 極の表層雪の圧密

西村 寛,前 野紀一(北 大 ・低 温研),佐 藤和秀(長 岡高専)

皿.気 候変動

1.み ず ほ基地か ら得たJARE-13,150mコ アにおける酸素同位体垂直分布

加藤喜久雄,渡 辺興亜(名 大 ・水圏研)

2.み ず ほ基地か ら得た コアにおけ る酸素 同位体組成 の変動 と気候変動

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研)

3.プ ラン ト棚氷 コア解析による過去30年 の気候変動

藤井理行(極 地研),渡 辺 興亜(名 大 ・水圏研)

4.最 辺の北半球snow-ice　 cover変 動 と気候変動の関連について

第1報 星合 誠(愛 知 学院大)

IV.　　氷床の物理

1.南 極氷床の フィル ンが 氷化す る密度 につ いて
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榎本浩之,浅 井 淳,中 尾正義,東 晃(北 大 ・工)

2.氷 床 の積雪密度変動 について

前野紀一,石 田 完,西 村 寛,海 老沼孝郎(北 大 ・低温研),佐 藤和秀(長 岡高専)

3.南 極,白 旗氷河流域の計算機 シ ミュレーション

長尾正敏,中 尾正義,東 晃(北 大 ・工)

4.ア イス レーダーエ コーの数値解析(II)

泉 達司,星 山満雄,西 辻 昭(北 大 ・応電研),和 田 誠,前 晋爾,楠 宏(極 地研)

5.深 層掘削の技術的検討

鈴木義男(北 大 ・低温研)

V.雪 結晶 ・雲

1.極 域の雲の性質 と形成

和 田 誠,川 口貞男,山 内 恭(極 地研),武 田喬男,岩 坂泰信(名 大 ・水圏研)

2.み ず ほ高原にお ける雪結晶について

佐藤和秀(長 岡高専),井 上 治郎(京 大 ・防災研),西 村 寛(北 大 ・低温研)

3.グ リーンラン ド内陸部 における雪 結晶の観測

樋 口敬二(名 大 ・水圏研),植 村 直已

4.低 温での雪結晶の成長

山下 晃(大 教大),和 田 誠(極 地研),浅 野浅春(大 教大 ・附属 高校)

5.-40℃ 以下の温度で成長す る雪結晶 の形態

権田武彦(東 理大 ・理工)

6.奇 形雪結晶の生 成(1)

佐藤 晃,菊 地勝 弘(北 大 ・理)

7.氷 晶核の性質 が雪結 晶の形 に与 える影響

高橋忠司,新 井君代,林 佐衛子,岡 田晴美(埼 玉大 ・教育)

VI.　　総 観 気 像

1.南 極みほ基地 の気候特性

石川信敬,小 林俊一(北 大 ・低温研)

2.み ず ほ高原内陸部の気候特性

井上治郎(京 大 ・防災研),西 村 寛(北 大 ・低温研),佐 藤和秀(長 岡高専)

3.み ず ほ高原,内 陸高地 の高層気象

西村 寛(北 大 ・低温研),井 上治郎(京 大 ・防災研)

w.境 界 層

1.ソ ーダによる南極氷床上 の大気境界層の観測

小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水 圏研),川 口貞男(極 地研)

2.み ずほ基地 の境地気層 の特性(丑)

大畑哲男(名 大 ・水圏研),石 川信敬,小 林俊一(北 大 ・低温研),川 口貞男(極 地研)

3.み ずほ基地で低温 となる場合 の大気の状態について

大畑哲夫(名 大 ・水圏研)

4.カ タバ風 の二次元数値モ デ リング

萬納寺信崇(東 大 ・理)

5.カ タバ風 の数値 シミュ レーシ ョン

安達隆 史(日 本気象協会)

6.み ず ほ基地 における雪 内熱流量

菊地時 夫(高 知大 ・理)
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w.

1

2

3

4

IX.

1

2

3

4

X.

1

2

3

4

5

XI.

1

2

3

4

5

話 題 提 供

カタバ風帯の熱収支に関連 して

総観規模 じょう乱 とみずほ基地の気象

川 口貞男(極 地研)

みず ほ基地におけ る接地逆転と放射収支

山内 恭(極 地研)

みずほ基地の風について

大畑哲夫(名 大 ・水圏研)

やま と山脈裸氷面 と雪面上の大気構造

井上治郎(京 大 ・防災研)

放 射

南極対流圏の放射冷却

川口貞男(極 地研)

衛星及び地上観測による南極大気の放射収支

山内 恭(極 地研),　G.G.Campbel1　 (NCAR)

サ ンフォ トメー タ法による 「ふ じ」航路上での消散係数の測定結果

松原廣司(高 層 気象台),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)

南極昭和基地 におけ る消散係数 の測定

サ ンフォメー タ一法による

松 原廣司(高 層 気象台),川 口貞男(極 地研)

MAP解 析

惑星間空間磁場境 界通過 に対す る極域温度の応答

三 角幸 夫,廣 田 勇(京 大 ・理)

成層 圏全球平均温度 の垂 直勾配の変化

神沢 博(極 地研)

上部成層 圏循環 に関す る南北両半球の比較

塩谷雅人,廣 田 勇(京 大 ・理)

エルチチ ョン火 山噴火後の成層圏 エアロゾルの変動

林 田佐 智子,岩 坂泰信(名 大 ・水圏研)

紫外線 ライダーでみた成層圏 エアロゾル層

内野 修,前 野三 男(九 大 ・工),山 村英明,広 野求和(九 大 ・理)

MAP測 定

南極 成層 圏エア ロゾルの気球観測

森 田恭 弘(名 大 ・空電研),岩 坂泰信,小 野 晃(名 大 ・水圏研)

南極 型小粒 子ゾ ンデの開発

伊藤朋之,池 上三 和子,金 沢五寿雄(気 象研)

南極 地域 における大気 中ハ ロカーボン濃度の精密測定

巻 出義紘,横 畑 彰人,富 永 健(東 大 ・理)

赤外 分光器 による水蒸気量 の測定

松村久史,牧 野行雄,広 田道夫,佐 々木徹(気 象研),川 口貞男,山 内 恭(極 地研)

H20+hレ 　(Ly－ α)→OH*+Hを 用いた水蒸気量測定法

山下喜弘(気 象研),岩 坂泰信(名 大 ・水圏研),和 田 誠,山 内 恭,平 沢威男,川 口貞男(極 地 研),

小林喬郎(福 井大 ・工)
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第8回 鳴 石 シ ンポ ジ ュー ム

昭和58年2月17日(木)～19日(土)

第8回 シンポ ジュームは米国か ら2名 の著名な損石研究者,　J.A・Wood博 士(ス ミソニア ン研 究 所)とD.Bo

gard博 士(NASA)を 招待 して開催 された。 年々同 シンポ ジュームの重要性が国際的に評価 され,今 回 も外 国か

ら,R.S.Clarke　 Jr.†専士(ス ミソニア ン博物館),　 R.M.Fisher博 士(U.S.ス チ ール),　 M.Prinz博 士(ア

メ リカ ン博物館),　 B.Lang教 授(ワ ル シ ャワ大学),　 M.M.Grady博 士(ケ ン ブ リッ ジ大 学),李 大 聲教 授

(延世大)が 自費参加 した。

講演 は第22次 隊のや まと阻石探査報告に始 ま り,分 類及 び分類の レビュー,岩 石鉱物学 的研究,宇 宙 地球化学,

同位体及 び年代学,物 性学等の研究成果59件 が報告 され た。

今回 のハ イ ライ トは,明 石研究の第1人 者 であるWood博 士の特別講演 「太陽星雲 中で のコ ン ドリュー ル及 び

CAI　 (カル シウム,ア ル ミニ ウム包有物)の 形成」で あり,こ れ は阻石学の中で最 も興 味ある問題 の1つ で,多

くの関心が寄せ られた。 またBogard博 士 は,最 近 の南極阻石の大 きな話題 となっている,火 星起 源 と いわれ る

シャーゴッタイ トについて特別講演 され,こ れは新 聞に も紹介 され話題 とな った。今 回か ら限鉄の金相学的研究や ,

限石の落下年代 の報告があ り,日 本で もこの方面の研究が遅ればせなが らスター トした。

*　-　Speaker

1　YoshidaY.　 (極 地研)　 and　 Sasaki　 K.　 (東 北 大 ・理)

　 　 Search　 for　 Yamato　 Meteorite　 in　 December　 1981

2　Mason　 B.　 (ス ミソニ ア ン博 物 館)　 and　 Yanai　 K.　 (極 地 研)

　 　 A　 Review　 of　the　 Yamato-74　 Meteorite　 Collection

3　Yanai　 K.　 (極 地 研)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田 大 ・鉱 山)

　 　 A　 Report　 of　Processing　 on　 the　 Yamato　 -79　 Meteorites

4　 TakedaH.　 (東 大 ・理)

Preliminary　 Mineralogical　 Examination　 of　 Yamato　 -　 A　 chondrites　 (II)二the　 Second　 Veiw

5　 KojimaH.　 (秋 田 大 ・鉱 山)　 and　 Yanai　 K.　 (極 地 研)

　 　 Classification　 of　 Unequilibrated　 Chondrites　 in　 the　 Yamato　 Meteorite　 Collections

6Matsumoto　 Y.　 (山 口大 ・理),　 Yanai　 K.　 (極 地 研)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱山)

　 　 A　 Stony　 -　Iron　 Meteorite　 :　Yamato　 -　 75274

7　Yanai　 K.　 (極 地 研),　 Matsurnoto　 Y.　 (山 口大.理)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱 山)

　 　 01ivine　 -　Whitlockite　 Clast　 in　the　 Y　-　 75097　 L6　--　Chondrite

8　 Miura　 Y.　 (山 口 大 ・理),　 Smith　 D.　 G.　 W　 and　 Launspach　 S.　 (ア ル バ ー タ ー 大)

　 　 The　 Ni,Fe　 and　 Co　 Contents　 of　 Metal　 Phasesin　 the　 Allende,　 Holbrook　 and　 Nuevo

　 　 Mercurio　 Chondrites

9　 Nakamura　 N.,　 Nishikawa　 Y.,Terakado　 Y.,　 Goto　 Y.　 (神 戸 大 ・理),　 Okano　 O.　 and

Honma　 H.(岡 山 大 ・温 泉 研)

　 　 Rb　 -　 Sr　 Isotopic　 Systematics　 of　 the　 Antarctic　 H　 Condrites
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10　 Clarke,　 Jr.　 R.　 S.　 (ス ミ ソ ニ ア ン 博 物 館)

　 　 The　 Lazarev　 Antarctica　 Meteorite

11　 Mori　 H.　 and　 Takeda　 H.　 (東 大 ・理)

　 　 　A　 Study　 of　 Shock　 -　 Produced　 Veins　 in　 Ordinary　 Chondrites

12　 Takahashi　 E.,　 Ito　 E.　 and　 Matsui　 Y.

　 　 Melting　 of　 a　 Yamato　 L3　 Chondrite

　 　 Melting　 Relations　 up　 to　 30　 Kbar

(岡 山大 ・温 泉 研)

(Y-74ユ91)　 at　High　 Pressures;Part1,

13　 KimuraM.　 (茨 城 大 ・理)

　 　 ChemLicl　 and　 Petrologic　 Relations　 between　 Constituent　 Units　 in　 ALH　 -　 77249

　　　 Chondrite　 (L3)

14　MastunamiS.　 (東 大 ・理)

　　　A　 Note　 on　 the　 lnclusion　 of　 ALH-　 77004;A　 Surface　 Regolith

　 　　Body

of　 L　 ChondriticParent

15Wood.J.A.(ス ミ ソ ニ ア ン 天 体 物 理 研)

　 　 Formation　 of　 Chondrules　 and　 CAI's　 from　 Interstellar　 Grains　 Accreting　 to　the　 Solar　 Nebula

16　 Fujii　 N.　 (神 戸 大 ・理),　 Miyamoto　 M.(東 大 ・教 養),ItoK.(神 戸 大 ・理)andHamanoY.　 (東 大 ・理)

　 　 　Shape　 and　 Anisotropy　 of　 Fe　 -　 Ni　 Grains　 in　 Antarctic　 Chondrites

17　 Kornacki　 A.S.　 and　 Wood　 J.A.　 (ス ミ ソ ニ ア ン天 体 物 理 研)

　 　 　Petrography　 and　 Classification　 of　 Refractory　 Inclusions　 in　 the　 AllendeC3　 (V) Chondrite

181kedaY.(茨 大 ・理)

　 　 Major　 Chemical　 Compositions　 of　the　 Constituent　 Units　 of　 the　 Allende　 Meteorite　 and　 Antarctic

　　　 Carbonaceous　 Chondrites

19　 Nishida　 T.　 (千 葉 大 ・教 養)

　 　 Texures　 of　 Meta11ic　 Minerals　 in　 ALHA-　 77231

20　NagataT.　 (極 地 研),　 MasudaA.　 (東 大 ・理)　 and　 Taguchil.　 (新 日鉄)

　 　 Analytical　 Studies　 on　 the　 Antarctic　 Iron　 Meteorites　 ,　Yamato　 -790724,　 ALH　 -　 77263　 and

ALH-77289

21　 Fisher　 R.　 M.,　 Szirmae　 A.　 (U.S・ ス テ ー ル)　 and　 NagataT.

　 　 Metallography　 of　Antarctic　 Iron　 Meteorites

22　 Momose　 K.　 and　 Nagai　 H.　 (信 大.理)

Presumption　 of　 the　 Thermal　 History　 of　 theY－

(極 地研)

74646　 Chondrite
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23 Tazawa Y.  (  •  a)  , Fujii Y. and Nishio F.  (  ) 

    Extraterrestrial Dust Particles in Antarctic Ice

24 Watanabe S., Kitamura M. and Morimoto N. (WC•  IP ) 

    Fine Texture and Cooling Processes of Pyroxene Chondrules in L — Group Chondrites 

25 Nagahara H.  ( *)  •  IT  ) 

    Porphyritic Chondrules : Evidence for Incomplete Melting of Chondrules 

26 Delaney J. S.  (  7  1  9  t  %NM  ) Takeda H.  ( . ) , Prinz M. and Nehru C. E. 

 ( 7  t  :/-ftrm) 

   Modal Comparison of Polymict Eucrites from Yamato Mountains and Allan Hills , Antarc 

    tica with Other Basaltic A chondrites

27 Takeda H.  Mori H.  (  •  iT  ), Delaney J. S., Prinz M. and Harlow G. E.  (71  9  ti Ming  ) 

   Mineralogical Comparison of Antarctic and Non — Antarctic  HED( Howardites — Eucrites 
     — Diogenites ) Achondrites 

28 Ikeda K. and Fukuoka T. (4-4-tiR • iN ) 

    Parent Body of ALH —765, and —77302 Polymict Eucrites Based on the Chemical Compositions 

29 Fukuoka T. and Ikeda K.  (  *MC  • ) 

   Metal Grain and Siderophile Rich Clasts in ALH — 765 Polymict Eucrite 

30 Fukuoka T. and Ikeda K.  (  4-43H133Vc  • FT ) 

    Chemical Compositions of 5 Yamato Polymict Eucrites

31 Fukuoka T. and Ikeda K. (nc-'7  •  FT  ) 

   Chemical Compositions of Highly Metamorphosed Yamato LL Chondrites 

32 Kotra R. K. (JSC) and Ponnamperuma C.  (1  9  F)C  ) 

    Current Status of Organic Analysis of Antarctic Meteorites 

33 Murae T., Takahashi T. and Masuda A.  (  • ) 

    Organic Components of Carbonaceous Chondrite ALHA — 77307

34 Lang E.  (  )1./1%  -I, ) 

   Thermoanalytical Curves for Yamato Diogenites 74013 and 74010 

35 Onuma H.  (  rX)c  • ) , Clayton R. N., Mayeda T. K.  (  s%t  ) , Ikeda Y.  (  rx)c  • If ) 

   and Yanai K.  (  trNitE  ) 

   Chemical and Oxygen Isotopic Compositions of Several Antarctic Unequilibrated Ordinary 

   Chondrites 

 —128—



360numaN.(茨 大 ・理),　 Clayton　 R.　 (シ カ ゴ 大),　 Ikeda　 Y.(茨 大 ・理),　 Hutcheon　 l.　D.

MayedaT.K.　 and　 Molini-Velsko　 C.　 (シ カ ゴ 大)

　　　　Oxygen　 Isotopes　 in　 Chondrules　 of　 Ordinary　 and　 Carbonaceous　 Chondrites

37　 MiuraY.　 (山 口 大 ・理)

　 　 Characteristic　 Structuraland　 Compositional　 Orderingof　 ExtraterrestrialPlagioclases

38　Kaneoka　 I.　(東 大 ・理)

　 Th。 　Effect　 。f　W,atheri。g　 。n　th・　40A・-　 3gA・ 　Ages　 ・f　A・tarcti・ 　M・t…　 ites

39　Matsuda　 E.　 and　 Kigoshi　 K.　 (学 習院 大 ・理)

　 　 Carbon　 -　 14　Ages　 of　Antarctic　 Meteorites

40　 Grady　 M.　 M.,　 Wright　 I.　 P.,　 Mattey　 D.　 P.,　 Fallick　 A.　 E.　 and　 Pillinger　 C.　 T.

(ケ ン ブ リ ッ ジ 大 ・宇 宙 科 学)

　 　 High　 Sensitivity　 Stable　 Isotope　 Measurements　 of　 Carbon　 ,　 Nitrogen　 and　 Hydrog　 en　 in　 Yamato

　 　 Meteorites

41　 Ninagawa　 K.,　 Miono　 S.,　 Yoshida　 M.　 (大 阪 市 大 ・理)and　 Takaoka　 N(山 形 大 ・理)

　 　 　 Measurement　 of　 Terrestrial　 Age　 of　 Meteorite　 by　 Termoluminescence　 Technique

42　 Wooden　 J.　 (NASA-JSC),Takeda　 H.　 (東 大 ・理),　 Nyquist　 L.　 (NASA　 -　 JSC),

Wiesmann　 H.　 and　 Bansal　 B.　 (ロ ッ キ ー ド社)

　 　 　 Sr　 andNd　 Isotopic　 Chracteristics　 of　 Five　 Yamato　 Polymict　 Eucrites

43'　Shimizu　 H.　 (東 大 ・理),　 Tanaka　 T.　 (地 質 調)　 andMasudaA.

　 　 Ce　 Anomaly　 in　 REE　 Patterns　 of　Antarctic　 Eucrites

(東 大 ・理)

44　Tanaka　 T.,Shibata　 K.　 (地 質 調)　 and　 Masuda　 A.　 (東 大 ・理)

　 　 Strontium　 ,　Cerium　 and　 Neodymium　 Isotopes　 on　 ALH　 765　Meteorite

45　NishimuraH.　 and　 Okano　 J.　(大 阪大 ・教 養)

　 　 SIMS　 Measurement　 of　Mg　 Isotopic　 Ratios　 in　ALH-　 77307　 and-　 77287Chondrites

46　 Honda　 M.,　 Nagai　 H.　 (日 大 ・文 理),　 Imamura　 M.　 (東 大 ・核 研)andNishizumiK.(カ リフォル ニ ア 大)

　 　 Cosmogenic　 Be　 -10　 in　 Meteoritic　 Irons　 and　 Stones

47　Ebihara　 M.　 (群 馬 大 ・教 育)　 and　 Honda　 M.　 (日 大 ・文理)

　 　 Distribution　 of　 Rare　 Earth　 Elements　 in　Enstatite　 Chondrite

48　 0zima　 M.　 and　 Zashu　 S.　 (東 大 ・理)

　 　 He,　 Ar　 Isotopes　 and　 K-　 Ar　 Ages　 Diamonds
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49　Bogard　 D.D　 (NASA　 -　JSC)

　 　 Martian　 Atmospheric　 Gases　 Trapped　 in　the　 EETA79001　 Shergottite?

50　TakaokaN.　 (山 形 大 ・理)

　 　　Noble　 Gases　 in　ALH　 -　 77257　 Ureillte

51　 Nagao　 K.　 (岡 山 理 大),Takaoka　 N.　 and　 Saito　 K.

　 　 Rare　 Gas　 Studies　 of　 the　 Antarctic　 Meteorites

(山形 大 ・理)

52　 Miyamoto　 M.,　 Kinoshita　 M.　 and　 Takano　 Y.　 (東 大 ・教 養)

　 　 The　 Spectral　 Reflectance　 of　 Minerals　 in　 Ordinary　 Chondrites

53　 Yu　 Zhijun　 ,　 Chang　 S.　 (ペ キ ン大)　 ,　Kumazawa　 M.,　 Furumoto　 M.　 and　 Yamamoto　 A.(名 大 ・理)

　 　 Presence　 of　 Periodicity　 of　 Meteorite　 Falls

54　 Yu　 Zhijun　 (ペ キ ン 大)

　 　 Chinese　 Meteorites　 and　 Inorganic　 Hypothesis　 of　 Oil　 Genesis

55　Funaki　 M.　 and　 Nagata　 T.　 (極 地 研)

　 　 Composition　 of　the　 Natural　 Remanent　 Magnetization　 of　Ym75097　 (L4) Chondrite

56　Nagata　 T.　 and　 Funaki　 M.(極 地 研)

　 　 Paleointensity　 of　Meteorites

57　Nagata　 T.　 and　 Funaki　 M.(極 地 研)

　 　 Piezoremanent　 Magnetization　 and　 Shock　 Remanent　 Magnetization　 of　Meteorites

58　Hamano　 Y.　 (東 大 ・理)

　 　 Magnetic　 Remanence　 Properties　 of　Ordinary　 Chondrites

59　FiremanE.L.　 (ス ミソニ ア ン天体 物 理 研)

　 　 14　C　 Ages　 of　Antarctic　 Meteorites　 and　 Ice.
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第6回 極 域 に お け る電 離 圏 磁 気 圏 総 合 観 測 シ ンポ ジウ ム

昭和58年2月28日(月)～3月2日(水)'

今回の シンポジウムでは,極 域を中心 とす る磁 気圏 ・電離圏擾乱現象,地 磁気脈動,　ELF～HF帯 電 磁 波動,

な らびにオー ロラ現象等 について,国 際磁気圏観測計画(IMS)以 降 に得 られた多量の地上及び飛 翔体 観測 デー タ

を基に した詳細 な解析結果が報告 され,極 域 超高層現象に関す る総合的な研究発表の場 とな った。

特に,今 回設 けた 「SSCに 伴 う極域現象」のセ ッションにお いて は,複 数の グル ープよ り同一 の衛 星観 測 デ ー

タを用いた解析結果が発表 され,　SSC効 果1ζついて活発 な議論が交 された。また,将 来計画に関す るセ ッシ ョ ン

では,地 磁 気共役点 における多点観測,ポ ーラーパ トロールバ ルー ン並 びに人工衛星計画な ど,魅 力的な観 測計 画

の提案が行われ た。

なお,本 シンポジウムでの発表論文 は,　"Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　 Research,　 Special

Issue"に 印刷 され る予定であ る。

プ ロ グ ラム

1磁 気圏 ・電離 圏擾乱 .'

1.磁 気圏へのエネルギー流入量 とIMF南 北成分(Review)

前沢 洌(名 大 ・理)

2.連 続 す るフ レアーによる太陽風擾乱の伝播

袴田和幸(中 部工業大),赤 祖父俊一(ア ラスカ大)

3.静 止衛 星高度(GMS-1)の 数MeV粒 子の強度の変化 と極域磁場擾乱 の関係

山下喜弘(気 象研)

4.　 MAGSAT高 緯度 データの解析1(ケ ースス タデ ィ)

荒木 徹,亀 井豊永,家 森俊彦(京 大 ・理)

5.　 MAGSAT高 緯度 データの解析 皿(統 計)

亀井豊永,荒 木 徹,家 森俊彦(京 大 ・理)

6.磁 気圏擾乱に伴 う赤道域F層 擾乱 とプラズマ ・バ ブルのダイナ ミックス

高橋忠利,大 家 寛,渡 部重十(東 北大 ・理)

7.電 離層プ ラズマ擾乱

大家 寛,渡 部重十,高 橋忠利(東 北大 ・理)

皿　　ELF　 --　VLF波 動 現象

8.磁 気圏VLF波 動(Review)

早川正士

9.　 DiscreteEmission,　 PeriodicEmissionの 地上 一衛 星同時観測

陳 肇文,芳 野赴夫,(電 通大),佐 藤夏雄(極 地研)

10.　Norway,南 極 昭和基地で 同時観測 された周期的VLF放 射 の特性 につ いて

山岸久雄,福 西 浩(極 地研),小 島年春,芳 野赴 夫(電 通大)

11　.　South　Pole　Station上 空で観測 されたオ ーロラヒス現象

鈴木光義,芳 野赴 夫(電 通大),福 西 浩(極 地研)

12.　ISIS衛 星で観測されたVLF放 射バ ース ト

恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成 昭,村 上利光(電 波研)

13.極 域 におけ るVLFソ ーサー等 の源

渡辺成昭,恩 藤忠典,中 村義勝,村 上利光(電 波研)

14.　ISIS衛 星で観測 されたOmega信 号の伝搬特性

松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)

　 15.　Frequencydrift　 of　the　dawn　 side　mid-1atitude　 VLF　 emissions

早川正士,田 中義人(名 大 ・空電研)
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皿　 ULF波 動現象

16地 磁気脈動研究 におけ る1980年 以降の流 れについて(Review)

湯元清文(東 北大 ・理)

17　 ULF磁 波の低緯度共役性同時観測

1.　Rulfmeterに よる日豪同時観測

斉藤尚生,湯 元清文,瀬 戸正弘(東 北大 ・理),　K.　D.　Cole　(La　Trobe　 Univ.)

18　 ULF磁 波の低緯度共役 性同時観測

2.Pc3の 波動特性

湯元清文,斉 藤尚生,田 村 忠義(東 北大 ・理),瀬 戸正弘,(東 北工大),　K.　 D.　Cole　 (La　Trobe

　　 　 Univ.)

19　 CNApulsationと 関連現象

渋谷仙吉(山 形大 ・理),佐 藤夏雄(極 地研)

20箏 ブス トーム時のCNAに 現われ るULF周 期の振動

野 崎憲朗(電 波研),平 沢威男,福 西 浩(極 地研)

21　 Pi　burst脈 動の スペ ク トル特性

國武 学(電 波研)

22高 緯度Pc5脈 動の位相構造 と偏波

坂 翁介(九 大 ・理)

23Pc6の 特性

北村泰一,糸 長雅弘(九 大 ・理)

24静 止衛星高度 にお けるPc4-5現 象 とPc　 1現 象の関連

石田十郎,国 分 征(東 大 ・理)

25電 磁流体動(Pc3,4,5)の 発生 ・伝播

1.磁 気圏境界領域 にお ける特性

友村 清,桜 井 亨,利 根 川豊,加 藤愛雄(東 海大 ・工)

26電 磁流体波動(Pc3,4,5)の 発生 ・伝播

2.磁 気圏静止衛星軌道における特性

2)桜 井 亨,利 根川豊,友 村 清,加 藤愛雄(東 海大 ・工)

27電 磁流体波動(Pc3,4,5)の 発生 ・伝播

3.極 域多点観測によ る特性

利根川豊(東 海大 ・工),福 西 浩,平 沢威男(極 地研),桜 井 亨,加 藤愛雄(東 海大 ・工)

28地 磁気脈動Pc　 1波 動のDFの 可能 性

西野正徳,岡 田敏美(名 大 ・空電研)

IV　 中層大気(MAP)

29成 層圏微量成分の緯度及び季節変化(Review)

近藤 豊(名 大 ・空電研)

30対 流圏 ・成層圏NOxの 予備観測

高木増美,近 藤 豊,岩 田 晃(名 大 ・空電研)

31極 域にお ける大気潮汐

加藤 進(京 大 ・超 高層電波研究セ ンター),　R.　A.　Vincent(Univ.　 of　Adelaide)

32オ ーロラ帯か らの重力波 の伝搬 とそのHFド ップ ラー法 によ る観測

筒井 稔,堀 川 隆,小 川 徹(京 大 ・超高層電波研究 セ ンター)

33新50　 MHzド ップ ラー レーダ実験初期結果

小川忠彦,五 十嵐喜良,大 瀬正 美,倉 谷康和(電 波研),平 沢威 男,藤 井良一(極 地研)
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V　 HF波 動 ・電磁 環境

34.南 極域におけ るISISト ップサイ ドサウ ンディ ングAGCデ ータの解析(ll)　 Xモ ー ド放射

相京和弘,恩 藤忠典,西 崎 良,丸 山 隆,籔 馬 尚(電 波研)

35.極 域高周波プ ラズマ波動 の発 生機構 －ISIS衛 星に よる観測結果の解釈

宮岡 宏(極 地研)

36.極 域Plasma　 Cavityと オ ーロラ現象 との対応 関係

宮岡 宏(極 地研)

37.北 欧北極 圏内におけるELF　 -　VLF電 磁環境(予 備調査結果)

鎌田哲夫,荻 野竜樹,神 藤英彦(名 大 ・空電研)

38・ 気球BIS-INIに よる北欧の電力線放射電磁界の観測

富沢一郎,芳 野赴夫,山 川 智(電 通大)

39.南 極観測船 「ふ じ」 による短波伝搬 モー ド距離特性 の測定

一之瀬優
,大 瀬正 美,倉 谷康和,山 崎一郎(電 波研)

VI　 特別講演

前田憲一(京 大名誉教授),加 藤愛雄(東 海大 ・工),太 田柾次郎(京 大名誉教授),永 田 武(極 地研)

V皿 将来計画

40.地 上(含 気球)及 び衛星の同時観測

鶴田浩一郎(宇 宙研)

41.　 EXOS-D計 画

大 家 寛(東 北大 ・理)

42.将 来 の衛星観測 に対応す る地上観測

小 口 高(東 大 ・理)

43.極 域 大気球観測の役割

小 玉正 弘(山 梨医大)

44.VLF地 上多点観測(現 状 と将来)

田中義人(名 大 ・空電研)

45.昭 和基地 にお けるオ ーロラ現象総合観測 システムの将来像

福西 浩(極 地研)

46.昭 和基地 にお ける人[衛 星観測将来計画

芳野赴夫(電 通大),福 西 浩(極 地研)

47.地 磁気共役点 にお ける地 ヒ多点観測

佐藤夏雄(極 地研)

48.オ ーロ ラレーダ観測の将来計画

小川忠彦(電 波研)

49.再 びHFド ップ ラー観測の提唱一極 地における重力波の検出 一

竹生政資,北 村泰一(九 大 ・理)

50.多 点観測器機の小型,軽 量 ・省エネルギー,標 準化

林 幹治(東 大 ・理)

51.降 下粒子脈動の空間変動観測 システム

山岸久雄(極 地研)

52.ロ ケ ット搭載型分光画像カメ ラの開発

横 田俊昭,佐 々木進,河 島信樹(宇 宙研)

珊　 SSCに 伴 う極域現象

53.SCとSIの モデ ル(Review)
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荒木 徹(京 大 ・理)

54　 SC,SIに 伴 う超 高層 現象

平 沢威男(極 地研)

55全 世 界的地 上ステー ション網で観測 されたPsc脈 動の特性

福 西 浩(極 地研),　W.　 J.　Hughes　 (Boston　 Univ.)

56サ ブク レフ ト帯 におけるSSC効 果Pcl

林 幹治(東 大 ・理)

57静 止衛 星高度 におけるSSCに 伴 う現象

1.磁 場 変動

桑島正幸,角 村 悟,河 村 譜,福 西 浩(地 磁 気観測所)

58静 止 衛星高度 におけるSSCに 伴 う現象

2.高 エネルギー粒子線 の変動

角村 悟,桑 島正幸,河 村 言當(地 磁気観測所)

　59　 A　 multisatellite　 study　 of　Psc　 oscillations　 observed　 at　synchronous　 orbit

桜井 亨,利 根 川豊,友 村 清,加 藤愛 雄(東 海大 ・工)

60静 止衛星で観測され たSCに 伴 う長周期地磁気脈動 の特性 につ いて

永野 宏(岐 阜歯科大),荒 木 徹(京 大 ・理),福 西 浩,佐 藤夏雄(極 地研)

61静 止衛星高度 におけるSSCの 特性

国分 征(東 大 ・理)

62　 SSC時 のVLF位 相異常

菊地 崇(電 波研)

63円 筒電離層 一円柱地 球系 と単色平面HM波 との相互作用

大西浩史,荒 木 徹(京 大 ・理)

Dt　オ ーロラ現象

64　 Auroraの 動的様相(Review)

山本達人(東 大 ・理)

65脈 動性オー ロラ中へ の入射粒子 とVLF波 動

小口 高(東 大 ・理)

66　 South　 Pole　Stationで 観測 されたオー ロラの様相

鮎川 勝,平 沢威男(極 地研)

67　 Trans　 Polar　 Arcの 特性

金 田栄祐,向 井利典,平 尾邦雄(宇 宙研)

68北 欧におけるオー ロラ電場の大気球観測

小 川俊雄(京 大 ・理),山 岸久雄,福 西 浩,小 野高幸(極 地研)

69北 極域 サ ブス トーム中にお けるオー ロラX線,　 CNA,　 VLF放 射,地 磁気脈動 の相 互比較

1.オ ー ロラX線 の時間変動

小玉正弘(山 梨医大),山 岸久雄,小 野高幸,福 西 浩(極 地研),山 上 隆正,西 村 純(宇 宙研),

村上浩之,平 島 洋(立 教大 ・理)

70北 極域 サブス トーム中におけ るオー ロラX線,　 CNA,　 VLF放 射,地 磁気脈動の相互比較

2.X線 とULF,　 VLF波 動の相 互関係

山岸久雄,小 野高幸,福 西 浩(極 地研),小 玉正弘(山 梨医大),山 上 隆正,西 村 純(宇 宙研),

村上浩之,平 島 洋(立 教大 ・理)

71　 SAMBO82バ ル ー ン観測報告

小野高幸,宮 岡 宏,江 尻全機(極 地研)
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72オ ー ロラテ レビの開発

江尻全機,小 野高幸,宮 岡 宏(極 地研),小 口 高(東 大 ・理)

73オ ーロラテ レビの観測

小野高幸,江 尻全機,宮 岡 宏,小 口 高(東 大 ・理)

74北 極域にお けるオ ーロラX線 撮像観測

平 島 洋,村 上浩之,奥 平清昭(立 教 大 ・理),小 玉正弘(宇 宙研),西 村 純,山 上隆正,藤 井正美

(宇宙研),江 尻全機,小 野高幸,宮 岡 宏(極 地研)

X極 域現象の シュ ミレーシ ョンと理論的考 察

75オ ーロ ラ磁力線上の波 ・粒子 とダイナ ミックス(Review)

三浦 彰(東 大 ・理)

76太 陽風 と地球磁気圏相 互作用のMHDシ ミュ レーシ ョン

荻野竜樹,鷲 見治一,鎌 田哲 夫(名 大 ・空電研)

77磁 気圏の大局的力学の計算実験 非定常波動過程

井上雄二(京 都産業 大)

78高 速プ ラズマ流によ る磁気 圏極域 における大 ポテンシャル生成

鷲見治一(名 大 ・空電研),片 沼伊佐也(筑 波大 ・物理),佐 藤哲也(広 島大 ・核融合セ ンター)

79極 域気脈動の低緯度伝搬

藤 田 茂(地 磁気観測所),玉 尾 孜(東 大 ・理)

80極 域波動現象におけ る波動 一粒子相互作用 の計算機 シュ ミレーシ ョン

大村善治,松 本 紘,大 橋 正良(京 大 ・超高層電波研究セ ンター)

81(n+1/2)Wce狭 帯域 静電 波の非線型不安定化機構(基 礎的考察)

谷 口治幸(東 大 ・理)

82上 部熱圏におけ る重 力音波方程式 の数値解

前田佐和子,中 山泰雄(京 都産業大)

83熱 圏高度での重力波と散逸波 との モー ドカ ップ リング

中山泰雄,前 田佐和子(京 都産業大)
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2.研 究 小 集会

川 南 極 ロ ケ ッ ト観 測 研 究 小 集 会

開催 日:昭 和57年7月22日(木)

経過及び成果

全国の共同利用者か ら提言 のプ ロポーザルを集計 した結果,29件 の発表申込みが あ り,全 て につ いて討論す る事

とした。内容 としては(1)波動,(2)粒 子,(3)可 視オ ーロラ撮像,(4)X線,(5)電 場,(6}磁 場,(7)大 気温度及 び地平線検

出,(8)プ ラズマ(密 度,温 度,イ オ ン組成)及 び中性大気に分けて議論 し最後 に自由討論 とまとめを行 った。 この

時期に,研 究集会 で一堂 に集 まって議論 を尽 く し,具 体的な研 究の方向を打 ち出す事が 出来た事が一番の成果であ

った。 これ ら全体 と関係 して,宇 宙科学研究所が1984年 に打ち上げを計画 して い る科学 衛 星EXOS-Cと の 同

時観測について もその観 測 目的,意 義 について討論す る事が出来 た。

観測項 目とその手段(搭 載観測機器)に ついて,提 案されたほとんどのもの は,　IMS期 間に行われ た南極 ロケ

ッ ト実験 で得 られた結果 の解析 と研究の結果であ り,従 来 の確立 した もの か らよりア ドバ ンス した ものであ った。

波動に関 しては,　HF帯 偏波特性及 びモー ド,　VLF帯 のポイ ンテ ィングベク トル等の測定の重要性 が明 らか とな

り,人 工衛 星 との同時観測 の必要性 も明 白に された。 オー ロラ粒子 も広 いエネルギ ー分散の連続測定 の必 要性,さ

らに中性 大気 との相互作用 を明 らかにす る観測(質 量 分析 等)の 意義,オ ーロラ撮像(可 視及びX線 イメー ジ)と

の関係,沿 磁 力線電流の測定方法,電 場の測定方 法等 も検討 され た。　NOx及 びオ ゾン観測について も提案 が あ っ

た。将来 の計画 を推進す る上で意義深い ものであ った。

{2)氷 床 コ ア 研 究 小 集 会

開 催 日:昭 和57年6月16日(木)

経過及び成果

第20次 越冬隊以降,南 極氷床 にお ける コア掘 削は,そ の技術的進展 と相ま って,次 第に系統 的に行 いうるよ うに

な ってきた。 こうした状況の中で,氷 床 コアの解析 を推進す るため,氷 床 コアの貯蔵,記 載,配 分および物理 的,

化学 的解析 の基本的解析の基本方針を検討,決 定す る。

1.今 後 の コア研究の方針:化 学成分 と年代決定 とが重点課題で,今 後検討 してい くこ とにな った。 また,コ ア

の一 次解析用 の予算確保,コ アの保管な どにつ いては,極 地研側で検討をすすめてい く。

2.コ アの保管 と配分 について:氷 床 コア委員会が扱 うコアは,南 極大陸及びその周 辺で採集 され た雪氷 コアな

どで,工Om深 以深の もの全て とす る。 こうしたコアにつ いては,掘 削地点,年 月 日,採 集者(隊 次)な どの項 目を

付 したコア リス トを作成す る。配分後は,解 析項 目,担 当者,文 献,報 告な どを リス トの内容 に もり込む。 また,

コアの保管 は,原 則 と して極地研と し,保 管の期限を3か 年 とす る。なお ,第13次 隊のみず ほ150mコ アについて

は,長 期保存 とす る。 コアの配分は,研 究計画書 による申請を うけ,コ ア委 員会 が検討 し決定 して いく。

3.研 究成果 の発表について:コ ア委員会 より配分を うけた コアを用いて研究 を行 った者 は,1年 に1回 中間報

告 を行 い,研 究終了後は,解 析結果,研 究成果 を委員会 に報告する。解 析結果 は,然 るべ き形で公開 され る。

4.ニ ュース ・レターの発行:関 係者 に配布す る。 レターの原稿は幹事が作成 し,委 員長が校閲 し発行す る。成

果の速報な ども出す。

5.委 員会の設置にっいて1氷 床 コアにつ いては,こ れまで3回 にわた り開催 して きたが,氷 床 コア解析を一定

の方針の もとに強力に推進 してい く上で,氷 床 コア委員会(仮 称)を 研究所 内に設置 し,継 続的に行 う諮問機 関 と

す ることが重要であ る旨の合意 を得 た。なお,こ の研究小集会 のひとつの検討結果 と して,氷 床コア委員会(仮 称)

の設置を要望す る。

(3)極 域 気 水 圏 観 測 結 果 の 検 討 と 今 後 の 研 究 方 針 に 関 す る 研 究 小 集 会

開 催 日:昭 和57年9月11日(土)

経過及び成果

第20～22次 南極地域観測隊 によって行われた極域 気水圏観測(POLEX　 -　South)の 結 果の検 討と,今 後の研 究
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方針 を議論す る事を 目的 として行 われた研究小集 会である。特 に帰国 早々の22次 観測隊は計画の最終 年に当 り,み

ず ほ基地及 び内陸各地点で放射 収支,大 気 一氷床相 互作用,大 気循環 と多岐にわた る観測を行 っている。 そのため,

解析 は前2年 次の結果 と対照,つ き合せつ つ行 う必 要があ る。

各次隊それぞれによるデータ整理 及び解 析の進 捗状 況が報告 された。デ ータ ・レポー トに関 しては,20次 隊分 は

すべて終了,21次 隊分は2種 類 のデータを残 して他 は57年 中に終 り,22次 隊分は定常気 象以外 は全て58年 度以降 に

残す。その うち,み ずほ基地 におけるPOLEXの 基本的観測項 目である30mタ ワーデータについて は21次 隊 分 と

併 せ編集 す ることに決 った。解析 に関 して は,各 人が各々の研究 として音波 レーダーや ゾ ンデ,30mタ ワー,放

射,雪 氷 コア等の試料 を もとにそれ ぞれ進 めてい ることが報告 された。

今後の研究 方針 と して,本 来の主 目的で ある 「カタバ風帯 の熱収 支」に向け,各 々の解析結果 を持ち寄 り,さ ら

に一歩踏み込 んだ相互の関係 を押え,総 合的な熱収支を求めてい く方 向に進 むことを討議 した。具体的 には,(1)総

観規模の気象擾乱 とみず ほ基地の気象 との関係を衛星画像を通 じて 明 らか にす る。②みず ほ基地の逆転層下での放

射収支 と熱収支の他の要素 との関係を調べ る。(3)カタバ風 の状態 と境界層の構造 との関係を明 らかにす る。(4)内陸

におけ る広域 の境界層の構造の違 いを,主 に雪面上,裸 氷面上 につ いて検討す る。の4つ の課題を とり上げ る。 さ

らに平行 して,こ れ ら全体を含む力 タバ風のモデ リングを数値 シ ミュ レーシ ョンと して行 うことも議論 した。

最終 的には,上 記各項 目が明 らかにな った時点で,さ らに総合的 にとりま とめを行 う方針で進む ことを取 り決 め

た。

(4}昭 和 基 地 周 辺 の 基 盤 地 質 に 関 す る 研 究 小 集 会

開催 日:昭 和57年6月21日(土)

経果及 び成果

昭和基地周辺の地質調査は第1次 南極 観測隊に始 ま り,以 来,こ れ までに東経30度 か ら45度 の間の主な露岩地域

の概査 を終了 し,全 体の地質像 が明 らかにな りっっある。そ こで,こ れまで に現地調査に従事 した研究者 が集 まっ

て各地域 の地質学的問題を提出 し,東 南 極盾状地 の一部を構成す る本地域の地質構造発達史を検討 した。

日本隊が これまでに調査 した範囲は,昭 和基地 を中心 と した延長約500㎞ の海岸線 と内陸山地であ り,現 地調査

の成果 は各種の報文 としてあ らわれているほか,1974年 か らは 「南極地質図 シ リーズ」 として刊行 され,現 在18面

を数え るまで にな った。 このよ うに着々と この地域の地質情報が集ま って くるにつれ,こ の地域全体 の地質構造発

達史 にお いて,研 究者のあいだでの議 論がさか んになって きた。 この ことはまた,盾 状地の一部 と しての昭和基地

周辺 の地質学的特性を うきぼ りにす る ものである。 この地域は近年オース トラ リアや ソ連 によって精力的 に研究 さ

れて いるエンダービー ラン ドの西方地域 に もあた り,両 者の関係は外国の研究 者か らも注 目されて いる。

これ まで に日本の研究者 の中で提出されているひとつのモデルは吉田によ る一連の論文 で示 されて いる。彼 は リ

ュツォ ・ホル ム湾地域で蓄積 されて きた資料 を もとに,重 複す る4回 の変成作 用 と5回 の変形作用を区別 した。ま

た,近 年のプ リンス ・オ ラフ海 岸における調査研究 をま とめて広井は新 南岩か ら昭和基地付近への累進的な変成作

用 を認め,吉 田の見解 に修正を迫 っている。今回の研究小集会では,こ の2つ の代表 的意見を中心に論議がすすめ

られ,今 後の研究の進 め方について有益な討論がな された。 この結果,今 まで の南極観測隊の地質部門の総括 とな

る本の出版に向けて努力す ることが確認 された。

(5)東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド地 学 調 査 に 関 す る 研 究 小 集 会

開 催 日:昭 和57年10月23日(ヒ)

経過及び成果

22次 観測におけるカ ラー垂直航空写真撮影 とそれに基づ く予察 的地形観察の結果が報告 され,ま た24次 夏期及び

越冬中のセル ロンダーネ山地予備調査行動計画案について討議を行 った。第3点 と して,26次 以降の観測計画を検

討 し,ま ず26次 ～28次 の測地,地 質,地 形観測,限 石探査では,と くに地図作成問題が,29次 ～30次 で重点 となる

地球物 理学的調査 では人 工地震探査の問題が討議の中心 となった。調査の時間的見通 しと成果について も言及 され

た。また,セ ル ロンダーネ調査 と併行 して実施 され る船上観測 の課題 と して も検討 された。最後 に設営問題 につ い
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て若干の討議 を行 った。

1.22次 隊観測で撮影 されたセル ロンダーネ山地 のカ ラー垂直航空写真 は,339枚 で山地面 積の70%余 りをカバ

ーす る。 カラーであ るため精密地形図作成用と して は適 当で ないが,簡 易 モザ イク図の作成 を試 み,地 形,地 質 の

予察的な調査に利用 しつつあ り,こ れには効果 が大 きいことがわか った。

2.24次 夏期の ブライ ド湾偵察,24次 越冬 中の航測用航空写真撮影計画が報告 され,1.の 点 を併せて,航 空写真

撮影上の航空機性能 と所要の縮尺,撮 影 コースなどについて検討 された。

3.25次 観測計画 として,従 来検討 されて きた計画案を変更 し,昭 和59年2月 中～下旬,「 しらせ 」 の ブ ライ ド

湾回航を行 って,デ ポ地点の設定 と若干 の物資の揚陸,セ ル ロンダーネ山地 までのルー ト偵察,可 能 な範囲での地

学調査を2週 間を 目途 として実施 する素案が示 され,そ の問題点を検討 した。

4.次 に26次 以降の観測計画が討議 され た。

26次 ～28次 で は,基 準測量 ・地形 ・地質調査 ・陽石探査 ・航空写真の補足撮影 ・航空機 による氷厚測定が予

定 されてい る。 この うち地図作成 を早期 に行 う必要が あるが,改 めて広大な山岳域 において,所 要の精度を維持 し

つつ基準点測量を行 うために,新 たな方法 の導入を含む多 くの検討が必要である ことが確認 され た。 また ,各 調査

項 目につ いて,そ の方法,一 応の完了の目標な どが検討 された。

29次,30次 で は古地磁気学を含む地球物理学的探査 に重点が置かれ るが,と くに大規模 なオペ レーシ ョンを必要

とす る人工地震探査で,方 法,測 線,組 識,他 の調査項 目との関連な どが討議され,今 後 さ らに検討を加えてゆ く

ことに した。

5.セ ル ロンダーネ山地調査 と並行 して,長 期的展望を もって行 う必 要のある海域地学調査 について,現 在の観

測計画,31次 以降の将来計画が検 討された。

{6)南 極 陽 石 研 究 小 集 会 一 南 極 陽 石 の 科 学 的 研 究 の 推 進 に つ い て

開催 日:昭 和57年12月24日(金)

経過及 び成果

南極陽石の科学的研究の推進について

所外か ら7名 の参加をいただき上記 の小集会を開催 した。昭和57年 度 は同様の損石研究推進について,宇 宙科学

の トップ レベルの研究者によ る特に 日本 における限石研究並びに惑星科学研究の ス トラテジー(作 戦)に ついて討

論 した。今回 は実際 に南極限石を研究 して いる人が,そ れぞれの立場,そ れ ぞれの機関で研究を進めてい る現状 と

問題点について話題の提供 をいただき,意 見の変換を行 った。 また,極 地研 に対す る要望 も多 く出 された。話題 と

なったの は次のよ うな点である。

1.研 究者の層 について:日 本全体 と して非常 に薄い,ア メ リカの10分 の1,40～50名 であ る。 しか も,阻 石研

究を片手間にや ってい る。 明石研究 に命をかけ る人が欲 しい。若 い助手層 に阻石研究者を発掘すべき。

2.学 生,院 生の職の問題:陽 石 を研究 して も適当な就職先が ない。教官 と して も学生,院 生に隅石研究 を勧 め

られない。講座を新設 し,限 石関係者層を厚 くするべきである。

3.コ ンソシアム研 究について:特 にあ る種の限石について集 中的な共同研究を進め るべきである。 これ にっい

てYamato　 -　891　(E・chondrite)を とりあげ,池 田を中心 に研究計画 を作成 して もらうことにな った。

4.極 地 研に対する要望:阻 石 に関す る情報が不足 して お り,研 究計画の作成に困 ることが多い。 カタ ログに準

ず るよ うなデータ集,あ るいはカタログの原稿的な ものを公表 して欲 しい。

その他,南 極 阻石の所有国 と して,日 本で阻石学,惑 星科学の推進 を大いにはか るべ きとの意見 が多 く出された。

(7)南 極 に お け る ヒ トの 科 学 に 関 す る 研 究 小 集 会

開催 日:昭 和58年3月29日(火)

経過及 び成果

南極 にお いて行われて きた医学関連の研究 につ いて参加者全員のそれぞれの立場か らレビューを行 い,健 康集団

の医科学 と しての将来の研究の方向を討 論す ることを目的 と した。同時に昭和59年 度 に出版を予定 してい る 「南極
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の科学」第8編 「南極の ヒ トの科学」の編集方針 を討議 した。

1.現 在までの医学,医 療の レビュ ー(座 長:松 田)

今 までの流れ としては,

1次 ～6次 までは基地生活医学 。

7次 ～12次 までは寒冷順 応,昼 夜パ ター ンに対す る変化 を代謝,栄 養の面か らも研 究。

15次 以降 は環境 と人間 とのかかわ りを中心 に しつつ生理,体 力生理の問題にまで及んでい る。

となってお り健康集団の医学 的研究 として進め られて きた。 しか し精神衛 生の面 とか性に関す ること,集 団行動 に

ついて も目をむけ る必 要があろ う。

ll.「 南極の ヒ トの科学」編集 について(座 長:蜂 須賀)

皿.南 極越 冬医学研究 の将来計 画につ いて(座 長:西 川)

1.ll.に おいて過去,現 在 の医学研究の レビューを行 ったあ と 「南極 の ヒ トの科学」と して南極 の科学の シ リ

ーズの中の単行本にま とめるための討 論を行 った。それを うけた形で このセ ッションは進 め られたが,話 合 いのす

べてを通 じた将来の計画のための発言 をまとめてお く。

従来の研究を現代の知識を もとに現代社会 との接点を考えつつ,新 しい機器 を用いて実施す ることが重要であ ろ

う。以下にい くつか列 記す る。

(1)基礎生理的研究:心 ぱ く等心臓 の自動記録器や その他の機器の開発 が進み,い ろいろの情報が得 られ るように

な ったので計画 ・実施 が容易 にな りつつある。栄養 についてはエネルギーの源泉 として大切 で特 にとり入れ る食物

その もの,排 出す る屍尿現物 を分析す ることが欠かせない ことにな っている。

②体力生理について も心 ぱ く記録 その ものを 日常生活 とともに記録解析 し,作 業能 力の一歩進んだ研究へ進 ませ

たい。特に個体差について検討す ることは適性 とも関連す るし,昼 夜勤の違 いによるス トレスの差 につ いて も面 白

い研究ができよ う。

(3)精神医学について研究 を計画す ることが必要であろ う。一方,性 の問題 や飲 酒について も検討が なされ るべ き

ではなか ろうか。

閣集団働 態についての研究 も今後進 め られ るべ きであろ う。

(5健 康管 理について,生 理的 な面,精 神的な面,社 会的な面か ら検討 されるべ きで あろうとされたが特に体力不

足に よるい ろいろのへ い害がでて いるので スポーツ施設をつ くること も必要 であろ う。

(6環 境衛生について の研究 も忘れて はな らない。

(8)　 SlBEX調 査 計 画 に 関 す る研 究 小 集 会

開 催 日:昭 和57年10月29日(金)

経 過及び成果

参加者全員 の共通の理解のために,松 田,根 本の 日光会議 日本代表か ら,　SIBEX計 画の全般にわた る説明があ

った後,太 平洋 区を含めて,我 国のBIOMASS及 びSIBEX計 画に対す る具体的問題の質疑,特 にデ ー タの取 扱

い,国 際的協 力関係の問題が議論 され た後,イ ン ド洋区に参加 を予定 して いる開洋丸,し らせ,昭 和基 地の研究 計

画案が,参 加 予定 の研究者,あ るいは船関係者か ら話題 提供 と して 出され た。 これ に対 して,計 画案の国際共同計

画 としての整合性,計 画の運営面か らの可能性等具体 的側面か らの討論が なされ た。 また,各 調査船の もっている

弱点を補い合 うよ うな協力体制づ くりの話 し合い ももたれた。(1}各調査船 はSIBEX国 際共同プ ログラムを基本 に

各調査船の特性,調 査参加研究者の専門分野,調 査海域 の特異性等 を考慮 しつつ ナシ ョナルプ ログラムを作成す る

こと。 ②南極海の季節性 という特異な問題に対処 するべき,工 船 の協同調査 も考慮す ること。(3)得られるデータは

有機的に各研究者が利用で きるよ うに,デ ータバ ンクに入れ るなどの準備を事前 に行 うこと等の諸点 についての合

意を得た。 また個 々の船の研究計画は前記の議論を踏 えて以下の通 りとす ることが現段階で合意 された。

1.開 洋丸

期 間 昭和58年12月 ～昭和59年2月

海 域 イ ンド洋区(プ ランス フイール ド)
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研 究 数5～7名

研究項 目

a.ナ ンキ ョクオキア ミ現存量 の測定(計 量式魚群探知機 使用)

b.ナ ンキ ョクオキア ミの群行動 ・群密度の研究(水 中 テレビカメ ラ使用)

c.ナ ンキ ョクオキア ミ現存量推定のための補正デ ータの収集(魚 群探知機で 測定不能な部分の補正用デー タ収

集)

d.第 一生産者 の分布 の研究

e.海 鳥 ・海獣類 の目視壊観測(目 視マ ニュアルに よる)

2.し らせ

期 間 昭和58年11月 ～59年4月

海 域 南極 海イ ン ド洋海域(リ ュツォ ・ホルム湾周 辺海域)

研 究 者2名

研究項 目

a.浮 氷域における第一 次生産の研究

b.浮 氷域のおけるプ ランク トン ・マイクロネ ク トンの研究

c.浮 氷域におけ るベ ン トス ・魚類の研究(水 中テ レビカメ ラを使 用)

d.浮 氷域における大型動物(ペ ンギ ン ・鯨 ・アザ ラシ)の 分布量の研究

e.沈 降粒状有機物 の研究

3.昭 和基地

期 間 昭和59年1月 ～60年1月

研 究 者2名

研究項 目

a.海 洋環境調査(水 温 ・栄 養塩 ・流れ ・照度)

b.第 一次生産 の研究

c.動 物プ ランク トン,マ イクロネク トンの研究

d.底 生生物,魚 類の研究(分 布,生 活史)

e.大 型動物の研究(定 量化 の研究,生 活史)

{9)極 地 に 関 す る デ ー タ 処 理 研 究 小 集 会

開催 日:昭 和58年1月25日(火)

経過及び成果果

セ ンター利用者 の学 問分野 は広範囲 にわた るが,電 算機 を利用 した解析,処 理技法には共通 した ものがあ り,そ

の共通基礎 に立 って討論 が行われ た。最先端の解析 を行 っている者 にとって確立 された解 析手 法 とい うものはな く,

各 自がそれぞれ独 自の手法 を開発 してい るのが現 状であるが,本 集会 において,そ れ らの技法 を発 表 し合 い,他 の

経験者 か らの コメ ン トを受 け討論す ることは,電 算機利用技術 を向上 させ る上で大いに有 効であ った。

またこの度,機 種替 えが完了 したHITAC-M180シ ステムの機能 を出席者に紹介できた ことは,今 後セ ンター

の機能 を十分利用す る上で大 いに役立 った ことと思 われ る。

また,情 報処理 セ ンターに対 し,今 後のTSSシ ステム,周 辺機器,デ ータベ ース利用等 について要望が 出され,

情 報処理 セ ンターの機能向上を考え る上で参考 となった。

本集会の ために予稿集を作成 し,配 布 した。
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(10)南 極 設 営 工 学 研 究 小 集 会

開 催 日:昭 和57年2月16日(木)

経 過及び成果

村越観測協 力室 長よ り日本南極観測隊 の設営の現況設明があ った。続いて楠よ り諸外 国の設営現況の設明があ り,

さらに建築関係(含 付帯設備)を 中心 と して意見の交換を行 った。 この間,南 アフ リカのサナエ基地(氷 上)の 建

設経過を示す ビデオの上 映 も行 った。

この研究小集会 は南極設営工学の分野で は最初の ものであ った。従 って設 営関係 の全 分野 にわたっての討論を行

うよ りも,参 加者 の共通理解 の最 も得 られやす い建築関係の分野に限定 した。 これは,現 在積雪下 に埋没 しつつ あ

るみず ほ基地 の将来,さ らに将来建設が予想 され る氷上域は露岩上の基地に対 して基本 的な構想 も得 るため にも有

意義であ ると考 え られるか らで ある。

研究所側か ら南極観測事業 のうち,設 営面 にお ける歴史的経 過の説 明があ り,と くに経費 の推移,隊 員数の変遷,

昭和基地およびみずほ基地の建物 の変遷 と現況 について,資 料やス ライ ドによ って詳 しく述べ られた。楠企画調整

官か らは,去 る6月28日 か ら7月3日 まで,レ ニングラー ドで開かれたSCAR設 営 シンポ ジウムに提出 され た約

60篇 の論文(内 日本提 出5篇)を 中心 に,諸 外国の設営の現況について説 明があ った。 と くに,オ ース トラ リアに

おけ る大型2階 建 の建築物,南 アフ リカ,西 ドイツ,英 国の棚氷上における建築物 につ いて紹介 し,南 アフ リカが

作 成 したサナエ基地の建物の建設経過 を示す ビデオテ ープを上映 し。 これ らの建築物 に関す る論文 は一括 して所外

関係者に配布 した。

その後,全 員による意見交換の際 には,日 本大学建築学科よ り,み ずほ基地 の建物の補強 に関す る検討結果の概

要の説明があ った。 また,今 後氷上建物の建設に当た って留意 すべき点 について種 々の検討 を行 った。今回の小集

会においては,所 内外 の研究者 ・技術者が南極の建物を中心 と して,南 極設営工学 の現況 につ いて共通理解を得た

ことは大 いに有意義で あった。今後 もこのよ うな機 会を得て,さ らに研究の推進 を計 ることが必要であ ることを共

通に認識 し点 で成果があ った。

(11)南 極 定 常 観 測 に 関 す る 研 究 小 集 会

開催 日:昭 和58年3月17日(木)

経過及 び成果

現在 南極観測の定常部門を担当 して いる官庁は電 波研,気 象庁,国 土地理院,水 路部,極 地研であ る。昭和40年

来定常観測 につ いて見 なお しが行われていなか った。現今の科学の進展 に対応すべ く,各 分野の業績を レビュー し,

将来 計画を立案す ることを 目的 とし,第1回 の研究会 を もつ ことに した。

当 日は10時 より15時 まで下記プ ログラムによ り8題 の話題提供が あり,15時 より17時 まで定常観測の将来展望 に

関す る総合討論を行 った。出席者約30名 でよい討論が得 られ たので,報 告書 をつ くること,今 後 もこの問題 につい

て話合 いをつづ けることを約束 して閉会 した。

1プ ログラム

1.南極海洋物理 ・化学 ・海上重 力観測の成果 及び今後の あり方

2海 洋生物定常観測の現況

3.南極電波観測 の25年

4.定常気象観測について

5.国土地理院におけ る南極地域の地図整備状況

6極 光及 び地磁気の定常観測について

7.地震 の定常観測について

8.国立極地研究所定常観測系の役 割について

各定常観測担当機関の代表か ら,資 料に もとづ き,現 在までの観測状況,観 測結果,観 測の組織 につ いて レビュ

ー して いただ き,今 後の展望について述 べていただいた。今までの成果が 日本の地球 科学 に対す る貢献の大 きいこ

とを認識 したが,こ の ことにっいて,次 のよ うな報告書(約70頁)の 目次に従い,現 在 と りまとめ中であ る。
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南極定常観測研究小集会報告

(新 しい地球科学像への南極か らの発 想)

1概 論

1).は じあに

2).新 しい地球科学像への南極か らの発想

3).南 極資源問題へ南極観測か らの発想

4).新 しい南極の地球科学研究

ll　定常観測担当機関か らの報告

皿 南極にお ける新 しい地球科学 をふまえた定常観測計画 と担当機関の役割

IV　 定常観測について今後の検 討会 の もち方

以下の報告書の第1号 は本年5月10日 の第2回 目の研究会を経てのち,編 集を終 え印刷す る予定 である。

3.観 測研究小集会

(1}MAP計 画 に 基 づ く レー ザ ・レ ー ダ 観 測

開催 日:昭 和57年7月7日(水)

経過及び成果

MAP計 画全般に係わ る観測 計画 の概要が説明 されたあ と,24次 隊で計画 している個々 の観 測 計画 が説 明 され

た。新たに持ち込む レーザ ・レーダと赤外分光器 については輸送の問題 と観測棟 の改修が夏期の重要な問題 とな る。

これ は新機器の設置 と同時に観測棟 内の配線 を更新す る必要 もあ り,設 営地学 の隊員 もま じえて検討 された。

また越冬観測は盛 りだ くさん計画 され ているが,消 費電力 との関連が検討 されたほか,こ れ らの計画を消化す る

ために は国内での準備を充分にす る必要が あり,今 後,国 内での訓練計画 を検討 した。

(2)東 ク イ ー ン モ ー ドラ ン ド地 域 に お け る 雪 氷 研 究 の 目 的 と 意 義

開催 日:昭 和57年10月26日(火)

経過及び成果

東 クイー ンモー ドラン ド計画全体の説明のあ ったのち,24次 の個 々の計画が説明 され,検 討 された。みずほ基地

におけ るボー リングは24,25次 で500mを 目標 とし,24次 では少 くと も250mの コアを摂取す る計画である。 ボー

リング機器 の準備状況が報告 され,こ のための大形機器 の輸送問題 も検討 され た。内陸旅行 については23次 と合同

で行 うものにっいて検討 され,こ れを早急に通知す る ことと した。 また春か ら夏 にかけてのセル ロンダ ーネ旅行 は

航空機 オペ レー ションと密接 な関係があ り,セ ル ロンダーネ空撮計画 と同時 に検討 され,全 体 の計画 がまとめ られ

た。

(3}B10MASS計 画 に 基 づ く沿 岸 生 態 系 の 一 次 生 産 の 調 査

開催 日:昭 和57年8月6日(金)

経過及 び成果

23次 か ら越冬観測 と して始ま った沿岸生態系研究計画の全体像が説明 され,23次 の動物 プ ランク トンを 中心 とす

る観測か ら,今 回 は一次生産を中心 に研究が進 め られ る計画であ る旨説明された。その後24次 で実施す る個々 の観

測計画が説明 され,前 次隊よ り引継 ぐ海洋環境条件測定の規範等について検 討された。 また潜水調査 につ いて は他

部門 との協力関係が必要 とされる こと,さ らに労力 などを考慮 して必要最 小限にとどめ,そ れ以外の方法で資料収

集 にあた る方が良策 との助言があ った。 同時 に今回持ち込まれ る電子顕微鏡 その他の機器の準備状況 は順調 に進 捗

して いる旨の報告があ った。
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(4)夏 期 地 学 調 査 の 目 的 と 意 義

開 催 日:昭 和57年6月5日(木)

経過及び成果

昭和基地周辺の露岩地域 で行 われて いる地質図作成計画及び経過が説明 され,同 時に鉱物 資源問題 に対応す る基

礎資料を得 る必要性 のあることが述べ られた。次 いで23次 隊の報告がな され,質 疑応答 があ った。 さ らに24次 隊に

おいてはル ン ドボグスヘ ッタ,ス トラン ドネッパ,エ インス トー ドイ ンゲ ンにおいて地質学的調査 にお よび鉱物学

調査を実施 す る計画が説 明され た。

昭和基地周 辺の露岩 における地学調査 は24次 隊に よって一応の区切 りをつける こととなってお り,以 降 は別の地

域で新 たに展開 され ることにな って いる。従 って今回の調査は重要な意 味を もち,国 内や船上 にお ける循備に遺漏

のないよ う計画の検討が なされた。

{5)夏 期 生 物 調 査 の 方 針 と 意 義

開 催 日:昭 和57年6月21日(月)

経過及 び成果

これまでの夏期生物観測や定常観測について説明があ ったあと,23次 隊 の海洋生物,海 洋物理,化 学の報告がな

され た。また23次 夏 には陸上生物の観測 も同時に行われたので,そ の方の報告 もあった。次 に24次 の計画の説明が

各担 当隊員 か らあり,船 上観測 にお ける測線が検討され,決 め られた。

またふ じが昭和基地沖の定着氷に接岸中には氷上観測 も実施 される計画であ り,そ の際ふ じ周辺 と昭和基地周 辺

の海水 上で は潜水調査が予定 されてい る。 これについては国 内の準備段階か ら安全性を確保す るため充分の注意 が

は らわれるべ く,今 後 も検討 してい くこととな った。
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4.研 究 談 話 会

開催 月 日 発 表 者 所 属 題 目

昭和56年 第21次 南極観測隊 による固
渋 谷 和 雄

4.14 体地球物理観測

4.22 W.　 G.　 Pearcy
Oregon

State　 Univ. 1灘鐵

5.19 藤 井 理 行
1981-82英 国南極観測隊 に

参加 して

On　 Meteoritesand
6.10 Lucy　 Mc　 Fadden Univ.Hawaii Their　 Relationship

to　 Asterolds

6.23 永 田 武 陽石磁気学序論

BureouofMinera1 Geochemistryof

7.9 L.P.Black Resurres,　 Ausrralia

Archean　 Napier

Complex　 in　 Enderby

Land,　 Antarctica

AustralianNational Archean　 Evolution　 of
K.Collerson

Univ. the　 Vestfold　 Block

南極の固体地球物理の
9.8 神 沼 克 伊

諸観測

9.22 田 中 正 之 東北大 ・理/極 地研 気候変動

1)リ ュ ッ ォ ・ ホル ム湾 の 海

底地形
10.6 森 脇 喜 一

2)オ ングル海峡 での流向 ・

流速測定

BIOMASS計 画 に
10.20 根 本 敬 久 東大・海洋研/極 地研

っいて

10.27 高 欽 泉 中国 ・南極考察 委員会
中国南極考察現状和未来

的打算

学司日本南極考察設営経験
〃 万 国 才 〃

推進中国南極考察等各工作

加強南極科学考察的国際合

〃 董 兆 乾 中国 ・国家海洋局 作,為 人類和平利用南極

倣出貢献

11.10 白 石 和 行 昭和基地周辺の基盤地質

12.1 楠 宏 諸外国の南極設営の現況

12.15 山 岸 久 雄 北欧大気球実験の成果

昭和58年
小 倉 義 光 Univ.　 111inois 巨大雷雨の観測と数値実験

2.16

オ ー ロ ラと プ ラズ マ波 動
2.23 福 西 浩

現象

3.16 尾 中 龍 猛 筑 波 大
氷単結 晶の屈折・1こ電子

状態

最近 の ドイツ南極勧刈隊の

3.23 11einz　 Kohnen
Alfred　 -　 Wegener

研究及 び設営の現況1・つい
Inst.　 (西 独)

て

(注)所 属空白の者 は,当 研究所の教官
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III　資 料 及 び研 究 施 設 の共 同 利 用

1.資 料 の 収 集 、 整 理 、 保 管 、 利 用

(1)生 物系資料部門

南北両極域 より得 られた各種生物標本 は,研 究が済み次第,標 本デ ータ等を整理 した 上で,国 立極地研究所の生

物資料室に収納 されてい る。

1.植 物

極地よ り得 られた顕花植物,隠 花植物 の各標本の収納点数を別 表に分類別,地 域別 にまとめ た。

その他,オ ース トラ リア,ニ ュー ジーラ ンド,チ リ,ア ルゼ ンチ ン,モ ー リシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,

フランス,東 欧,日 本な どの温帯域か らも比較研究のために採集,及 び交換 などで標本を収集 してお り,蘇 苔類,

地衣類を主に約2万 点の標 本が収納 されて いる。

現在,蘇 苔類のデータは国立極地研究所の コンピュー ターによるデータバ ンクと して蓄積 されてい る。内外の利

用者のために種 類別(網,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索 による標本 リス ト,ラ ベ ルの打 出 し,

さらに分布 図の作 成などの利用 システムが出来てい る。

生物資料室に収納されている極地の植物

分類別 隠 花 植 物

地域別
顕花植物

羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類 土壌微生物

南米パ タゴニア 10 600 300
亜

サ ウ ス ジ ョー ジ ア 島 50 300 50

ケルゲ レン島 100
南

アムステルダム島 5 50

極
セ ン トポ ール 島 30

ク ロ ゼ ー 島 30

西 キ ング ジ ョー ジ 島 40 500 200 30 50

南 デセ プシ ョン島 10

極 南極半島 10 100 50 50

東
昭和基地周辺 2,500 500 300

マ ラ ジ ョー ジナ や 基 地 100 30

南 ケ ー シ ー基 地 280 200 50 30

デービス基地 60 30
極

マ クマ ー ド基 地 100 10 30

カ ナ ダ 115 800 30
北

ア ラ スカ 150

極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50

ア イス ラ ン ド 30
域

フ ィ ン ラ ン ド 100

計 215 25 5,930 1,410 210 380
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2.動 物

現在までに,ユ ス リカ,ト ビム シなどの昆虫類や ダニ類,原 生動物 などの微小陸上動物150点,海 洋生物 の液浸

標本 として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物な ど約100点,ア ザ ラシ,ペ ンギ ン,

海鳥な どの剥製標本約50点,硅 化木や化石約50点 が収納されて いる。

3.プ ランク トン

ふ じ船上で採集 されて きた植物プ ランク トン用ホルマ リン固定海水標本及び冬期サ ロマ湖か ら得 られ た標本 は,

次の通 りである。

標 本 内 容 標 本 数
7次,ふ じ航路上,表 面海水 181

9次,ふ じ航路上,表 面海水 82

14次,ふ じ停 船観測点,各 層海 水 100

18次,ふ じ航 路上,表 面海水 工49

19次,ふ じ航 路上,表 面 海水 155

20次,ふ じ航路 上,表 面 海水 246

1978年2月,サ ロマ湖,各 層 海水 50

計 963

その他 に,ふ じ船上にて各種 プ ランク トンネ ット採集によ り得 られ た動物 プ ランク トン標本は ,次 の通 りで ある。

隊 次
ノ ノレパ ッ ク MTD ORI 稚 魚 LHPR

ネ ッ ト ネ ッ ト ネ ッ ト ネ ッ ト 採集器
14 33 0 0 0 0

17 16 0 0 0 0

18 22 20 4 0 0

19 ユ1 4 2 0 0

20 6 79 0 0 0

21 33 42 2 12 2

計 121 145 8 12 2

ま た,MTDネ ッ ト標 本 の 内,18次 の20本,20次 の58本,21次 の19本 に つ い て は ,す で に1次 ソ ーテ ィ ング が完

了 して い る。

{2)非 生物系資料部門

当部門は大別 して4分 類 され る資料の収集,整 理,保 管 とその利用に関す るサー ビス業務 を担 ってい る。①オ
ー ロラに関する資料:前 年度に資料収納棚他 の基本的な保管体制を確立 した為

,本 年度か らWDC作 業指針に沿っ

た資料の収集 を開始 した。収集 した資料は,昭 和基地で観測 したオー ロラデータの基礎的 データ,外 国基地で観測

された全天 カメラデ ータ及び地磁気 データ,日 本学術会議地球物理資料庫 に保管 されていたIGY以 来 の全天 カメ

ラ及 び地磁気に関するデータ等で ある。データ収集後,共 同利用 に供す るための統一的整理を実施 して いる。②地球

物理 に関す る資料:資 料収集 に先立 ち収納棚等基本的な保管機能を有す る体制確立に努力 した。 しか し本年度は予

算等の情勢か ら必ず しも資料収集を開始す る体制を確立す ることができなか った。昭和基地で観測 された地震 及び

重力な どの資料一部 を収集 し,そ の整理を終了 した。③岩石資料:年 次計画で岩石資料庫 の整備を計 っている。併

行 して収納岩石の共同利用に供すべき整理 を研究系関連教官の協力の もとに実施 した。④一般資料:各 種展 示用パ

ネル類,記 録写真,白 旗関係資料及び映画フ ィルム他,極 地に関連す る資料 を収集 ,保 管,整 理す 匂ことになって

いるが,資 料の種が多岐に渡 り,必 ず しも充分 な収集 ・整理 業務 は果せ なか った。保存用映画 フィルムの整理を完

了 し,そ の資料 目録台帳を作成 した。
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{3)陽 石資料部門

当部門は,1969年 第10次 隊によ り発見採集 されたYamato　 -69陽 石を初め,第23次 隊によ るYamato　 -82阻 石

(未処理)ま での約5,000個 について初期処理を行ない限石台帳 を作成 した。また,同 時に進行 している同定 分類

作業の結果については,随 時陽石カタログとして出版公表 して来 た。現在,当 部門が保 管 してい る陽石は表1の 通

りであ る。表1に は大まかな分類 を示 したが,同 定分類作業は年 に50程 度の割で進めている。 また阻石名 は短縮形

も含め表2の よ うに定 め,研 究発表や研究計画書の作 成にはこの名称 を使用す るよ う求めている。

当部門には炭素質陽石をク リー ンな状況下で処理す る設備(ド ライ窒素入 りク リー ンキ ャビネ ッ ト)が ないため,

1982年9月NASAの 月試料処理施設(ジ ョンソン宇 宙セ ンター,米 国 ヒュース トン)に 於て,'3個 の炭素 質 阻石

を処理 した。 しか し,ま だ10数 個の炭素質陽石が,ス テ ンレス缶 に密封 され当研究所に冷凍保管 されて いる。

一方
,南 極 阻石研究委員会で採決 された研究 計画に対す る陽石試料の作成 と配分作業 も行 った。

当部 門は阻石通信(随 時,国 内向け約300部)とMeteoritesNews　 (不定期,国 内国外向け約600部)を 配布

している。

表1.国 立極地研究所保管南極限石一覧

陽 石 名 発 見 年 韻鉄 石鉄損石 コ ン ドラ イ ト エ コ ン ドライ ト 炭素質陽石 未区分 合 計

や まと一69陽 石 1969 7 1 1 9

やま と一73陽 石 1973 11 1 12

やま と一74陽 石 1974 1 631 28 3 663

やま と一75陽 石 1975-76 2 1 289 12 3 307

マ ウン トバル ダ陽石 1976 2 2*

ア ランヒルズー76韻 石 1977 1 7 1 9*

ア ランヒルズー77限 石 1977-78 6 1 234 4 3 2ぽ

パガ トリー ピーク陽石 1978 1 1不

デ リック ピー クー78陽 石 1978-79 5 5*

メテオ ライ トヒルズー78限 石 1978-79 28 2{ナ

べーツヌナターク陽石 1978-79 5 5*

アラ ンヒルズー78限 石 1978-79 2 173 8 1 184*

ラック リング ピークー78阻 石 1978-79 5 5*

や まと一79阻 石 1979-80 4 1 3,552 79 31 9 3,676

ベル ジカー79陽 石 1979 4 1 5

や まと一80陽 石 1980-81 12 1 13

や まと一81陽 石 1981-82 123 2 7 1 133

や まと一82明 石 1982唱3 205 205

計 21 4 5,083 137 50 215 5,510

*日 米合同陽石操査によるもの(日 本側受領分)
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表2阻 石の命名

Yamato　 and　 Belgica　 meteorites

Collection　 Names Meteorite　 Names

Yamato-69　 meteorites

Yamato-73　 meteorites

Yamato-74　 meteorites

Yamato-75　 meteorites

Yamato-79　 meteorites

Belgica-79　 meteorites

Yamato-80　 meteorites

Yamato-81　 meteorites

Yamato-82　 meteorites

Yamato-691to-699.

Yamato-7301to-7312.

Yamato-74001to-74663.

Yamato-75001to-75307.

Yamato-790001to-794093.

Belgica-7901to-7905.

Yamato-8001to-8014.

Yamato-81001to-81133.

Yamato-82001to-82211.

Abbreviations

Y-691toY-699

Y-7301toY-7312

Y-74001toY-74663

Y-75001toY-75307

Y-790001toY-794093

B-7901toB-7905

Y-8001toY-8014

Y-81001toY-81133

Y-82001toY-82211

Victoria　 Land　 meteorites

Collection　 Name　 Meteorite　 Name

Mount　 Baldr　 meteorites　 Mount　 Baldr　 a　and　 b.

AllanHills-76meteorites　 AllanHills-761to-769.

AllanHills-77meteorites　 AllanHills-77001to-77307.

Purgatory　 Peak-77　 meteorites　 Purgatory　 Peak-77006.

DerrickPeak-78meteorites　 DerrickPeak-78001to-78010.

Meteorite　 Hills-78　 meteorites　 Meteorite　 Hills-78001　 to-78028.

BatesNunatak-78meteorites　 BatesNunatak-78001to-78006.

AllanHills-78meteorites　 AllanHills-78001to-78262.

RecklingPeak-78meteorites　 RecklingPeak-78001to-78005.

Abbreviation

MBRaand　 MBRb

ALH-761toALH-769

ALH-77001toALH-77307

PGP-77006

DRP-78001toDRP-78010

MET-78001toMET-78028

BTN-78001toBTN-78006

ALH-78001toALH-78262

RKP-78001toRKP-78005

(4)デ ータ解析資料部門

当部門 は,南 極で得 られ た数多 くの観測データの電子計算機を用いた解析並びに処理方法 に関す る研究を行 うと

ともに,情 報処理 セ ンターの庶務を担当 してい る。

データ解析 システムの開発研究 と しては,計 算機 の周辺装置 システムの設計を行い,そ れ らの成果がセ ンターに

取 り入れ られ共同利用 に供 されてい る。特に,高 性能小型電子計算機 システムが導入され,多 様化す る南極 データ

の処理に対応 して いる。更 に高分解能 カラーデ ィスプ レイ装置RAMTEK　 /9400を 主計 算 機 と結 び,人 工 衛星

(TIROS-N,　 NOAA-6/7,　 LANDSAT-2/3等)に よる リモー ト・セ ンシ ング ・ディジタル画像 データの処

理,マ ルチバ ン ド航空写真 による地質,地 形,生 物,生 態調査の ディジタル画像処理,三 次元情報(ダ イナ ミック ・

スペ ク トラムやオー ロラ画像)の 処理等の表示に使用すべ く開発を行 ってい る。また,そ れ らの入 出力装置 として,

カラー画像書 出 し読取 り装置(オ プ トロニ クスC4500)が 高性能小型電子計算 機 システムに接続 されてい る。

一方
,デ ータ解析 ソフ トウェアの開発 として,地 球磁場観測衛星MAGSATの データの処理及 び編 集 テープ の

作成 と,そ れを用 いた極地方の磁場変動の分布,特 性 の研究を行い,全 デー タについて のサマ リ ・プロッ トを作成,

その結果は貴重 なデータ ・ブ ックとして全国の共同研究員 に使用 されてい る。また,近 年重要度が増 してきた リモ

ー ト ・セ ンシングに対応 し,デ ィジタル画像処理 プ ログ ラムの開発を行 ってい る。現在 昭和基地で は,極 域観測計

画(POLEX)の 一環 と して気象衛星NOAA-6/7,の 受信が行われてい るが,こ れ らの画像 データ及 び地L求資源 技

術衛星LANDSATの 画像 データを計算処理 し,南 極地域の気象,南 極海の海氷 の ダ イナ ミック ス,大E{ll氷床等
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の研究 に役立ててい る。

(5}低 温資料部門

本年度,低 温貯蔵庫内の資料棚が固定式の ものか ら,手 動式 の移動棚方式 に変え られた。移動棚は,図 に示す

ように,貯 蔵庫中央の通路をはさんで,両 側に配置 されてお り,一 方は観測隊の 中型 ダ ンボール に入 った冷凍資料

が収納 され,他 方には氷床 コアが収納 され るように設計 されている。 資料 の収容能力 は,中 型 ダ ンボール208箱 と

氷床 コア930m相 当量で,固 定棚 に比べ,約1.5倍 増 とな った。

貯蔵方式の変更に伴い,資 料の管理方式 も整備 し,カ ー ド方式で出入庫時にチ ェック して い く方式を とることと

した。また,最 大貯蔵時間を原 則と して3年 とす ることと した。

本年度 は23次 隊の持ち帰 りコア約300mが 処理 され た。海底堆積物サ ンプルは,そ の一部 がい くつ か の大 学 の研

究者の配分に供 された。海洋水産 資源開発 セ ンターが南太平洋で収集 した魚類の冷凍 サ ンプル も極地研 に運ばれ,

共同利用研究資料 と して研究者に配 分され た。
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2.研 究施 設 ・設 備 の共 同利 用

(1)情 報処理セ ンター

資料系情報処理セ ンターは,当 研究 所の共 同利用施設 として,大 型電 子計算機 ・　HITAC-M　 180中 央 演算 処理

装置 を中心 と し,各 種 入出力装置を備 えた主 システムをもっ。また,ミ ニコ ンピュータHITAC　 -20Eを 中心 と し

た高性能小型計算機 システムが設 置 されている。

M180シ ステムは,旧M16011に かわ るもの として12月 末 に機種替えを行 った もので,演 算速度で7倍,実 メモ

リを1.5MBか ら7MB,デ ィス ク容量1200MBよ り1600MB,TSS端 末6台 よ り12台 等ハー ドウェアの面で一

段と性 能の向上が はか られた。また,ソ フ トウェアの充実 もはか られ,ユ ーザに とってよ り一層使 い易 い もの とな

った。 計算機 の大型化 に伴い,セ ンター運営 も自動化 が進 み,共 同研究委員会 によ って割 り当て られた研究課題別

計算機 使用 時間の自動管理 も行 うように した。

本 システムで は,南 極観測デ ータ,科 学衛星受信 データ等の データベ ース ・システムとして,気 象 ・重力 ・海洋 ・

地質 ・隅石 ・生物の データ及び極地関係の文献情 報 ・南極の各種地図デ ータを有す る。また,主 システムとデータ

交換制御装 置を介 して結ばれてい る画像処理 システムがあり,　TVカ メ ラ/VTRよ り取 り込んだ画像 データを各

種画像処理プ ログ ラムにより,多 様な画像表現 ・計算 が行われ,オ ーロラ形態学 ・気象研究等に利用 されて いる。

高性能小 型計算機 シス テムは,気 象衛星データ処理,　PCMデ ータ処理,A/Dデ ータ処 理,周 波数分析処理,

カ ーブ トレース処理等の信号 ・データ処理機能を もち,さ らにカラー写真入出力装置 と高分解能 カ ラー ・グ ラフィ

ック装置 とそのハ ー ドコ ピー装置が付加 されてい る。 これ ら収集 データは,デ ータ交換制御装置を介 し,M180と

オ ンライ ンで接続 され,処 理能率の向上が図 られている。

共同利用と して,所 外研究者の利用は増加 しつつあ り,現 在登録 されてい る共同利用者は52名 である。Mユ6011

/M180シ ステムの57年 度月別使用状況を下図に示す。

M-16011/M-180シ ステム稼動 時間400

(
謹
書

)
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(2)オ ーーロ ラ 世 界 資 料 セ ン タ ー 　(WDC-C2　 for　 Aurora)

オ ーロラ世界資料 セ ンターは,資 料系非生物 資料部 門が管理 し,管 理資料棟5階 に床面積約84㎡ の資料保管 庫兼

閲覧室を有 して いる。 当セ ンターに保 管される資料 は,　WDCパ ネルが示す作業指針 に沿 った資料の収集を計 りつ

つ,学 問の進展 に伴 う研究者の要望す る資料を も経 済的物理的事情 を勘案 した上で収集す る方策 を志向 している。

資料保管庫 は冷暖房 ・除湿機を備えてい るとともに,リ ーダプ リンター利用 による簡単な閲覧 と複写が可 能な設備

を有 して いる。 またその データ収納能力は,35mマ イク ロフィルム(100ft巻)約28,000本,計 算機用磁 気テー

プ約1,900本,マ イクロフィシュカー ド数1,000枚 他 である。

本年度 までに収集 したデータの概数を次表に示す。

資 料 名 期 間 数 量

昭

和

基

地

35m/m全 天 カメ ラ編集済 フィル ム 1970年 ～1981年 約1,200巻/100ft

16m/m全 天 カメ ラフィル ム

(一部編集不能)
1966年 ～1970年 約250巻/100ft

35m/m全 天 カメ ラオ リジナル

フィルム
1970年 ～1981年 約120巻/1,000ft

35m/m全 天 カメ ラ長巻 フィル ム 1970年 ～1981年 約120巻/1,000ft

地磁気3成 分 オ リジナル チャー ト記録
1959年 ～1961年

1966年 ～1981年
約680巻

地磁 気3成 分3打 点式 チ ャー ト記録 1972年 ～1981年
'約120巻

地磁気35m/mマ イクロフィル ム
1959年 ～1961年

1966年 ～1981年
約25巻/100ft

同上A4版 引伸し資料(閲 覧用)
1959年 ～1961年

1966年 ～1981年
20一 フ ァイル

絶 対 測 定 記 録 簿 1966年 ～1981年 3一 フ ァイル

超高層現 象相関記録 マイクロフィルム 1976年 ～1981年 6巻/100ft

同上A4版 引伸し資料(閲 覧用) 1976年 ～1981年 12一 フ ァイル

計算機 アウ トプ ット相関記録A4版

資料(閲 覧用)
1981年 6一 フ ァイル

オー ロラ写真観測記録 約50冊

DMSPオ ー ロラ観測記録 1972年 ～1980年 約130巻/100ft

南極点基地全天カメラ記録 1976年 ～1978年 約240巻/100ft

日球ら
本物管

学理理
術資換

会料資
議室科
地か

地 磁 気35m/mマ イ ク ロ フ ィル ム 1957年 以降 約6,200巻/100ft

全天 カメ ラフィル ム 1957年 以 降 約6,900巻/100ft

DMSPオ ーロ ラ観測記録 1972～1980年 約130巻/100ft
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(3)低 温 実験 室

低温 資料部 門が管理す る共同利用施設で,-60℃ まで冷却 できる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却に よる実

験 室,貯 蔵庫か らな ってい る。

低温実験室 は,雪 氷試料の構造解析,力 学実験などの他,雪 氷 コアや海底堆積物,限 石,生 物サ ンプル,土 壌サ

ンプルなどの前処理が行われた。また,極 地設営工学部 門や南極観測隊 による機器の耐寒性のテス トなどに も利用

れた。

本年度 の月別利用状況を まとめ ると,図 のよ うにな る。

人日

45

1982年

6 7 8 9 10 11 1212

1983年

3月

低温室月別利用状況
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IV　 南極地域観測事業

1.第23次 南極 地 域 観 測 隊

第23次 南極地域観測 隊は,宙 空系の 「地域中層 大気の総合観測」,雪 氷 ・地学系の 「東 クイー ンモー ドラ ンド地

域雪氷 ・地学研究 計画」,環 境科学系の 「南極沿岸生態系における生物生産 の基礎研究」及び 「ヒトの生理学的研

究」「環境 モニタ リング」等 を研究観測の課題 として編成 された。

同隊の行動期 間は,昭 和56年11月25日 東京港晴海埠頭 出港,越 冬隊 は昭和58年3月21日 成田国際空港帰国(夏 隊

は昭和57年4月20日 東京港晴海埠頭帰港)で あ った。

オース トラリア ・フ リマ ントル港を12月16日 出港 した観測船 「ふ じ」 は,同 月22日 南緯55度 通過,昭 和57年1月

4日 昭和基地へ第1便 を送 った。

物 資輸送 は,氷 域突 入と同時 にハ ンモ ックア イス帯 に囲まれ困難 をきわめた。

天候 も悪 く空輸作業 は難行 したが,2月5日490ト ンの空輸 をも って完了 した。

昭和基地で は,130kl貯 水槽を徹去 し,100kl貯 水槽 を新設す ると共 に,新 発電棟の基礎 工事を実施 したほか車輌

類 の組立,整 備等 を行 った。

基地周辺で は,海 氷上 におけ る海洋調査,東 オ ングル 島及 び周辺地域の生物,測 地,地 質 調査等を実施 した。

野外観測調査 は,ス カ レビークハルセ ン,ル ン ドボークスコ ラネにて実施 した。

越冬期間中は,前 期の悪天候,冬 期の低温 の影響を受 けて,野 外調査を中心とす る観 測に,一 部縮少 を余儀 な く

された面はあ ったが各部門 とも順 調に経過 した。

第23次 南極地域観測隊越冬隊は,み ず ほ基地を昭和58年1月22日,昭 和基地を同年2月1日 に第24次 南極地域観

測隊越冬隊に引 き継いだ。

川 第23次南極地域観測隊編成及び観測項目

第23次 南 極 地 域 観 測 隊 編 成 表

人員44名(越 冬隊34名,夏 隊10名)

〔越 冬 隊〕 昭和56年1月1日 現在

担 当 氏 名 等輔P 所 属 本 籍 地 隊 経 験

隊 長

(越冬隊長)

星 合 孝 男 昭5.11.7

(50歳)

文部教官教授

国立極地研究所研究系

静 岡 県 7次 夏,8次 越

冬,11次 越 冬,

16次 越冬,英 国

基地2回

気 象 吉 平 保 昭21.8.3

(35歳)

運輸技官

気象庁観測部

長 野 県

〃 首 藤 康 雄 昭25.1.5

(31歳)

〃 東 京 都

〃 梶 原 良 一 昭25.5.31

(31歳)

〃 福 岡 県
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■

気 象 佐々木 正 彦 昭26.12.12 〃 秋 田 県

(29歳)

電 離 層 倉 谷 康 和 昭20.9.18 郵政技官 福 岡 県

(36歳) 電波研究所電波部

地 球 物 理 阿 部 馨 昭27.6.9 建設技官 宮 城 県

(29歳) 国土地理院測地部

宙 空 系 藤 井 良 一 昭25.7.11 文部教官助手 神奈川県

(31歳) 国立極地研究所研究系

〃 忠 鉢 繁 昭23.7.9 運輸技官 北 海 道

(33歳) 気象庁気象研究所

〃 五十嵐 喜 良 昭25.2.9 郵政技官 千 葉 県 19次 越冬

(31歳) 電波研究所電波部

〃 菊 地 雅 寿 昭26.12.27 文部技官 茨 城 県

(29歳) 国立極地研究所事業部

(明星電気㈱守谷工場)

雪氷 ・地学系 西 尾 文 彦 昭21.6.19 文部教官助手 三 重 県 17次越冬,米 国

(35歳) 国立極地研究所研究系 基地2回

〃 石 川 正 雄 昭22.2.16 文部技官 北 海 道

(34歳) 北海道大学低温科学研究所

〃 高 橋 修 平 昭23.11.14 文部教官助教授 千 葉 県

(32歳) 北見工業大学工学部

〃 大 前 宏 和 昭30.7.17 文部教官助手 大 阪 府

(26歳) 北海道大学低温科学研究所

〃 勝 島 尚 美 昭27.4.2 文部技官 北 海 道

(29歳) 国立極地研究所事業部

(北海道大学大学院生)

環境科学系 福 地 光 男 昭22.11.30 文部教官助教授 栃 木 県 18次 夏,20次 夏

(33歳) 国立極地研究所研究系 アルゼ ンチ ン基

地1回

〃 島 岡 清 昭22.2.23 文部教官講師 東 京 都

(34歳) 名古屋大学総合保健体育科学セ

ン タ ー

〃 谷 村 篤 昭26.3.4 文部教官助手 東 京 都 21次 夏

(30歳) 国立極地研究所研究系

〃 大 塚 英 明 昭28.9.1 文部技官 東 京 都

(28歳) 国立極地研究所資料系

機 械 金 子 誠 一 昭26.4.25 文部技官 新 潟 県 18次越冬

(30歳) 国立極地研究所事業部

(㈱大原鉄工所製造部門)

〃 岡 田 秀 雄 昭22.3.21 文部技官 石 川 県

(34歳) 国立極地研究所事業部

(㈱小松製作所栗津工場)
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機 械 清 水 守 男 昭24.11.14 文部技官 神奈川県

(31歳) 国立極地研究所事業部

(いす ゴ自動車㈱川崎工場)

〃 森 田 知 弥 昭30.7.9 文部技官 兵 庫 県

(26歳) 国立極地研究所事業部
〃 金 子 秀 蔵 昭31.12.18 文部技官 山 形 県

(24歳) 国立極地研究所事業部

(㈱ 日立製作所 日立工場)

通 信 曽 根 康 介 昭30.7.19 文部技官 愛 媛 県

(26歳) 国立極地研究所事業部

(日本電信電話公社福岡無線通

信部)

〃 飯 野 茂 昭28.7.2 海上保安官 福 岡 県

(28歳) 海上保安庁警備救難部

〃 山 添 敬 一 昭29.8.19 文部技官 新 潟 県

(27歳) 国立極地研究所事業部

(日本電信電話公社銚子無線電

報局)

調 理 遠 藤 行 雄 昭22.1.17 文部技官 北 海 道 16次 越 冬,20次

(34歳) 国立極地研究所事業部 越冬

(国際食品開発㈱札幌営業所)

〃 渡 辺 久 好 昭25.3.10 文部技官 埼 玉 県 16次越冬

(31歳) 国立極地研究所事業部

(㈱東條会館調理部)

医 療 小 山 文 誉 昭18.5.15 文部技官 埼 玉 県

(38歳) 国立極地研究所事業部

(公立加賀中央病院外科)
〃 田 中 弘 彦 昭27.5.26 文部技官 兵 庫 県

(29歳) 国立極地研究所事業部

(都立府中病院麻酔科)

設 営 一 般 鹿 野 賢 三 昭16.7.10 文部技官 東 京 都

(40歳) 国立極地研究所事業部

(共栄産業㈱映像事業部)

〃 桜 井 雅 樹 昭24.3.8 文部事務官 京 都 府

(32歳) 奈良女子大学事務局

〔夏 隊〕

担 当 氏 名 罐 齪 所 属 本 籍 地 隊 経 験

副 隊 長 前 晋 爾 昭14.8.8

(42歳)

文部教官助教授

国立極地研究所研究系

北 海 道 20次 越冬

海 洋 物 理 渕之上 清 二 昭26.1.30

(30歳)

海上保安官

海上保安庁水路部

鹿児島県
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海 洋 化 学 岡 克二郎 昭18.8.27 海上保安官 島 根 県

(38歳) 海上保安庁水路部

海 洋 生 物 伊 野 良 夫 昭14.6.17 文部技官 東 京 都

(42歳) 国立極地研究所事業部

(早稲田大学教育学部)

測 地 奥 山 修 一 昭19.5.31 建設技官 千 葉 県

(37歳) 国土地理院測図部

雪氷 ・地学系 松 技 大 治 昭22.5.6 文部教官講師 福 岡 県

(34歳) 秋田大学鉱山学部

〃 本 吉 洋 一 昭29.8.3 文部技官 千 葉 県

(27歳) 国立極地研究所事業部

(北海道大学大学院生)

設 営 一 般 竹 内 貞 男 昭9」2.24 文部技官 東 京 都 10次 越冬,14次

(46歳) 国立極地研究所事業部 越冬,19次 越冬

〃 渡 辺 泰 広 昭24.2.3 文部技官 福 岡 県

(32歳) 国立極地研究所事業部

(渡辺建築店)

〃 梅 木 川 敏 昭26.4.9 文部事務官 大 分 県

(30歳) 国立極地研究所事業部

夏隊同行者 榊原 茂 昭和19年3月13日 生(37歳)鴨 川 シーワール ド

南極地域観測隊項目一覧

船上及び接岸中における観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

電 離 層 ○中波電界強度測定 倉 谷 康 和 電波研究所

海 洋 ○海洋物理観測

○海洋化学観測

○海洋生物観測

渕之上

岡

伊 野

清 二

克二郎

良 夫

海上保安庁水路部
〃

国立極地研究所

測 地 ○基準点測量 奥 山 修 一 国土地理院

〔研究観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 代表研究者

雪氷 ・地学系 ○東 クイー ンモー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究計画
梁 馨 奈 遣

楠 宏

昭和基地及びその周辺における越冬観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関

極 光 ・夜 光 ○全天カメ ラによる観測

○写真観測

阿 部 馨 国立極地研究所
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地 磁 気 O直 視磁力計による地磁気3成 分の連続観測および 阿 部 馨 国立極地研究所

同上基線決定のための絶対観測

電 離 層 ○電離層の定時観測 倉 谷 康 和 電波研究所

○オー ロラレーダ観測

○リオメータおよび電界強度測定による電離層吸収

の測定

気 象
■

○地上気象観測 吉 平 保 気象庁

○高層気象観測 首 藤 康 雄

○特殊ゾンデ観測 梶 原 良 一

○天気解析 佐々木 正 彦

潮 汐 ○潮汐観測 阿 部 馨 海上保安庁

地 震 ○自然地震観測 〃 国立極地研究所

〔研究観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 代表研究者

宙 空 系 極域中層大気総合観測(MAP)

○地上観測

○大気球による観測

藤 井 良 一

忠 鉢 繁

五十嵐 喜 良

菊 地 雅 寿

永 田 武

雪氷・地学系 東クイーンモードランド地域雪氷・地学研究計画

○氷床の動力学的観測

○氷床氷の形成と環境変動の観測

O氷 床の酒養機構の観測

○基盤地質並びに南極陽石に関する研究

南極大気循環に関する研究

西 尾 文 彦

石 川 正 雄

高 橋 修 平

勝 島 尚 美

大 前 宏 和

楠 宏

環境科学系 昭和基地の環境モニタリング

南極沿岸生態系における生物生産の基礎研究

(BIOMASS)

○海洋環境条件調査

O植 物プランクトン,藻 類調査

○動物プランクトン,マ イクロネクトン調査

○魚類,底 生生物調査

O海 鳥,海 獣調査

南極における 「ヒト」の生理学的研究

島 岡 清

福 地 光 男

谷 村 篤

大 塚 英 明

島 岡 清

星 合 孝 男

(2}第23次 南極地域観測隊訓練

第23次南極地域観測隊員候補者訓練

〔目的〕第23次南極地域観測隊の編成およびその他の実施準備に資するため,隊 員候補者に対し冬期の寒冷地にお

いて雪中行動等に関する各種訓練を実施した。

〔期間〕昭和56年3月2日 ～3月6日

〔場所〕乗鞍岳位ケ原山荘を中心とする乗鞍高原一帯

〔参加者〕星合隊長,前 副隊長,隊 員候補者35名,同 行者1名,防 衛庁3名,関 係者14名,計55名
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第23次 南極 地 域 観 測 隊 員 夏 期 訓 練

〔目的〕第23次 南極地域観測隊員に対 して各種 訓練,講 義及 び団体生活を とお して,隊 員相互の協力,意 志の疎通

をはか り隊の結束を図 るため実施 した。

〔期 間〕昭和56年7月13日 ～7月17日

〔場所〕文部省菅平高原体育研 究場を中心 とす る菅平高原一帯

〔参加者〕星合隊長,前 副隊長,隊 員42名,同 行者1名,関 係者16名,計61名

第23次南極地域観測隊部門別訓練

部 門 訓 練 項 目 訓 練 場 所 期 間 参加者

電離層 中波電界強度測定訓練 「ふ じ」船上 9/15～9/24 1名

海 洋 海洋観測用機器取扱い訓練 〃 9/7～9/8 4名

測 地 天測 ・基準点測量訓練 鹿野山測地観測所 8/3～8/8 1名

気 象 D55B-2型 方向探知機 取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 8/26～8/28 4名

〃 高層気象,特 殊 ゾンデ,オ ゾン全量観測訓練 高層気象台 9/21～9/30 4名

気水圏 電波氷厚計取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 7/8～7/10 4名

雪氷系 天測 ・基準点測量訓練 鹿野山測地観測所 8/3～8/8 5名

地学系 海上重力計取扱い訓練 「ふ じ」船上 9/7～9/8 1名

〃 〃 〃 9/15～10/3 1名

機 械 SM50S雪 上車走行,組 立,分 解訓練 ㈱大原鉄工所・寺泊海岸 8/31～9/11 10名

〃 デーゼル エンジン分解,組 立訓練 いすS自 動車㈱川崎工場 9/17～9/18 5名

〃 C240エ ンジン分解,組 立 訓練 いすゾ自動車㈱藤沢工場 9/2工 ～9/22 7名

〃 冷凍機,暖 房機取扱い訓練 日立冷熱住設㈱ 9/24～9/25 3名

〃 発電機分解・組立訓練 ㈱明電舎太田工場 9/28～9/29 5名

通 信 送信機取扱い,オ ペ レー ト訓練 銚子無線電報局 ・送受信

所

8/24～8/28 3名

(3)第23次 南極地域観測隊行動概要

昭 和56年

11月25日:第23次 南極地域観測 隊東京港晴海埠頭出港

12月11日 ～16日:オ ース トラリア ・フ リマ ントル港寄港22日:観 測船 「ふ じ」南緯5♂ 通過

昭 和57年

1月4日:昭 和基地へ第1便 ヘ リを送 った14日:み ずほ補給旅行隊 出発,26日 昭和基地 に帰投20日:ス カ レ

ビークハルセ ン調査隊出発,25日 昭和基地 に帰投29日:　 VHFド ップ ラー観測装置及び コ リニアア ンテナの設置

開始,2月17日 終 了30日:ル ンドボークスコラネ調査隊出発,2月5日 昭和基地 に帰投

2月1日:第22次 越冬隊 と第23次 越冬隊の越冬交代式3日:S16地 点か らみず ほ基地までの トラバース測量隊

出発,15日 みずほ基地 に到着5日:第23次 隊物資輸送終了9日:新 発電棟の基礎工事終了12日:観 測船 「ふ

じ」昭和基地をあとにす る14日:観 測船 「ふ じ」 ソ連 ・マ ラジョージナや基地訪問21日:観 測船 「ふ じ」氷縁

を離れ る

3月2日:観 測船 「ふ じ」南緯55° 通過9日:G1旅 行隊みず ほ基地出発,16日 みずほ基地に帰投11日 ～17

日:観 測船 「ふ じ」 モー リシャス ・ポー トルイス港寄港,第22次 越冬隊員下船28日:G3旅 行隊 みず ほ基地 出発,
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4月16日 みず ほ基地 に帰投4月1日 ～8日:観 測船 「ふ じ」 シンガポール港寄港10日:み ず ほ補給旅行隊出発,

5月3日 昭和基地 に帰投20日:第23次 南極地域観測隊夏隊東 京港晴海埠頭帰港6月20日:ミ ッ ドウインタ一票

8月5日:沿 岸地学調査隊 出発,9日 昭和基地に帰 投9月1日:内 陸旅行,み ず ほ補給旅行隊昭和基地出発,み

ずほ補給旅行 隊は,22日 昭和基地 に帰投10月12日:内 陸旅行隊みずほ基地 出発,昭 和58年1月31日S16地 点に帰

投20日:み ずほ補給旅行隊 出発,11月2日 昭和基地に帰投11月24日:大 気球1号 機飛揚12月8日:大 気球2

号機 飛揚21日:大 気球3号 機飛揚31日:第1便 ヘ リ飛来

昭和58年

1月3日:セ スナ機飛来8日 ピタラス機 飛来10日:み ずほ補給 旅行隊 出発,31日 昭和基地に帰投

{4}第23次 南極地域観測隊観測概要

夏 隊 に よ る観 測

夏隊は,出 港 と同時 に船上で定常観測を開始 した。

海 洋物理,海 洋化学,海 洋生物 は,表 面採水,表 面温度を概 ね毎 日実施 した。　BT,XBT,GEKは 荒天 以外 概 ね

毎 日実施 し,各 層観測 は氷縁離脱後荒天等のため7点 にとどま った。

海上重 力は,全 航路上2台 の異な る型式の重力計で観測を行 った。

電 離層部 門は,全 航路 において中波電界強度及びチ ャープサウ ンダー観測 を実施 した。

昭和基地周辺,リ ュツォ ・ホル ム湾沿岸及びアム ンゼ ン湾露岸の野外調査で は,昭 和基地周辺 にお ける海洋調査,

東 オ ングル島及 び周辺露岩上 の調査を行 った。

測地及 び地質部門 は,「 スカ レビークハルセ ン」「ル ン ドボークス コラネ」 の刺針,地 質調査及 び鉱床学的調査を

実施 し,ル ン ドボークスコ ラネで はコケ調査を行 った。

かぶ と岩,た ま岬,シ ガー レン地区では,航 空写真撮影 を実施 した。

復 路共 同観測 のため,マ ラジ ョージナや基地を訪問する と共に,リ ーセ ラルセ ン山麓での地質,鉱 物,コ ケ調査

を実施 した。

越 冬 隊 に よ る観 測

越冬隊 は,極 域 中層大気総合観測(MAP),東 ク イー ンモー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究 計 画及 び南極 沿 岸生

態系 における生物生産 の基礎研究(BIOMASS)を3大 重 点観測 として 実施 した。

越冬前半 の悪天候 と冬期の記録的低温 との影 響を受けたが,実 施 計画をほぼ消化す ることがで きた。

(定常観 測部 門)

極光 ・夜光部門 は,全 天 カメラによ るオ ーロラの形態観測 を2月23日 か ら10月20日 の間実施 し,400フ ィー トフ

ィルム42巻 の記録 をとることがで きた。

地磁気部 門は,地 磁気3成 分の連続観測及び同上 基線決定 のための絶対観測を,ほ ぼ順 調に実施 した。

電離層部 門は,電 波 の垂 直打 ち上げによ る電離層 の定 時観測,オ ー ロラレーダーによる反射電波の観測,リ オ メ

ータによる銀河系宇宙雑音 の吸収量の観測 ,短 波電 界強度 の測定及びオメガ電波伝搬の観測を周年順調に実施 した。

気象部 門は,総 合自動気象観測装置(AMOS)に よ り地上気 象観 測を順調 に実施 したが,高 層気象観測はAMOS

高層 系が8月 下旬 に故 障 したため,デ ータ処理を手計算 で行 った。

特殊ゾ ンデ観測 は,ほ ぼ計画通 り実施 した。また,宙 空系MAPの 主要課題の一つであ る オ ゾ ン総 合観 測 の一

環 として,オ ゾ ンゾ ンデの飛揚,大 気球の飛揚,ド ブソン分光器 によるオゾン全量観測 に協力 した。

みずほ基地 における気象定常観測は10月 末まで,雪 氷担 当隊員 によ り実施 され,以 後気象担当隊員が滞在,実 施

した。

潮汐部 門は,SWL-7型 験潮儀に より観測を行い,順 調にデータを取得 した。

地震部 門は,長 周期地震計2台 の更新を行い,計 器 に若干 の故 障を生 じ,一 部欠測はあ ったが概 ね良好 な記 録を
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得 た。

これまでと同様,外 国基地 との データ交換を行 った。

測地部門は,ラ ングホブデ沖 に散在す る島喚の トラバ ース測量,重 力測定,指 針作業,太 陽観測(1地 点)を 実

施す ると共に対空標識 を設 題 した。

また,東 オ ングル島内の基準点 を結ぶ 一等水準測量を実施 した。

22次 隊の設置 した水管傾斜計の脇 に,金 属標を埋没 し,水 準測量 を実施 した。

(研究観測部門)

宙空系部門は,極 域 中層大気総合観測(MAP)の 初年度 として次の項 目にっいて観測 を実施 した。

低域電離層のダイナ ミックスの観測 では,電 離層下部の電磁気学的諸現象を観測す るために,　VHFド ップ ラー

レーダーを新設 し,良 好なデータを得 た。

大気球等に よるオ ゾン観測で は,中 層大気 中のオ ゾン,窒 素酸化物,オ ー ロラX線,電 場 の測定 を行 うため,4

基 の大気球を準備 した。

しか し,越 冬中の点検 で窒素酸化物 検出器(2台 中1台)の 不具合を発 見 し,1基 の飛揚 を24次 隊の 手にゆだね,

3基 を飛揚 し,ほ ぼ満足でき るデータを取得 した。

また,オ ゾンゾンデ35基,ド ブ ソン分光計,紫 外線計 によるオ ゾンの連続 観測 も順調 に実施 され た。

これに関連 して,大 気汚染調査 のため,大 気 の採取 も行 った。

オー ロラ現像の総合観測では,地 磁気及び地磁気脈動,　VLF自 然電波,銀 河電波の吸収,オ ーロ ラの形態 ・運

動の観測 を実施 した。

特 に,オ ーロ ラの形態 ・運動を観測す るため,新 たに高感度 テ レビカメ ラを設置 し,良 好な結果が得 られた。

また,人 工衛星ISIS-1,2,NOAA-6,7の デ ータを受信 した。

みずほ基地で は,22次 隊に引 き続 き,地 磁気3成 分,地 磁気脈動,　VLF自 然電波の観測を実施 した。

雪 氷 ・地学系部門 は,東 クイーンモ ー ドラン ド地域雪氷 ・地学研究計画の初年度 として次の項 目について観測 を

実施 した。

氷床氷の動力学的観測,氷 床氷の形成 と環境変動 の観測,氷 床の酒養機構の観測,基 盤地質並 びに南極 阻石 に関

す る研究である。

これ らは,大 陸氷床上を移動 しなが ら,ま た,み ずほ基地 において,あ るい は,宗 谷海岩露岩地域 で実施 した。

2月 前半,見 返 り台,み ず ほ基地間の トラバース測量の実施.3月 上旬G1地 点での雪氷観測,3月 末 か ら4月

中旬にかけては,G3点 までのル ー ト整備,燃 料デポ及び走行 中にお けるアイス レーダーに よる氷厚 測定 を実施 し

た。

9月1日 か ら1月31日 までの間 は,白 旗氷河源流域及びやまと山脈地域 にお ける観測を実施す る計画であ ったが,

車輌の故障が相 次ぎ,調 査開始 に約1箇 月の遅れを生 じた。

10月 中旬以降は,比 較 的環境条件 に恵 まれ,計 画ルー トに沿 って,あ るいは所定の地点での雪氷観測 と,や まと

山脈A群,南 やまとヌナタクでの地質調査を実施,阻 石探査 も順調 に進み205個 の限石を収集 した。

しか し,当 初G2点 と阻石氷原 とで実施予定 した浅層掘削 は,G2点 で130mま で,阻 石氷原では所期の場所 で

実施で きず,若 干場 所を変更 し,30mま での掘削に終 った。

限石氷原での掘削 は,24次 隊 に依頼 した。

また,南 やま と地域 の三角鎖測量網 も当初120㎞ にわた って設 置す る計画で あったが,時 間不足 とクレバスに妨

げ られ,60㎞ に止まった。

みず ほ基地 では,地 吹雪観測 を中心 と した雪氷観測を周年実施す ると共 に,秋 季 には96mま での掘削を実施 した。

一方 ,宗 谷海岸 露岩地域で は8月 前半 に測地部門 と共同で,ラ ングホフデ沖 の島喚の地質調査 を実施 した。

また,22次 隊が設 置 した水管傾斜計,地 中温度計に よる観測を継続 した。

環境科学系部門は,南 極 沿岸生態系 における生物生産の基礎研究の初 年度 として次の項 目について観測を実施 し

た。

海洋環境条件,植 物プ ランク トン,動 物 プ ランク トン ・マ イクロネ ク トンの調査を18回,ほ ぼ周年 にわたり実施
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した。

調査の間隔は,春 か ら夏にか けて密 に した。

昭和基地北方 に,そ れぞれ深度の異 なる5定 点を設 け,採 水,プ ランク トンのネ ッ ト集 を行 った。

採集 には新 たに準備 したカブース穣,ウ ィンチ楊を使用 したが,12月 下旬以 降海氷状 況が急激 に悪化 したので,

以後 は小型橘 に小型 ウ ィンチを載せ,規 模を縮少 した観測を実施 した。

底生生物 の調査 は,5定 点 とは別に1定 点を設け3月 か ら12月 の間実施 した。

アデ リーペ ンギ ンの個体数調査は,宗 谷海岸 に9箇 所のル ッカ リーで実施 した。

この うち,オ ングル カルベン,ま め島では個体追跡 調査のためバ ンデ ィングを行 った。

「ヒト」の生理学的研究で は,一 部隊員の有酸素 的作 業態 の年間変動,生 活形態 と 日常作業量の調査を行 った。

環境 モニタ リングで は,大 気中の二酸化炭素 の測定 を実施 した。

窒素酸化物の測定は,測 定器の不具合で実施で きなか った。

土壌藻類,土 壌細菌,湖 沼水の採取 を所定 の地点で実施 した。

湖沼水採水 とプ ランク トン調 査を目的と した調査旅行 を10月 上旬,宗 谷海岸で実施 した。

2.外 国基 地 派 遣

ω 南極マクマー ド・サウン ド地域外国共同観測概要

①期間 昭和57年11月1日 ～昭和58年1月21日

②派遣者 神 沼克伊(国 立極地研究所研究系)

植 木貞人(東 北大学理学部)

小 山悦郎(東 京大学地震 研究所)

③ 目的 エ レバ ス火 山の地震学的研究

④調査概要

ω 日米共 同のテ レメータによる地震観測の器械の保 守,記 録の再生,読 みと りをほぼ全期間通 り行 った。

(ロ)日本隊独 自の計画 による9点 の臨時地震 観測を11月15日 ～1月4日 に実施 した。

内山頂,山 腹における重 力測定を合計30点 実施 した。

目VTRに よ り,山 頂火 口内の溶岩湖の表面現象を記録 し,振 動現 象 と比較す る予定で あったが,山 頂滞在 中火

口内にはガスが充満 し,こ の撮影はで きなか った。

(2)交 換科 学者

交換科学者は,南 極地域を科学的調査その他の平和的目的のための利用のみに限定すること。

科学的調査についての国際協力を促進する等を基本的目的として制定された南極条約に規定された制度である。

昭和57年度には次の科学者の派遣,受 入れが行われた。

〔派遣〕

①期間 昭和57年12月31日～昭和58年1月22日

②派遣者 平澤威男(国 立極地研究所資料主幹)

③目的 米国南極地域における超高層物理学的調査及び米国南極観測の実態調査

④調査概要 サイプル基地での2日 間の滞在中は,　VLF自 然波動能動実験施設を調査 ・研究し,今後の日本の

基地における同種の実験の実施に関する貴重な情報を得た。

また,極 点基地においては,充 実したオーロラ現像観測とともに,米 国側が最近開発し,実験中の無人観測施設
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を調査 し,日 本 の施設 との比較検討 を行 い,今 後の 日本側 の無人施設開発 に関 して多 くの知見 を得た。

ス コッ ト基地 において は,ニ ュージーラン ドの各種超高層物理観測 の実状 の調査 を行 うとともに,意 見の交換を

行 った。

〔昭和基地で の受入れ〕

①期 間 昭和56年12月15日 ～昭和57年3月17日

②受 入れ者　 Mr.Gordon　 Anthony　 Duff　 (タスマニや大学研究員)生 物学専攻,フ リマ ン トル よ りポ ー ト

ルイスまで。

3.昭 和基地 の施設概 要

o位 置

昭和基地 は リッツォ ・ホル ムの湾東岸の大陸氷縁か ら西に約4㎞ 離れ た東 オ ングル島の上にあ り,天 測点 は69°

00'22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで あ る。

o建 設 物

建物の総床面積 は約3,830㎡ で発電棟2,居 住棟4,観 測 ・研究棟11,ロ ケ ッ ト関係棟4,倉 庫2等 が東 オ ング

ル島の岩盤の上 に建て られて いる。他 に見晴 らし岩西側 に燃料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺には各 種観 測

用 アンテナ群 及びセ ンサー類が あり,基 地北方のア ンテナ島に送信棟及 び送信 ア ンテナ群があ る。

o電 力

昭和基地電源 と しては,第9発 電棟 に125KVA(100kW)と110KVA(88kW)発 電機が,第7発 電棟に45KVA

(36kW)発 電機 が配備 されてお り,通 常 は125KVA発 電機1基 運転で全ての電力を まかな ってお り,他 は予 備機

と してい る。

o車 両,航 空機

夏期の建設作 業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等 の装輪車があ り,冬 期作業用 と して ブル ドーザー,小 型雪

上車,内 陸など野外調査用 と して中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモ ービル等が配置されて いる。

また,小 型航空機(ピ ラタスポ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運用す る年 もあ る。(23次 は,運 用 しなか った。)

o通 信

対内地 との連絡 は銚子無線電報局 との無線 連絡 が休祭 日を除 き毎 日行われ,公 用電報 は,文 部省南極本部 と当研

究 所のテ レックスに打 ち込まれ る。

他に公用 の通信網 と して は,　KDDを 中継 しての無線 による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日,写 真 電送

発信(南 極本部第2,第4金 曜 日),フ ァク シミリ発受信(当 研究所金曜 日)が あ る。

私用電報 は内地電報 と同様に利用で きるが,通 信業務 にあた る隊員の負担を少な くす る為,内 地か らの発信 は隊

員 の指命す る者(家 族等)に 限 られている。外国 の南極基地 との連絡は適宜行われ,気 象データなどの定常的な も

のは,逐 次 マザ ーステ ーションに送 られている。

o医 療

毎年1～2名 の医療隊員が派遣 されてお り,医 療器具 も大型 レン トゲ ン装置か ら歯科治療 台まで一応の ものは備

え付 け られてい る。
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昭和基地建物

区 分 建 物 名
建設年(隊 次) 構 造

床面積溝 ㎡ 現 在 の 用 途

1 娯 楽 棟 1957(1)

40.3

木造パネル

撞球,バ ー

2 旧 気 象 棟 1957(1)

40.3

木 製パネル

3 内 陸 棟 1960(4)

23.0

木 製パ ネル

医務室

4 通 信 棟 1966(7)

46.工

木 製パ ネル

通信室,電 話交換室

5 旧 電 離 棟 1966(7)

40.3

木製パ ネル

6 地 磁 気 変 化 計 室 1966(7)

1L5

木製パ ネル,特 殊 コネ クター使 用

地磁気絶対測定

7 第7発 電 棟 1966(7)

67.0

軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

45KVA発 電機2基,風 呂

8 予 熱 室 1966(7)

13.0

軽量鉄骨,木 製パネル

熱料予熱(1k1),便 所2

9 飯 場 棟 1966(7)

77.8

軽量鉄骨,木 製パ ネル

航空機整備 に使 用

10 旧 送 信 棟 1966(7)

29.2

軽量鉄骨,木 製パ ネル,14.5㎡ を12次 で増設

通信倉庫,非 常用送信機

11 観 測 棟 1967(8)

138.9

高床,木 製パ ネル

人工衛星 テ レメーター受信装置,個 室2

12 食 堂 棟 1967(8)

96.0

木製パネル

食堂,厨 房,サ ロン

13 作 業 棟 1967(8)

1969(10)

180.0

軽量鉄骨,木 製パ ネル,カ マボ コ型,80㎡ を10次 で増

設

車輌整備,車 庫

14 放 球 棟 1967(8)

24.0

高床,木 製パネル

水素充 填,気 象ゾ ンデ放球

15 旧 地 震 感 展 望 1967(6)

5.8

木 製パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク タ ー,床 な し

16 管 制 棟 1967(8)

28.1

高床,ア ル ミパ ネル

夏期航空機管制

17 第9発 電 棟 1968(9)

270.0

軽量鉄骨,折 板

110KVA2基,倉 糧庫,暗 室,レ ン トゲ ン室

18 第9居 住 棟 1968(9)

100.0

一

高 床,木 製 パ ネル

個 室10,ラ ウ ン ジ

19 第10居 住 棟 1969(10)

100.0
」

高 床,木 製 パ ネル

個 室10,ラ ウ ン ジ
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20 レー ダ ー テ レメ ー タ ー室 1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロケ ッ ト レーダ ー,テ レメ ー タ ー セ ンタ ー

21 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー 1969(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製パ ネル,12次 で現地点 に移設

ロケ ット要員控室

22 組 立 調 整 室 1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロケ ッ ト組 立 調整,ク レー ン,ラ ンチ ャー

23 発 射 台 1970(11)

135.0

鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ンテ ー ブ ル,上 屋 な し

ロ ケ ッ ト発 射

24 観 測 倉 庫 1970(11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象を除 く観測部門倉庫

25 第11倉 庫 1970(11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製パネル

ー般設営倉庫

26 地 震 感 展 望 1970(11)

27.0

軽量鉄骨,折 板,半 地下

長周期,短 周期地震計感震部

27 第13居 住 棟 1972(13)

100.0

高床,木 製パネル

個室10,隊 長室

28 推 薬 庫 1972(13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製パネル

ロケ ッ ト格納庫

29 気 象 棟 1973(14)

100.8

高床,木 製パ ネル

気象(定 常,研 究),屋 上にパ ラボ ラア ンテナ

30 気 象 棟 前 室 1973(14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パネル

気象用倉庫

31 工 作 室 1973(14)

52.0

軽量鉄骨,木 製パ ネル

機械工作

32 環 境 科 学 棟 1974(15)

100.8

高床,木 製パ ネル

生物,医 学,地 球化学

33 送 信 棟 1975(16)

72.0

木製ハネル

送信機室

34 ロ ケ ッ ト 暖 房 機 室 1976(17)

4.8

高床,木 製パ ネル

ロケ ッ ト保温槽用暖房機

35 作 業 棟

防 雪 屋 根

1976(17)

23.0

H鋼,折 板

ドリフ トよ け,シ ャ ッ タ ー保 護

36 電 離 層 棟 1977(18)

100.8

高床,木 製パ ネル

電離層観測,暗 室

37 地 学 棟 1978(19)

100.8

高床,木 製パ ネル

地学雪 氷,地 震観測室

38 第5冷 凍 庫 1961(5)

5.4

木製パネル

現在使用せず

39 第7冷 凍 庫 1996(7)

13.0

ステ ンレスパ ネル

食 糧保存

40 第8冷 凍 庫 1967(8)

7.4

コンテナ改造

夏期隊員宿 舎用
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41 第14冷 凍 庫 1973(14)

15.4

アル ミパ ネル

食糧保存

42 夏 期 隊 員 宿 舎 ユ979,80(20,21)

302.4

高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建

48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂

43 情 報 処 理 棟 1981(22)

93.6

高床,木 製パ ネル

電子計算機,標 準時計,超 高層物理観測装置

一165一



認
§

慈
斜

路
漣
慈
コ

慈

【N
.O
N

慈

二

8
ト

巡
二

ざ
ト

慧
｡゚
円

く
2

慈
｡゚

慧
=

慧
のH

慧
頃
【,2

冬
謎
語
麹

'準尽至 三 選 牽 量 量 造1亭 亭 く:重 量
.x{$

こ㌦ 繰 蘂..㌻
ヘ ピあ調{s奏 まも　 　 Ct

　〈 鐘

・ξ・・ 纈 逼毒 熾 ・

三農 議 騒 碧 櫻 ≡:碧 雲 園 旅 荘 ロ"

皇E9主 竺9R漏8鵠 将 器

ざ
謎
謎
出

<　 iK,　ivK巡9ざ 這 く9LK冬 冬9L.<鱒
1(=雲9ミ ト ーHト ト Σ ト 。。漣

d
96d

三

遷 遺 墨 迷牽轡量 や 至 聖 笹 量 量 選 迷
星 凝 ←ξ ご ご塑選 £一`←r .餅
卜 冑

鰭 鎌 宴 挺 宴歌e這 業 曝 量.

①ce　9①E㌔ 磐9
{酪 ト 報ぎ

籏 挟 爆隙隙国 玉 ⊇ 領 誤 と ≡ 江9

茎 －NPつ マeoトcoσ)9=

需
品

一

〈1>

ム
ー

茱

罫
ぐ

㍗
ー
」

一言
」

溺
・.0

一
㍉

ム

|㌔

ユ
(
這

三ト
....3

一166一



4.み ず ほ基 地 の 施 設概 要

昭和基地よ り約30kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あ るこの基地 は第11次(昭 和

45年)に コルゲー ト棟 を設 置 したの を初 めと して年 々拡充 され現在に至 っている。

o建 設 物

地 表下に コルゲー ト棟,居 住棟,観 測棟,ポ ー レックス棟,超 高層観測室の計5棟,延 床面積86㎡ の建物の他,

トレンチを利用 した発電機室,雪 洞 による実験室等があ る。また地上には,通 信 用ア ンテナ,30mの 気象 タワーな

どが設 置されて いる。

o電 力 等

16KVA(12.8kW)と12KVA(9.6kW)発 電機を有 し,ど ち らか1基 を運転 し1基 を予備 と して いる。居住 棟 と

観測棟 の暖房 と風 呂は発電機エ ンジンの冷却水熱を利用 して行 な って お り,他 の建物 の暖房 は電力によ るパネル ヒ

ーターを使用 してい る。

みずほ基地施設図

Lブ1

壽憂
17

轟 溺蝿 栩
　　　　lgl　 30
8S

0

20

10

28

29

20m

総 面 積502㎡

構 造 物106㎡

屋根ぶき196㎡

31

1 コル ゲー トハ ウス(避 難 用) ユ2 工作室(lKVA発 電機室) 23 造水槽

2 20mピ ッ ト 13 居住棟 24 風 呂

3 地磁気三成分センサー室 14 食糧庫 25 飛雪留

4 旧装備庫 15 観測室 26 ポ ー リ ング

5 食糧庫 16 出入口 27 雪氷実験室

6 旧便所 17 旧食糧庫 28 非常出口

7 旧 ボー リング場 18 16KVA発 電機 29 生活物品庫

8 旧雪氷実験室 19 12KVA発 電機 30 観測物品庫

9 便 所 20 貯油 ドラム 31 POLEX棟

10 医寮棟 21 物品庫 ⑧ 非常用ハッチ

11 観測棟 22 機械物品庫
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5.南 極地域観測資料整理

(1)南 極地域観測資料整理費

南極 にお ける観測,調 査で得 られたデ ータ,標 本 などの資料 は隊員が帰国 した後,南 極観測事業費の一部であ る

資料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに行 うことにな って いる。

資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省 国際学術課)で 行 うが,そ の原案 は隊員の申請 に基き,資 料系が中

心 となって隊長,研 究系,事 業部 と協議 しつっ作成す る。

資料整理の結果 につ いて は隊員帰国後,約1年 を経過 したのち,資 料整理報告書の提出を義務づけて資料整 理の

概要,成 果の把握 につ とめ る。

昭和57年 度の資料整理費 は次の項 目にわた って配 分,使 用 され た。

(a)第22次日本南極地域観測隊(越 冬隊)

(b)第23次日本南極地域観測隊(夏 隊)

(c)特別資料整理費

① マクマー ド地域国際共同観測

②交換科学者 による資料整理

③地質図作成

{2}昭 和57年 度南極地域観測資料整理報告一覧

昭和22次 日本南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題
資 料 整 理 担 当 者 の

氏 名,所 属,職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果

〈研究観測〉 1.昭 和基地で電算機を用いて収録された地磁気長周

1.テ レメ トリー に よ る人 工 佐藤 夏雄 期,短 周 期 変 動,リ オ メ ー タ,　VLF自 然電 波,オ

衛星観測 (極地研 ・助手) 一 ロ ラ フ ォ トメ ー タ等 の デ ジタ ル テ ー プ の編 集 と サ

2.地 域擾乱 と磁気圏構造の 瀬尾 洋一 一マ ル プ ロ ッ ト表 示 の 作製 を した
。

総合観測 (電通 大) 2.昭 和基地,み ずほ基地で収録 された相関記録 の ラ

3.観 測点群 による超高層観 ベル,資 料台帳の作製を した。

測 3.ISIS-1,2衛 星 で 受信 したVHF自 然電 波 の 全 の

軌道 にお ける周波数一 時間スペク トルを作 製 しマイ

ク ロ フ ィル ムに した 。

4.整 理 された資料は,共 同利用研究者 をは じめ,関

係す る超高層物理研究者 に供 される。

5.整 理 された地磁気3成 分,掃 天 フォ トメータ等の

デ ジタル表示記録,お よび,地 磁気脈動 のスペク ト

ル記録はJAREDATAREPORTと して発刊 予

定
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1.極 域気水圏観測 井上 治郎

(京大 ・助手)

佐藤 和秀

(長岡工専 ・講師)

西村 寛

(北大 ・低温研)

1.各 観 測 資料 の 記 録 方 式 に適 応 した一 次 処 理 を完 了

し,共 同 利用 に供 すべ き 形 の整 理 を終 了 した。 ま た

電 子 計算 機 を利 用 し,解 析 を行 った。

2.　 JAREDataReportNo.77,82,85,Memolrs

Spce,lssue　 No.29に3論 文 を 発 表,さ らに,1983

年 にJARE　 Data　 Report　 2篇 を発 刊 予定 。

3.1982年 秋 の雪 氷 学 会,気 象 学 会他 各 種 シ ン ポ ジ ウ

ム,研 究 集 会 に お いて 口頭 発 表 した。

1.昭 和基地を中心とする地

域の地殻構造の総合解析

神 沼 克伊

(極地研 ・助 教授)

森脇 喜 一

(極地 研 ・助手)

佐 々木清 隆

(東北大 ・助 手)

長尾 年恭

(極地研 ・技官)

1.航 空磁気測量,重 力 測定,地 中温度測定,地 盤の

傾斜 計による測定等 のデータの整理 を行 って いる。

整理 を終 了 した ものについて は解析 を行 った。

2.海 底地形の資料 を整理 し,海 底地形図を作成 して

解析 を行 った。

3.海 底堆積物,陸 上堆積物 につ いて整理を行い,ア

ミノ酸,粒 度等の分析 を開始。

4.露 岩地域の地形調査資料を整理 し解 析を行 った。

5.以 上の うち,解 析を完了 した ものについて,第3

回南極地学 シンポジウム,第4回 国際南極地学 シン

ポ ジウム,地 質学会,地 理学会等で報告 し,ま た こ

れ らのProceedingsに 投稿中であ る。

1.昭 和基地周辺の環境モニ

タ リング

2.南 極におけ る 「ヒ ト」の

生理学的研究

末 田 達彦

(名大 ・助 手)

日高 秀 夫

(愛媛大 ・農学部)

辻 孝彦

(極地研 ・事業部)

1.大 気,氷 雪,海 洋生物,堆 積物等の環境試料 につ

き分析を行 ってい る。

2.花 粉分析用の氷雪,堆 積 物等につき,整 理 し,分

析を行 ってい る。

3.環 境モ ニタ リングに関す る採集試料整理 を行 った

4.大 型動物セ ンサスに関す る資料を整理 し,極 地研

に保管。

5.行 動中の心臓機能に関す る資料の整理 を行 った。

6.以 上の うち,分 析を終了 した ものについて,海 洋

学会 農 芸化学会等において発 表 し,　Agricultural

and　Biological　 Chemistry試 等に投稿 中である。

<定 常観測>

1.全 天カ メラによる観 測 ・

写真観測

国立極地研究所

観測協力室

1.ユ981年3月3日 ～10月5日 の 間 に 観 測 さ れ た400

フ ィ ー ト巻 フ ィル ム48巻 の 整 理 を 完 了 した。 各 巻 毎

に ロ ッ グ シ ー トを 作 成 し,フ ィル ム に挿 入 し整 理 し

た 。 同 時 に,W.D.Cの 規 格 に 基 づ き100フ ィー ト

巻 に 再 編 集 した 。

2.　 JARE　 DATA　 REPORT　 No.84　 (AURORA

11)を 作 成 した 。
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1.直 視磁 力計による地磁気 国立極地研究所 1.1981年2月1日 ～1982年1月3日 ま での 地 磁 気 観

3成分の連続観測及び同上 観測協力室 測 記 録 紙 の 整 理 を行 い マ イ ク ロ・フ ィル ム3本,コ ピ

基線決定のための絶対観測 一1部 を 作成 した。

2.基 線値 決定のための絶対測定値 と地磁気変化の度

合いを示すK－ 指数 もまとめて,マ イクロフィル ム

に挿入 した。

3.マ イ ク ロ フ ィ ル ム3本 は 極 地 研,学 術 会 議,

W.D.Cに 配布 した。

1.電 離層 の定時観測 栗原 則幸 1.全 収得 資料の一次整理 を完了 し,電 波研で保管 し

2.オ ー ロ ラ レー ダ ー観 測 (電波研 ・技官) て い る。

3.リ オ メ ー タ ー及 び電 界 強 2.　 JAREDATAREPORTSNo.82を 作 成 した。

度測定による電離層吸収の

測定

1.地 上気 象観測 手塚 正一 1.　 AntarcticMeteologicalDataNo.22と し て

2.高 層気 象観測 佐藤 元保 公刊 した。南極 資料 に投稿予定。

3.天 気解析 佐久間喜代志

馬渕 和雄

(気象庁 ・技官)

1.潮 汐観測 海上保安庁 1.1981年2月 か ら通年観測 した記録の1次 整理を完

了 した 。

2.デ ー タ蓄 積 と して保 管 。

1.自 然地震観測 国立極地研究所 1.地 震 自動収 録装 置により得 られた ディジタル地震

デ ータ,　FMで 収録 した地震 データを編集,整 理

した 。

2.　 JARE　 DATA　 REPORT　 No.83を 作 成 した。

第23次 日本南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題
資 料 整 理 担 当者 の

氏 名,所 属,職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果

〈研究観測〉 松枝 大治 1.採 集 した岩石 のほとん どについて薄片を作成 し,

1.基 盤地質並 びに南極 限石 (秋田大 ・鉱山学 偏光顕微鏡観察 を行 った。 また,重 要 と思われ る岩

に関する研究 講師) 石試料について 全岩化学分析,　EPMAに よる造岩

本吉 洋一 鉱物 分析 を行 った。

(極地研 ・事業部) 2.こ れ らの成 果 の一 部 を4th　 Internationa1

Symposium　 or　 Antarctic　 Geoscience　 (1982年

8月 アデ レー ド)に お いて発表 した。

3.　 MemorisofNationalInstituteofPolar.

Research,Special　 Issure　 (No.28)に 成 果 の 一 部

を発表,今 後 も投稿 を予定。
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〈定常観測>

1.海 洋物理,海 洋化学観測

渕之上清二

岡 克二郎

(海上保安庁水路

部)

1.資 料整理 を完 「

2.南 極 資料 に投稿 予定

2.海 洋生物観測 伊野 良 夫

(極地研 ・事 業部)

1.ク ロ ロフィル分布資料整理を完 了

2.コ ケの光合成速度,測 定結果を とりま とめ,南 極

資料80,日 本生態学会法33巻4号 に発表 した。

3.電 離 層 倉谷 康和

(電波研究所)

1.資 料整理を終了

4.測 地 奥 山 修一

(国土地理院)

1.資 料整理を終了

特別資料整理

研 究 課 題
資 料 整 理 担 当者 の

氏 名,所 属,職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果

1.マ クマー ド国際共 同観測

oエ レバ ス火 山山頂,山 腹

でのテ レメーター地震観

測

○エ レバ ス火 山山腹での臨

時地震観測

渋谷 和雄

(極地研 ・助手)

寺井 啓

(極地研 ・助手)

岡山 宗夫

(北大 ・理学 ・技

官)

1.収 録 デ ー タ の再 生,編 集 等 を完 了,米 国,ニ ュ ー

ジー ラ ン ド共 同研 究 者 用 コ ピー デ ー タ の作 成,配 布

を行 った。

2.南 極 資料Na81に 観 測 報 告 をMemois　 Spec.Issue

28に 解 析 結 果 の 一 部 を投 稿 予 定 。

2.昭 和56年 度交換科学者:

oイ ギ リスハ レー基地周辺

のボー リングによる雪氷

試料の採取,解 析

藤井 理行

(極地研 ・助 手)

1.ブ ラン ド棚水での積雪断面観測結果の整理 と,採

取 した雪氷試料 により,層 位解析 とPH測 定によ

る解析 を行 った。

2.解 析結果 は,南 極資料第77号 に投稿 した。

3.地 貸図の作成 国立極地研究所,阻

石資料部門

1.第21,22次 隊 が 調 査 した 結 果 の 整 理 を 完 了 した 。

2.「 新 南 岩 」 地 質 図(Sheet14)及 び 「二 番 岩 」 地

質 図(Sheet　 17)を 作成 した。
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V大 学院教育に対す る協力

〔超 高 層 物 理 学 〕

利根川 豊(東 海大学大学院工学研究科)

〔極域波動現象論57.4.1～58.3.31〕

研 究 内 容

周期 が1秒 ～1000秒 程度 の地磁気の変動 は地磁気脈動 と呼ばれ,古 くか らその発生機構が研究 されて きた。特に

周期10～40秒,40～150秒,150～600秒 を もつ地磁気脈動は,Pc3,Pc4,Pc5と 呼 ばれ地球の磁力線の固有振動 と考

え られて きた。 この磁力線 の固有振動の状態を知 る最 も有効 な観測手段 は,磁 力線 の両端,即 ち一本の磁力線で結

ばれた北半球 と南半球 の地点(こ れ を地磁気共役点 とい う)で 同時に磁場変動 を観測す ることであ る。 しか し,世

界的にみて も共役点 の関係 になる観測所 はきわめて少ない。特 に極 地域 では正確 に共役点の関係 にな る南北両半球

の観測所での同時観 測の例 はこれ まで は存在 しなか った。 こうした状況か ら1978年8月 ～9月 に南極昭和基地 とそ

の地磁気 共役点 アイス ラン ドのフサ フェルで本研究所が行 った同時観測データは,地 磁気脈動研究に きわめて有用

な情報を提供 した。

本受託学生は最近 開発 されたAR法 という新 しいスペ ク トル解析 の手法 を用 い,地 磁気脈動 が共役 点 間 で どの

ようなスペ ク トル構 造 と位相 関係 を もつかを調べた。その結果,高 調波構造が存在 し,奇 数次の高調波 はH(水 平

南北)成 分が共役点 で同相,D(水 平東西)成 分が逆相 とな る。一 方,偶 数次 の高周波 はH成 分が逆相,D成 分が

同相 とな ることをみい出 した。そ してこれ らのスペ ク トル構造 と位 相関係 は磁 力線 の固有振動の特徴 として うま く

説 明で きることを明 らかに した。

研究所担当教官 は,観 測デ ータの提供,観 測 データの使用法,観 測デー タの もつ意 味,コ ン ピュータを用いたス

ペク トル解析法,解 析結果の物理的解釈 に必要な プラズマ物理学等に関 し講義 と指導 を行 った。

〔気 水 圏 〕

塩原 匡貴(東 北大学大学院理学研究科)

〔極地気象学57.4.1～58.3.31〕

研 究 内 容

大気中の微小浮遊粒子エア ロゾルは,太 陽光を散乱,吸 収す ることを通 じて,大 気 ・地表系 の放射収支 に影響を

与え,ひ いては気候を も支配する。 そのため,エ アロゾルの拠動あ るいは光学 的特性を知 ることは極めて重要であ

る。南極域は,人 為的汚染源 か ら最 も遠 く離れた場所 として,自 然の基 底 レベル,即 ちバ ックグ ラウ ンドのエ アロ

ゾルを調べ る最適な場所であ り,か つ その影響に興味の持たれる所である。

本受託学生は,南 極観測を通 じて,昭 和基地等で,こ のエ アロゾルの光学 的特性や その拠動,放 射収支に対す る

影響を調べ るべ く,放 射 観測を行 うことを目ざ し,そ の測器の開発,観 測手法 の確立 について の研究を行 った。南

極大気の(エ ア ロゾルによる)混 濁度 は極めて小 さく,従 来の ラングレー法によ って はその精度良 い測定は難 しか

った。そ こで,こ の ラング レー法 を改良 して,太 陽周辺光強度 と直達 光強度 と同時 に測定 して放射計を検定 し,大

気の光学 的厚 さを求 めるという新 しい観測方法を確立 した。 さらにその 目的に合 った測定器 「オー リオールメ一夕」

の南極域 での使 用に耐 え得 る ものの開発を行 った。

研究所 では特 に,従 来 の大気混濁度の観測 データや,放 射収 支観測の結果 についての評価,解 釈 に関す る指導を

行 ったほか,低 温実験室 を使 って測器の実験を行 った。
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W図 書 ・刊行物

1.図 書

(1)図 書室の概要

当図 書 室 は,昭 和48年9月 に 国 立科 学 博物 館 か ら独 立 して,国 立 極 地 研 究 所 と して 新 た に発 足 して 以 来,す で に

と り こわ され た 本 館2階 か ら1階 へ,そ して 研 究 棟2階 へ と転 々 と した が,昭 和54年12月,管 理 資 料 棟4階 に 落 ち

着 いた 。 面 積 も研 究 棟 時 代 の2.3倍 の410.4㎡ と広 くな り,雑 誌 棚,書 架,エ レコ ンパ ッ ク の 増 設,文 献 検 索 用 の

TSS端 末 の 設 置 な ど,設 備 面 で も充 実 して き た。

蔵 書 面 で も,国 立 科学 博 物 館 時 代 の蔵 書 の う え に,さ らに 南 極 ・北 極 に 関 す る文 献 の ほ か,極 地 観 測 に 関 連す る,

超 高 層 物 理,地 球 物 理,固 態 地 球 物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工学,陽 石,デ ー タ

解 析 な どの 部 門 の単 行本,雑 誌,レ ポ ー ト類 の 収 集,整 備,充 実 に 努 め て い る。

極 地 関 係 の 文献 の な か に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,

Library　 Catalogue　 of　Scott　Polar　 Research　 Institute,　 Dictionary　 Catalog　 of　the　Stefansson　 Collection

on　the　Polar　 Regions,　 Catalogue　 of　the　Library　 of　the　Arctic　 Institute　of　North　 America,　 Bibliography

on　Cold　 Regions　 Science　 and　 Technologyな ど の書 誌 類 の ほか,山 岳 ・極 地 研 究 家 の 吉 沢 一 郎 氏 旧 所 蔵 の 吉

沢 文庫(63冊),松 方 三 郎 氏 を 通 じて こ寄 贈 いた だ い た 松尾 氏 旧 所蔵 の松 尾 文庫(14冊),及 び立 見 辰 雄 氏 旧所 蔵 の

立 見 文 庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な ど の貴 重 な南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る。

ま た,大 学 院 生 受 け入 れ に そ な え て,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,工 学 な どの 基 本 図 書 の 充 実 を 図 るた

め,年 間約50万 円の 予 算 を これ に 当 て て い る。

こ こ数 年 バ ックナ ンバ ーの 整 備 に 努 め て き た が,ほ ぼ初 期 の 目的 に達 した の で,昭 和57年 度 は,次 の11種(約

410万 円)を 購 入 す るに とど ま った 。

気 象 集 誌13(1935)-57(1979)

藻 類1(1953)-29(1981)

　　 Annals　 of　Glaciology,　 1(1980)-2(1981)

　　 Astrophysics　 and　 Space　 Science,　 1(1968)-80(1981)

　　 Australian　 Journal　 of　Physics,　 1(1948)-34(1981)

　 　 Bulletin　 of　the　American　 Meteorological　 Society,　 1(1920)-61(1981)

　　　Journal　 of　Physical　 Oceanography,　 1(1971)-11(1981)

　 　 Journal　 of　Plasma　 Physics,　 1(1969)-25(1980)

MarineEcology,1(1980)-2(1981)

　 　 Review　 of　Scientific　 Instruments,　 1(1930)-52(1981)

　 　 Second　 Norwegian　 Arctic　 Expedition　 in　the　Fram　 1898-1902,　 4　vols.

単 行 本 及 び別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究 所 が,国 際 十 進 分 類 法(UDC)を 極 地 関係 図書 館 用 に再 編 成 し

た,　 Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十 進 分 類 法 中 間 版 分 類 表

(日 本 ドク メ ンテ ー シ ョン協会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る。 雑 誌 に つ い て は,極 地 関係 の もの を最 も使 いや

す い場 所 にま とめ,そ の他 の もの は,詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 して い る。

受 入 雑 誌 の うち,購 入 の193種 を の ぞ く1,290種 は,国 内 及 び 諸 外 国 の大 学,研 究 機 関 と の交 換 ・寄 贈 に よ る もの

で あ る。

当 研 究 所 の 出版 物 の うち,南 極 資 料(年3回)　 ,　Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series
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A,　B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue(不 定 期)　,　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期)　,　Antarctic　 Geological　 Map　 Series

(年2回)の 編 集 ・出版 業 務 を図 書 室 で 行 って い る。 昭 和57年 度 は 南極 資 料3冊,　 Memoirs　 of　National　 Insti-

tute　of　Polar　 Research　 7冊,　 JAREDataReports10冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,

南極 の科 学1冊,計23冊k総 真数3,003)を 出 版 した(1(4)及 び2参 照)。 なお,こ れ らの 出 版 物 は寄 贈 及 び交 換 誌

と して,大 学,研 究 機 関 等,国 内 は延3,561カ 所,国 外 は 延3,325カ 所 に送 って い る。

現 在 の と こ ろ,図 書 室 を利 用 で き るの は,当 研 究 所 教 職 員,客 員教 官,関 係 委 員,共 同 研 究 員,大 学 院 生 及 び 観

測 隊 員 に 限 られ て い るが,外 部 の 極 地 研 究 者 な ど も図 書 室 長 の 許 可 が あれ ば利 用 す る こ とが で き る。

図書 室 と して 発 足 して か らまだ 歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に 整 って い る と は いえ な いが,今 後 も南 極 ・北 極探

検記 録 のバ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レポ ー ト,そ の他 関 連 分 野 の 単 行 本,雑 誌 の 収 集 ・充 実 に

努 め て い き た い。 当 図書 室 蔵 書 の う ち単 行 本 の 約13%,雑 誌 の 約88%は 寄 贈 ・交 換 に よ る もの で あ る。 寄 贈 して 下

さ った方 々 に感 謝 す る と と もに,今 後 も当 図 書 室 の 図書 資 料 の充 実 の た め に,変 わ らぬ ご協 力 を お 願 い した い 。

(2}年 度別蔵書数及び増加冊数

()内 は年間増加冊数

年 度 51 52 53 54 55 56 57

単 行 本

和 書

洋 書

1,536
(202)

3,278
(571)

1,947
(411)

3,734
(456)

2,287
(340)

4,364
(630)

2,480
(193)

4,941
(577)

2,721
(241)

5,595
(654)

2,859
(138)

6,170
(575)

3,117
(258)

6,596
(426)

計
4,814
(773)

5,681
(867)

6,651
(970)

7,421
(770)

8,316
(895)

9,029
(713)

9,713
(684)

製本雑誌

和雑誌

洋雑誌

155
(50)
1,170
(465)

256
(101)
1,561
(391)

299
(43)
2,515
(954)

507

(208)
3,543

(1,028)

641

(134)
5,777

(2,234)

866
(225)
7,324

(1,547)

923
(57)
8,202
(878)

計
1,325
(515)

1,817
(492)

2,814
(997)

4,050
(1,236)

6,418
(2,368)

8,190

(1,772)

9,125

(935)

合 計
6,139

(1,288)
7,498

(1,359)
9,465

(1,967)
11,471

(2,006)
14,734

(3,263)
17,219

(2,485)
18,838

(1,619)

(3}年 度別雑誌受入タイ トル数

年 度 51 52 53 54 55 56 57

和 雑 誌

洋 雑 誌

110

677

126

749

143

892

174

998

191

1,052

236

1,153

256

1,233

計 787 875 1,035 1,172 1,243 1,389 1,489
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JARE Data Reports 4 
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6 
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5
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5
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9 
(  985  )

10 
(  883  )

10
 ( 921  )

Catalog 1 
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1
 ( 112  )

1 
(  121  )

Antarctic Geological
Map Series

 2 
(  16  )

2 
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2 
(  13  )
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(  16  )
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14 
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14 
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16 
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16 
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20 
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2.  fff  fl_1T71

6- ft  76 

          77--q 

      78

 19824I-19  (147p.) 

 1983-  1  )] (152p.) 

 19834F 3  n  (138p.)

Memoirs of National Institude of Polar Research 

 Series C (Earth  Sciences), Na 13 : Physiography of the Prince Olav and the Prince Harald 

   Coasts, East Antarctica, by Y. Yoshida. 87p. February 1983. 

 Series C (Earth  Scienses), No. 14  : Studies on thermally induced fractures and snowquakes of 

   polar snow covers, by F. Nishio.  50p. March 1983. 
 Special Issue, No. 22 : Proceedings of the Fourth Symposium on Coordinated Observations of 

   the Ionosphere and the Magnetosphere in the Polar Regions, ed. by T. Nagata.  287p. Sep.  

t  ember  1982.  

 Special Issue, No. 23 : Proceedings of the Fifth Symposium on Antarctic Biology, ed. by T. 

   Hoshiai and Y. Naito.  128p. October 1982. 

 Special Issue, No. 24 : Proceedings of the Fourth Symposium on Polar Meteorology and Glaci-

   ology, ed. by K. Kusunoki. 326p. December 1982. 

 Special Issue, No. 25 : Proceedings of the Seventh Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by 

   T. Nagata. 343p. December 1982. 

 Special Issue, No. 26  : Proceedings of the Fifth Symposium on Coordinated Observations of 

   the Ionosphere and the Magnetosphere in the Polar Regions, ed. by T. Nagata. 200p. March

JARE Data Reports 

 No. 74 (Aurora  10) : Records of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in 

   1980, by National Institute of Polar Research. 8 p. June 1982.
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No. 75 (Oceanography  1  )  : Oceanographic data of the 21st Japanese Antarctic Research Expedi-

 tion from November 1979 to April 1980, by K. Matsumoto and M. Mine.  44p. August 1982. 

No. 76 (Oceanography  2)  : Oceanographic data of the 22nd Japanese Antarctic Research Expedi-

 tion from November 1980 to April 1981, by S. Kuramoto and K. Koyama.  50p. August 1982. 

No. 77  (M  eteorology 12) : Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1981, by H. Ni-

 shimura, J. Inoue and K. Satow. 92p. November 1982. 

No. 78 (Marine Biology  4  )  : Whales sighting efficiency of the crew on board ocean research ves-

 sels in BIOMASS/FIBEX, by S. Ohsumi and Y. Naito. 49p. March 1983. 

No. 79  ( Meteorology 13) : POLEX-South data, Part 4. Micrometeorological data at Mizuho 

 Station, Antarctica in 1980, by T. Ohata, N. Ishikawa, S. Kobayashi and S. Kawaguchi. 

 374p. March 1983. 

No. 80 (Ionosphere 27) : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica 

 in 1981, by M. Ose and N. Kurihara. 96p. March 1983. 

No. 81 (Ionosphere 28) : Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1981, by M. 

 Ose and N. Kurihara. 28p. March 1983. 

No. 82 (Glaciology 9 ) : Glaciological data collected by the Japanese Antarctic Research Ex-

 pedition in 1981, by K. Satow, H. Nishimura and J. Inoue.  81p. March 1983. 

No. 83  (  Seismology  16) : Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1981, by K. 

 Shibuya and K. Kaminuma. 99p. March 1983.

Antarctic Geological Map Series 

 Sheet 14 : Sinnan Rocks, 1  /  25,000. Explanatory text, by Y. Hiroi, K Shiraishi and Y. 

   Yoshida. 9 p. with 4  pls. March 1983. 

 Sheet 17 : Niban Rock, 1 /25,000. Explanatory text, by K. Kizaki, Y. Hiroi and S. Ka-

   nisawa. 5 p. with 4  pls. March 1983. 

List of publications of the National Institute of Polar Research  ( 1957  -  1980). Supplement 

 No.  1  (1980-1982).  4  p.

A14.041: 4  S  202p.  1982*10)11 

 3.  f1.1  TI  JJ  -- 

        - .x  48-53 

111A6.t-theltfihVi, 82 

 *A6.itiAttftilliAM21MVE 1982 

IllAt4.163f5V***R  liBfri55,  56*ft
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W－ 般 業 務

1.諸 会 議

川 評 議 員 会 議

研究所の事業計画その他の管理運営 に関す る重要事項 について,所 長に助言す る。

(任期56.9.29～58.9.28)

ト 　

天 野 慶 之 東京水産大学長 澤 田 龍 吉 福岡教育大学長

有 江 幹 男 北海道大学長 清 水 司 早稲田大学長

加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 寺 沢 一 雄 大阪大学名誉教授

茅 誠 司 東京大学名誉教授 西 川 哲 治 高 エネルギー物理学研究所長

大 塚 喬 清 放送大学学園理事 濱 口 博 日本 分析セ ンター理事長

香 月 秀 雄 千葉大学長 藤 井 隆 東京大学名誉教授

木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所長 前 田 憲 一 京都大学名誉教授

桑原 萬壽太郎 岡崎国立共同研究機構長 向 坊 隆 原子力委員会委員

古 在 由 秀 東京大学東京天文台長 森 大吉郎 宇宙学研究所長

第11回 評議員会議 昭和57年6月18日(金)

議題

1.昭 和58年 度概算要求基本方針(案)に ついて

2.新 観 測船 「しらせ」就航 に伴 う第25次 以降の観測について

(2}運 営協議員会議

南極観測の実施 その他 の研究所の運営 に関す る重要事項 で所 長が必要 と認 めるものについて,所 長の諮問に応

じる。

(任期56.9.28～58.9.29)

浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 東 晃 北海道大学工学部教授

粟 野 誠 一 日本大学名誉教授 藤 原 健 藏 広島大学文学部教授

内 田 祥 哉 東京大学工学部教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授

大 林 辰 藏 宇宙科学研究所教授 吉 見 吉 昭 東京工業大学工学部教授

大 家 寛 東北大学理学部教授 楠 宏 国立極地研究所企画調整官

木 崎 甲子郎 琉球大学理学部教授 松 田 達 郎 国立極地研究所研究主幹

北 野 康 名古屋大学水圏科学研究所教授 平 澤 威 男 国立極地研究所資料主幹

木 村 磐 根 京都大学工学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所教授

田 中 正 之 東北大学理学部教授 星 合 孝 男 国立極地研究所教授

西 川 演 八 日本大学医学部教授 吉 田 栄 夫 国立極地研究所教授
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第27回 運営協議員会議 昭和57年6月17日(木)

議題

1.教 官人事について

2.第25次 南極地域 観測 計画(案)に ついて

3.昭 和58年 度概算 要求基本方針(案)に つ いて

4.第24次 南極地域 観測隊の編成 について

5.昭 和57年 度南極 マクマー ド地域 の共同観測 について

6.昭 和57年 度 交換 科学者 の派遣 につ いて

7.　 BIOMASSのSIBEX計 画 について

第28回 運営協 議員会 議 昭和57年9月21日(火)

議題

1.教 官人事 について

2.国 立極地研究所名誉教授称号授与規則について

第29回 運営協 議員会議 昭和58年11月27日(水)

議題

1.第25次 南極地域観測隊長 ・副隊長 について

2.第24次 南極地域観測隊行動実施計画(案)に ついて

第30回 運営協議員 会議 昭和58年2月24日(木)

議題

1.教 官人事 について

2.第25次 南極地域観測実施計画(案)に ついて

3.昭 和58年 度共 同研究員について

(3)専 門 委 員 会

所長の諮問に応 じ,運 営協議委員会議か ら求め られ た極地観測事業の実施 に関する専 門事項 につ いて,調 査審議

を行 う。

1.宙 空専門委員会(大 気球 ・ロケ ッ ト分 科会,人 工衛星分科会,超 高層 分科会)

2.気 水圏専門委員会

3.地 学専門委員会

4.生 物 ・医学専門委員会

5.定 常観測専門委員会

6.国 際共同観測専門委員会

7.設 営専門委員会(機 械 分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバ クラフト分科会,食 糧分科会)

(4)南 極地名委員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する。

(5)編 集 委 員 会

所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果 その他の研究成果等 の編集 につ いて,調 査審議を行 う。
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(6)極 地観測隊員健 康判 定委員会

所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す

る事項について,調 査審議を行う。

(7)極 地観測記録映画作成委員会

所長の求めに応じ,極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。

{8)共 同研究委員会

所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を行う。

なお,委 員会の中に所員からなる共同連絡会を設け,事 務的準備を行う。

(9)南 極海洋生物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

(10)南 極鉱物資源特別委員会

所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う。

(11)南 極噴石研究 委員会

所長の諮問に応じ,南極阻石に関する諸問題について調査審議を行う。

(12)所 内委員か らな る会議

ア 運営会議

イ 企画調整会議

ウ 教官会議

工 部課長会議

オ 大学院教育協力委員会

力 教官人事委員会

キ 職員レクリエーション委員会

ク 情報処理センター運営委員会

ケ 教授懇談会

コ 極地研ニュース編集委員会

サ 南極観測安全対策会議

シ 隊長等選考委員会

ス 図書委員会

セ 資料委員会

ソ 低温資料委員会

タ 所内定常観測委員会

チ 輸送問題検討委員会

ツ 昭和基地電算機運営委員会

テ 南極観測25周年準備委員会

ト 国立極地研究所創立10周年記念事業委員会

ナ　 BIOMASS国 際研究集会運営委員会

二 押売等防止対策協議会
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2.職 員 の 外 国 出 張

(1)外国 出張

所 長 永田 武

57.4.14～57.4.26ア メ リカ合衆国 ア ラスカ大学 との共同研究協議及び南極 限石学 ・雪氷学会議出席

所 長 永 田 武

57.5.13～57.5.28カ ナ ダ 太陽地球間物理科学委員会総会及びSTP等 シンポ ジウム出席

教 授 松 田達郎

57.6.5～57.6.28オ ース トラリア 南極海洋生物資源保存委員会出席

教 授 吉 田栄夫

57.6.12～57.6.13ニ ュージー ラン ド 南極条約特別協議会出席

所 長 永 田 武

教 授 平澤威男'

57.6.29～57.7.12ソ ビエ ト連邦 第17回 南極研究科学委員会総会出席

教 授 楠 宏

57.6.29～57.7.12ソ ビエ ト連邦 国際南極氷床観測会議出席

教 授 神沼克伊

57.8.12～57.8.26オ ース トラ リア 第4回 南極地球科学国際 シンポ ジウム出席

教 授 吉田栄夫

57.8.14～57.8.24オ ース トラ リア 第4回 南極地球科学国際 シンポ ジウム出席

助教授 江尻全機

57.8.29～57.9.24ア メ リカ合衆国 スペース シャ トル科学者会議及び レベルIV組 込みテス ト参加

助 手 山内 恭

57.9.1～57.10.31ア メ リカ合衆国 気候 モデルにお ける極域の熱的役割に関する研究

助教授 矢内桂三

57.9.10～57.10.2ア メ リカ合衆国 南極 明石の分類学的研究

所 長 永田 武

57.10.2～57.10.6チ リ 南極資源政策会議(事 情 により経由国 より帰国)

助教授 江尻全機

助 手 小野高幸

助 手 宮岡 宏

57.11.1～57.12.25ス ウェーデ ン 北極地域 におけるオ ーロラ現象の大気球地上総合観 測

管理部長 札川 澄男

研究協力係長 柴野浩成

57.11.1～57.11.18ニ ュージーラン ド及び南極地域 ニュージーラン ド南極観測の実施体制調査

教 授 神沼 克伊

57.11.1～58.1.18南 極地域 マ クマー ドサウ ン ド地域 にお ける観測調査

助教授 大山佳邦

定常観測係長 佐野雅史

技官 今村 勇二

57.11.25～58.4.20南 極地域 南極地域における観測調査
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教 授 前 晋 爾

助 教 授 神 田 啓 史

助 手 渡 邊 研 太 郎

設 営 第 二 係 長 川 畑 和 人

技 官 石 沢 賢 二

57.11.25～59.3.23

教 授 平 澤 威 男

57.12.3ユ ～58.1.22

教 授 吉 田 栄 夫

58.1.14～58.1.30

所 長 永 田 武

58.1.22～58.2.1

教 授 楠 宏

58.2.15～58.2.20

助 手 船木 實

58.3.12～58.5.9

所 長 永 田 武

58.3.12～58.4.5

② 海外 研 修 旅 行

助 手 白 石和 行

57.8.6～57.8.26

助教 授 矢 内桂 三

57.8.7～57.8.25

教 授 楠 宏

57.8.20～57.8.30

助教 授 内藤 靖 彦

57.9.18～57.9.30

助 手 神 沢 博

57.11.7～57.11.16

南極地域 南極地域における観測調査

ニュー ジーラン ド及び南極地域 米国南極基地 における超高層の研究調査

ニュージーラン ド 南極鉱物資源非公式協 議会出席

アメ リカ合衆国 南極 唄石の磁場 に関する研究及 び打合せ

アメ リカ合衆国 海洋研究 科学 委員会第74作 業委員会 出席

アメ リカ合衆国 南極 唄石分類学 の確立研究

アメ リカ合衆国 第14回 月惑星科学会議 出席及 び日米南極共同研 究等協議

オ ース トラ リア 第4回 南極地球科学国際 シンポジウム出席

オ ース トラリア 第4回 南極地球科学国際 シンポ ジウム出席

アメ リカ合衆 国 第2回 応用雪氷学会 出席

ドイ ツ連邦共和国 魚類生態作業委員会 出席

アメ リカ合衆国 日米科学協 力事業 セ ミナー 「中層大気 の力学」 出席
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3.外 国人研究者

(1)外 国人研究員

氏 名 所 属 期 間 研 究 テ ー マ

Brian　 H.　 Mason

(ブ ライ ア ン ・メ ー ソ ン)

国立 ス ミソニ アン研 究所

主任研究員

57.5.1

～

57.6.30

南極阻石の岩石鉱物学的・

分類学的研究

董 兆 乾

(ド ン ・チ ャオ キ ュ ア ン)

中国国家海洋局

第二海洋研究所

研究員

57.9.1

～

57.11.30

人工衛星データによる南極

海域の海洋物理学的研究

A1'bert　 B.　 Bazhev

(ア リ ベ ル ト ・バ ジ ェ ー フ)

ソ連科学 アカデ ミー

地理学研究所

研究員

58.1.18

～

58.3.17

極域氷床の氷化過程に関す

る研究

{2}来 訪 研 究 者 等

4月7日 ～4月13日 　 Dr.Pearcy,W.　 (オ レ ゴ ン州 立 大 学 海 洋 学 科 教 授)

5月21日 　 Dr.WeUman,P.　 (オ ース トラ リア鉱 物 資源 庁 研 究 員)

5月24日 ～6月4日 　 BIOMASS国 際 研 究集 会 出席 の た めの 来 訪 者

Dr.Arnaud,P.　 (フ ラ ンス ア ン ドゥ ーム 海 洋研 究 所)

Dr.Chesselet,R.　 (フ ラ ンス科 学 院)

Dr.　Deacon,　 G.　 (英 国海 洋 研 究 所)

董 兆 乾(中 国第 二 海 洋 研 究 所)

Dr.　Eberhard,　 P.　 (チ リ南 極 研 究 所)

Dr.　El-sayed,　 S.　 (テ キ サ ス工 科 大 学)

Dr.Everson,1.　 (英 国南 極 調 査 所)

Dr.Foster,T.　 (カ リフ ォル ニ ア大 学 サ ンタ ク ル ー ス校)

Dr.Free,C.　 (国 際 捕 鯨 委 員 会)

Dr.Guzman,0.　 (チ リ水 産 研 究 所)

Dr.Hampton,1.　 (南 ア フ リカ 水 産研 究 所)

Dr.Hemple,G.　 (西 ドイ ツ極 地 研 究所)

Dr.Hennemuth,R.　 (米 国 立 海 洋 漁業 サ ー ビス北 東 水 産 研 究 所)

Dr.　Hureau,　 J.　 (フ ラ ンス 国立 自然 史 博 物 館)

Dr.　Ichie,　T.　 (テ キサ ス 工 科 大学)

金 素 貞(中 国 南 極 考 察 委 員会)

Dr.Kerry,K.　 (オ ース トラ リア 南極 局)

Dr.Knox,G.　 (カ ンタ ベ リー大 学)

Dr.　Laws,　 R.　 (英 国 南 極調 査 所)

Dr.Lubimova,T.　 (ソ 連水 産 ・海 洋 研 究 所)

Mr.Makeev,V.　 (同 通 訳)

Dr.Nast,F.　 (西 ドイ ツ水 産 研 究 所)

Dr.Newman,G.　 (オ ー ス トラ リア水 産 ・野 生 動 物 局)

Dr.Oreen,M.　 (ケ ープ タ ウ ン大 学)
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Dr.Piechura,J.　 (ポ ー ラ ン ド水 産 研 究 所)

Dr.Rakusa-Suszczewski,S.　 (ポ ー ラ ン ド生 態学 研 究 所)

総
総
黙

り　

　

　

りあ

　

　

　

りあ

　

D

D

D

D

D

D

D

D

D

張

(チ リ南極研究所)

(西 ドイツ水産研究所)

(米国立 海洋 漁業 サー ビス北東水産研究所)

(ケープタウ ン大学)

(バルパ ライソ大学)

(ミネソタ大学)

(西 ドイ ツ水産 研究所)

(オース トラリア水産 庁)

(香港中文大学)

(中国第一海洋研 究所)

6月1日 ～6月17日 　 Dr.　 Ohtake,　 T.　 (ア ラス カ 大 学 地 球物 理 研 究 所教 授)

6月9日 ～6月10日 　 Dr.Mcfadden,L.　 (ハ ワ イ大 学 地 球 物 理 研 究 所)

6月24日 ～7月7日 　 Dr.Lipschutz,M.　 (パ ァデ ュ大 学 化 学 部 教 授)

6月25日 　 Mrs.Toye,S.　 (米 国 立 科学 財 団 深海 掘 削 計 画 局 副 局 長)

Mr.Helfrich,G.　 (ア メ リカ大 使 館 科 学 技 術 参 事 官)

6月25日 ～7月5日

6月30日 ～7月4日

7月2日 ～7月9日

7月3日 ～7月9日

7月6日

7月6日 ～7月12日

7月7日

7月8日

Dr.　 Rucklidge,　 J.

Dr.　 Tixier,　 M.

Dr.　 Herzog,　 G.

Dr.　 Stegman,　 W.

(トロン ト大学地質学科教授)

(仏ポ ァチエ大学超高層物理研究所助教授)

(ル ー トガーズ大学化学部准教授)

(西独マ ックス ・プ ランク研究所研究 員)

Dr.　Schultz,　 L.　 (西 独 マ ッ クス ・プ ラ ンク研 究 所 研 究 員)

Dr.Black,L.　 (オ ース トラ リア鉱 物 資 源 庁 研 究 員)

欧 陽 自遠(中 国 科 学 院 地 球 化 学 研 究 所 長)

Mr.Helger,A.　 (ス ウ ェー デ ン宇 宙 開発 機 構)

7月8日 ～7月10日

7月9日 ～7月13日

7月13日

8月5日 ～8月6日

8月30日 ～9月1日

9月1日 ～11月30日

Mr.Eriksson,B.　 (

Mr.Nobider,P.　 (

　 　 　 　 　 Dr.　 Collorson,　 K.

　 　　 　 　 　Dr.　 Finke1,　 B.

　 　 　 　 　 Dr.　 Elmore,　 D.

　 　　 　 　 　Dr.　 Lupton,　 J.

Dr.　 Tatsumoto,　 M.

10月5日 　 Mr.　 Roscoe,　 B.

10月14日 　 Dr.　 Matthews,　 J.

10月28日 ～10月30日

10月30日 ～10月31日

11月5日 ～11月26日

11月13日 　 Dr.　 Sagalyn,　 R.

〃)

〃)

(国立 オース トラリア大学研究員)

(スク リップス海洋研究所研究 員)

(チェスター大学原子核研究所研究員)

(カ リフォルニア大学 サ ンタバ ーバ ラ校研究員)

(米国地質調 査所研究員)

Dr.　Nunn,　 D.　 (英国 サザ ンプ トン大学工学部助教授)

林 海(中 国科学院大気物理研究所研究員)

高 欽泉(中 国国家南極考察委員会)

万 国才(中 国国家南極考察委員会)

(ニュージーラ ンドプ レス特 派員)

(京都大学超高層電波研究セ ンター研究生)

Mr.　Linker,　 J.

Mr.Winterhalter,D.　 (カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校大学院学生)

Mr.Lauer,R.　 (ス タンフォー ド大学 大学院学生)

中国南極調査 団(団 長:偉 観,団 員:張 氷如,章 文清,調 光,馬 王芳)

(米空軍地球物 理研究所 プラズマ物理研究室長)
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11月13日 ～11月18日 　 Dr.　Gendrin,　 R.　 (フ ランス惑星地球環境物理研究セ ンタープ ラズマ物理研究部 長)

11月15日 濃 祖蔭(北 京 大学地球物理系講師)

保 宗悌(武 漢大学空 間物理系副教授)

11月15日 ～11月25日 　 Dr.Gosink,T.　 (ア ラスカ大学地 球物理学研究所助手)

Mr.Green,T.　 (ア ラスカ大学海洋 研究 所技 官)

11月18日 ～11月22日 鄭 本 興

1月11日 　 Mr.　 Owens,　 C.

1月25日 　 Dr.　 Richards,　 J.

2月13日 　 Dr.　 Jones,　 D.

2月17日 ～2月19日

　 Dr.　 Wood,　 J.

　 Dr.　 Bogard,　 D.

　 Dr.　 Prinz,　 M.

　 Dr.　 Lang,　 B.

　 Dr.Clark,R.

Dr.　 Fisher,　 R

　 Miss　 Grady,　 M.

李 大 聲

2月25日 Mr.　 Bravo,　 E.

Mr.　 Remoro,　 P.

(中国科学院蘭州氷河凍土研究所教授)

(米国立科学財団東京事務局長)

(英国大使館文化部)

(英国南極調査所研究員)

第8回 南極 限石 シンポジウム出席外国人研究者

(ス ミソニア ン天文台研究員)

(米航空宇宙局 ジ ョンソン宇宙セ ンター研究 員)

(アメ リカ自然史博物館研究員)

(ワル シャワ大学化学部教授)

(ス ミソニア ン自然史博物館研究員)

(USス チール研究所研究員)

(ケ ンブ リッジ大学地球科学部助手)

(韓国延世大学科学部教授)

(チ リ大使)

(チ リ大使館科学技術参事官)

3月22日 ～3月25日

　 Dr.　 Kohnen,　 H.

　 Mr.　 Dietrich,　 H.

　 Mr.　 Lambrecht,　 K.

西 ドイ ツ極 地研究 所調査団

(西 ドイ ツ極 地研究所研究員)

(西 ドイツ極地研究所技 師)

(西 ドイツ極地研究 所技 師)
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4.職 員

(1)名 簿

所長 地球物理学

企画調整官 教授 海氷物理学

【研究系】

研究主幹(教 授,併)

(地球物理学研究部門)

気象学

磁気圏物理学

大気物理学

大気力学

(超高層物理学第一研究部門)

地震学

磁気圏物理学

磁気圏物理学

プラズマ物理学

プラズマ物理学

(超高層物理学第二研究部門)

助教授(客 員)大 気光物理学

助教授(客 員)大 気物理学

(雪氷学研究部門)

雪氷物理学

氷河気候学

雪氷気象学

気水圏物理学

(極地気象学研究部門)

教 授(客 員)気 象学

(地学研究部門)

自然地理学

自然地理学

地質学

地震学

(極地鉱物・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)固 体地球化学

教 授(客 員)地 震学

助教授(客 員)鉱 物学

(生理生態学研究部門)

教 授

助教授

助教授

助 手

海洋生態学

低温生理学

海洋生態学

海洋生態学

理博 永 田

理博 楠

武

宏

理博 松 田 達 郎

男

雄

恭

博

貞

夏

口

藤

内

沢

川

佐

山

神

博

博

博

理

理

理

授

授

手

手

教

教

助

助

助

授

授

手

手

手

教

教

助

助

助

助

理博 神 沼 克 伊

理博 福 西 浩

理博 藤 井 良

理博 小 野 高 幸

理博 宮 岡 宏

理博 小 川 利 紘

理博 岩 坂 泰 信

爾

行

彦

誠

晋

理

文

井

尾

田

前

藤

西

和

博

博

博

理

理

理

授

授

手

手

教

教

助

助

助

理博 田 中 正 之

理博

理博

夫

一
行

雄

栄

喜

和

和

田

脇

石

谷

吉

森

白

渋

授

手

手

手

教

助

助

助

理博 小 沼 直 樹

理博 高 木 章 雄

理博 武 田 弘

理博

理博

水産博

男

邦

男

郎太

孝

佳

光

研

合

山

地

邊

星

大

福

渡
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(寒冷生物学第一研究部門)

教 授 陸上生態学

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第二研究部門)

助教授(客 員)浮 遊生物学

助教授(客 員)浮 遊生物学

(極地設営工学研究部門)

教 授(客 員)応 用物理学

講 師(非 常勤)建 築学

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)極 光物理学

(生物系資料部門)

助教授 植物分類学

(非生物系資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 岩石磁気学

(阻石資料部門)

助教授 地質学

(データ解析資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 電波物理学

(低温資料部門)

【図書室】

図書室長(教 授,併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課長

事業部長

事業課長

観測協力室長

【附属観測施設】

昭和基地長(教 授,併)

みずほ基地長

郎

彦

篤

達

靖

田

藤

村

松

内

谷

博

博

理

農

農博 根 本 敬 久

水博 谷 口 旭

晃

夫

啓

敏貫

井

東

半

寺

博理

理博 平 沢 威 男

理博 神 田 啓 史

鮎 川

理博 船 木

勝

實

理博 矢 内 桂 三

工博 江 尻 全 機

山 岸 久 雄

理博 川 口 貞 男

男

久

一
雄

義

望

澄

正

孝

康

正

川

藤

藤

岡

藤

越

札

伊

加

光

後

村

星 合 孝 男

② 人 事 異 動

4月1日

庶務課長 伊藤 正久(前 放送教育開発センター総務課長)

事業課長 後藤 正義(前 文部省学術国際局研究助成課科学研究費第一係長)

庶務課人事係長 大前 義明(前 庶務課人事係主任)

会計課施設係長 宮内 秀夫(前 信州大学工学部管理係長)

観測協力室設営第二係長 川畑 和人(海 上保安庁第三管区海上保安本部)
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前庶務課長 今田 収(文 部省学術国際局研究助成課課長補佐)

前事業課長 山木 俊助(岡 崎国立共同研究機構経理部主計課長)

前庶務課人事係長 風間 勝昭(東 京大学庶務部人事課記録掛長)

前会計課施設係長 岡本 治男(放 送教育開発センター事務部施設課機械係長)

前観測協力室設営第二係長 奥村 睦(海 上保安庁第三管区海上保安本部)

〈客員教官〉

超高層物理学第二研究部門助教授 小川 利紘(東 京大学助教授)

同助教授 岩坂 泰信(名 古屋大学助教授)

極地気象学研究部門教授 田中 正之(東 北大学教授)

極地鉱物 ・鉱床学研究部門教授 小沼 直樹(茨 城大学教授)

同教授 高木 章雄(東 北大学教授)

同助教授 武田 弘(東 京大学助教授)

寒冷生物学第二研究部門教授 根本 敬久(東 京大学教授)

同助教授 谷口 旭(東 北大学助教授)

極地設営工学研究部門教授 東 晃(北 海道大学教授)

同講師(非 常勤)半 貫 敏夫(日 本大学助教授)

10月1日

超高層物理学第一研究部門教授 神沼克伊(前 地学研究部門助教授)

雪氷学研究部門教授 前 晋爾(前 同部門助教授)

地球物理学研究部門助教授 佐藤 夏雄(同 部門助手)

雪氷学研究部門助教授 藤井理行(同 部門助手)

(3}学 位 ・賞等の取得

永年勤続者表彰

被表彰者 佐野 雅史

松里 房子

表彰年月日 昭和57年9月29日
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5.所

57.4.20

27

27

28

5.6

10

10

19

24～6.6

7

8

9

16

17

18

25

7.12～16

21

8.25

26

9.29

10.1

15

21～22

25

27

11.12

17

24

25

12.7～9

14

16

24

1.12

14

22

2.9

10

10

14

15

務 日 誌

第23次観測隊夏隊帰国

生物・医学専門委員会

生物資源特別委員会

気水圏専門委員会

編集委員会

地学専門委員会

宙空専門委員会

定常専門委員会

BIOMASS国 際研究集会

鉱物資源特別委員会

健康判定委員会

設営専門委員会連絡会

教授懇談会

運営協議員会議

評議員会議

南極観測本部総会

第24次観測隊夏期訓練(菅 平)

明石研究委員会

共済監査

編集委員会

創立記念日

第23次観測隊家族会

レクリエーション(ボ ーリング大会)

地学シンポジウム

第24次観測隊全員集合'

明石研究委員会

「しらせ」引渡式

運営協議員会議

南極観測本部総会

第24次観測隊出発

気水圏シンポジウム

教授懇談会

編集委員会

鉱物資源特別委員会

記録映画作成委員会

任用監査

レクリエーション(観 劇会)

生物 ・医学専門委員会

定常専門委員会

顧門会議

共同研究委員会

気水圏専門委員会
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15

2.16

17～19

21

24

28～3.2

6～10

21

22

宙空専門委員会

地学専門委員会

隅石シンポジウム

設営専門委員会連絡会

運営協議員会議

超高層シンポジウム

第25次観測隊員候補者冬期訓練(乗 鞍)

第23次観測隊越冬隊帰国

南極観測本部総会
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